
　　※読み込みに時間がかかる場合がありますが、その際は10秒ほどお待ちくださいませ。

12月17日（土）
東京・東京藝術大
学千住キャンパス
（新着）

［アーティスト］
アサダワタル
×［東京大学教授］
渡辺裕
音とメディアとま
ちの話　ー暮らし
のなかのさまざま
な「音」と「聴
く」ことを考える
ー
「音」から、あなた
は何を思い浮かべま
すか？　暮らしはさ
まざまな音で溢れて
いるけれど、多くの
人は「音楽」と答え
るでしょう。「音の
風景」を意味するサ
ウンドスケープとい
う概念をカナダの作
曲家マリー・シェー
ファーが提唱してか
ら、より公共的な自
然／都市空間の音が
注目されるようにな
ったけれど、人びと
の「語り」や
「声」、雨や風など
自然の音、
工事現場や踏切とい
った都市の音は、広
く「音」として意識
されていないように
感じます。

11月26日（土）
ライブ（ソロ）　
大阪・南森町音凪
（新着）

「ナガオクミとア
サダワタルのふた
り会＠音凪」
ナガオクミさんとア
サダワタルさんとの
ふたり会ライブ。ア
サダさんは大和川レ
コードの活動などず
っと気になっていた
いました。とても楽
しみな企画です。皆
様のお越しお待ちし
ています。（企画概
要より抜粋）

11月22日（火）
ライブ（プロジェ
クト ドラム参
加）　東京・代官
山 晴れたら空に
豆まいて （新
着）

『プリミ恥部な世
界LIVE

「小金井と私　秘
かな表現」新シー
ズンのワークショ
ップ参加者募集！
　12/4から来年
３月までに全5回
開催。テーマは
「想起のツアーコ
ース」の創作

アーティストのアサ
ダワタルさんと、小
金井のまちや生活を
活かした表現を考え
るプロジェクト、小
金井市芸術文化振興
計画推進事業「小金
井と私　秘かな表
現」を昨年度から３
年計画で実施してい
ます。
昨年度は、能楽師の
津村禮次郎先生を講
師に迎え、参加者が
多様な芸術文化と出
会い、その体験をも
とに、参加者が「表
現の当事者」とな
り、生活に密着した
自分ならではの表現
を生み出すきっかけ
を作ることをめざす
ワークショップを開
催しました。そし
て、今年度８月に
は、昨年度のワーク
ショップの参加者が
「市民メディエイタ
ー」となり、小金井
に住むたくさんのま

【ラジオ】FM
OSAKAでの家入
一真氏の新馬組
『LUST FM』に
12月4日（日）
&12月11（日）
ゲスト出演（新
着）
家入さんと幼少期の
話、音楽の話、住み
開きの話、借りパク
や千住タウンレーベ
ルなどの音楽と記憶
にまつわる活動の可
能性についてとか、
いろいろ談義。間に
大学時代の思い出話
の流れでLabcryの名
盤『COSMOS
DEAD』から「砂
丘」、そして昨年、
路地と暮らし社から
リリースしたアサダ
のソロ作『歌景、記
譜、大和川レコー
ド』から「寂れた線
路を独りで歩く」が
流れます。オンエア
ーは12月3日（土）
の深夜４時（日曜の
早朝）からと翌週10
日（土）の同時間。
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また、これらを扱う
媒体について考えた
時、今では「音楽」
を収めたCDばかりを
連想してしまうけれ
ど、それ以前にバス
ガイドの解説やスポ
ーツ中継のアナウン
スを収めたレコード
が販売されていたこ
とを踏まえると、
「音」を伝えるメデ
ィア自体の役割が時
代とともに変化した
のではないでしょう
か。
私たちは、「聴く」
行為を通じてあらゆ
る情報を手に入れた
り、新しい会話を生
んだりしているなか
で、普段気付かない
ながらに少しずつで
はありますが、新し
い「聴き方」を自然
と身につけているの
かもしれません。
今回は、文筆家、音
楽家、企画者などさ
まざまな顔を持つア
ーティスト・アサダ
ワタルと、著書『聴
衆の誕生ーーポス
ト・モダン時代の音
楽文化』等で知られ
る渡辺裕氏（聴覚文
化論・音楽社会史・
東京大学教授）を迎
え、音・音メディア
とその聴き方、そし
て暮らしの舞台であ
る、まちとの関係性
を探ります。（企画
概要より抜粋）

12月2日（金）
大阪・スタンダー
ドブックストア心
斎橋（新着）

「アサダワタル極
つき十三夜 第九夜
　研究発表会×ライ
ブ演奏～ “音楽×想
起”でできること
～」第九夜は　ア
サダさん、博士論
文書きましたスペ
シャル。」
アサダさんがこの11
月に滋賀県立大学大
学院にて博士（学
術）を取得されたこ
とをきっかけに、ふ
つうは大学や学会な
どで行う研究発表会
を、ここスタンダー
ドブックストアで、
楽しく伸びやかにや
ってみようという企
画。ちなみに論文タ
イトルは「音楽によ
る想起がもたらすコ
ミュニケーションデ

VERSION』プリミ
ティヴエディショ
ン
音楽家で宇宙マッサ
ージ師のプリミ恥部
（白井剛史）くんと
映画監督のかすみん
こと平岡香純さんの
ふたりが繰り広げる
映画×音楽ショー「プ
リミ恥部な世界」。
不定期のシリーズラ
イブとして展開され
ているなかで、なん
だかんだと初期から
ドラムを担当させて
もらうことが多く、
今回も参加します。
とても楽しみにで
す。
出演 プリミ恥部 平岡
香純 アサダワタル 加
藤啓一郎 ／時間
OPEN19:00/
START20:00/ 上映
開始 20:30 ／ 会場
代官山「晴れたら空
に豆まいて」／
0:00、1:11、2:22、
3:33、4:44、5:55の
時間に朝まで舞いま
す。合間での宇宙マ
ッサージもありです
／ 料金 宇宙料金（こ
の日感じた愛をお金
にしてお帰りの際に
受付にお渡しくださ
い）（企画概要より
抜粋）

11月19日（土）
ライブ（SjQ）　
京都・元立誠小学
校 （新着）

night cruising
10th
anniversary
November「Special
Showcase in
Kyoto」
night cruising 10
周年を記念した、
秋のスペシャルラ
イブショーケース
を京都で開催。会
場は元・立誠小学
校 講堂。所縁のア
ーティスト達が集
います。
[出演]宮内優里、
haruka nakamura
LABO (haruka
nakamura, 青木隼
人, 内田輝,
moskitoo, Polar
M)、SjQ　
[DJ]RAIJIN　
[PA]sonihouse　
[出店]食堂
souffle（企画概要
より抜粋）

ちの記憶によりそい
ながら、表現に少し
ずつ変換していく
「小金井と私　市民
生活展　想起のボタ
ン」を開催しまし
た。
１２月からは、「小
金井のまちと出会い
なおす」をテーマ
に、新たに連続ワー
クショップを開催し
ます。まちとそこか
ら生まれる表現につ
いて、一緒に考えて
みませんか？（企画
概要より抜粋）

東京都足立区に
て“街型音楽レー
ベル”立ち上げ。
11月23日（祝）
に説明会イベント
開催＠東京藝術大
学

タウンレーベルって
には僕の造語ですけ
ど、まず、どこの街
にもわりあいみかけ
るタウン誌の編集室
をイメージしてみて
ください。タウン誌
って、その街に住ん
でいる普通の人のイ
ンタビューが載って
いたり、そこに住ん
でないと行かないだ
ろう地元の名店が紹
介されてたり、あと
「これ譲ります／こ
れ探してます」的な
ローカル感たっぷり
の企画が満載ですよ
ね。あとなによりも
その街ならではの些
細な「記憶」の数々
が掲載されていた
り。ああいうのを文
字だけでなく「音楽
（音）」として発
行・リリースしてみ
たらどんなことが起
こるのだろう？って
いうのが、この取り
組みをやるシンプル
な動機なんです。
　といいつつ、なん
でそもそもそんな発
想を持つに至ったの
かって話は、丁寧に
語ると長くなるんだ
けど、ここでは音楽
ってライブやフェス
みたいにわーっと盛
り上がる非日常を生
み出す存在であると
同時に、私たちの取
り留めもない日常を
フワフワ優しく包み
こめる、もっと「普
段使い」な存在なん
じゃないかなって思
っていること。そし
て、その使い方のひ

【連載】マガジン
航での連載「本屋
はブギーバック」
第八回更新。（新
着）
一年間連載をお休み
してましたが、復帰
はじめに近況報告：
｢音楽×記憶｣にまつわ
る研究や実践や」を
執筆しました。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
2016年11月の
ゲスト　滋賀県立
近代美術館学芸員
　渡辺亜由美さん
（新着）
今日は、滋賀県立近
代美術館学芸員の渡
辺亜由美さんをゲス
トにお迎えします。
渡辺さんは、東北大
学と大阪大学大学院
にて西洋美術史の研
究をされたのち、現
職につかれています
が、現在、滋賀県立
近代美術館では、
近・現代美術とアー
ル・ブリュットの担
当をされているんで
すね。その背景に
は、この美術館が
2019年までに、これ
までの近代・現代美
術に加えて、滋賀の
誇る仏教美術やアー
ル・ブリュットも新
たな収集・展示の柱
に加え、滋賀ならで
はの多様な美を発信
してゆくという「新
生美術館」のコンセ
プトがあります。こ
れまで、滋賀のみな
らず全国各地で、ア
ール・ブリュットを
はじめ障害福祉の現
場から生まれる表現
活動をテーマにお届
けしてきたこの番組
ですが、今日は改め
てそもそもアール・
ブリュットという言
葉のもつ原点にも立
ち返りながら、公立
美術館という場なら
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ザインについての研
究」とな。なんだか
ムズカしそうな内容
ですよね。でも、皆
さん誰にでもかつて
親しんで来た楽曲を
聞いて突如、過去の
出来事や人間関係を
思い出すことってあ
るのでは？かつてか
らミュージシャンと
しても活動してきた
アサダさんは、その
「音楽」による「想
起」という行為に着
目し、その行為をも
とに独自の音楽プロ
ジェクトを立ち上げ
てきました。（……
　企画概要より抜
粋。続きは↓）

12月1日（木）
愛知・名古屋芸術
大学（新着・非公
開）

名古屋芸術大学デザ
イン学部にて「ライ
フデザイン」を学ぶ
学生さんたちに、
「デザインと生活」
というテーマでゲス
ト講義を担当しま
す。

11月7日（金）
大阪・大阪音楽大
学（新着・非公
開）

大阪音楽大学に最近
出来たばかりのミュ
ージックコミュニケ
ーション学科とミュ
ージッククリエイシ
ョン学科の学生さん
対象に「音楽を日常
のなかで使いこな
す」ことをテーマに
したアサダのもろも
ろの音楽業について
ゲスト講義します。

11月3日（木・
祝） 鹿児島・か
ごしま文化情報セ
ンター（新着）

10月31日
（月）・11月21
日（月）ワークシ
ョップ　静岡・静
岡大学 （新着）

「静岡大学　アー
トマネジメント人
材のためのワーク
ショップ100」で
音楽の講師担当
静岡大学は、文化庁
助成「大学を活用し
た文化芸術推進事
業」として、3年間で
アートマネジメント
人材育成のための実
践的なワークショッ
プを100つくろうと
しています。そこで
は、地域の資源（人
やモノ、文化、伝統
など）を見つけ、む
すび、新たな価値を
はぐくみます。（企
画概要より抜粋）

10月9日（日）
静岡・浜松鴨江ア
ートセンター
（新着）

「～雑多な音楽の
祭典～スタ☆タ
ン！！公開オーデ
ィション」
［スタ☆タン!!とは］
認定NPO法人クリエ
イティブサポートレ
ッツは、障害のある
人を軸に2000年より
活動を行ってきまし
た。障害のある人と
向き合うなか、彼ら
が持つこだわりや思
いの強さに、自分と
他者の間にある垣根
そのものが変化して
いくのを感じてきま
した。誰かを困らせ
ちゃうようなこと
も、その人の魅力だ
と思えるんです。そ
れは障害のある人に
限定したことではな
く、多くの人から感
じます。そんな人々
を全肯定できるオー
ディションが「スタ
☆タン!!」です。地元
でしか聴けないご当
地演歌歌手や、福祉
施設内でスタッフと
利用者が過ごしの一
つとして行っている
音楽、一人部屋で宅
録をし自主制作CDを

とつとして、音楽は
個々人の暮らしにま
つわる様々な「記
憶」を呼び起こして
くれる非常に重要な
存在であること、の
２点を掲げておきま
す！
　だから、「音楽×記
憶×街」というキーワ
ードで、一緒に楽し
いワルダクミをして
くれる人（タウンレ
コーダー）を募集し
ます。千住の街の日
常を、音楽でほんの
りヘンテコに編集し
て、惜しげもなく言
いますけどもっと
「幸せ」になりまし
ょう。
【タウンレコーダー
募集説明会】
日時：平成28年11月
23日（水・祝）
14:00～
17:00（13:30開場）
／ 会場：東京藝術大
学 千住キャンパス
（東京都足立区千住
1-25-1）／ 料金：無
料 ／ 定員：30名程
度（事前申込優先）
／ 内容：アサダワタ
ルによるプレゼンテ
ーションとミニライ
ブ、住民のまちの記
憶や音楽をテーマに
したワークショッ
プ。参加者のみなさ
んと、頭と身体を使
って「千住タウンレ
ーベル」のコンセプ
トを共有します。

博士（学術）を取
得します

10月13日に滋賀県立
大学大学院環境科学
研究科より、博士論
文の合格通知をいた
だき、11月の学位授
与式にて正式に博士
（学術）の学位を取
得します。論文タイ
トルは「音楽による
想起がもたらすコミ
ュニケーションデザ
インについての研
究」です。未だに実
感がわかないけど、
素直に喜びを噛み締
めつつ、書籍化ふく
め次のアクションに
つなげたいと思いま
す。多くの先生方、
家族友人に支えてい
ただきました。これ
から個別にお礼を申
し上げますが、ここ
ではとりわけ、「“研
究”というやり方もあ
るよ」と大学院進学
の契機を与えてくだ

ではのアール・ブリ
ュット展示の可能性
について、渡辺亜由
美さんとともに語っ
ていきたいと思いま
す。放送日は11月11
日（金）と18日
（金）（ポッドキャ
ストは翌週火曜日に
配信）です。

【連載】雑誌『ソ
トコト』「メモリ
ミックス!! ー記憶
が編みなおされる
時ー」開始。（新
着）
『メモリミックス!!
記憶が編みなおされ
る時』という、「記
憶×表現」という僕の
創作の下地になって
いるようなテーマを
展開していきます。
どうぞ読んでみてく
ださい。

【査読論文公開】
京都精華大学紀要
第49号『音楽に
よる想起がもたら
すコミュニケーシ
ョンデザインの可
能性　―歌声スナ
ック「銀杏」にお
ける同窓会現場を
題材に―』（新
着）
京都精華大学紀要に
査読付き論文『音楽
による想起がもたら
すコミュニケーショ
ンデザインの可能性
　―歌声スナック
「銀杏」における同
窓会現場を題材に
―』が掲載されまし
た。以下、サマリー
を記しておきます。
関心がある方はぜひ
PDFでも公開されて
いるのでお読みいた
だければ幸いです。
本論では、音楽によ
る想起がもたらすコ
ミュニケーションが
人間関係を更新し、
音楽の聴取のあり方
までをも更新させて
ゆく一連の動態をい
かにしてデザインす
るか、この主題を解
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「いつの間にか音
頭」アフタートー
ク　手塚夏子（ダ
ンサー／振付家）×
アサダワタル（日
常編集家）
そこに居合わせた人
が誰でも参加できる
「いつの間にか音
頭」。ダンサー・振
付家の手塚夏子さん
と鹿児島に住む人々
が、共にワークショ
ップを重ねて考えま
した。「いつの間に
か音頭」はお子さ
ん、お母さん、おじ
いさん、踊りが初め
てでも、大丈夫。こ
こに住む人も旅人
も、誰が自由に参加
できる音頭です。
色々なことが起きつ
つある今の時代に、
人と人の間からどん
な歌や踊りが「いつ
の間にか」わきあが
るのか？ 最後まで耳
をすませながら見つ
ける旅の途上でお会
いしましょう～。つ
られて歌ったり、踊
ったり、アレンジし
て遊んだりしてくだ
さい。 「いつの間に
か音頭」の制作過程
や手法などについ
て、ゲストに日常編
集家のアサダワタル
さんをお迎えして、
お話します。（企画
概要より抜粋）

10月29日（土）
東京・3331アー
ツ千代田（新着・
非公開）

TARL基礎プログラ
ム・思考を深める
／想像を広げる４
「公共空間をつく
る／つかう―公と
私のあいだの場所
　アサダワタル
（日常編集家）×　
小野田泰明（東北
大学大学院 都市・
建築学専攻 教授／
同 災害科学国際研
究所 教授）」（コ
ーディネーター：
佐藤慎也（日本大
学教授／建築
家））

配るお兄さん、バイ
クのマフラーからゴ
ッドファーザーを奏
でる走り屋など、自
身の生活に根差した
音楽を奏でる人々に
よる音楽の祭典を行
いたいと考えまし
た。それは、生活と
共に在る音楽と言え
るのかもしれませ
ん。今一度スポット
ライトを当て「こう
いう音楽もある
ぜ！」と発信したい
のです。［多様な審
査員があなたを待っ
ています!!］
アサダワタル（日常
編集家）、石川浩司
（ex. たま）、片岡祐
介（音楽家）、輪島
裕介（大衆音楽研
究）（企画概要より
抜粋）

9月25日（日）　
ライブ（SjQ）　
京都・外 （新
着）

『SjQ / 空間現代』
2016年9月にレーベ
ルメイトでもあるバ
ンド・空間現代が京
都・錦林車庫前に
「外」をオープンし
ます。その記念も含
め連日開催されるラ
イブイベントにSjQも
お招きいただきまし
た。以下、空間現代
のドラマー山田さん
のコメントととも
に。どうぞ観に来て
下さい。2016年9月
25日（日）／出演：
SjQ、空間現代 ／開
場: 19:30 開演
20:00 ／料金：
2000円　＊当日券は
＋500円
「SjQは様々なルール
や装置を使って即興
演奏するため、毎回
どんなライブになる
のか予想できない。
ただ1つ分かるのは、
それを見ている自分
に独自のリズムがあ
るということ。SjQの
演奏中、気づけばそ
の音楽とは異なるリ
ズムで自分が体を揺
らしているからだ。
観客がそれぞれのリ
ズムで踊ったり踊ら
なかったりすればい
いと思う。(山)」

9月18日（日）　
ライブ&トーク
（ヤマモトタカヒ

さった山口洋典先
生、修士課程を出ず
に独自の実践と執筆
を続けていた僕の実
績を高く評価し博士
課程からの進学を受
け入れ、初期の研究
を支えてくださった
近藤隆二郎先生、そ
して最も研究が煮つ
まっていたD3以降、
様々なカタチで並走
してくださった細馬
宏通先生のお三方に
深く御礼申し上げま
す。これからも、
「実践」か「研究」
かとか、「表現」か
「運動」か「批評」
かとか、そんなボー
ダーがぐちゃぐちゃ
にひん曲がるくら
い、日常編集家 アサ
ダワタルとしてやる
べきことをやりま
す。皆さん、応援よ
ろしくお願い致しま
す。
※博論は全６章で構
成されてますが、そ
のうちの３章と４章
にあたる査読付き論
文二篇が以下で公開
されてますので、よ
ければぜひお読みく
ださい。
・『音楽を「使いこ
なす」. ポピュラー音
楽を用いた. コミュニ
ティプロジェクトに
ついての研究』（ア
ートミーツケア
Vol.6/2015）
http://popo.or.jp/artmeetscare/journal/AMCVol.6_Asada.pdf
・『音楽による想起
がもたらすコミュニ
ケーションデザイン
についての研究　歌
声スナック「銀杏」
における同窓会現場
を題材に』（京都精
華大学紀要
49/2016）
http://www.kyoto-
seika.ac.jp/researchlab/wp/wp-
content/uploads/sa_asada_wataru2.pdf

東京都　足立区千
住エリアで新し
い“音楽レーベル
「千住タウンレー
ベル」”始めます

自分なりに広義の“音
楽”×“コミュニテ
ィ”を考えてきた、ひ
とつの答えを３カ年
かけて、北千住とい
うエリアで立ち上げ
る機会をいただきま
した。ここ数年、
「音まち」というプ
ロジェクトに関わら
せていただいてまし
たが、いよいよさら
に本腰入れて。僕

き明かすことを目的
とする。その目的に
沿ったフィールドと
して、本論では、福
岡県北九州市小倉北
区にある歌声スナッ
ク「銀杏」における
同窓会ならびに校歌
斉唱の現場を考察対
象とした。「銀杏」
では、同窓会という
集団凝集性が比較的
高いコミュニティの
中に、経営者（マ
マ）である入江公子
による「校歌のオリ
ジナルカラオケ映像
の制作」というユニ
ークな実践が差し挟
まれることによっ
て、これまでの同窓
会における校歌斉唱
では生まれ得なかっ
た特異なコミュニケ
ーションがデザイン
されている。その構
造をつぶさに分析す
ることで見えてきた
のは、音楽の内容の
みではなくそれが聴
取される「場」全体
が促す想起という視
点や、「懐かしさ」
や「過去の再生」と
いったイメージのみ
に回収されない想起
の動的な性質であ
る。本論を通じて、
これまでの音楽と想
起にまつわる先行議
論の更新に寄与し、
ひいては音楽という
存在が、日常生活を
営む多くの人々によ
り豊かで創造的なコ
ミュニケーションを
もたらす新たな可能
性を提案したい。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
2016年10月の
ゲスト　株式会社
きびもく・NPO
法人チュラキュー
ブ代表　中川悠さ
ん（新着）
今日は、株式会社き
びもく、NPO法人チ
ュラキューブ代表の
中川悠さんをゲスト
にお迎えします。中
川さんの仕事は、地
域コミュニティや産
業の問題、そして障
害者の社会的就労な
ど、その他さまざま
な社会的課題の持つ
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「思考と技術と対話
の学校」（TARL）
は、アートプロジェ
クトを動かすための
基礎力を身につける
３つのコース「思考
編」「技術編」「対
話編」で受講生を募
集します。「思考」
は、社会動向を見据
え、どのようなプロ
ジェクトが必要か、
また、そのために必
要なオペレーティン
グシステム（OS）を
考える能力のこと。
思考編では、授業や
課題をとおして、
「なぜアートプロジ
ェクトを行うの
か？」「社会的な課
題に対してどのよう
にアプローチするの
か？」「自分はどの
ように関わりたい
か？」など問いを立
てながら、アートプ
ロジェクトが扱う領
域のイメージを広げ
る考え方を学びま
す。これからアート
プロジェクトに関わ
ろうとしている人、
すでに現場経験はあ
るけれどあらためて
思考力を養いたい人
向けです。多彩な講
師陣と、学びに伴走
するスクールマネー
ジャーとともに、意
識的に時間をかけて
学び合う基礎プログ
ラム。経験、年齢、
所属は問いません。
（企画概要より抜
粋）

10月14日（金）
東京・小金井シャ
トー２F（新着・
非公開）

「ステージラボ／
公立ホール劇場マ
ネージャーコー
ス」
財団法人地域創造が
公立文化施設等の職
員を対象に、 事業の
企画制作、施設運
営、地域との関わり
など、ホール、劇場
等のソフト運営に欠
くことのできない要
素を体得するための
研修に、NPO法人ア
ートフルアクション
の宮下美穂さんと一
緒に講師として登
壇。アートフルアク
ションとは先日『想
起のボタン　ー「記
憶」が編みなおされ
る、市民ひとりひと

ロさんと）　京
都・
UrBANGUILD
（新着）

『サラウンド
organized by
Surround
Circuit』
Live：米子匡司 /
slonnon / Juri aka
Midnight JJ / 行楽
猿（みやけをしんい
ち[S.Sax] / チェブ・
J・ノーマン[ba] / バ
チカ[ba] / ショーキ
ー[Guest / Vn]）
Talk & Live
Session：「即興演
奏とことばの仕事」
アサダワタル（音楽
家 / 文筆家）× ヤマ
モトタカヒロ（実験
ターンテーブリス
ト/@SHARP_JPの中
の人]
《「サラウンド」に
ついて》2015年に活
動を終了した大阪の
スペース「FLOAT」
の名物企画Surround
Circuitが、京都で番
外編「サラウンド」
として開催！ 音楽を
中心としながらジャ
ンルも志向もバラバ
ラな企画メンバーに
より、過去二回にわ
たって音楽ライブや
展示、
ワークショップやト
ークなど振れ幅の広
い内容でお届けして
参りましたが、今回
のアバンギルドでも
ユニークな面々が集
結し、濃厚なイベン
トを展開致します。
音楽ライブでは、
Surround Circuitか
ら米子匡司、
slonnon、みやけを
しんいちがそれぞれ
パフォーマンスを行
うほか、スペシャル
企画として、アサダ
ワタルとヤマモトタ
カヒロによる異色の
ライブ＆トークセッ
ションを開催。 とも
に即興演奏を行う音
楽家であり、ことば
の仕事のプロフェッ
ショナルである両者
が、「音を生み出す
こと」と「ことばを
紡ぐこと」について
語り、そして演奏を
行います。以上、こ
のイベントでしかあ
りえないユニークな
内容となること必
至。 ぜひご来場くだ
さい！
《Talk & Live
Session》「即興演
奏とことばの仕事」

は“音楽”と”言葉”の表
現者として、またな
んだかんだと“コミュ
ニティ”と呼ばれるも
のをグラグラと傾け
たり、再び新たな意
味を携えて編み上げ
ていく専門家とし
て、この機会をちゃ
んとカタチにした
い。レーベルメンバ
ー募集を10月末にや
りまっせ！ひとまず
は主催者サイトにア
ップされたミニマム
な情報だけをご覧く
ださい。お楽しみ
に。http://aaa-
senju.com/p/8620（ア
ート&アクセス 音ま
ち千住の縁：アサダ
ワタル 「千住タウン
レーベル」）

大阪市立大学都市
研究プラザ特別研
究員に着任します

10月付けで「大阪市
立大学都市研究プラ
ザ特別研究員」に任
用されることとなり
ました。まさか母校
にこんな立場で関わ
ることになるとは学
部卒業した十数年前
では100％考えるこ
となかった。。。び
っくりダメ学生だっ
たしね。。。研究テ
ーマは「“支援”像をず
らす表現的実践の可
能性にまつわる研
究」。これまで僕が
関わってきた広い意
味での「障害」や
「福祉」にまつわる
現場において、表現
的感性が必要なのは
実は「支援者」の立
場の方なのではない
か、そのとき「当事
者」と言われている
人たちの一部が生み
出す言葉にしきれな
い表現を媒介にし
た、当事者と支援者
の間に生まれる価値
交換関係にはどのよ
うなコミュニケーシ
ョンが成り立ってい
たり、いなかったり
するのか。しっかり
書いてそう遠くない
将来の書籍化に弾み
をつけるための一歩
です。

８月15日（月）
ー８月28日
（日）まで滞在制
作および展示　東
京都　小金井と私
秘かな表現　生民

ひとつひとつの要素
を、他ジャンルとの
恊働や独自のアイデ
アを繋げ合わせるこ
とで、ユニークな課
題解決をもたらすこ
と。そんな中川さん
は自らを、イシュー
＝課題を編集＝キュ
レーションの力で解
決にむけるイシュー
キュレーターを名乗
られています。これ
まで数々のプロジェ
クトを立ち上げて来
られた中川さんが、
2014年秋に大阪の都
心部に立ち上げたの
が、カフェ併設の障
がい者福祉施設
「GIVE&GIFT」。今
日は、そんな中川さ
んと障害のある方の
社会的就労を切り口
に、障害のある方の
造形活動の今後の可
能性についても語っ
ていただきます。放
送日は10月14日
（金）と21日（金）
（ポッドキャストは
翌週火曜日に配信）
です。

【連載】雑誌『ソ
トコト』「メモリ
ミックス!! ー記憶
が編みなおされる
時ー」開始。（新
着）
『メモリミックス!!
記憶が編みなおされ
る時』という、「記
憶×表現」という僕の
創作の下地になって
いるようなテーマを
展開していきます。
どうぞ読んでみてく
ださい。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時む30分～
21時55分放送！
　2016年9月の
ゲスト　NPO法
人多様性と境界に
関する対話と表現
の研究所　井尻貴
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りの生活展 ー』とい
うプロジェクトを恊
働。僕はディレクシ
ョンを担当したアー
ティストという立場
で、この事例につい
ても語り、これまで
様々な文化事業に携
わって来たけど基本
的に「ホール」から
脱して来た立場とし
て語ります。

10月11日（火）
大阪・大阪府合同
庁舎近畿経済産業
局（新着・非公
開）

「関西経済の将来
をキーパーソンと
一緒に考える研究
会」
経済産業省近畿経済
産業局の「関西経済
の将来をキーパーソ
ンと考える研究会」
の第４回に登壇する
ことになりました。
テーマは「表現だか
らこそできるコミュ
ニティ活動」につい
て。コーディネータ
ーはりそな銀行・
REENALプロジェク
トの藤原明さんで
す。

10月7日（金）
大阪・滝畑てれれ
チセ（新着）

「滝畑てれれチセ
　一周年のお祝
い」
めんどくさいことを
することで五感を取
り戻し原始的な人間
の力をつける。／地
域の先輩からこの地
で伝えられてきたも
の作りや生活を学
ぶ。／お金が無くて
も身寄りがあっても
無くても、安心して
堂々と死んでいける
場を作る。
そんな思いで呼びか
けました。この一年
で延べ 500 人ぐらい
ここが足を運んでく
れました。闘病生活
で大変な人も子育て
中の人も高齢の人も
みなさんこれがした
いあれがしたいと希

アサダワタル×ヤマモ
トタカヒロ
サウンドユニットSjQ
のドラマーとして先
鋭的な即興演奏の試
みを実践する傍ら、
芸術や福祉、コミュ
ニティといった様々
な領域を横断する旺
盛な文筆活動を行う
アサダワタルと、２
台のターンテーブル
で優美かつ暴力的な
サウンドコラージュ
を作り出す即興演奏
家にして、
30万超のフォロワー
を抱える大手企業
twitterの中の人とし
て、日々刺激的なこ
とばを生み出し続け
るヤマモトタカヒロ
が、「音」と「言
葉」のコミュニケー
ションについて思考
し、演奏を行いま
す。（すべて企画概
要より転載）

9月11日（日）　
ライブ（ソロ）　
大阪・此花区四貫
島、梅香、朝日、
春日出エリアの各
地 （新着）

『パレード、夜に
歩く／ふたつの心
臓の大きな川』
9月10日、11日の２
日間、会場エリアの
屋内外で行われる３
部構成のライブイベ
ント。ライブは１組
ずつ別々の時間・場
所で行われますの
で、受付(モトタバコ
ヤ・PORT)で配布さ
れる地図を頼りにお
越しください。（企
画概要より転載）ア
サダの出演日時は9月
11日(日) 12:00 -
17:00。出演はアサ
ダワタル (日常編集
家)、ジョンソンtsu
(唄とギター)、中川裕
貴 (チェロ)、吉原啓
太 (美術家)

8月31日（水）
ワークショップ　
大阪・浅香山カフ
ェここいま （新
着）

「kokoima 暮らし

生活展『想起のボ
タン』、

東京都小金井市で現
在～8月28日まで武
蔵小金井駅前宮地楽
器ホール地下ギャラ
リーにて開催されて
いる市民生活展『想
起のボタン』。内容
は、小金井市民ひと
りひとりの「記憶」
を素材にしながら、
有志の市民（６組）
自らが「メディエー
ター」（記憶の編集
者）となって、そこ
から「表現（展示作
品）」を生み出して
ゆくというもの。僕
はゲストディレクタ
ーとして、コンセプ
トメイキングや制作
プロセスのディレク
ションなどに関わり
ながら、８月はこの
小金井市にレジデン
スしております。
「日常編集家」とい
う肩書きを名乗って
きた立場として、ま
た「記憶」というテ
ーマを研究・実践の
双方で探ってきた立
場として、また、昨
今批判も含めて注目
されている「地域ア
ート」や、一方で
「これからの美術館
（あるいはホール）
のあり方× 街という
生きた文脈」といっ
たテーマに興味があ
る人に対しても、自
分なりのひとつの答
えを提案する企てと
なっています。会場
でお会いできれば幸
いです。

（※展覧会全体情
報）

（※関連イベントの
情報はFBページへ）

（※アサダのインタ
ビューが乗った展覧
会ニューズペーパー
PDF）

東京都　小金井と
私 秘かな表現　
生民生活展『想起
のボタン』ゲスト
ディレクターを務
めます

以下企画概要より。
市民より公募で「小

子さん、三宅博子
さん（新着）
今日は、NPO法人多
様性と境界に関する
対話と表現の研究所
（通称：ダイバージ
ョン）の井尻貴子さ
んと三宅博子さんを
ゲストにお迎えしま
す。いま、「多様
性」（diversity）と
いう言葉は、社会の
なかで大きな意味を
持っています。国や
地方自治体による福
祉政策も充実し、企
業が障害者雇用を率
先して実施すること
や、社会貢献事業な
どを行なうことも当
たり前になってきま
した。そうした社会
環境の整備に伴い、
日常生活において、
多様性を意識するこ
とは増えてきている
ように思われます。
しかし実際の社会に
は、いまなお多くの
「線引き」があり、
人々は同化と排除の
はざまで苦しんでい
ると言えます。本
来、人々のあいだに
ある「境界線」
（division）や、ひと
つの言葉が持つ概念
的枠組みは、流動的
なものであるはずで
す。時期、場所、社
会環境などに応じ
て、つねに多数派と
少数派、常識と非常
識は入れ替わり、重
層的かつ複層的な境
界線を、自他ともに
引き続けながら生活
しています。とすれ
ば、私たちは、生き
るなかで、言いよう
のないもどかしさや
やりきれなさ、つら
さやしんどさなどを
感じたとしても、抜
け道をみつけたり、
寄り道をしたりし
て、歩きぬくことが
可能なのではないで
しょうか。ひとりひ
とりがその「生きぬ
くための技法」を獲
得することは、現代
社会に暮らす私たち
にとって重要なので
はないでしょうか？
今日、ゲストにお迎
えするNPO法人多様
性と境界に関する対
話と表現の研究所の
井尻さんと三宅さん
たちは、これまで研
究者や実践者として
の立場から、多様な
背景をもつ人々の表
現活動に関わってこ
られました。障害の
ある人やセクシュア
ル・マイノリティな
どの表現活動に携わ
った経験をもとに、
彼女たちがこれから
目指してゆきたいの
は、「多様性」と
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望をどんどん膨らま
せてくれます。ピザ
釜しかり、池しか
り、アイヌチセをつ
くろう、道具小屋
も、襖に絵を、バー
もや りたい。想像が
どんどん膨らんでい
きます。なんだかワ
クワクさせてもらい
ます。まさにみんな
でこ の場を創ってい
っているという感じ
です。「参加者が食
べ物を持ち寄る“ポッ
トラック”や、自分の
判断で支払う金額を
決める “ドネーショ
ン”。 または、自分が
受けた好意を見知ら
ぬ誰かに送る“ペイフ
ォワード、これらは
ギフト経済のひと
つ」そんなやり方を
模索しながらやって
います。確実に若い
人が減って行くこの
村、嘗てのそして今
の生活 を伝えていき
たい。その中に豊か
な生活があると信じ
ています。昼は「住
み開き」の提唱やア
ートや 福祉など幅広
い活動をされている
アサダワタルさんの
話しを聞き、みなさ
んと共有しながら秋
の夜長 に酒を酌み交
わし美味しいものを
食べお祝いしましょ
う。（企画概要より
抜粋）

9月9日（金） 大
阪・スタンダード
ブックストア心斎
橋（新着）

「アサダワタル極
つき十三夜 第八夜
　アサダワタル×細
馬宏通×田端一恵×
中川和彦『介護す
るからだ』刊行記
念回」
第八夜は　細野宏通
さんの新著、『介護
するからだ』刊行記
念回！介護は、介護
者と介護を受ける人
との間に起こる声と
からだの変化と見る
ことができます。こ
の変化は、コンマ秒
単位の目にも止まら
ぬすばやいやりとり
です。では、わたし
たちは、どんな風に
このすばやいやりと
りに注意を向け、気
づくことができるの
でしょうか。今回の
トークでは、『介護

と表現の私塾」第
５回　映画『すべ
ての些細な事柄 La
Moindre des
Choses』を観て、
結局のところ「障
害」ってなに？
「幸福」ってな
に？「社会に出る
ってどういうこ
と？」って話をす
る。
2015年12月、大阪
府堺市浅香山の商店
街に、「カフェここ
いま」がオープンま
した。ここは、浅香
山病院精神科病棟に
長期入院している患
者さんが地域での暮
らしへと移行するた
め、写真展やさまざ
まな文化活動と美味
しい食べ物を通じて
地域交流をおこなっ
ているカフェ。NPO
法人kokoimaが運営
し、アサダもここで
時に音楽ワークショ
ップをしたり、理事
として関わっていま
す。この４月から定
期的に、カフェここ
いまに集う患者さん
（ここいまメンバー
ズと呼ばれていま
す）を対象にいろん
な表現に触れてみる
ワークショップを行
います。（企画概要
より抜粋）

7月21日（木）
ワークショップ　
大阪・浅香山カフ
ェここいま （新
着）

「kokoima 暮らし
と表現の私塾」第
４回 映画『遠足
~Der Ausflug~』
を観て、結局のと
ころ「障害」って
なに？ 「幸福」っ
てなに？って話を
する。
2015年12月、大阪
府堺市浅香山の商店
街に、「カフェここ
いま」がオープンま
した。ここは、浅香
山病院精神科病棟に
長期入院している患
者さんが地域での暮
らしへと移行するた
め、写真展やさまざ
まな文化活動と美味
しい食べ物を通じて
地域交流をおこなっ
ているカフェ。NPO
法人kokoimaが運営
し、アサダもここで
時に音楽ワークショ
ップをしたり、理事

金井の記憶」も募集
してますので、ぜひ
リンク先（詳細）も
ご覧ください↓↓
小金井のまちが《誰
もが芸術文化を楽し
めるまち》となり、
より豊かに暮らしや
すい場となるこ とを
目指し、小金井アー
トフル・アクショ
ン！（小金井市芸術
文化振興計画推進事
業）は様々な事業 を
行っています。その
一環として、「小金
井と私 秘かな表現」
では、平成 27 年度
からアーティス トの
アサダワタル氏をデ
ィレクターに迎え、
参加した市民の皆さ
んが日常の暮らしの
中の発見や気 づきを
大切にし、その気づ
きを表現に育むこと
を試みています。 今
年は、昨年度から行
われてきたワークシ
ョップの成果を大切
にしながら、小金井
のまちで暮ら す人々
の思い出、記憶をお
聞かせいただき、市
民有志による“メディ
エイター”（記憶の編
集者）が 寄り添いな
がら、それらの記憶
を様々な形で編集・
再現する市民生活展
「想起のボタン」を
8月 23 日～28 日ま
で開催することにな
りました。（企画概
要より抜粋）

滋賀県 第13回滋
賀県施設合同企画
展のアドバイザー
を務めます

毎年、ボーダレス・
アートミュージアム
NO-MAで開催される
滋賀県施設合同展
「ing…障害のある人
の進行形」はもうな
んと13年目で、か
つ、昨年に引続きお
こがましくも、パラ
モデルの中野裕介さ
んとペアでアドバイ
ザーとして関わらせ
ていただいておりま
す。正直、とても全
部見切れないほどの
作品を各々の福祉施
設のスタッフの方々
に愛をもって紹介し
ていただきながら、
NO-MAの空間へと具
体的に馴染ませてい
く、その営みを繰り
返して展覧会へと編
み上げていく。そん

「境界」に関する諸
問題に対して、「対
話」と「表現」を通
じ、新たな「迂回
路」（diversion）を
作ること、だそうで
す。では、実際、彼
女たちはどのような
現場に赴き、そこか
らどのような具体的
な対話の場づくりを
行っているのか。と
りわけ障害福祉現場
での事例を交えなが
ら、このダイバージ
ョンという団体のミ
ッションに迫りま
す。放送日は9月20
日（金）と27日
（金）（ポッドキャ
ストは翌週火曜日に
配信）です。

【連載】雑誌『ソ
トコト』「メモリ
ミックス!! ー記憶
が編みなおされる
時ー」開始。（新
着）
『メモリミックス!!
記憶が編みなおされ
る時』という、「記
憶×表現」という僕の
創作の下地になって
いるようなテーマを
展開していきます。
どうぞ読んでみてく
ださい。

【新刊共著】『ひ
とびとの精神史第
９巻　震災前後
―2000年以降』
（岩波書店）。7
月26日発売（新
着）
岩波書店が昨年夏か
ら一年かけてリリー
スしてきた全９巻の
シリーズ企画『ひと
びとの精神史』の最
終巻にて、執筆陣の
ひとりとして参加さ
せていただきまし
た。7月26日発売で
す。このシリーズ
は，第二次世界大戦
の敗戦以降，現在に
至るまでのそれぞれ
の時代に，この国に
暮らすひとびとが，
何を感じ考えたか，
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するからだ』（医学
書院）を下敷きに、
いつもとは少し違う
やり方に介護のから
だを向け直す方法に
ついて、創造的なか
らだの使い方に関わ
ってきた三人が語り
ます。介護に関心の
ある方だけでなく、
声とからだの使い方
に興味のある方なら
どなたでもご参加く
ださい。（企画概要
より抜粋）

9月3日（金） 東
京・3331アーツ
千代田（新着）

「現場から言葉を
つむぐ」ゼミナー
ル・発表会
2016年5月より「自
らの活動を客観的に
捉え、言語化し、他
者に伝えていくこ
と」に取り組んでき
た連続講座「現場か
ら言葉をつむぐ」ゼ
ミナール。このた
び、その集大成とし
て、ケア、アート、教
育、地域などの分野
で多様な活動に携わ
る16名の受講生が、
自らの「伝えたいこ
と」を発表する会を
行います。現場から
つむがれる言葉に出
会いに、ぜひお越し
ください！※満員御
礼につき、募集を締
め切りました。
「現場から言葉をつ
むぐ」ゼミナール・
発表会 ■日時：
2016年9月2日
(金)19:30－21:30 　
(開場：19:15)　■会
場：アーツカウンシ
ル東京 ROOM302　
■定員：20名　■参
加費：無料　■ゲス
トコメンテーター：
アサダワタル(日常編
集家)　■講師：梶谷
真司(東京大学大学院
総合文化研究科・教
養学部附属　共生の
ための国際哲学研究
センター（UTCP）
センター長)　■主
催：東京都、アーツ
カウンシル東京（公
益財団法人東京都歴
史文化財団）、特定
非営利活動法人多様
性と境界に関する対
話と表現の研究所
（企画概要より抜
粋）

として関わっていま
す。この４月から定
期的に、カフェここ
いまに集う患者さん
（ここいまメンバー
ズと呼ばれていま
す）を対象にいろん
な表現に触れてみる
ワークショップを行
います。今回は「障
害」をテーマに取り
上げます。介するの
は、ウィーンのグギ
ング芸術家の家を舞
台にした映画『遠足
~Der Ausflug~』。
カフェなのでもちろ
ん関係者以外でも入
れますし、ぜひこの
様子を気軽に覗きに
来てもらえたらと思
うのです。コーヒー
も軽食もおいしいで
すよ。（企画概要よ
り抜粋）

7月3日（日）　
ライブ（ソロ）　
京都・
UrBANGUILD
（新着）

『assolo festa!
“onda” (単独たち
の休日！波編)』
UrBANGUILDでステ
キなソロ弾き語りフ
ェスにお招きいただ
きました。タイトル
は『assolo festa!
“onda” (単独たちの
休日！波編)』。ぜひ
遊びにきてくださ
い。昼間っからやし
子連れも行きやすい
と思います。ぜひ。
◇出演：ベートル
ズ、アサダワタル、
ジョンソンtsu、にし
もとひろこ(たゆた
う)、yatchi (ムーズ
ムズ)、小西ゆうじろ
う(ムーズムズ)◇
OPEN 15:00 /
START 15:30 ◇
adv. 1500yen +
1drink / door.
1800yen + 1drink

６月1６日（木）
ワークショップ　
大阪・浅香山カフ
ェここいま （新
着）

「kokoima 暮らし
と表現の私塾」第

なステキな場に交ぜ
てもらって嬉しいで
す。

静岡県　雑多な音
楽祭典「スタ☆タ
ン！」にて審査員
を務めます

以下企画概要より。
クリエイティブサポ
ートレッツによる独
自の「スター誕生」
企画。僭越ながら私
は審査員で参加致し
ます（審査員がすで
に濃過ぎる・・・）
バリバラ（Eテレ）で
も、あらびき団
（TBS）でも、もち
ろん本家「スター誕
生！」（日テレ）で
も観られない様相に
今から期待。我こそ
はという方、下記の
要項をダウンロード
し、作戦を練ってみ
てください。最高規
定外「音楽」、お待
ちしてます。↓↓
認定NPO法人クリエ
イティブサポートレ
ッツは、障害のある
人を軸に2000年より
活動を行ってきまし
た。障害のある人と
向き合うなか、彼ら
が持つこだわりや思
いの強さに、自分と
他者の間にある垣根
そのものが変化して
いくのを感じてきま
した。誰かを困らせ
ちゃうようなこと
も、その人の魅力だ
と思えるんです。そ
れは障害のある人に
限定したことではな
く、多くの人から感
じます。そんな人々
を全肯定できるオー
ディションが「スタ
☆タン!!」です。地元
でしか聴けないご当
地演歌歌手や、福祉
施設内でスタッフと
利用者が過ごしの一
つとして行っている
音楽、一人部屋で宅
録をし自主制作CDを
配るお兄さん、バイ
クのマフラーからゴ
ッドファーザーを奏
でる走り屋など、自
身の生活に根差した
音楽を奏でる人々に
よる音楽の祭典を行
いたいと考えまし
た。それは、生活と
共に在る音楽と言え
るのかもしれませ
ん。今一度スポット
ライトを当て「こう
いう音楽もある
ぜ！」と発信したい

どのように暮らし行
動したかを，その時
代に起こった出来事
との関係で，精神史
的に探究しようとす
る企てとなっていま
す。第８巻までは
各々の時代で活躍し
た人々についての精
神的背景を、現在を
生きる研究者や批評
家などが紹介してゆ
くという体裁をとっ
ていましたが、第９
巻のみはまさに「現
代＝ 震災前後 2000
年以降」を扱う内容
のため、この揺れ動
く時代のなかで様々
な領域で社会活動を
行う「当事者」が自
らのことを書く、と
いう体裁をとってい
ます。そこで、アサ
ダにお鉢が回って来
たというのは、とて
も恐縮なのですが、
ありがたく、実に情
けない、なんのドラ
マチックさも「運
動」くささもない、
等身大の「揺らぎ」
について日記調で書
かせていただきまし
た。タイトルは
『「私」と「社会」
の狭間で「表現」し
続けること』です。
編著者のひとり、栗
原彬先生にはこうい
った機会を与えてく
ださったことに感謝
しつつ、これからの
時代も自分の言葉を
生み出し、自分の表
現でちょっとでも社
会にヘンテコな風穴
を穿って、生きてい
こうと思います。ぜ
ひ、皆さん、手にと
ってみてください
ね。

【雑誌取材】
『Meets
Regional』イン
タビュー連載「人
生を狂わせた店」
に登場。（新着）
今月も色々と各メデ
ィアにてアサダの活
動や言葉、ご掲載い
ただきました。まず
ご紹介するのは関西
が誇る名雑誌
『Meets Regional』
のインタビュー連載
「人生を狂わせた
店」に登場していま
す。毎回ゲストが自
分の人生に影響与え
た店、拠点などを現
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7月30日（土）
大阪・ゲストハウ
スとカフェと庭
ココルーム 203
号室（新着）

釜ヶ崎芸術大学
院・美学学会
2016「不在と表
現」
ゲスト：アサダワタ
ル（日常編集）、猪
瀬浩平（文化人類
学）、大東翼（建
築）、鈴木一郎太
（アート）、西川勝
（哲学）／参加費：
無料（カンパ歓
迎！！）／助　成：
大阪市立大学都市研
究プラザ・先端的都
市研究拠点「共同利
用事業・共同研究公
募」（企画概要より
抜粋）（企画概要よ
り抜粋）

7月28日（木）
大阪・スタンダー
ドブックストア心
斎橋（新着）

「アサダワタル極
つき十三夜 第七夜
　アサダワタル×上
田假奈代×前田有佳
里×中川和彦
釜ヶ崎 × 表現（ア
ート） × ゲストハ
ウス！」
第七夜は先日、フィ
ルムアート社から
『釜ヶ崎で表現の場
をつくる喫茶店、コ
コルーム』を上梓し
た詩人でNPO法人コ
コルームの代表 上田
假奈代さんが、その
「喫茶店 ココルー
ム」を発展させ、
「ゲストハウスとカ
フェと庭 ココルーム
（通称；ココヤド
ヤ）」をオープンし
たことをきっかけに
企画。このココルー
ム、実はアサダさん
の10年前の職場でも
あり、かつ現在は理
事を務めているそう
なんです。そしてア
サダさんは本書の共
著者でもあるという
関係。そして、もう
一人は “ひととまちの

３回　―映画『パ
イナップルツアー
ズ』より「麗子お
ばさん」を観て、
沖縄に思いをはせ
る・・・―
2015年12月、大阪
府堺市浅香山の商店
街に、「カフェここ
いま」がオープンま
した。ここは、浅香
山病院精神科病棟に
長期入院している患
者さんが地域での暮
らしへと移行するた
め、写真展やさまざ
まな文化活動と美味
しい食べ物を通じて
地域交流をおこなっ
ているカフェ。NPO
法人kokoimaが運営
し、アサダもここで
時に音楽ワークショ
ップをしたり、理事
として関わっていま
す。この４月から定
期的に、カフェここ
いまに集う患者さん
（ここいまメンバー
ズと呼ばれていま
す）を対象にいろん
な表現に触れてみる
ワークショップを行
います。第三回目
は、「沖縄」にまつ
わる短編映画『パイ
ナップルツアーズ』
を上映したいと思い
ます。メンバー益田
敏子さんの誕生日を
迎えるにあたっての
「沖縄にみんなで行
こう！」を実現させ
るための、心の準備
として……。お話は
３話に分かれている
のですが、そのうち
に第１話「麗子おば
さん」（真喜屋力 監
督）を観ようと思い
ます。かつて歌がう
まくて島で有名だっ
た麗子おばさんが、
「声が出なくなる」
という病になり、そ
の原因を知るために
地元のユタに相談し
て……という珍道
中。ラストがとても
ステキです。40分く
らいの作品。観たあ
とは、感想を言い合
ったり、沖縄に思い
を馳せたり、まった
りとした時間を過ご
せたらと思います。
（企画概要より抜
粋）

5月31日（火）　
ライブ（ソロ）　
京都・
UrBANGUILD
（新着）

のです。［多様な審
査員があなたを待っ
ています!!］アサダワ
タル（日常編集
家）、石川浩司（ex.
たま）、片岡祐介
（音楽家）、輪島裕
介（大衆音楽研究）
（企画概要より抜
粋）

滋賀県　ボーダレ
ス・アートミュー
ジアムNO-MA企
画展キュレーター
公募2016にて審
査員を務めます

以下企画概要より。
詳細のサイトで公募
要項をダウンロード
の上、関心がある方
はぜびチャレンジし
てみてくださいね。
「アール・ブリュッ
ト」という概念をひ
とつの契機にしなが
らも縛られすぎず、
「障害×表現」の可能
性をもっともっと揺
らがしてゆけるよう
なキュレーション
を、僕は観てみたい
と、思っています。
↓↓
本公募は、アール・
ブリュットをはじめ
とする障害者の芸術
文化活動に関する世
の中の関心が高まる
状況を背景に、この
分野の更なる振興を
担う新たな人材に出
会うためにアール・
ブリュット魅力発信
事業実行委員会が実
施するものです。 滋
賀県近江八幡市にあ
るボーダレス・アー
トミュージアムNO-
MA（以下、NO-
MA）では2004年の
開館以来、障害の有
無や表現ジャンルに
とらわれず、「人の
持つ普遍的な表現の
力」を感じていただ
くことを目的に、
様々なボーダー（境
界）を超えていくこ
とに主眼をおいた展
覧会を企画・運営し
てきました。 そして
近年、アール・ブリ
ュットをはじめとす
る障害者の芸術文化
活動に関する世の中
の関心は確実に高ま
ってきています。こ
のような状況を背景
に、この分野の更な
る振興を担う新たな
人材に出会うため
に、NO-MA企画展
（平成28年度冬）の

地にて語ってゆくコ
ーナーですが、大阪
市天王寺区にあるお
寺「應典院」を。演
劇関係者には「劇
場」として知られて
いるこの寺院は、も
ちろん劇場としての
機能だけでなく様々
なアート、福祉や教
育、地域にまつわる
活動を「お寺」とし
てのアイデンティテ
ィをしっかりと核に
しながら展開してい
ます。本誌では、20
代後半に契約職員と
して勤め、この寺院
および築港で行って
いたアートプロジェ
クトのディレクタ―
を務めた経験、ある
いは「お寺」という
存在に出会った変化
などについて語って
います。よければ書
店でもコンビニでも
ぜひお手にとってみ
てください。ちなみ
にこの應典院、今年
に入って体制がアッ
プデート。新生 秋田
光軌主幹が現場を切
り盛りされていま
す。ぜひ今後の應典
院の場の開き方に、
注目してください
ね。

【雑誌取材】『田
舎暮らしの本』
（宝島社）にて住
み開き提唱者とし
てインタビュー掲
載。（新着）
宝島社の『田舎暮ら
しの本』の９月号
で、島根県雲南市の
三瓶夫妻の実践の紹
介ともとに、提唱者
としてのコメントイ
ンタビューを受けま
した。

【雑誌取材】雑誌
『ソトコト』の特
集にて住み開き提
唱者としてインタ
ビュー掲載。（新
着）
『ソトコト』9月号の
特集「ひとがつなが
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想いを贈る” を合言葉
に、noiie（ノイエ）
という商号で執筆・
取材・編集・撮影・
企画をされている前
田有佳利さん。前田
さんは現在和歌山で
ゲストハウス紹介サ
イト「FootPrints」
を運営しています。
もちろん、そこでも
ココルームが紹介さ
れています。そんな
二名のゲストを交え
て、「そもそも表現
の場とゲストハウス
ってどういったつな
がり？」「釜ヶ崎っ
て行ったことないけ
どどんなとこ？」
「その釜ヶ崎でゲス
トハウスをするって
（しかもアート寄り
な）、ゲストハウス
業界的にはどういう
意味があるの？」な
どなどを語り合いな
がら、社会活動とし
て注目をあつめるコ
コルームが考える表
現（アート）と、た
だの宿としてでなく
多様な人達が交流し
あうコミュニティの
場として注目される
ゲストハウスという
存在が、どのような
化学反応を起こせる
のか、店主中川も加
わりがっつり語りあ
います。ぜひご参加
ください！（企画概
要より抜粋）

7月26日（火）
大阪・大阪市生涯
学習センター（新
着 ※非公開）

いちょうカレッジ
　コミュニティデ
ザインコース「ゆ
るやかにまちとつ
ながる場をつく
る」
一昨年もお招きいた
だいたいちょうカレ
ッジに再び登壇しま
す。今回は住み開き
511主宰の田中冬一
郎さんとのトークで
す。

6月25日（土）
大阪・スタンダー
ドブックストア心
斎橋（新着）

アサダワタル ソロ
CD「歌景、記譜、
大和川レコード」
発売記念イベント
『私たちが想像す
る棚』
5末に京都で僕もレコ
発兼ねてこんなイベ
ントが企画されてい
ます。関西での音楽
的出会いが凝縮され
たイベントになりそ
うなのでぜひぜひ来
てほしいです。→出
演：池永正二 (あらか
じめ決められた恋人
たちへ)、巨人ゆえに
デカイ 、もぐらが一
周するまで、アサダ
ワタル(with 中尾眞佐
子 from INDIAN NO
ECHO SIGN BINE
NO!!)／DJ：デリヘ
ル美／フライヤーデ
ザイン：内田ユッキ

５月2６日（木）
ワークショップ　
大阪・浅香山カフ
ェここいま （新
着）

「kokoima 暮らし
と表現の私塾」第
２回　―映画『赤
い風船』で飛べる
とこまで―
2015年12月、大阪
府堺市浅香山の商店
街に、「カフェここ
いま」がオープンま
した。ここは、浅香
山病院精神科病棟に
長期入院している患
者さんが地域での暮
らしへと移行するた
め、写真展やさまざ
まな文化活動と美味
しい食べ物を通じて
地域交流をおこなっ
ているカフェ。NPO
法人kokoimaが運営
し、アサダもここで
時に音楽ワークショ
ップをしたり、理事
として関わっていま
す。この４月から定
期的に、カフェここ
いまに集う患者さん
（ここいまメンバー
ズと呼ばれていま
す）を対象にいろん
な表現に触れてみる
ワークショップを行
います。第二回目は
フランス・パリの街
中を舞台に、少年と
風船との“友情”を描い
た短編ファンタジー
作品の上映と語り。
アルベール・ラモリ
ス監督の作品で、第
29回（1956年）ア
カデミー賞において
脚本賞を、第9回

キュレーターを公募
します。 応募資格は
国籍、年齢、性別、
資格・経験の有無、
個人・団体すべて不
問です。 アール・ブ
リュットに魅力を感
じ、自らの言葉でそ
の魅力を語れる人材
に出会えることを楽
しみしています。

滋賀県　「美の滋
賀」創造事業スー
パーバイザーに就
任

2013年度から関わっ
ている滋賀県の「美
の滋賀」プロジェク
ト。滋賀県ならでは
の美を暮らしととも
に考え、再発見し、
発信してゆく文化プ
ロジェクトとして事
業継続しています。
昨年までの三年間は
トータルコーディネ
ーターとして、参加
プログラム間のファ
シリテートなどをし
てきましたが、今年
2016年度から新たに
スーパーバイザーに
就任し、プログラム
全体の方向性の監修
や、運営スキームの
構築などを担わせて
いただくことになり
ました。どうぞ引続
き、「美の滋賀」に
関心を向けていただ
ければ幸いです。

「音遊びの会」に
て10周年記念公
演に向けたワーク
ショップを実施中

今年の1月～2月に合
計４回「音遊びの
会」の10周年記念公
演のゲストとして隔
週でワークショップ
を担当しています。
本番は3/13に神戸ジ
ーベックホール。ぜ
ひ楽しみにしていて
ください。

滋賀県第12回滋
賀県施設合同企画
展のアドバイザー
として「ingスー
パーリサイタル~

る家とまち」にて、
『「家」という場で
つながるというこ
と。アサダワタルさ
んの「住み開き」
2016年論。』という
インタビューが掲載
されました。住み開
きという概念・行為
を提唱して７年ぐら
いが経ちましたが、
ほんとに自分の手元
を離れて増殖してい
るなかで、いま考え
ていることを比較的
素直に話し、しっか
りとまとめていただ
いたと思います。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
2016年8月のゲ
スト　「男の宝
塚」評論家　今井
英雄さん（新着）
今日は、大手損害保
険会社勤務のかたわ
ら、「男の宝塚」評
論家として、金融誌
のコラム連載や地元
の市民大学での講演
などでご活躍の今井
英雄さんをお招きし
ます。今井さんはま
たアール・ブリュッ
トのファンとしてこ
れまで様々な展覧会
やアール・ブリュッ
トにまつわる企画に
参加されてきまし
た。今日はそんな今
井さんになんとこれ
までにない切り口、
「アール・ブリュッ
トと宝塚歌劇の共通
点」をテーマに語っ
ていただきます。放
送日は8月26日（ポ
ッドキャストは翌週
火曜日に配信）で
す。

【連載】雑誌『ソ
トコト』「メモリ
ミックス!! ー記憶
が編みなおされる
時ー」開始。（新
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「アサダワタル極
つき十三夜 第六夜
　アサダワタル×竹
村匡己(『Meets
Regional』編集
長)」
第六夜はお昼の開
催！雑誌『Meets
Regional』編集長・
竹村匡己さんがゲス
トで登場です。初対
面となる今回のトー
クで、アサダさんに
聞きたいこととは？
「コミュニティって
何？　町内会、女子
会、ミナミ的なノ
リ、オタク…全部コ
ミュニティだと思い
ます。人見知りで、
無趣味な人間は、コ
ミュニティに入れな
いのか？　コミュニ
ケーションとコミュ
ニティ、って、なん
だよ、みたいなこ
と・・・・等々。あ
と大和川についても
語りたいです。」ど
うやら聞きたいこと
がいっぱいのようで
す。大阪生まれのア
サダさんと、大阪を
代表する雑誌編集長
のお二人に、店主中
川が加わり、鼎談を
開催！ぜひご参加く
ださい！（企画概要
より抜粋）

6月24日（金）
三重・皇學館大学
学（新着）

三重県は伊勢にある
皇學館大学の「図書
館サービス学」にお
いて「表現を介した
コミュニケーション
デザイン論」のゲス
ト講義をさせていだ
きます。一応、誰で
も参加できるとのこ
とです。文学部棟に
て16時半から。

6月17日（金）
福岡・久留米 出
会いの場ポレポレ
室（新着 ※非公
開）

（1956年）カンヌ国
際映画祭において短
編パルム・ドールを
受賞したらしい。先
日アサダが2歳の娘と
観て「面白かっ
た！」と言わしめた
とてもステキな映画
を観た後、まったり
と語らいましょう。
（企画概要より抜
粋）

5月22日（日）　
ライブ（ソロ）　
大阪・クリエイテ
ィブセンター大阪
（CCO） （新
着）

『 KITAKAGAYA
FLEA
Performance 』
いつもお世話になっ
ている大阪が誇るカ
ルチャー誌
『IN/SECTS』を発
行するLLCインセク
ツのイベントにライ
ブ出演します。二日
間開催のうちアサダ
の出演は二日目で
す。以下概要です
→2016年、LLCイン
セクツは会社創立10
年を迎えます。その
節目として大阪・北
加賀屋にて音楽、演
劇、美術、農業、建
築、デザインなどの
表現やものづくりに
携わる作家、生産者
とともに領域を越え
て交わり、参加者と
ともにその可能性を
探る試み
「KITAKAGAYA
FLEA」を開催いたし
ます。みなさん、ぜ
ひご参加ください。
出演：アサダワタル
　おぐらと森とチャ
ーケン　金氏徹平　
劇団 子供鉅人　佐伯
真有美（オニ from
あふりらんぽ）、し
まおまほ　DJ威力　
辺口芳典　ゆうき
（オオルタイチ＋ウ
タモ）、ほか

5月21日（土）　
ライブ（ソロ）　
滋賀・サケデリッ
クスペース酒游館
（新着）

僕らの終わらない
ステージ~」舞台
監督担当

展覧会関連ラストイ
ベント「ingスーパー
リサイタル！！ ～僕
らの終わらないステ
ージ。でも（内容
は）気分によって変
わります～」が、近
江八幡は酒游舘にて2
月13日13時半から開
催。障害のある人
各々の日々の生活か
ら生まれた歌、太
鼓、長い紐振り、武
士コスプレに演歌カ
ラオケ、ダンスなど
など。展覧会では見
られない表現を集め
たプログラムで、出
演者（映像出演2名含
め）8組の「らしさ」
溢れる圧巻のステー
ジで会場が一体にな
る瞬間が多々ありま
した。

東京都小金井市の
PJ『小金井と私
　秘かな表現』の
レポートブログ開
設

アーティストのアサ
ダワタルさんと、能
楽師の津村禮次郎さ
んを中心に、小金井
の地域資源を活かし
た表現活動を作り上
げるワークショップ
を、あらゆる世代の
方を対象に、今年度
から３年間の計画で
行います。伝統芸能
から現代アートまで
多様な芸術文化を体
験し、日々の暮らし
の中からの新しい発
見につなげていきま
す。今年度は、演じ
る、奏でる、描くな
どのさまざまな表現
に触れ、新たな視点
を築きます。（以
上、企画事務局サイ
トより転載）←その
様子をレポートする
特設ブログが開設し
ましたのでどうぞご
覧ください。

滋賀県　地域の元
気創造・暮らしア
ート事業（美の滋
賀）の

着）
『メモリミックス!!
記憶が編みなおされ
る時』という、「記
憶×表現」という僕の
創作の下地になって
いるようなテーマを
展開していきます。
どうぞ読んでみてく
ださい。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
2016年7月のゲ
スト　滋賀県立大
学教授　細馬宏通
さん（新着）
細馬さんは現在、お
勤めの大学でコミュ
ニケーション論を担
当されながら、2006
年から介護現場での
観察研究を始め、利
用者やスタッフの会
話にあらわれる身体
動作を観察されてき
ました。そして、障
害のある人々と共同
で行う即興演奏に参
加されたり、またア
ール・ブリュットの
創作現場の造形活動
現場に足を運ばれる
など、この広い意味
での「福祉」現場で
発生しているコミュ
ニケーションに独自
のまなざしを向けて
おられます。今日
は、つい先月、医学
書院から出版された
『介護するからだ』
の紹介を中心に、細
馬さんならではの驚
きの視点を、現地レ
ポーターの田端一恵
さんも交えてお届け
します。放送日は7月
22日、29日、8月5
日（ポッドキャスト
は翌週火曜日に配
信）です。

【連載】雑誌『ソ
トコト』「メモリ
ミックス!! ー記憶
が編みなおされる
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『福祉×アート×ま
ちづくり』～ 日常
におもしろい種が
ある！ ～」
「福祉」「アート」
「まちづくり」の掛
け算をすると…思い
つきますか？ 今、一
つの分野にとどまら
ず、いろいろな分野
と混ざり合い、日常
そして社会を変えて
いこうとする活動が
全国で生まれていま
す。今回、ご講演い
ただくアサダワタル
さんは、まさに「福
祉×アート×まちづく
り×…」の実践者で
す！「表現と暮ら
し」をテーマに、地
域づくりや障害福
祉、キャリアデザイ
ンや住宅政策などの
様々な分野で活躍、
講演をされていま
す！さぁ、どんな取
り組みが聞けるのか
楽しみです♪（企画
概要より抜粋）

6月9日（木） 大
阪・CEL都市魅力
研究室（新着 ※
非公開）

「コミュニティ＆
リビング勉強会」
ゲストコメンテータ
ーとしてお招きいた
だき、濱惠介氏（UR
都市デザインアドバ
イザー、元CEL顧
問）とお話します。

６月４日（土）
滋賀・長浜曳山博
物館伝承スタジオ
（新着）

第３回近世城下町
ふるさとまつりま
ちづくり交流会
近世城下町を有する
地域の方々が、「城
下町」をテーマに現
在取り組んでいる特
色あるまちづくりの
事例発表後、パネル
ディスカッションを
開催。アサダは基調

滋賀で初めてまとも
にソロでライブしま
す。縁があり酒游館
さんにお招きいただ
き、学生時代から交
遊がある共演者とと
もに。ぜひお越し下
さい。出演：アサダ
ワタル／久保田健
司、久保田愛子、小
関千恵
18時開場　18時半開
演。入場料（ドリン
ク付　地酒のみおか
わり自由）予約　
2500円　当日　
3000円。問い合わせ
は
0dx00r60785406s@ezweb.ne.jp

4月24日（日）
ライブ（ソロ）＋
トーク　京都・福
知山 山山アート
センター（新着）

アサダワタル（日
常編集家） ×イシ
ワタマリ（山山ア
ートセンター）
何気ない暮らしに
埋もれる「音楽」
を掬いあげよう
日本全国各地を飛び
回り、生き方や働き
方そのものを「表
現」として追求する
ミュージシャン／作
家、自称「日常編集
家」のアサダワタル
を、このたび、この
あたり（京都府福知
山）にお迎えしま
す。ギター弾き語り
を中心とするアサダ
の音楽を、イシワタ
マリが色とかたちに
変換してその場で描
き留めたあと、ふた
りがお互いの表現や
その活動について、
質問したりされたり
します。
チューニング、リハ
ーサル、メトロノー
ムの音。雨の音、遠
雷、風、子どもの
声。それらの音と渾
然一体となりながら
「曲」が聴こえてく
る新譜CD『歌景、記
譜、大和川レコー
ド』（路地と暮らし
社／2015年12月）
では、「曲」とは、
「音楽」とは何か、
という認識が揺るが
されます。
今回のライブの主役
は、「れっきとした
音楽を静かに鑑賞で
きる有識者たち
（？）」ではありま
せん。主役はむし
ろ、自由に退屈して

FaceBookペー
ジで充実のフォト
レポート公開中

2013年度からトータ
ルコーディネーター
として関わっている
滋賀県の「美の滋
賀・地域づくり事
業」の各地プログラ
ムが連日開催されて
います。公式
Facebookページで
は、その様子を充実
のフォトレポートで
お伝え中。ぜひ、滋
賀県の様々な「美」
に触れていただけれ
ば嬉しいです。

東京都小金井市の
PJ『小金井と私
　秘かな表現』の
企画監修を務めま
す

アーティストのアサ
ダワタルさんと、能
楽師の津村禮次郎さ
んを中心に、小金井
の地域資源を活かし
た表現活動を作り上
げるワークショップ
を、あらゆる世代の
方を対象に、今年度
から３年間の計画で
行います。伝統芸能
から現代アートまで
多様な芸術文化を体
験し、日々の暮らし
の中からの新しい発
見につなげていきま
す。今年度は、演じ
る、奏でる、描くな
どのさまざまな表現
に触れ、新たな視点
を築きます。期間：
１０月～平成２８年
３月（全６回）／と
ころ：市内施設　※
開催内容によって会
場が異なります。／
対象：市内在住・在
勤・在学の小学校４
年生以上の方／定
員：２５人（多数抽
選）／参加費：５０
０円（保険料・資料
代）／共催：東京
都、（公財）東京都
歴史文化財団　（以
上、企画事務局サイ
トより転載）

滋賀県第12回滋
賀県施設合同企画
展のアドバイザー

時ー」開始。（新
着）
『メモリミックス!!
記憶が編みなおされ
る時』という、「記
憶×表現」という僕の
創作の下地になって
いるようなテーマを
展開していきます。
どうぞ読んでみてく
ださい。

【ラジオ生出演】
KBS京都ラジオ
「ファミリーレス
トランのめちゃう
ま」に出演。7月
11日15時10分
から。（新着）
いつも自分がパーソ
ナリティやってる番
組「Glow」でもお世
話になっているKBS
ラジオさんから「吉
本芸人のファミリー
レストランさんの番
組に出演されません
か？」というオファ
ーをいただきまし
て、そこでアサダの
創作古典芸能「DJ話
芸」を披露すること
になりました。15分
くらいの枠だからサ
ワリだけですが、お
笑い芸人さんからぜ
ひこの芸を忌憚なく
批評していただきく
思います。放送は11
日（月）の15時10分
くらいからです。関
西の方ぜひ。

【インタビュー記
事掲載】求人転職
サイト「meeta
MAGAZINE」に
て働き方に関する
インタビュー。
（新着）
求人転職サイトとし
てご存知の方も多い
と思います
『meeta（ミー
タ）』のウェブマガ
ジンにて、働き方悩
み相談に関するイン
タビューが掲載され
ました。僕自身30代
になってキャリアデ
ザイン関係の大学講
師などをいくつかや
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講演「まちとの関わ
り方を変えるアート
プロジェクトの可能
性　ー文化と歴史資
源をきっかけにー」
とディスカッション
のファシリテーター
を担当します。

6月3日（金） 東
京・明治学院大学
（新着 ※非公
開）

明治学院大学にて
「ボランティア論」
のゲスト講師として
お声かけいただきま
した。学生さんと
色々と交流できれば
と思います。

5月19日（木）
大阪・スタンダー
ドブックストア心
斎橋（新着）

「アサダワタル極
つき十三夜 第五夜
　アサダワタル×西
野亮廣(キングコン
グ) 」
スタンダードブック
ストアのお抱え芸人
(!?)として、2016年
一年間通じてアサダ
がレギュラー出演す
るイベントにて、吉
本芸人であり様々な
ジャンルを越境する
クリエイターでもあ
る西野亮廣さんと対
談およびミニライブ
（多分）することに
なりました。「なん
でこの組み合わ
せ？」って感じでし
ょうけど、実は、
2014年末に上梓した
『コミュニティ難民
のススメ』を彼が読
んでとても共感して
くださったのがきっ
かけなんですね。FB
経由で突然、「はじ
めまして。西野亮廣
と申します。」とメ
ールいただいたのが
最初の出会いでした
が、まだ直接お会い
したことはないので
す。このテーマにお
いて、どんなボーダ
レスな対話が繰り広
げられるのか。きっ
と西野ファンが多数
来られるかと思いま

ぐずり出したり窓の
外をぼんやり眺めて
いたかと思えば突然
音に乗って踊ったり
笑ったりしてしま
う、そんな、場の空
気を敏感に感じ取ら
ずにいられない子ど
もたちです。毎日を
きちんと上手にやり
過ごせる大人たち、
実はやり過ごせてい
ないけれど大人のふ
りをしている大人た
ちも、そこに居合わ
せてほしいと思いま
す。そして、誰しも
かつては子どもであ
ったことを思い出し
ながら、何気ない暮
らしに埋もれる「音
楽」を掬いあげるき
っかけをつかむこと
ができれば。 （企画
サイトより抜粋）

4月21日（木）
ワークショップ　
大阪・浅香山カフ
ェここいま （新
着）

「kokoima 暮らし
と表現の私塾」第
１回　―田中未知
の『質問』に答え
る―
2015年12月、大阪
府堺市浅香山の商店
街に、「カフェここ
いま」がオープンま
した。ここは、浅香
山病院精神科病棟に
長期入院している患
者さんが地域での暮
らしへと移行するた
め、写真展やさまざ
まな文化活動と美味
しい食べ物を通じて
地域交流をおこなっ
ているカフェ。NPO
法人kokoimaが運営
し、アサダもここで
時に音楽ワークショ
ップをしたり、理事
として関わっていま
す。この４月から定
期的に、カフェここ
いまに集う患者さん
（ここいまメンバー
ズと呼ばれていま
す）を対象にいろん
な表現に触れてみる
ワークショップを行
います。第一回目
は、田中未知さんの
名著『質問』を読ん
で、みんなでその質
問に答えてみたいと
思います。基本メン
バーさん対象です
が、ぜひカフェここ
いまには色んな人に
来てもらいたいの
で、ご関心ある方は

を務めます

毎年、ボーダレス・
アートミュージアム
NO-MAで開催される
滋賀県施設合同展
「ing…障害のある人
の進行形」はもうな
んと12年目で、か
つ、おこがましくも
今回、パラモデルの
中野裕介さんとペア
でアドバイザーとし
て関わらせていただ
いております。正
直、とても全部見切
れないほどの作品を
各々の福祉施設のス
タッフの方々に愛を
もって紹介していた
だきながら、NO-MA
の空間へと具体的に
馴染ませていく、そ
の営みを繰り返して
展覧会へと編み上げ
ていく。そんなステ
キな場に交ぜてもら
って嬉しいです。今
後の動きに乞うご期
待。

滋賀県　地域の元
気創造・暮らしア
ート事業（美の滋
賀）トータルコー
ディネーターに就
任

2013年度から関わっ
ている滋賀県の「美
の滋賀・地域づくり
事業」が名称を変え
てより事業の仕組み
も充実して「地域の
元気創造・暮らしア
ート事業」となりま
した。一昨年、昨年
に引き続き事業の企
画会議などのファシ
リテーションを行な
うトータルコーディ
ネーターに就任しま
したので、どうぞ関
心を寄せてくださ
い。

京都精華大学ポピ
ュラーカルチャー
学部非常勤講師に
就任

ってきましたが、そ
んなのもちろんぶっ
ちゃけ「後付け」で
はあります。でも、
明確な「夢」を持ち
きらんかったのと、
職業的な希望よりも
したいことと稼ぐこ
とのハザマをデザイ
ンするみたいなこと
を目指してきたの
で、そのことに関し
ては言えることがあ
るかもしれないです
ね。まぁこれから先
も多分だいぶんフラ
フラと周囲を困らせ
続けると思います
が、まずは若者
（!?）よ！と偉そう
に言えんが、ぜひ興
味持ってみてくださ
い。

【新刊共著】『釜
ヶ崎で表現の場を
つくる喫茶店、コ
コルーム』（フィ
ルムアート社）、
6月21日発売（新
着）
長年関わっているコ
コルームにまつわる
書籍が出ました。書
籍企画の構想、１本
の寄稿、１本のイン
タビュー編集を担当
しました。ぜひ読ん
でくださいね。↓↓
アートNPOこえとこ
とばとこころの部屋=
通称「ココルーム」
の15年の歩みと、釜
ヶ崎芸術大学 2003
年、大阪市との恊働
事業として「新世
界」で生まれた
「NPO法人こえとこ
とばとこころの部
屋」、通称ココルー
ムによる活動記録
と、その精神性、社
会への提案を伝える1
冊。谷川俊太郎/鷲田
清一/森村泰昌×著者
との対談3本、栗原彬
の特別講演録を収
録。西川勝、坂上
香、岸井大輔、猪瀬
浩平、倉田めば、松
本裕文、アサダワタ
ル、山田創平、剣樹
人、岩橋由莉、 鈴木
一郎太、甲斐賢治、
横山千秋、山田實、
他、ココルームスタ
ッフや関係者らによ
る寄稿。（企画概要
より抜粋）
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すが、どうぞそうい
った視点からも、い
ろいろと楽しんでい
ただければと思いま
す。繋ぎ手はもちろ
んスタンダードブッ
クストア社長の中川
和彦さん。

4月10日（日）
東京・中目黒Tur
aus Holz（トゥ
アーアウスホル
ツ）（新着）

アサダワタル × 小
野博 「社会の風穴
から見える風景」
モ・ クシュラからの
第一弾『世界は小さ
な祝祭であふれてい
る』（2012年）の著
者でアムステルダム
在住の写真家・小野
博さんと、2015年末
に新刊『表現のた
ね』を刊行されたア
サダワタルさんのト
ークイベントを開催
します。場所は、内
藤正雄さんがプロデ
ュースする中目黒の
ギャラリー「Tur aus
Holz（トゥアーアウ
スホルツ）」にて。
トークでは、世界70
ヶ国、100都市以上
を歩き、戦地や廃地
を巡った写真家の小
野博さんと、日本各
地を創造的に漂泊す
る作家・ミュージシ
ャンのアサダワタル
さんが、日本とオラ
ンダをめぐる「社会
の風穴から見える風
景」について語りま
す。アサダワタルさ
んの「歌景、記譜、
大和川レコード」よ
りミニライブ、小野
博さんの次回新刊に
て収録予定の写真よ
りスライドショーも
あります。ぜひ、お
気軽にお越しくださ
い。（イベント概要
より抜粋）

4月8日（金） 大
阪・スタンダード
ブックストア心斎
橋（新着）

遊びにきてくださ
い。時間は15時半～
17時、場所はカフェ
ここいま（堺市堺区
香ヶ丘町１丁７
-８）、見学、参加さ
れる際はドリンクか
食事をご注文くださ
い。（企画概要より
抜粋）

3月28日（日）
ワークショップ
（SjQ） 大阪・
enoco （新着）

親子でつくるワー
クショップ・わが
家の「・・・」　
上級編／わが家
の…を作ろう！　
講師：SjQ(音楽ユ
ニット
今年もやります、親
子で作るワークショ
ッププログラム「オ
ヤトコエノコ」！今
回は、日常生活の中
にあふれている
「音」と「動き」を
テーマに、初級・中
級・上級の3つのプロ
グラムを実施しま
す。／部屋に並べら
れた様々な「モノ」
や簡単な「動きのル
ール」を組み合わせ
ながら自由に、わた
したちなりの「音
楽」を創作します。
参加する親子のみな
さんが音楽家！音を
感じ、音楽のやりと
りを通じて創造力を
育むワークショップ
です。（企画概要よ
り抜粋）

3月19日（土）　
ライブ（ソロ）　
神戸・ビックアッ
プル （新着）

アサダワタル ナガ
オクミ DUO
ナガオクミ（vocal）
アサダワタル
（guitar.vocal）初の
DUO！
open18:30/start19:30
予約￥2300/当日
￥2500

3月13日（日）　
ライブ（音遊びの

2015年度から「ソー
シャルデザイン演
習」というコマを週
二コマ通年担当しま
す。

11月20日（木）
SjQ++「第 50
回Inter BEE
2014（2014年
国際放送機器
展）」千葉・幕張
メッセ（新着）

「SjQ++」と
して、11月19
日～21 日に幕
張メッセで開
催される「第
50 回Inter
BEE
2014（2014
年国際放送機
器展）」（主
催：一般社団
法人子情報技
術産業協会）
の中で開催さ
れるアニバー
サリー・ライ
ブパーティー
（共同企画・
制作：ライゾ
マティクス）
に出演しま
す。ご関心あ
る方は詳細の
プレスリリー
スをご参考
に。

2014年度「美の
滋賀」づくりプロ
ジェクト　　トー
タルコーディータ
ーとして各企画視
察など開始。（新
着）

滋賀県が推進する
「美の滋賀」地域づ
くりモデル事業。各
参加事業の情報共有
や発信にまつわるフ
ァシリテーションを
担当するトータルコ
ーディネーターとし
て関わらせてもらっ
ています。→アート
や暮らし・生活文化
の中にある美の資源
を育てたり、発信し
たりすることによ
り、「美の滋賀」の
土壌となる、多様で
持続的なつながりの
形成や魅力ある地域

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
2016年6月のゲ
スト　見沼田んぼ
福祉農園事務局
長、明治学院大学
准教授 猪瀬浩平
さん（新着）
猪瀬さんは明治学院
大学でボランティア
学の教鞭をとりなが
ら、埼玉県さいたま
市の見沼田んぼをフ
ィールドに、「福
祉」と「環境」活動
をかけあわせた取り
組みである見沼田ん
ぼ福祉農園を継続的
に展開されていま
す。障害のある人
も、シニア世代も、
大学生も、地元の人
も、よそ者も、様々
な立場の人がこの見
沼田んぼ福祉農園で
の農業を通じて、新
しいコミュニティを
生み出している、そ
んなプロジェクトの
お話をきっかけに、
福祉現場における表
現活動の可能性な
ど、幅広くお話いた
だきます。放送日は6
月17日、6月24日
（ポッドキャストは
翌週火曜から配信）
です。

【連載】雑誌『ソ
トコト』「メモリ
ミックス!! ー記憶
が編みなおされる
時ー」開始。（新
着）
『メモリミックス!!
記憶が編みなおされ
る時』という、「記
憶×表現」という僕の
創作の下地になって
いるようなテーマを
展開していきます。
どうぞ読んでみてく
ださい。

http://www.standardbookstore.com/archives/66214286.html
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://mochuisle-books.com/other/event0410/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
https://www.facebook.com/kokoima.kaorigaoka/
http://www.liquidroom.net/schedule/20141018/20798/
http://www.enokojima-art.jp/e/event/2016/01/07/2801%0D
http://www.outenin.com/modules/contents/index.php?content_id=1138
http://www.geocities.jp/kbigapple/
http://pc.kyoto-seika.ac.jp/music/subject/type/52/
http://www.kotoami.org/_src/sc394/interbee.jpg
http://www.inter-bee.com/imgx/update/0743.pdf
http://www.kotoami.org/_src/sc381/binoshiga.png
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201607


「アサダワタル極
つき十三夜 第四夜
～本の“流れ”を追
う。これからの本
の在り方」
日常の事柄を編集
し、表現(文章、映
像、音楽、写真、ウ
ェブ、イベント企
画、プロジェクト
etc)する「事編
kotoami」主宰の日
常編集家・アサダワ
タル。文章を書くこ
とはもちろん、音楽
家としての活動や、
ラジオパーソナリテ
ィ等、様々な顔を持
つこのスーパーボー
ダレスな人物を、
2016年の１年間をか
けて毎月解剖し、白
日の下に晒してしま
おうという趣旨のイ
ベント。
第四夜のテーマはず
ばり「本」。今回、
新著と新譜（CD）と
いう異なるメディア
で作品を発表したア
サダさんが着目した
のは、 「 同じコンセ
プトで作った二作品
でも、メディアが違
えばまったく流通の
仕方が違う！ 」「 既
存の流通ルートで
は、なかなか二つを
同時に展開するのが
ムズカシイ！ 」 とい
う事実だったとか。
そこで、メディアの
特性を活かしつつ
も、でももっと自由
に作品を世に広める
ための方法につい
て、まずは「本」を
皮切りにしながら語
り合う座談会を行い
ます。多様な表現活
動をもくろむアーテ
ィストや編集者、文
化系の企画者にはと
りわけぜひお立ち会
いいただきたい！
ゲストには、これま
で書店員としての長
年の経験から「本」
の在り方についての
鋭い批評を行ってき
たジュンク堂書店難
波店店長の福嶋聡さ
ん、アサダさんの新
著と新譜を手掛けた
モ・クシュラの大谷
薫子さん（from 横
浜）、路地と暮らし
社の横山千秋さん
（from 岡山）、そし
て当店代表・中川も
交え、「本」のこれ
からの面白い「流れ
方」を追求します。
（企画サイトより抜
粋）

4月3日（日） 大
阪・釜ヶ崎
cocoroom （新
着）

会 ゲスト参加）
　神戸・ジーベッ
クホール（新着）

音遊びの会10周年
記念公演『ほんも
のの誕生』
2005年9月、当時の
神戸大学大学院生が
集まり、新しい音楽
を見つけようと始ま
った音遊びの会。即
興音楽家やアーティ
スト、一般公募の知
的な障害のある人と
その保護者と共に活
動を続け、1年で終了
の予定をはるかに超
えて10年を迎えまし
た。瞬間瞬間を紡ぐ
即興音楽がじわじわ
と熟成されていく過
程は、親密な関係が
作られていくと共に
異質な価値観をどん
どん飲み込むもの
で、出来事は常に驚
きの連続でした。本
公演は、多くの方に
愛され続けてこられ
たことを感謝すると
共に、まだ見ぬ音を
探し続ける旅の新た
な第一歩となるもの
です。ぜひお楽しみ
ください。企画：沼
田里衣／主催：音遊
びの会／協賛：TOA
株式会社／制作協
力：株式会社ジーベ
ック 　ゲスト　アサ
ダワタル、梅田哲
也、テニスコーツ
（企画サイトより抜
粋）

3月12日（土）　
ライブ（ソロ）　
京都・HAPSスタ
ジオ（旧・新道小
学校） （新着）

音楽ライブ・トー
ク『表現のたね・
歌の景色～アサダ
ワタル新著&新譜リ
リース記念ライブ&
トーク～』
“日常編集家” アサダ
ワタルの新著『表現
のたね』（モ＊クシ
ュラ）と新譜『歌
景、記譜、大和川レ
コード』（路地と暮
らし社）のリリース
を記念して、小さな
音楽会（と談話）を
開催。前回は大阪の
お寺 大蓮寺。今回は

づくりを進めるモデ
ル事業を、滋賀県内
の活動団体に委託し
て実施しています。
公式facebookページ
（外部サイトへリン
ク）で各団体の情報
などを提供していま
す。（企画概要より
転載）

10月12日（日）
東京藝術大学「ア
ートプロジェクト
における“音”の記
録研究チーム」に
て野村誠 千住だ
じゃれ音楽祭「千
住の1010人」で
ラジオプログラム
実施・足立市場
（新着）

アートプロジェク
トにおける「音」
の記録研究
2013年度から東京藝
大×東京都による研究
プロジェクトで研究
協力者として参加し
ています。昨年のレ
ポートは「詳細はこ
ちら」をご覧下さい
ね。東京芸術大学熊
倉研究室では、一昨
年度からの「アート
アクセスあだち 音ま
ち千住の縁」の開催
をうけ、アートプロ
ジェクトにお ける
「音」の記録研究に
取り組むこととなり
ました。本研究は
「東京アートポイン
ト計画」のリサーチ
プログラム「Tokyo
Art Research Lab」
の一環として実施さ
れます。多様化する
アートプロジェクト
において、一般的な
コンサートなどの
「音楽」の記録(録
音・録画)ではなく、
アートプロジェクト
の現場で鳴らされた
「音」の記録につい
ての考え方や手法を
研究していきます。
本日は、研究協力者
であるアサダワタル
氏、須之内元洋氏、
さらに音まち千住の
縁ディレクターであ
る清宮陵一が、普段
「音」に まつわるど
のような活動をして
いるのかを紹介しま
す。そして、「音の
記録」をなぜ研究す
べきか、というベー
スとなる問題意識に
ついて話しながら、
そこにどんな可能性
があるかについて考

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
2016年5月のゲ
スト　新潮社『芸
術新潮』編集者、
伊熊泰子さん（新
着）
伊熊さんは小中高と
滋賀県大津市で過ご
されて、大学進学を
機に上京。そのあ
と、新潮社にて写真
週刊誌「FOCUS」、
月刊誌「芸術新
潮」、隔月刊誌
「旅」などの編集者
としてご活躍されて
きました。滋賀県と
も縁が深い彼女は数
年前から滋賀県固有
の文化、美の力、そ
してアール・ブリュ
ットにも関心を寄せ
ています。そんな伊
熊さんと今日は、滋
賀ならではの‘美’って
なに？というテーマ
を、アール・ブリュ
ットも踏まえた様々
なアートシーンから
語っていただきたい
と思います。放送日
は5月20日、5月27
日（ポッドキャスト
は翌週火曜から配
信）です。

【新連載】ウェブ
メディア『フレー
ズクレーズ』にて
「kokoima実践
レポート ―精神
看護と居場所づく
りのハザマで―」
開始 第２回アッ
プ（新着）
アサダが一年前から
関わっている大阪は
堺市の浅香山病院精
神科病棟から始まっ
たプロジェクト
「kokoima」の現状
を３～４回に分けて
執筆していきます。
精神看護と居場所づ
くりのハザマ、表
現、アートを介した
関係性の編み直しな
どに関心がある方は

http://www.standardbookstore.com/archives/66211230.html
http://www.outenin.com/modules/contents/index.php?content_id=1138
http://otoasobi.main.jp/schedule.html
http://www.outenin.com/modules/contents/index.php?content_id=1138
https://www.facebook.com/binoshigadukuri?fref=ts
http://www.kotoami.org/_src/sc379/senju1010.jpg
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X


アタラシイココル
ーム　ゲストハウ
スとカフェと庭　
オープニングセレ
モニー
現場スタッフや理事
として、長年関わっ
て来た大阪市西成区
釜ヶ崎のアート
NPO・ココルームが
ゲストハウスの機能
も交えて新たに移
転、生まれ変わりま
す。そのオープンが4
月3日。そしてオープ
ニングセレモニーイ
ベントがありますの
でぜひこぞってお越
し下さい。

3月26日（土）
大阪・四天王寺本
坊 （新着）

上町台地マイルド
HOPEゾーン協議会
の10年とオープン
台地
大阪の上町台地の名
物イベントとなった
「オープン台地」。
その主催団体である
上町台地マイルド
HOPEゾーン協議会
が今年度で解散する
にあたって、これか
らの上町台地や「オ
ープン台地」の未来
について語りあるト
ークイベント。2010
年にオープン台地の
立ち上げ、第一回の
総合プロデューサー
を務めた立場とし
て、釜中悠至さんと
トークイベントに登
壇させていただきま
す。16時10分～17
時10分まで。無料。
詳細は改めて。

3月23日（水）
滋賀・コラボ滋賀
3階大会議室 （新
着）

「美の滋賀」推進

京都の元 新道小学校
の音楽室で開催しま
す。お相手は、京都
から行動力と批評性
を兼ね備えた京都市
民を目指し表現活動
をし、かつアサダの
学生時代のアイドル
だった吉野正哲（マ
イアミ）。チェロ演
奏から、バンド「中
川裕貴、バンド」
「swimm」への参
加、舞台音楽なども
手掛ける中川裕貴。
そして大阪からは、
トロンボーン演奏か
ら、プログラミン
グ、プロジェクト
「SjQ」および
「SjQ++」への参
加、数々の音道具や
自動販売機やオープ
ンスペースの運営な
どに勤しむ米子匡司
です。定　員：40名
　参加費：1,500円
　出演：アサダワタ
ル（作家・ミュージ
シャン）、中川裕貴
（演奏家・音楽
家）、吉野正哲／マ
イアミ（文化人見習
い）、米子匡司（音
楽家）（企画サイト
より抜粋）

2月19日（金）
ライブ
（SjQ++）東
京・
TheGardenRoom
（新着）

恵比寿映像祭2016
動いている庭―ラ
イヴ編
新しい即興音楽をう
みだすオーディオ・
ビジュアル・プロジ
ェクトSjQ++、映画
音楽家としても多数
作品を手掛けるポス
トヒップホップ世代
の要注目シンガーソ
ングライター入江陽
とアーティスト銅金
裕司による奇跡のコ
ラボレーション、プ
ログラミング表現の
可能性を拡張してい
く古館健、サイン波
による参加型パフォ
ーマンスThe SINE
WAVE
ORCHESTRA。テー
マ｢動いている庭｣に
関連したサイト・ス
ぺシフィックなライ
ヴが実現します。出
演：SjQ++ / 入江陽
+銅金裕司 / 古館健 /
The SINE WAVE
ORCHESTRA （企
画概要より抜粋）

えていきます。（企
画概要より転載）

東京事務所開設。
新橋（銀座）の中
銀カプセルタワー
ビルにて（新着）

文筆業がメインにな
りつつある昨今、お
かげさまで、東京で
の仕事の割合が増え
てきていることもあ
り、拠点を設けるこ
とにしました。新橋
駅と銀座駅の中間く
らいのところにあ
る、中銀カプセルタ
ワービルの一室を、
以前から色んな実践
と思索を共有してき
た友人の一級建築士
いしまるあきこ氏と
シェアすることにな
った次第です。中銀
は1972年に黒川紀章
さんが設計された建
築としてとても有名
ですが、いざここで
仕事・生活を始める
となかなか面白いも
のだなと実感してお
ります。現在は大
体、月のうち１／４
ほどは都内に滞在し
ておりますので、ど
うぞお気軽にご連
絡、仕事のご依頼な
どお待ちしておりま
す。そしてタイミン
グあう際はぜひオフ
ィスに遊びにいらし
てください。〒104-
-0061　東京都中央
区銀座8-16-10中銀
カプセルタワービル
B908（※郵便物はこ
ちらから指定しない
限りは原則、滋賀の
オフィスにお願いし
ます）

７月15日（火）
ー７月19日
（土）山口・山口
情報芸術センター
YCAM（終了）

2014年度の滞在制作
は、ドラムを担当す
るSjQにて、YCAM
InterLab＋安藤洋子
共同研究開発プロジ
ェクト「Reactor for
Awareness in
Motion (RAM)」に
参加予定。2015年1
月まで何度か山口に
滞在しそうです。詳

ぜひ読んで下さい。

【寄稿】学芸総合
誌『環』の『ジェ
イン・ジェイコブ
ズの世界』にて寄
稿。5月25日発売
（新着）
ジャーナリスト、市
民活動家として、名
著『アメリカ大都市
の死と生』を始めと
する著作と実践で、
都市計画・建築・経
済学の分野でたびた
び登場するジェイコ
ブズ。彼女の生誕
100年を期にだされ
た本誌にて、寄稿し
ました。僕自身はそ
れほど強い影響を受
けたわけではないで
すが、いろいろ思う
ところはあり、大阪
で携わり途中で離脱
したとあるプロジェ
クトについて個人的
に感じた葛藤をもと
に比較的ライトなテ
キストを綴っていま
す。素晴らしい執筆
陣が揃っており、出
版がとても楽しみに
です。執筆陣（50音
順）：アサダワタル
　荒木隆人　五十嵐
太郎　石川初　宇沢
弘文　内田奈芳美　
大西隆　岡部明子　
岡本信広　片山善博
　窪田亜矢　佐々木
雅幸　佐藤滋　塩沢
由典　管啓次郎　鈴
木俊治　玉川英則　
中野恒明　中村達也
　中村仁　平尾昌宏
　細谷祐二　槇文彦
　牧野光朗　松島克
守　松本康　間宮陽
介　宮﨑洋司　矢作
弘　山形浩生　山崎
亮　山本俊哉　吉川
智教　吉永明弘　渡
邊泰彦。詳細は藤原
書店サイトへ。

【テレビ出演】
SjQ++が日テレ
「SENSORS」
に出演。ネットで
も番組&インタビ
ュー記事配信。

http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://www.cocoroom.org/c&g/Opening.pdf
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://haps-kyoto.com/handm2016/#epro
http://www.liquidroom.net/schedule/20141018/20798/
http://www.kotoami.org/_src/sc368/cup.jpg
http://www.kotoami.org/_src/sc357/event_workshop-slide03.jpg
https://medium.com/fraze-craze/wataruasada02-abb4a53737e#.c6rukjne3
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://bit.ly/1XmWMVr
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X


フォーラム
滋賀県では県内の13
団体に委託・補助し
て、美の資源を育て
たり、発信したりす
ることにより、「美
の滋賀」の土壌とな
る、多様で持続的な
人のつながりの形成
や魅力ある地域づく
りを進める取組を推
進しています。この
たび、13 団体が今年
度の事業成果を発表
します。この内容を
踏まえて、美術や暮
らし・生活文化の中
にある美を通した地
域づくりを考えるフ
ォーラムを開催しま
す。シンポジウムパ
ネリスト（五十音
順）：伊熊泰子（株
式会社新潮社「芸術
新潮」編集者）、上
田 洋平（滋賀県立大
学助教）、服部 滋樹
（graf 代表、滋賀県
ブランディングディ
レクター）　進行：
アサダワタル（「美
の滋賀」創造事業コ
ーディネーター／文
筆家・クリエイター
／事編kotoami 主
宰）（企画サイトよ
り抜粋）

3月22日（火）
大阪・スタンダー
ドブックストア心
斎橋 （新着）

「アサダワタルの
極つき十三夜 第三
夜 訳書絵本『なが
いながいみち』出
版記念！　 建築翻
訳家・牧尾晴喜さ
んと語る大阪の
「まち」と「遊
び」」
日常の事柄を編集
し、表現(文章、映
像、音楽、写真、ウ
ェブ、イベント企
画、プロジェクト
etc)する「事編
kotoami」主宰の日
常編集家・アサダワ
タル。文章を書くこ
とはもちろん、音楽
家としての活動や、
ラジオパーソナリテ
ィ等、様々な顔を持
つこのスーパーボー
ダレスな人物を、
2016年の１年間をか
けて毎月解剖し、白
日の下に晒してしま
おうという趣旨のイ
ベント。第三夜は、
一級建築士の資格も
持ちながら、建築に

1月９日（土）　
ライブ（ソロ）&
トーク　大阪・大
蓮寺本堂 （新
着）

音楽ライブ・トー
ク『表現のたね・
歌の景色～アサダ
ワタル新著&新譜リ
リース記念ライブ&
トーク～』
“日常編集家” アサダ
ワタルの新著『表現
のたね』（モ＊クシ
ュラ）と新譜『歌
景、記譜、大和川レ
コード』（路地と暮
らし社）のリリース
を記念して、音楽ラ
イブとトークを開
催。ゲスト出演は、
人間行動学者でミュ
ージシャンの細馬宏
通氏（かえるさん）
です。日時：
1/9（土）15：30～
18：00　会場：大蓮
寺本堂　参加費：
1,500円　出演：ア
サダワタル（作家・
ミュージシャン）、
　細馬宏通（人間行
動学者・ミュージシ
ャン）　スペシャル
ゲスト：中尾眞佐子
（INDIAN NO ECHO
SIGN BINE NO!!）　
定員：30名（企画サ
イトより抜粋）

【ソロ新譜】『歌
景、記譜、大和川
レコード』（路地
と暮らし社）12
月20日発売！
（版元サイトでは
12月4日より発売
中） （新着）

何気ない暮らしに埋
もれる「音楽」を掬
いあげよう。日常編
集家・アサダワタル
が織りなす、歌とサ
ウンドスケイプが渾
然一体となったコン
セプトアルバム。ポ
ストロックバンド
「越後屋」や電子音
響ユニット「SjQ」の
ドラマーとして、ま
たソロ名義「大和川
レコード」として、
関西を中心に実験的
な音楽・アートシー

細は追ってお伝えし
ます。

10月1日（火）ー
10月4日（金）北
海道・札幌（終
了）
昨年度、トヨタ・子
どもとアーティスト
の出会い事業にて、
今度は、北海道は札
幌市内の小学校を中
心に繰り広げられる
ワークショッププロ
グラム「アーティス
ト・イン・スクール
~転校生はアーティス
ト！」に招待される
ことになりました。
札幌市立資生館小学
校で繰り広げるプロ
ジェクト名は「歌と
記憶のファクトリ
ー」。詳しい経過は
以下のブログをご覧
ください。

9月16日（月）ー
9月27日（金）北
海道・札幌（終
了）
昨年度、トヨタ・子
どもとアーティスト
の出会い事業にて、
今度は、北海道は札
幌市内の小学校を中
心に繰り広げられる
ワークショッププロ
グラム「アーティス
ト・イン・スクール
~転校生はアーティス
ト！」に招待される
ことになりました。
札幌市立資生館小学
校で繰り広げるプロ
ジェクト名は「歌と
記憶のファクトリ
ー」。詳しい経過は
以下のブログをご覧
ください。

８月19日（月）
ー８月23日
（金）北海道・札
幌（終了）
昨年度、トヨタ・子
どもとアーティスト
の出会い事業にて、
今度は、北海道は札
幌市内の小学校を中
心に繰り広げられる
ワークショッププロ
グラム「アーティス
ト・イン・スクール
~転校生はアーティス
ト！」に招待される
ことになりました。
実は人生発の北海道
です。まずは視察に
いってきます。

７月19日（金）
ー７月21日
（日）四国・高知
いの町

（新着）
5月15日、最先端の
クリエイティブなム
ーブメントを紹介す
る番組「Sensors」
にて、ドラムを担当
しているユニット
「SjQ++」のパフォ
ーマンス（恵比寿映
像祭）の模様や、メ
ンバー 魚住勇太と神
田竜のインタビュー
などが5/15に地上波
でオンエアされまし
た。オンエア後にネ
ット配信開始。5/22
までですのでどうぞ
ご覧ください。また
インタビュー記事も
アップされました。
より深い仕組みにつ
いては記事もあわせ
て読んでください
ね。／　音楽×テクノ
ロジー｢近未来型ライ
ブ体験｣Underworld
のライブをVRで同時
体験、人工生命で音
楽と映像を創り出す
SjQ＋＋/三村マサカ
ズが本気でやりたい
番組。MC：笹崎里菜
(日本テレビアナウン
サー)、ゲスト：三村
マサカズ(さまぁ～
ず)、SjQ＋＋(オーデ
ィオビジュアルグリ
ッチジャズユニッ
ト)。※上の詳細はネ
ット配信分、下の詳
細はインタビュー記
事

【テレビ出演】
ytv「かんさい情
報ネットten.」に
て住み開き特集、
出演。（新着）
5月11日、ytv「かん
さい情報ネット
ten.」の、「住み開
き」の特集コーナー
にて提唱者として出
演。17時台の
「GOGO若一調査
隊」というコーナー
で。堺の雑魚寝館さ
んや泉北のグループ
スコーレさんなどが
登場です。
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関する書籍の翻訳、
まちやデザインをテ
ーマにしたウェブマ
ガジンの編集などを
手がける「建築翻訳
家」の牧尾晴喜さん
がゲスト。アサダさ
んと牧尾さんが訳を
担当した絵本『なが
いながいみち』（フ
ランク・ビバ著／バ
ナナブックス）の出
版を記念して、当店
代表・中川も交え、
大阪で生まれ育った
３人の大の大人が
「まち」にまつわる
様々な遊びについて
語り合います。（企
画サイトより抜粋）

3月20日（日）滋
賀・近江八幡酒游
舘 （新着）

講演会「そこに住
む人たちとつくる
展覧会――アー
ル・ブリュットが
息づく近江八幡
――」
地域の人たちと美術
館が力を合わせて開
催する展覧会と、そ
こから生まれる豊か
なコミュニケーショ
ンについて、文化の
根付く“近江八幡”を切
り口にお話しいただ
きます。講師：井口
貢（同志社大学政策
学部政策学科教
授）、聞き手：アサ
ダワタル（日常編集
家）（イベント概要
より抜粋）

3月10日（木）北
海道・北海道大学
ファカルティハウ
ス「エンレイソ
ウ」第一会議室
（新着）

公開研究会「表現
とかかわり―人間
発達とアートの関
連を考える―」
大阪市釜ヶ崎でココ
ルーム、釜ヶ崎芸術
大学などを展開して
いる上田假奈代氏と
アサダワタル氏、札
幌市を中心にアーテ

ンで活動してきたア
サダワタルによる10
年ぶりのソロアルバ
ム。美しくもどこか
クセがある歌と、そ
の歌を取り囲む日常
生活のサウンドスケ
イプが渾然一体とな
ったコンセプトワー
クは、新たなアシッ
ドフォークのスタイ
ルとして音楽の可能
性を押し広げる。ま
た、リズムに独特な
揺らぎがあるドラマ
ーならではのソング
ライティング、文筆
家としても活動する
ゆえの言葉の選び取
り方にも注目してほ
しい。また本作は、
暮らしの中に潜む何
気ない現象や人の振
る舞いを「表現」と
いう視点から丁寧に
綴ったエッセイ集
『表現のたね』(モ*ク
シュラ)と同時発売と
なる。詳しくは下記
レーベルサイトへ！

12月12日（土）
　ライブ（ソロ）
&トーク　大阪・
四貫島PORT
（新着）

「暮らしと表現
Vol.4 ～日常再編
集～」
ミュージシャンであ
り、『住み開き―家
から始めるコミュニ
ティ』『コミュニテ
ィ難民のススメ』な
どの著書で、表現と
暮らしについての新
しい視点を表明し続
けるアサダワタルさ
んをゲストに迎え、
12月に発売される新
刊『表現のたね』お
よび10年ぶりとなる
ソロCDアルバム『歌
景、記譜、大和川レ
コード』を踏まえた
トークとライブ、企
画者とのディスカッ
ションを行います。
また、それら11月30
日発売の新刊とCD
も、この日に併せて
購入可能です。（企
画サイトより抜粋）

11月14日（土）
　ライブ（ソロ）
京都・南山城村
旧高尾小学校
（新着）

昨年度、トヨタ・子
どもとアーティスト
の出会い事業にて、
高知県四万十市にお
邪魔させていただい
たことが縁で、また
四国でプロジェクト
にかかることになり
そうです。そのプロ
ジェクト名も「ゼニ
ガタとるぱん」。詳
細は後日お伝えする
として、まずは視察
に行って来ます。

６月26日（水）
ー６月28日
（金）北海道・札
幌
昨年度、トヨタ・子
どもとアーティスト
の出会い事業にて、
今度は、北海道は札
幌市内の小学校を中
心に繰り広げられる
ワークショッププロ
グラム「アーティス
ト・イン・スクール
~転校生はアーティス
ト！」に招待される
ことになりました。
実は人生発の北海道
です。まずは視察に
いってきます。

６月21日（金）
ー６月22日
（土）四国・観音
寺市～いの町～松
山～八幡浜
昨年度、トヨタ・子
どもとアーティスト
の出会い事業にて、
高知県四万十市にお
邪魔させていただい
たことが縁で、また
四国でプロジェクト
にかかることになり
そうです。そのプロ
ジェクト名も「ゼニ
ガタとるぱん」。詳
細は後日お伝えする
として、まずは視察
に行って来ます。

滋賀県立大学大学
院環境科学研究科
博士後期課程に進
学
2013年より滋賀県立
大学大学院環境科学
研究科博士後期課程
に在籍し、芸能的観
点から生活文化とし
ての音楽のあり方と
その担い手の生き方
について研究中。

プール学院大学国
際文化学部の
2013年度前期の
外部招聘講師に就
任
5月～6月にキャリア
デザインのプログラ
ムにて大阪堺市の文
化財公開企画と絡め
た企画演習講義を4回
行います。

【連載】雑誌『ソ
トコト』「メモリ
ミックス!! ー記憶
が編みなおされる
時ー」開始。（新
着）
『メモリミックス!!
記憶が編みなおされ
る時』という、「記
憶×表現」という僕の
創作の下地になって
いるようなテーマを
展開していきます。
どうぞ読んでみてく
ださい。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
2016年5月のゲ
スト　美術家・成
安造形大学助教
石川亮さん（新
着）
今日は、美術家で成
安造形大学附属近江
学研究所研究員の石
川亮さんをゲストに
お招きします。石川
さんはこれまで現代
美術作家として、国
内の神仏にゆかりの
ある地域に出向き、
その場所の持つ性質
やルーツを探ること
で作品制作をされて
きました。とりわけ
滋賀県での制作に力
を入れており、また
成安造形大学の附属
機関である近江学研
究所においても、滋
賀県ならではの暮ら
しの美とアートをつ
なぐ研究をされてい
ます。今日はそんな
石川さんと「滋賀な
らではの“美”ってな
に？」というテーマ
を、石川さんのこれ
までの活動をきっか
けにしながら二回に
わたってお届けした
いと思います。放送
日は4月29日、5月6
日、5月13日（ポッ
ドキャストは翌週月
曜から配信）です。
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ィスト・イン・スク
ール事業等を展開し
ている漆崇博氏をお
招きし、「表現する
こと」が持つ意味
を、人間発達や地域
づくり等の多面的視
点から探求します。
　主催：北海道大学
大学院教育学研究院
附属子ども発達臨床
研究センター（イベ
ント概要より抜粋）

3月6日（日）東
京・小金井市民交
流センター （新
着）

小金井アートフル
アクション！まち
はみんなのミュー
ジアム2015！ ア
サダワタル×鈴木一
郎太×服部浩之 ス
ペシャルトーク
小金井アートフルア
クション！（小金井
市芸術文化振興計画
推進事業）の２０１
５年度末展示のイベ
ントとして、まちと
表現をめぐるスペシ
ャルトークを開催し
ます。スピーカー
は、ワークショップ
「小金井と私」のデ
ィレクターであるア
サダワタル氏、「小
金井と私」第４回の
ゲストアーティスト
鈴木一郎太氏、そし
てゲストとしてキュ
レーターの服部浩之
氏を迎え、お話を伺
います。（イベント
概要より抜粋）

2月27日（土）
大阪・江坂
studio-L （新
着）

「35歳REALある
ある！」PART１　
モヤモヤの多様化
時代、「暮らし」
のモヤモヤを出し
合おう!!
2013年に開催した
「35歳REALあるあ
る！」新たなシーズ
ン始動です！まだま
だ福祉を身近に感じ

「高尾小フェス ワ
ンダー全校集会 in
南山城村　」
高尾小フェスは、京
都唯一の村、南山城
村の旧・高尾小学校
を舞台にした、音楽
と現代アートの小さ
な芸術祭。第3回目は
2015年11月14日に
開催。毎年いろんな
形で出演させていた
だいてますが、今年
はアサダはソロ弾き
語りで真っ向勝負。
ぜひお越し下さい。
ジャンルを超えた豪
華な出演陣目白押し
です。

10月31日（土）
　ライブ（ソロ）
大阪・本町 結音
茶舗 （新着）

「And play=enso
on #5: NOW
RECORDING - 今
も「音楽」という
ことを考えている
ことについて」
And play=enso on
第5回目はゲストにア
サダワタルさん（文
筆家・ミュージシャ
ン）をお迎えして
の、トーク、ライブ、
音楽鑑賞会です。ア
サダさんと私中川の
音にまつわる“アレコ
レ”をお披露目しま
す。アサダさんは自
身の弾き語りプロジ
ェクト“大和川レコー
ド”を改めアサダワタ
ル名義での新しいア
ルバム『歌景、記
譜、大和川レコー
ド』及び、新しい書
籍『表現のたね』の
リリース、また中川
は自身のバンド“中川
裕貴、バンド”のアル
バム、『音楽と、軌
道を外れた』のリリ
ースを控えていま
す。今回はその音
源、書籍をいち早く
紹介すると共に、両
者の10年来の付き合
い、そして「今でも
音楽ということを考
えていること」につ
いて、それにまつわ
るトークやライブを
シームレスにお届
け、そしてそれをま
た“収録（NOW　

３月25日（月）
ー４月２日（火）
英国ロンドン～仏
国ナント
ロンドンのWellcome
Collectionで開催さ
れている展覧会
「Souzou: Outsider
Art from Japan」の
視察、およびナント
の国立アートセンタ
ーLiu Uniqueとの恊
働プロジェクトの打
ち合わせのため欧州
滞在します。

３月５日（火）ー
３月６日（水）高
知 四万十市立西
土佐小学校
ワークショップ『コ
ピーバンド・プレゼ
ントバンド』開始。
来年の3月まで。「ト
ヨタ・子どもとアー
ティストの出会い」
の一貫で、高知県に
て音楽ワークショッ
プをさせていただき
ます。詳細レポート
はブログなどで報告
します。

２月12日（火）
ー２月13日
（水）高知 四万
十市立西土佐小学
校
ワークショップ『コ
ピーバンド・プレゼ
ントバンド』開始。
来年の3月まで。「ト
ヨタ・子どもとアー
ティストの出会い」
の一貫で、高知県に
て音楽ワークショッ
プをさせていただき
ます。詳細レポート
はブログなどで報告
します。

2月１日（金）ー
2月３日（日）岩
手 大槌町
岩手県大槌町の文化
芸術による復興人材
育成プログラム「ひ
ょっこりひょうたん
塾」のふりかえりフ
ォーラムのため滞
在。

1月28日（火）神
戸女学院キャリア
デザインプログラ
ム「アート・マネ
ジメント演習」学
生による成果企画
「キャラクターと
大阪」開催
非常勤講師を務めて
いる神戸女学院大学
の学生による企画が
大阪の應典院にて開
催され、当日の学生

【掲載】毎日新聞
夕刊（近畿版）に
てアサダの新著に
ついてのインタビ
ュー掲載（新着）
4月14日、毎日新聞
夕刊（近畿版）に
て、アサダの新著
『表現のたね』
（モ・クシュラ）の
ご紹介をしていただ
きました。ウェブで
も読めますのでぜ
ひ。

【連載】雑誌『ソ
トコト』「メモリ
ミックス!! ー記憶
が編みなおされる
時ー」開始。（新
着）
『メモリミックス!!
記憶が編みなおされ
る時』という、「記
憶×表現」という僕の
創作の下地になって
いるようなテーマを
展開していきます。
どうぞ読んでみてく
ださい。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
2016年4月のゲ
スト　同志社大学
政策学部教授 井
口貢さん（新着）
今日は、同志社大学
政策学部教授の井口
貢さんをゲストにお
招きします。井口さ
んは地域の暮らしの
中に根づく文化芸術
や観光をテーマに研
究をされていて、
NO-MAがある滋賀県
近江八幡市の旧市街
地を舞台に、学生た
ちと様々なまちづく

http://www.edu.hokudai.ac.jp/topics/archive/news_261.html
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
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http://www.liquidroom.net/schedule/20141018/20798/
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http://www.wellcomecollection.org/whats-on/exhibitions/souzou.aspx
http://hyotanjuku.jimdo.com/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://mainichi.jp/articles/20160414/ddf/012/040/026000c
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201605
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html


ることの少ない20
代、30代が、福祉を
身近なものとして捉
える場づくりとし
て、2013年からスタ
ートしたワークショ
ッププログラムで
す。新シリー
ズ”REALあるある！
2016”では、日常の
暮らしに着目。福祉
課題を捉えなおすと
いう行為は、日常の
暮らしを変えていく
ことなのでは。い
ま、私たちが求める
「素敵な暮らしって
なんだろう」をテー
マに、豪華な2人のゲ
ストをお招きし、全2
回のワークショップ
プログラムを開催し
ます！ PART１ゲス
ト：アサダワタル氏
（日常編集家）（イ
ベント概要より抜
粋）

2月26日（金）
滋賀・大津ながら
の座・座 （新
着）

ZAZA2016トーク
シリーズ「好奇心
を連れて明日を見
に」Vol.2　アサダ
ワタル的思考 “日常
再編集”ってナニ？
文筆、音楽、プロデ
ュース、講師など多
彩な活動で最近とみ
に存在感を高めてい
るアサダワタルさ
ん。その思考と行動
の根っこにあるもの
は何？（企画サイト
より抜粋）

2月23日（火）
大阪・スタンダー
ドブックストア心
斎橋 （新着）

「アサダワタルの
極つき十三夜 第二
夜～一般批評学会
編。ワタルちゃ
ん、しっかり噛ん
で食べなさい。
～」
日常の事柄を編集
し、表現(文章、映
像、音楽、写真、ウ

RECORDING）”しま
す。両者の新しい音
源がどこよりも早く
聴ける機会であり、
「トーク」「ライ
ブ」「プレイ」「レ
コーディング」とい
う複数の要素が入り
乱れるイベントで
す。「音楽」のこれ
までやこれからにつ
いての「収録」に是
非お立合いくださ
い。（主催者・共演
者：中川裕貴氏によ
る企画概要より抜
粋）

10月８日（木）
ワークショップ
東京・表参道
COMMUNE
246キャンパス
（新着）

「DIYミュージック
　ライフ x テクノ
ロジーで自分だけ
の音楽をつくろ
う」講師として参
加。
「DIYミュージック」
では、生活のバック
グラウンドが異なる
クラスメイトや、音
楽にまつわる現場で
活躍中のゲストとの
アイディア交換を通
じて発想のヒントを
学び、実際に手を動
かして自分だけの音
づくりをしていきま
す。（……）「表現
と日常」をテーマ
に、音楽やメディア
アート、障害者福祉
やコミュニティデザ
インなど、様々な領
域で活動しているア
サダワタルさんをゲ
ストにお迎えして、
お話を伺ったりワー
クショップを行いま
す。

10月４日（日）
ワークショップ
東京・新町コミュ
ニティアリーナ
（新着　 ※非公
開）

「ダルク女性ハウ
ス」のワークショ
ップにゲスト講師
として参加。
前回の6月27日に引

の見守りをしており
ます。成功します様
に…。

1月15日（火）ー
1月16日（水）高
知 四万十市立西
土佐小学校
ワークショップ『コ
ピーバンド・プレゼ
ントバンド』開始。
来年の3月まで。「ト
ヨタ・子どもとアー
ティストの出会い」
の一貫で、高知県に
て音楽ワークショッ
プをさせていただき
ます。詳細レポート
はブログなどで報告
します。

12月15日（土）
ー12月16日
（日）岩手 大槌
町
岩手県大槌町の文化
芸術による復興人材
育成プログラム「ひ
ょっこりひょうたん
塾」のゼミ第5回のた
め滞在。ゲスト講師
に藤浩志さんをお招
きし、町内外の方々
との語らいの場。詳
細はしばしお待ちく
ださい。

12月8日（土）ー
12月26日（水）
神奈川 横浜
『ホームステイ～
アフリカからのお
客さんプロジェク
ト～2012　エメ
カ・オグボウ×ア
サダワタル』にて
滞在制作
以下のプロジェクト
に参加。ナイジェリ
ア在住のサウンドア
ーティスト Emeka
Ogbohとの共同滞在
制作 in 横浜。アサダ
の滞在日程は12/11-
12/13、12/20-23
の予定。12/23(日)
に何かしらの成果公
開をしますので、ど
うぞ詳細お楽しみ
に。以下サイトより
引用したテキストで
す。
アフリカと日本のア
ーティストが一般家
庭にホームステイし
ながら作品の共同制
作を行う市民参加型
「アーティスト・イ
ン・レジデンス」企
画。第2回の2012年
はナイジェリア在住
のEmeka
Ogboh（エメカ・オ
グボウ／サウンドア
ーティスト）とアサ
ダワタル（日常編集
家・音楽家）がさま
ざまな境界を溶かす

りに関わっておられ
るんですね。そんな
井口さんは10数年前
のNO-MAの立ち上げ
にも尽力され、アー
ル・ブリュットがこ
の街に根づく様子を
見守り続けてきたひ
とりでもあります。
今日は、井口さんと
ともに、「まちとア
ール・ブリュットの
幸せな関係　―近江
八幡をきっかけに
―」というテーマで
二回にわたってお届
けしたいと思いま
す。放送日は4月15
日、22日（ポッドキ
ャストは翌週月曜か
ら配信）です。

【楽曲紹介】J-
WAVE「TOKYO
REAL-EYES」に
てアサダの楽曲
『寂れた線路を独
りで歩く』が紹介
（新着）
3月18日、J-
WAVE「TOKYO
REAL-EYES」のコー
ナー“IMOARAIZAKA
RECORDS”にて、ア
サダの楽曲『寂れた
線路を独りで歩く』
が紹介されました。
全国のCDショップの
カリスマバイヤー達
が各々リコメンドし
た曲を流すというコ
ーナーで、大阪・中
津のシカク店長の巴
大樹さんがこの曲を
リコメンド。感謝。

【掲載】読売新聞
夕刊（近畿版）に
てアサダの音楽活
動インタビュー掲
載（新着）
3月4日、読売新聞夕
刊（近畿版）にて、
アサダのソロ新譜
『歌景、記譜、大和
川レコード』（路地
と暮らし社）の紹介
を軸に、音楽活動を
紹介いただきまし
た。
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ェブ、イベント企
画、プロジェクト
etc)する「事編
kotoami」主宰の日
常編集家・アサダワ
タル。文章を書くこ
とはもちろん、音楽
家としての活動や、
ラジオパーソナリテ
ィ等、様々な顔を持
つこのスーパーボー
ダレスな人物を、
2016年の１年間をか
けて毎月解剖し、白
日の下に晒してしま
おうという趣旨のイ
ベント。第二夜は関
西を中心に、映画、
音楽、ファッショ
ン、予想、反省な
ど、聖域なき「批
評」行為を異様なテ
ンションで実行中の
「一般批評学会」を
御招きし、アサダさ
んの表現や、その
他、様々な文化現象
（とりわけ大阪
の？）を用いて遊び
まくります。（企画
サイトより抜粋）

2月21日（土）　
東京・下北沢
B&B（新着）

アサダワタル×内沼
晋太郎「日常×表現
の見つけかた」
『表現のたね』
（モ＊クシュラ）
『歌景、記譜、大
和川レコード』
（路地と暮らし
社）刊行記念
流れ続ける日常に
は、まだ「言葉」と
して、あるいは「音
楽」として、掬（す
く）いあげられてい
ない数々の「表現の
たね」に満ちあふれ
ています。本書『表
現のたね』、本
CD『歌景、記譜、大
和川レコード』は、
自称「日常編集家」
のアサダワタルさん
が、それら些細な出
来事を、まるで道ば
たをゆっくりと歩く
アリの行列を寝転び
ながら見守るがごと
くに編み上げ、生み
出された作品です。
「表現とはなに
か？」「表現とはい
ったい誰が扱うもの
なのか？」、そんな
問いを根幹に持ち続
けながら、様々なフ
ィールドで活動をし
てきた著者の表現論
としての風景／歌景
について、B＆Bの内

続き、薬物依存等に
まつわる自助グルー
プや当事者研究を展
開する「ダルク女性
ハウス」が定期的に
行なう表現ワークシ
ョップにて音楽ワー
クショップを行ない
ます。

10月2日（金）
ライブ（SjQ）東
京・
Superdeluxe
（新着）

『空間現代
collaborations』
Day1 10月2日
（金）Post
technology musics
　ビートを生成する
システムと体　
19:00開場 19:30開
演／出演：空間現代
×SjQ、sim、Green
Butter(Budamunk&mabanua)
Day2 10月3日
（土）Musical／
Theatrical　音楽、
言葉、演劇　19:00
開場 19:30開演／出
演：空間現代×地点
Day3 10月4日
（日）Improvisation
　VS　Composition
　見知らぬ音楽との
再会　19:00開場
19:30開演／出演：
空間現代×灰野敬二、
Phew（企画概要より
抜粋）

９月26日
（土）・27日
（日） ワークシ
ョップ 東京・プ
ライスk北千住店
（新着）

『千住ショッピン
グラジオ』
北千住のスーパーマ
ーケットを子供たち
と音楽ラジオ番組で
ジャックします。尾
行ショッピング、ス
ーパーでかけたい名
曲選、苦し紛れの試
食ぐるめレポート、
店員さんの思い出の
曲DJコーナーなど、
いろいろ思案中。題
して「千住ショッピ
ングラジオ」。子ど
もの音まち「千住シ
ョッピングラジオ」
／講師：アサダワタ

「謎の音楽」をつく
ります。企画の詳細
は随時更新してゆき
ます、どうぞお楽し
みに。
※昨年は横浜市保土
ケ谷区の民家にタイ
エ・イダハル（アー
ティスト／ナイジェ
リア）とイシワタマ
リ（美術作家／日
本）を迎え実施しま
した。
主催：アフリカから
のお客さんプロジェ
クト／共催：公益財
団法人横浜市芸術文
化振興財団／後援：
横浜市文化観光局／
第５回アフリカ開発
会議（TICAD V）パ
ートナー事業

12月4日（火）ー
12月5日（日）高
知 四万十市立西
土佐小学校
ワークショップ『コ
ピーバンド・プレゼ
ントバンド』開始。
来年の3月まで。「ト
ヨタ・子どもとアー
ティストの出会い」
の一貫で、高知県に
て音楽ワークショッ
プをさせていただき
ます。詳細レポート
はブログなどで報告
します。

九州大学工学部の
2012年度後期集
中講義の非常勤講
師に就任
1月に集中講義を５限
やりにいきますが内
容は「都市・建築設
計演習1」ということ
ですが、むろん建築
家でもなんでもない
日常編集家という放
浪芸人として、都市
をどうみるかって話
をするんですが建築
系の学生さんに話を
するのも楽しみで
す。

11月23日（祝・
金）佐賀　佐賀市
文化会館
「第12回全国障害者
芸術・文化祭さが大
会」のリサーチのた
め滞在します。

11月６日（火）
ー11月７日
（日）高知 四万
十市立西土佐小学
校
ワークショップ『コ
ピーバンド・プレゼ
ントバンド』開始。
来年の3月まで。「ト
ヨタ・子どもとアー
ティストの出会い」
の一貫で、高知県に

【新連載】ウェブ
メディア『フレー
ズクレーズ』にて
「kokoima実践
レポート ―精神
看護と居場所づく
りのハザマで―」
開始（新着）
アサダが一年前から
関わっている大阪は
堺市の浅香山病院精
神科病棟から始まっ
たプロジェクト
「kokoima」の現状
を３～４回に分けて
執筆していきます。
精神看護と居場所づ
くりのハザマ、表
現、アートを介した
関係性の編み直しな
どに関心がある方は
ぜひ読んで下さい。

【連載】雑誌『ソ
トコト』「メモリ
ミックス!! ー記憶
が編みなおされる
時ー」開始。（新
着）
『メモリミックス!!
記憶が編みなおされ
る時』という、「記
憶×表現」という僕の
創作の下地になって
いるようなテーマを
展開していきます。
どうぞ読んでみてく
ださい。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
2016年3月のゲ
スト　映画監督
呉美保さん（新
着）
今日はスタジオを飛
び出しまして2016年
2月に大津プリンスホ
テルにて開催された
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沼晋太郎が聴き出し
ます。なお、サウン
ドスケイプが渾然一
体となったコンセプ
トアルバム「歌景、
記譜、大和川レコー
ド」（路地と暮らし
社）は、当日、B＆B
でも販売を予定して
おります。（イベン
ト概要より転載）

2月11日（木・
祝）　東京・中野
サンプラザ（新
着）

アール・ブリュッ
ト フォーラム
2月11日(木･祝)にア
ール･ブリュットフォ
ーラムを今年も開催
いたします！専門家
や美術関係者の方々
がアール･ブリュット
のもつ魅力について
語る、豪華なイベン
トです！出演:：ヨハ
ン・ファイラッハー
(グギング代表,精神科
医)、トビアス・イン
ゲルス(スウェーデン
ダーラナ,アーツカウ
ンシル芸術）、松下
功(作曲家,東京藝術大
学副学長)、夢枕獏(作
家,東京藝術大学客員
教授)ほか（イベント
告知文より抜粋）

2月10日（水）
静岡・浜松のヴァ
公民館（新着）

Platform of
Diversity　座談会
みんなのはままつ創
造プロジェクト採択
事業者を中心に、創
造都市・浜松のプレ
イヤーがそれぞれの
分野を持ち寄り議論
する「Platform of
DIversity」。まちと
生活、アート・デザ
イン、こどもと教
育、産業・テクノロ
ジー、文化と自然の
５分野の方々との座
談会がこれまでに行
われてきました。次
回はこれまでの座談
会のようすを踏まえ
て、市井の人々の文
化活動に造詣が深く
音楽の専門家でもあ
るゲストの方々と音

ル［ミュージシャ
ン・文筆家］／日
程：［番組制作］9月
26日（土）10-
15:00・［番組放
送］9月27日（日）
13-16:00／会場：
ザ・プライス千住店
［東京都足立区千住
3-2］／対象：小学生
以上

９月3日（木） ワ
ークショップ 大
阪・浅香山病院コ
コ今サロン （新
着　 ※非公開）

浅香山病院の精神
科病棟で長期入院
する方々を対象
に、音楽を通じて
人とコミュニケー
ションを行なうワ
ークショップを展
開
大阪府堺市にある浅
香山病院では、精神
科病棟で長期入院す
る方々が写真展を開
催するなどの文化活
動を通じて、様々な
他者との関わりを行
なうプロジェクト
「ココ今ニティ」が
展開されています。
僕も最近その運営に
少しばかり関わらせ
ていただく縁がで
き、自己紹介も兼ね
て音楽を使って、
様々な語りを起こす
ワークショップを行
なってきました。

7月16日（木）
ワークショップ
大阪・浅香山病院
ココ今サロン
（新着　 ※非公
開）

浅香山病院の精神
科病棟で長期入院
する方々を対象
に、音楽を通じて
人とコミュニケー
ションを行なうワ
ークショップを展
開
大阪府堺市にある浅
香山病院では、精神
科病棟で長期入院す
る方々が写真展を開
催するなどの文化活
動を通じて、様々な
他者との関わりを行
なうプロジェクト

て音楽ワークショッ
プをさせていただき
ます。詳細レポート
はブログなどで報告
します。

10月27日（土）
ー10月28日
（日）岩手 大槌
町
岩手県大槌町の文化
芸術による復興人材
育成プログラム「ひ
ょっこりひょうたん
塾」のゼミ第４回の
ため滞在。

10月9日（火）ー
10月28日（日）
大阪 江之子島文
化芸術創造センタ
ー
『100 OSAKA
展』に出展
（9/26 新着更
新）
大阪を拠点に活躍す
る様々なジャンルの
クリエイター（創造
人）が、それぞれの
ユニークな視点で見
いだしたOSAKAを展
示。アサダも出展す
ることになりまし
た。従来のステロタ
イプな大阪イメージ
とは異なる、100人
の創造人による、
100通りのクリエイ
ティブな大阪。
「100の大阪」の展
示は同時に、「創造
人100人」を紹介す
る展示。センターで
は、その他にも様々
なプログラムが展開
されている模様。楽
しみです。

10月9日（火）ー
10月11日（日）
高知 四万十市立
西土佐小学校
（9/19 新着更
新）
ワークショップ『コ
ピーバンド・プレゼ
ントバンド』開始。
来年の3月まで。「ト
ヨタ・子どもとアー
ティストの出会い」
の一貫で、高知県に
て音楽ワークショッ
プをさせていただき
ます。詳細レポート
はブログなどで報告
します。

９月15日（土）
ー９月16日
（日）岩手 大槌
町
岩手県大槌町の文化
芸術による復興人材
育成プログラム「ひ
ょっこりひょうたん
塾」のゼミ第３回の

地域福祉と文化の祭
典 アメニティフォー
ラムにてご講演をさ
れた映画監督の呉美
保さんにインタビュ
ーしました。このフ
ォラームで同時開催
されているバリアフ
リー映画祭という、
障害のある方ととも
に新しい映画の楽し
み方を考える上映会
にて、呉監督のふた
つの作品が上映され
ていたんです。ひと
つは2014年の作品
「そこのみにて光輝
く」、そしてもうひ
とつは2015年の作品
「きみはいいこ」。
介護や児童虐待な
ど、様々な社会問題
を扱ったこれら二作
品について、呉監督
にお話していただき
ました。また、アメ
ニティーフォーラム
と同時開催されてい
たアール・ブリュッ
ト展（images展）を
ご覧になった感想や
「きみはいい子」の
登場人物の一人、自
閉症スペクトラム症
の少年があの映画の
中で担っていたこと
など幅広くお話しを
伺います。放送日は3
月4日（ポッドキャス
トは翌週月曜から配
信）です。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
2016年2月のゲ
スト　文化庁長官
青柳正規さん（新
着）
今日は、2月5日～7
日に大津プリンスホ
テルにて開催された
地域福祉と文化の祭
典 アメニティフォー
ラムにてご講演をさ
れた文化庁長官青柳
正規さんに、会場に
てインタビューをい
たしました。様々な
文化政策を司り、ア
ール・ブリュットの
普及にも力を注いで
いらっしゃる青柳文
化庁長官に、会場で
開催されていた
「Images展̶̶アー
ルブリュット、芸術
の地平を開く―」展
覧会の率直な感想
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楽の街浜松における
これからの創造都市
に必要なプラットホ
ームとは何か、議論
を行います。ゲス
ト：アサダワタル
（日常編集家）、奥
中康人（静岡文化芸
術大学准教授）、片
岡祐介　（音楽家）
（イベント概要文よ
り抜粋）

2月7日（日） 滋
賀・大津プリンス
ホテル（新着）

アメニティフォー
ラム20
毎年２月滋賀県は大
津プリンスホテルで
三日間開催される福
祉と文化の一大祭典
「アメニティフォー
ラム」の第20回目。
今年もアサダは以下
の長大プログラムで
企画・進行役を務め
ます。
アサダワタルが考え
る、これからの居場
所の“創作”　～個と個
が交わる関係性を語
り合う～セッション
　進行；アサダワタ
ル
・表現する福祉施設
利用者と支援者の協
働のカタチ　出演：
六車由実（デイサー
ビスすまいるほーむ
管理者・民俗研究
者）、久保田翠
（NPO法人クリエイ
ティヴサポートレッ
ツ理事長）
・内にこめる生きづ
らさを 少し外に出す
ための表現活動の意
味　出演：上岡陽江
（ダルク女性ハウス
施設長）、西川勝
（臨床哲学者、大阪
大学CSCD特任教
授）
・これからの居場所
の“創作”　制度でこそ
できることと自律的
で創造的な場づくり
のハザマで　出演：
湯浅誠（法政大学現
代福祉学部教授）、
上田假奈代（NPO法
人ココルーム代表理
事）

1月28日（木）
大阪・スタンダー
ドブックストア心
斎橋 （新着）

「ココ今ニティ」が
展開されています。
僕も最近その運営に
少しばかり関わらせ
ていただく縁がで
き、自己紹介も兼ね
て音楽を使って、
様々な語りを起こす
ワークショップを行
なってきました。

7月５日（日） ラ
イブ（ソロ（DJ
話芸）） 大阪・
九条Float （新
着）

『Surround
Circuit 2』
気候の良い季節に川
沿いで1日過ごすライ
ブ／トーク／パフォ
ーマンスなどの複合
イベント、Surround
Circuit。ライブ・パ
フォーマンスのほ
か、福田教雄
（Sweet Dreams）
さんをゲストに迎え
て、好きな事を題材
にした物作りや情報
発信をしながら暮ら
すにはどうしたら良
いかを話す『30歳か
らのインディペンデ
ント音楽道』と題し
たトークイベント
や、展示、図書室、
フードの販売もあり
ます。早めに来ても
らって、ゆっくり川
沿いで１日過ごすの
がおすすめです。　
／　出演（トー
ク）：福田教雄
（Sweet
Dreams）、
AAAsaaREE　出演
（ライブ）：アサダ
ワタル（DJ話芸）、
中林キララ（メタミ
ュラーグヌピコ）、
大城真 + ヤマモトタ
カヒロ + 米子匡司、
PARADISKa、DJふ
くわらい、みやけを
しんいち、武村篤
彦、田川雅康、森山
ふとし、無職・イ
ン・エクスカーショ
ン　(Yuko Nexus6
+ タカハシ'タカカー
ン’セイジ)、にしもと
ひろこ ［ たゆたう
］、ryotaro［ acc ,
synth ］× 仙石彬人
［ TIME PAINTING
］、kaxpab mthtyk
+ sonsen gocha
bacco ［ light
drawing ］、s l o n
n o n + 今村 達紀 ［
Video ］　展示：か
いはつクラブ　本：
FLOAT図書室　出
店：シカク、巴大樹

ため滞在。

８月25日（土）
ー８月26日
（日）岩手 大槌
町
岩手県大槌町の文化
芸術による復興人材
育成プログラム「ひ
ょっこりひょうたん
塾」のゼミ第二回、
いよいよ予約開始し
ます。是非町内、県
内の方に限らず、広
く参加を募集してま
す。講師に毎日新聞
記者の手塚さや香
氏、現地ゲストに
は、先達て「おおつ
ちありがとうロック
フェスティバル」を
企画した大槌
STANDING
STANDINGメンバー
をお招きします。詳
しくは塾のサイトを
ご覧ください。

７月13日（金）
ー８月11日
（土）大阪
ArtCourtGallery
「ArtCourtFrontier」
に『KPPL（借り
パクプレイリス
ト）』出展
関西在住あるいは
ゆかりの若手を中
心に、気鋭作家が
競演するアニュア
ル企画「Art Court
Frontier（アート
コートフロンティ
ア）」に出展しま
す。音楽を使った日
常再編集のテーマ
は「借りパクした
CD」。トークイベ
ントや各種借りパ
クCDの試聴会も行
いますので是非遊
びに来て下さい
ね。
日程：2012年7月
13日（金）ー 8月
11日（土）[日・
月・祝休廊]
時間：11時̶19時
（土曜日はー17
時）

場所：アート
コートギャラ
リー（大阪市
北区天満橋1-
8-5 OAPア
ートコート
1F）

参加費：無料
◇ギャラリートー
ク
・アサダのミニラ
イブ　7月14日
（土）15時40分ー
15時55分
・出展者と推薦者
のトーク アサダワ
タル×森司（東京都
歴史文化財団）　7
月21日（土）15時

や、アールブリュッ
トにまつわる、独自
の見解を伺いまし
た。放送日は2月19
日（ポッドキャスト
は翌週月曜から配
信）です。

【訳書新刊】フラ
ンク・ビバ『なが
いながいみち』
（バナナブック
ス）1月3１日発
売！（新着）
フランク・ビバ［さ
く］ アサダワタル／
まきおはるき［や
く］『ながいながい
みち』（バナナブッ
クス）。The New
York Timesの
「2011年 絵本ベス
ト10」にも選ばれた
名作、フランク・ビ
バの「ALONG A
LONG ROAD」の日
本語版が遂に！海の
近くの道に沿って街
を横切り、郊外を抜
けて自転車が走る。
厳選された色数で表
現された風景と、テ
キストのデザインワ
ークが生んだ疾走
感。子どもが読め
ば、小さな冒険への
勇気が湧き、大人が
手に取れば懐かしい
あの日を思い出す。
（書籍情報より抜
粋）

【寄稿】『現代思
想』（青土社）
2016年2月号特
集「老後崩壊」に
拙論寄稿。1月27
日発売（新着）
現代思想に寄稿させ
ていただきました。
テーマは「老後崩
壊」。拙稿は、いま
老後を迎えている人
たちの状況を改善す
るために書かれたも
のではなく、これか
ら数十年後に老後を
迎えるであろう「わ
たしたち」の状況を
より善くしていくた
めに書かれたもので
す。タイトルは
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「アサダワタルの
極つき十三夜
Vol.01」
日常の事柄を編集
し、表現(文章、映
像、音楽、写真、ウ
ェブ、イベント企
画、プロジェクト
etc)する「事編
kotoami」主宰の日
常編集家・アサダワ
タル。文章を書くこ
とはもちろん、音楽
家としての活動や、
ラジオパーソナリテ
ィ等、様々な顔を持
つこのスーパーボー
ダレスな人物を、
2016年の１年間をか
けて毎月解剖し、白
日の下に晒してしま
おうという趣旨のイ
ベント。第一回目は
アサダ氏の新刊『表
現のたね』(モ・クシ
ュラ)、新譜(CD)『歌
景、記譜、大和川レ
コード』(路地と暮ら
し社)発売記念スペシ
ャルと題し、当店代
表・中川和彦と制作
のお話や最近の日常
編集について語る予
定です。（企画サイ
トより抜粋）

12月26日（土）
長野・松本
Knower(s)T
（新着）

「能美市まちづく
りシンポジウム　
日々の暮らしから
始めるまちづく
り」
まつもと市民大学第6
回目のテーマ　編集×
地域　の講義を行っ
ていただくのは、日
常編集家・事編
kotoami主宰のアサ
ダワタルさんです！
アサダさんは音楽活
動、大学での講義、
執筆活動、行政のプ
ロジェクトからラジ
オのパーソナリティ
まで多岐にわたる分
野で活躍されている
方です。アサダさん
の活動のキーワード
は「日常再編集」。
（続く……企画サイ
トより抜粋）

（ラッキーチャンス
☆クッキング）、メ
ガネヤ（即興小パー
ティー）、ふっくら
（天然酵母パン）、
fumi note（洋菓
子）、うたかた珈琲
（珈琲）（企画概要
より抜粋）

6月27日（土）
ワークショップ
東京・新町コミュ
ニティアリーナ
（新着　 ※非公
開）

「ダルク女性ハウ
ス」のワークショ
ップにゲスト講師
として参加。歌謡
曲と前口上を扱う
ワークショップを
展開
薬物依存等にまつわ
る自助グループや当
事者研究を展開する
「ダルク女性ハウ
ス」が定期的に行な
う表現ワークショッ
プにて音楽ワークシ
ョップを行ないま
す。20名ほどの参加
者が各々ペアになり
「初めて好きになっ
た、買った音楽
（CD、レコード）」
を聞きながら、お互
いの記憶を取材、そ
れをもとに、歌の
「前口上」を制作し
て最後にラジオ風に
発表するという内
容。題して「歌は世
につれ　世は歌につ
れ　君の記憶に華が
咲く」前半はアサダ
のソロライブも踏ま
えて、やらせていた
だきます。

6月11日（日）
ライブ（セッショ
ン） 大阪・梅田
ClubNOON （新
着）

『声色師　ウォ
ン・ジクスー　
Won Jiksoo ファ
ーストアルバム　
ステージ9　治る　
発売記念CD 付きコ
ンサート』
主演＆司会: ウォン・
ジクスー　共演: びび
　まあやん　デイヴ
ィッド・デュバル＝

30分ー16時00分
◇アサダワタル企
画イベント
・記憶を巡る音楽
鑑賞トークサロン
「私が想像する
棚」with 佐藤亘
（もぐらが一周す
るまで）　7月28
日（土）・8月11
日（土）　両日と
も14時ー16時
・トーク アサダワ
タル×田中恒子（住
居学者、美術コレ
クター）　8月4日
（土）14時ー15時
半

（※展覧会全体情
報）

（※「KPPL」に関す
る情報）

６月８日（金）ー
６月10日（日）
岩手 大槌町
「ひょっこりひょう
たん塾」いよいよ開
校です。詳細からホ
ームページを是非ご
覧ください。

５月23日（水）
ー５月24日
（木）高知 西土
佐

今年行われる
TOYOTAの
「子どもとア
ーティストの
出会い」プロ
グラムにて、
伝統芸能と音
楽をダンスを
組み合わせた
リミックスワ
̶クショップ
（予定だけ
ど）を開催予
定。講師とし
てお招きいた
だき、下見に
行って参りま
す。

５月19日（土）
竹中康宏×イシワ
タマリ ウェディ
ングパーティー　
横浜 イシワタ邸
（※非公開）
日常編集家として、
人様の結婚披露宴を
を新婦の自宅にてプ
ロデュースさせてい
ただきます。新婦の
イシワタマリさんは
美術家で横浜の自宅
を開放して「イシワ
タビエンナーレ」な
るプロジェクトをや
ってきた方。僕も昨
年はこの家でライブ
とトークをしたら
い、今年の秋冬もア
フリカ人のサウンド
アーティストととも

『「わたしたち」
が、「老後」を物語
るために、「今」で
きることについて、
考えてみた。』この
論考をもとに何か一
緒にやれる方はぜひ
共に。目次:【討議】
藤田孝典+春日キスヨ
　【エッセイ】橘木
俊詔/赤石千衣子/平
川克美　【論考】河
合克義/天田城介/北
中淳子/岩田正美/安
里和晃/猪瀬浩平/竹
信三恵子/渡邊琢/ア
サダワタル/長岡美
代…他

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
2016年2月のゲ
スト　俳優 梅沢
富美男さん、フィ
トセラピスト 池
田明子さんご夫妻
（新着）
今日は、滋賀県大津
市の大津プリンスホ
テルにて２月5日～7
日に開催された福祉
の祭典 第20回アメニ
ティフォーラムの会
場からお届けしま
す。ゲストは、なん
と梅沢劇団座長で俳
優の梅沢富美男さ
ん、そして一般社団
法人日本ハンドケア
協会代表理事でフィ
トセラピスト（植物
療法士）の池田明子
さんご夫妻です。こ
のお二人が、アメニ
ティフォーラムの会
場で同時開催されて
いる展覧会「Images
展̶̶アールブリュ
ット、芸術の地平を
開く―」をご覧にな
られ、以前からアー
ル・ブリュットに関
心を持っていたとい
うお二人のお話をイ
ンタビューしまし
た。放送日は2月12
日（ポッドキャスト
は翌週月曜から配
信）です。
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12月4 日（日）
大阪・東大阪市市
民ふれあいホール
（新着）

東大阪市高齢者地
域ケア会議「地域
別会議」
「地域でつどいの場
を生み出す　～無理
なく自己表現し、少
しずつ他者とつなが
る楽しさについて
「住み開き」など文
化的実践を題材
に～」というタイト
ルで講演予定です。

11月 22日
（日） 石川・能
美 寺井地区公民
館2階大ホールT
（新着）

「能美市まちづく
りシンポジウム　
日々の暮らしから
始めるまちづく
り」
日々の暮らしから始
めるまちづくりにつ
いて講演会、パネル
ディスカッションを
おこないます。第1部
基調講演 講師：アサ
ダワタル氏（日常編
集家）／第2部パネル
ディスカッション　
コーディネーター：
濱博一氏（㈱アスリ
ック代表取締役）、
コメンテーター：ア
サダワタル氏、パネ
ラー ： 卯野修三氏
（のみ商業協同組合
副理事長）、白肌邦
生氏（北陸先端科学
技術大学院大学准教
授）、奈良井伸子氏
（ストーリーテラ
ー）（企画サイトよ
り抜粋）

11月 5日（木）
岐阜・岐阜市生涯
学習拠点施設 ハ
ートフルスクエア
ーG （新着）

スミス（生意気）　
マイケル・フランク
（生意気）　松井美
耶子　山本信記　MC
M ANGO　白井剛史
（プリミ恥部）　
akamar22!　千野秀
一　半野田拓　井崎
能和　井上智士　池
田よしあき（ヰモ
リ）　Junji K
ano（ヰモリ）　和
田晋侍　石井モタコ
　トンチ　カメイナ
ホコ　呉山夕子　石
原只寛　梅田哲也　
西川文章　日野展子
　パードン木村　ア
サダワタル　横沢道
治　PIKA☆　さや
（テニスコーツ）※
中継参加　植野隆司
（テニスコーツ）※
中継参加　and
more…　＜WON
JIKSOO ご挨拶＞全
てにカムサァ。この
人に、この子に、こ
の水に、この風に、
この空に…気がふれ
て頭がアホになって
も、この気持ちだけ
は変わらない。目の
前で起こった事全て
に感謝します。永遠
に…我が肺が癌であ
ると知ってから、も
がいて、苦しんで、
喘いで「もうええや
んけっ」「しゃーな
いやんっ」と世の人
に八つ当たりし、諦
めの境地から引き戻
してくれはったのは
その人なのです。何
十億と住むこの地球
で我が心に風穴を開
けてくれたんは、ど
の人なんです。「今
の世の中、右も左も
真っ暗闇じゃござん
せんか、どうせ、わ
たいなんか、どうし
ようもありまへん
わ…」だけど、嘆い
てばかりじゃ何も始
まらへんじゃあーり
ませんか。言いたい
事を言い合いたい、
騙されても抱きしめ
たい、イタミを共に
分かち合おうや、孤
独に苛まれたらアカ
ン。hey baby stand
by me.わたいがおり
まんがな。楽にいこ
う。憎しみを解放し
て、慈悲に縋っても
ええやん。あんじょ
う愛だけあれば、き
っと開くはずやか
ら。初めての最初に
おきるコトはいつも
一つだけ。みんな、
生きいよー、綺麗さ
っぱりなくなるその
日まで。どっちみ
ち、人類みな最期は
High（灰）になる。
その日の為に。감사합
니다.（企画概要より
抜粋）

に滞在制作（詳細は
後日）を予定するな
ど、ユニークな試み
とイシワタ家のプラ
イベートな記憶が積
もりに積もった素敵
な場所。仲間たちと
一緒に料理から設え
から音楽からトーク
まで作り上げます。

４月23日（月）
「カマン！TV」
大阪 西成カマ
ン！メディアセン
ター
カマン！メディアセ
ンターにて上映され
ている街頭テレビプ
ロジェクト。19時か
らスタート。主に釜
ヶ崎で生活をする比
較的高齢層のおじさ
ん、おばさんたちの
「記憶と会話を想起
させるための番組プ
ログラム」を週代わ
りで編成。昭和の事
件や歌謡曲、スポー
ツ名場面から名画の
あの俳優さん…。大
体月に一回やってま
す。

４月６日（金）ー
４月８日（日）岩
手 大槌町
岩手県上閉伊郡大槌
町にて近々開始予定
のプロジェクト「ひ
ょっこりひょうたん
塾」のプロジェクト
コンセプトや運営体
制の構築のため、滞
在してます。

３月15日（木）
ー ３月16日
（金）静岡 浜松
静岡県浜松市にある
福祉とアートを越境
しまくる「たけし文
化センター アルスノ
ヴァ」に滞在。
スタッフの方と共に
福祉施設の開き方を
模索、アドバイザー
的に関わります。

３月５日（月）ー
３月６日（火）岩
手 大槌町
岩手県上閉伊郡大槌
町にて近々開始予定
のプロジェクト「ひ
ょっこりひょうたん
塾（仮称）」の現場
リサーチのため、滞
在してます。

2月20日（月）ー
2月22日（水）岩
手 大槌町
岩手県上閉伊郡大槌

【連載】雑誌『ソ
トコト』「メモリ
ミックス!! ー記憶
が編みなおされる
時ー」開始。（新
着）
『メモリミックス!!
記憶が編みなおされ
る時』という、「記
憶×表現」という僕の
創作の下地になって
いるようなテーマを
展開していきます。
どうぞ読んでみてく
ださい。

【選書フェア】
『Asobon!』×丸
善 京都本店、
MARUZEN&ジ
ュンク堂書店 梅
田店での選書フェ
アに参加（新着）
スルッとKANSAIが
発行しているフリー
ペーパー
『Asobon!』1・2月
号では特集「いまど
き、書店がおもしろ
い」の中で、クリエ
イターをはじめ、作
家、僧侶などさまざ
まな人が、新しい年
を迎え新しいことに
チャレンジするとい
う意味を込めて、
「冒険」をテーマに
選書しています。ア
サダもその撰者の一
人として参加。そし
て、丸善 京都本店や
MARUZEN&ジュン
ク堂書店 梅田店ては
それと連動したフェ
アも組まれてます。
アサダは、小野博さ
んの『世界は小さな
祝祭であふれてい
る』（モクシュラ）
をセレクト。ぜひ覗
いてみてください。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる

http://knowers.jp/archives/4270
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
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http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
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「生涯学習による
まちづくり人材養
成講座」
11/5㈭「地域でつど
いの場を生み出す」
アサダワタルさん
（文筆家・京都精華
大学非常勤講師）　
「住み開き」などの
事例からまちづくり
について学びましょ
う。（企画k関連サイ
トより抜粋）

10月27日（火）
大阪・大阪経済大
学（新着 ※非公
開）

昨年に引き続き大阪
経済大学にて「文化
産業論」（音楽産
業）と「アートマネ
ジメント実習」の２
コマのゲスト講師と
してお声かけいただ
きました。学生さん
と色々と交流できれ
ばと思います。

10月 25日
（日） 滋賀・信
楽 藤喜陶苑 （新
着）

「土と手プロジェ
クト　信楽の将来
像を描くワークシ
ョップ」
内容=本ワークショッ
プでは、陶芸のま
ち・信楽の豊富なコ
ンテクストを生かし
たまちの将来像を描
くことを目的としま
す。前日には学生を
中心にまちのエレメ
ントの採集調査（商
店、陶器建材、空き
家の分布図作成、
窯、狸…）をした上
で、それらを最大限
に生かしたまちなみ
修景案を作成しま
す。近未来のまちな
かプログラムの提案
発表をもとに信楽
の“これから”を考えま

6月7日（日） ワ
ークショップ 兵
庫・神戸大学発達
科学部音楽棟（C
棟） （新着　 ※
非公開）

「音遊びの会」の
ワークショップに
ゲストミュージシ
ャンとして参加
2005年結成、知的な
障害を持つ人たちを
含むアーティスト大
集団。月二回の継続
したワークショップ
で様々なアンサンブ
ルを生み出してい
る。北海道、水戸、
東京、山口、イギリ
スなど遠征公演も多
数。2013年には英国
ツアーの様子がNHK
で特集される。予定
調和を許さないその
音楽性は、見る者を
釘付けにする。
（「音遊びの会」概
要、ウェブサイトよ
り）

５月31日（日）
ライブ（SjQ）京
都・メトロ （新
着）

『FNu flair #4　
LIVE,TECHNO』
今回は、1997年から
Numb 氏が主宰して
いるミュージックレ
ーベル「Revirth」か
ら約15年ぶりに、モ
ジュラーシンセをメ
インに使用したライ
ブ的手法で制作され
たフルアルバム
"OTOLARY" をリリ
ースしたKoichi
Shimizu a.k.a
Hanumand のリリー
スパーティも兼ね
た、ちょっとした実
験を試みるイベン
ト！　 出演 : Koichi
Shimizu a.k.a
Hanumand
(Revirth) / Numb
(Revirth) / SjQ
(HEADZ) / STEVEN
PORTER (10
LABEL) /
FURUDATE
Ken(Sub-bass
set)Madegg
(NOCREDIT / flau /
DayTripper)Visual

町にて近々開始予定
のプロジェクト「ひ
ょっこりひょうたん
塾（仮称）」の現場
リサーチのため、滞
在してます。

2月8日（水）ー
2月9日（木）静
岡 浜松
静岡県浜松市にある
福祉とアートを越境
しまくる「たけし文
化センター アルスノ
ヴァ」に滞在。
スタッフの方と共に
福祉施設の開き方を
模索、アドバイザー
的に関わります。

1月28日（土）、
2月18日（土）滋
賀 近江八幡
滋賀県を中心に行わ
れている「アール・
ブリュットを巡るト
ークシリーズ」を開
催予定。ディレクシ
ョンを担当してま
す。

1月21日（土）ー
1月26日（木）岩
手 大槌町
岩手県上閉伊郡大槌
町にて近々開始予定
のプロジェクト「ひ
ょっこりひょうたん
塾（仮称）」の現場
リサーチのため、滞
在してます。

【過去のプロジェク
ト・滞在制作一覧は
こちら】

ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
2016年1月のゲ
スト　NPO法人
福井芸術・文化フ
ォーラム 荒川裕
子さん、濱見彰映
さん。（新着）
今日は、NPO法人福
井芸術・文化フォー
ラムの荒川裕子さん
と濱見彰映さんをゲ
ストにお迎えしま
す。福井芸術・文化
フォーラムは、福井
市文化会館を活動拠
点に様々なイベント
や市民参加型のアー
トプロジェクトを企
画・運営している
NPO法人です。その
事務局スタッフとし
て働くお二人は、障
がいのある人の表現
活動の可能性を紹介
し、語り合う場を企
画するなど、アート
と福祉の関係性につ
いても様々な活動を
展開中です。今日は
そんなお二人ととも
にこの番組をお送り
したいと思います。
放送日は1月15日と1
月22日（ポッドキャ
ストは翌週月曜から
配信）です。

【連載】雑誌『ソ
トコト』「メモリ
ミックス!! ー記憶
が編みなおされる
時ー」開始。（新
着）
『メモリミックス!!
記憶が編みなおされ
る時』という、「記
憶×表現」という僕の
創作の下地になって
いるようなテーマを
展開していきます。
どうぞ読んでみてく
ださい。

【新刊】『表現の
たね』（モ＊クシ
ュラ）12月4日発
売！（新着）
2012 年「住み開き
」（筑摩書房）、
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す。（企画サイトよ
り抜粋）

10月 24日
（土） 愛知・豊
橋 穂の国とよは
し芸術劇場PLAT
（新着）

「ワークショップ
ファシリテーター
養成講座2015後期
キックオフ 『ひと
が集う場のつくり
方、味わい方』」
「街」をテーマに実
施するワークショッ
プを体験し、人が集
まり、つながる仕組
みやファシリテーシ
ョンについて考え、
学ぶ「ワークショッ
プファシリテーター
養成講座2015 後期
『まちに聞く、考え
る』」。そのキック
オフ講座に、「住み
開き」というユニー
クな活動を提唱して
いるアサダワタルさ
んをゲストにお招き
し、人が集える場を
つくる方法や、社会
に開くことによって
味わえるおもしろさ
など、個人がアート
を通じて社会とつな
がる可能性を考えて
いきたいと思いま
す。（企画サイトよ
り抜粋）

10月 23日
（金） 福井・北
ノ庄クラシックス
（新着）

「あーと×ふくし
トークカフェ ハナ
スバ」
障がいのある人の表
現活動の可能性につ
いて考えます。「ア
ート」も「福祉」
も、つかみどころが
ないから、まずは言
葉にしてみることか
ら始めます。「アー
トって？」「福祉っ
て？」ゲストに滋賀
県近江八幡にある
「ボーダレスアート
ミュージアムNO-
MA」懇談会委員、滋

Effect : Kezzardrix /
LLVM（企画概要より
抜粋）

５月31日（日）
ライブ（ソロ）&
トーク 奈良・奈
良県立図書情報館
（新着）

『佐保川ラジオ　
未来の図書館のた
めのメディアプロ
ジェクト２０１
５』
みんなでつくる2日間
だけのラジオ局。佐
保川ラジオは、奈良
県立図書情報館内に2
日かぎりのインター
ネットラジオ局を開
設し、様々な音声番
組で発信していくメ
ディアプロジェクト
です。図書館という
アーカイブメディア
に、ラジオというコ
ミュニケーションメ
ディアを埋め込むこ
とから生まれる集
い、学び、編集、発
信をとおして、まだ
見ぬ「未来の図書
館」の有り方につい
て考え、模索しま
す。（企画概要より
抜粋）←アサダは5月
30日に、ラジオとい
う体裁を扱ったライ
ブ「Notation ー表現
未満の記譜法ー」
（http://sahogawaradio.info/2015/archives/3433）
を行ないます。

４月18日（土）
ライブ（SjQ）名
古屋・K.D
Japon （新着）

転た猫
(utataneco#)12
『FourColor
”Ballet” release
(on cassette!)
party』
90年代から現在に至
るまで12kや
TOMLAB、HEADZ
等の良質な電子音響
レーベルから数多く
のリリースを重ね、
国際的にも高い評価
を得ている才人・杉
本圭一氏によるメイ
ンプロジェク
ト"FourColor"の新作
「Ballet」リリースパ

2014 年「コミュニ
ティ難民のススメ 」
（木楽舎）、独自の
批評的眼差しで社会
に風穴を開け続ける
アサダワルの著作第3
作は日常×表現。「表
現」を美術館や舞台
の上にだけ見つけに
行くのではなく、何
気ない日常の中にも
その萌芽（たね）を
見つけ出すことがで
きるならば。そのた
めの気づきをアシス
トし、すべての人が
「表現」に対する当
事者性を獲得するこ
とを願って書かれた
本書は、アサダワタ
ルの日常のなかから
紡がれた23編の物語
が収録されていま
す。なお、本書は歌
とサウンドスケイプ
が渾然一体となった
コンセプトアルバム
「歌景、記譜、大和
川レコード」（路地
と暮らし社）と同時
発売。「表現とはな
にか？」「表現とは
いったい誰が扱うも
のなのか？」そんな
問いを根幹に持ち続
けながら、様々なフ
ィールドで活動をし
てきた著者ならでは
の表現論としての風
景／歌景。ぜひお楽
しみください。詳し
くは版元モ＊クシュ
ラのページへ。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
12月のゲスト　
日常生活支援ネッ
トワーク コーデ
ィネーター 椎名
保友さん。（新
着）
今日は、日常生活支
援ネットワーク・コ
ーディネーターの椎
名保友さんをゲスト
にお迎えします。椎
名さんは、大阪の障
がい福祉分野で様々
な支援の現場に携わ
りながら、地域づく
りや若者の働き方に
ついて考える場づく
りなど、分野を越境
しながら活動されて
います。今日は、そ
んな椎名さんに、い
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賀県施設合同企画展
(通称：ing展）のア
ドバイザーでもあ
る、日常編集家のア
サダワタルさんを迎
え、県内外の事例を
紹介しながら、今後
福井においてその活
動がより豊かに、日
常化していくための
アイデアを、ゲスト
もホストも参加者も
いっしょに考えてい
きます。（企画サイ
トより抜粋）

10月 17日
（土） 京都・多
目的カフェ かぜ
のね （新着）

「左京区まちの居
場所塾」第3回　コ
ミュニティスペー
スから始まる文化
発信～住み開きと
シェアハウス～
左京区では，高齢者
をはじめとする幅広
い区民が気軽に集え
る「まちの居場所」
を増やすため，左京
朝カフェから誕生し
たグループ
「SAKYOLABO（さ
きょうラボ）」と共
に「まちの居場所で
ほっとプロジェクト
＠左京」を展開して
います。この度，多
彩な講師等をお迎え
し，「まちの居場
所」を開設するため
の実践を学ぶ講座を
以下のとおり開講し
ますのでお知らせし
ます。講師：アサダ
ワタル（日常編集
家・京都精華大学ポ
ピュラーカルチャー
学部非常勤講師），
竹内桃子（ちゃんも
も◎）（「渋家」前
代表・タレント）
（企画サイトより抜
粋）

９月 30日（火）
大阪・HOPKEN
（新着）

韓国音楽ドキュメ
ンタリー『パーテ
ィー51』上映・ト

ーティ。共演には、
2013年のあいちトリ
エンナーレにおいて
もSJQ++名義で大き
な爪跡を残した、ジ
ャズカルテット編成
の生演奏を、リアル
タイムで音響処理を
行う電子即興アンサ
ンブル"SjQ"と、今回
が変名後初ライブ
の、生音raster-
notonを標榜し装い
を新たにした村田十
三氏リーダーバン
ド"Mad Tapes
Erase Group"
(ex.Libra)の二組が登
場！（企画概要より
抜粋）

４月３日（金）
ライブ（ソロ）大
阪谷8・伽奈泥庵
（新着）

ウォンジクスー・
回復祈願ライブ
大阪でライブをしま
す。ウォンさんの病
気が治ること、二人
がただ歌うこと。ち
ょっと直前の告知に
なっちゃったけど、
お客さんが来なかっ
たとしてもやりま
す。でもいっぱい来
てほしい。ぜひウォ
ンさんの声を聴きに
きてください。　
4/3（金）谷九カナデ
ィアン（大阪市中央
区中寺町2-1-64）　
won jiksoo（ウォン
ジクスー） ／アサダ
ワタル（大和川レコ
ード）　
19:30/2000円＋1D

３月23日（月）
ワークショップ　
東京・ポレポレ東
中野（新着）

坂上香監督作品
「トークバック　
沈黙を破る女た
ち」上映会 + 【音
楽を使ったワーク
ショップ】ゲス
ト：アサダワタル
(日常編集家) × 坂
上香(監督)
連日”トークバック・
セッション”開催！！
映画＋トークの濃密
な三時間！連日多彩

ま障害福祉分野に足
りていないものや、
逆に可能性に溢れて
いるところなどを語
っていただくととも
に、この分野から生
まれるアート活動に
ついてもお伺いした
いと思います。。放
送日は12月11日と
12月18日（ポッドキ
ャストは翌週月曜か
ら配信）です。

【新連載】雑誌
『ソトコト』「メ
モリミックス!! ー
記憶が編みなおさ
れる時ー」開始。
（新着）
ひとまずソトコトで
の連載「コミュニテ
ィ難民のススメ」が
終わりまして、新連
載を開始しました。
はい。『メモリミッ
クス!! 記憶が編みな
おされる時』とい
う、「記憶×表現」と
いう僕の創作の下地
になっているような
テーマを展開してい
きます。人の記憶を
聞き取り、校歌のオ
リジナルカラオケ映
像を創り上げる北九
州市小倉のスナック
「銀杏」のママ・入
江公子さんに３回に
わたり密着し、今号
ではそのまとめ考察
を書きました。どう
ぞ読んでみてくださ
い。

【新連載】ele-
kingウェブサイ
トにて『借りパク
音楽反省会』スタ
ート！第四回アッ
プ（新着）
「ele-king Powerd
by DOMMUNE」で
の新連載『借りパク
音楽反省会』が本日
から始まりました。
「借りパク」という
行為から生まれる他
者への想起に新たな
（煩悩・後悔という
名の）“ノイズ”ミュー
ジックの可能性を見
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ーク
韓国ソウル、弘大地
区で活動する音楽家
と都市開発、彼らの
生活環境を追ったド
キュメンタリー映画
『パーティー51』が
ついに日本上映決
定。9月後半から10
月初旬にかけて、映
画に登場する音楽家
が続々と来日し上映
会・ライブを繰り広
げます。上映後トー
クゲスト：アサダワ
タル（文筆・音楽業
／SjQ、ex大和川レ
コード）／杉本喜則
（HOPKEN店主）／
聞き手：山本佳奈子
（Offshore）（企画
サイトより抜粋）

９月 23日（水・
祝） 群馬・
MaebashiWorks
（新着）

MW Talk-09
自分のプライベート
空間を少し開放する
「住み開き」や、
様々な分野を横断し
ながら働く「コミュ
ニティ難民」を提唱
するなど、ユニーク
な活動を行っている
アサダワタルさん。
あたりまえと思って
いることを少し違う
角度から考えてみる
ことで、豊かな生き
方や働き方を考えて
みたいと思います。
（企画チラシより抜
粋）

９月 20日（日）
大阪・無印良品グ
ランフロント大阪
店 （新着）

■無印良品 グラン
フロント大阪「ア
ワーズ カリグラシ
マガジンと50人の
クリエイター」
（2015年9月15日
（火）～10月14日
（水））
「OURS.
KARIGURASHI
MAGAZINE」は、
OURS.編集部とUR都
市機構が2015年2月

なゲストをお招きし
て、上映後に映画さ
ながらの”トークバッ
ク・セッション”を行
います。（企画概要
より抜粋）

３月22日（日）
ライブ&トーク
（SjQ++）東京
都庭園美術館 新
館ギャラリー
2（新着）

TTM:IGNITION
BOX（イグニショ
ンボックス）2015
PROGRAM_B
Sprout : レンズ系
とジェネ系の世
紀、ふたつの黎明
往々にして、偉大な
発見は黎明期にほぼ
出揃ってしまいま
す。逆に、現在はそ
の数ある発見で枝分
かれした可能性の一
つともいえます。こ
のイベントでは、20
世紀に試みられた撮
影による映像表現の
工夫と、21世紀の日
本で様々なイノベー
ションがみられる計
算による映像表現の
工夫とを、同日2セッ
ションで体験してい
ただきます。
1st SESSION:「ヴォ
ードヴィルからアニ
メーションへ」
（仮）
出演： 細馬宏通 ／
しりあがり寿 ／ 澤隆
志
2nd SESSION:「即
興と計算によるグル
ーヴ」（仮）
出演；SjQ++　＝　
魚住勇太（ピア
ノ）、米子匡司（ト
ロンボーン）、ナカ
ガイトイサオ（ギタ
ー）、アサダワタル
（ドラム）、大谷シ
ュウヘイ（ベー
ス）、
Kezzardrix（映像）
／ 澤隆志

2月23日（月）
公開研究会　東
京・東京藝術大学
千住キャンパス
（新着）

アートプロジェク

出そうと煩悶してき
た僕として、2012年
の大阪アートコート
ギャラリーでの借り
パク音楽展覧会から
３年。改めて連載企
画として生まれ変わ
ります。皆さんの借
りパクしたCDにまつ
わるエピソードを改
めてお待ちしており
ます。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
11月～12月のゲ
スト　ダルク女性
ハウス施設長 上
岡陽江さん、映画
監督 坂上香さ
ん。（新着）
今日は、ダルク女性
ハウス施設長の上岡
陽江さんと昨年もご
出演いただいた映画
監督の坂上香さんの
お二人をお招きして
います。そして、
KBS京都スタジオで
はなく、お二人とア
サダがとあるイベン
トでご一緒した東京
の会場からお届けし
ます。そんなお二人
が語るテーマは「表
現活動と居場所の関
係」について。アサ
ダの音楽ワークショ
ップの様子も一部お
届け。放送日は11月
27日と12月4日（ポ
ッドキャストは翌週
月曜から配信）で
す。

【新連載】ele-
kingウェブサイ
トにて『借りパク
音楽反省会』スタ
ート！第三回アッ
プ（新着）
「ele-king Powerd
by DOMMUNE」で
の新連載『借りパク
音楽反省会』が本日
から始まりました。
「借りパク」という
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からはじめたウェブ
マガジンです。写真
家、イラストレータ
ー、デザイナー、文
筆家…をはじめ、さ
まざまなクリエイタ
ーが参加していま
す。本展では、ウェ
ブ上で見られるコン
テンツの一部をOpen
MUJIのスペースに合
わせて展示します。
さらに、これまで
OURS.にご参加いた
だいているクリエイ
ターの方々から、
「日常的に使うわけ
ではないのに、なぜ
か家にずっと居座っ
ている物」をお借り
して、その理由とあ
わせて展示。それぞ
れの日常にひそむ、
ささやかな暮らしの
クセを通して、その
横顔をご紹介しま
す。←アサダも参加
します（企画サイト
より抜粋）
■トークセッショ
ンⅠ「これからの
借り暮らし、これ
からの団地」
いまどきの"借り暮ら
し""貸し借り"を考え
るウェブマガジン
OURS.。今回のトー
クでは、「住み開
き」「借りパク」な
ど、日常の再編集を
迫るような活動を続
けているアサダさん
を迎えて、OURS.の
成り立ちに加えて、
これからの団地につ
いての話も。また、
無印良品の商品をフ
ル活用した展示空間
を作りあげた西山さ
んには、長年の無印
良品愛も語っていた
だく予定です。
2015年9月20日
（日）16：00～
17：30／出演：アサ
ダワタル（日常編集
家）、西山広志（建
築家/NO
ARCHITECTS）、小
正茂樹（UR都市機
構/OURS.編集部）、
竹内厚（編集
者/OURS.編集部）
（企画サイトより抜
粋）

９月 5日（土）
滋賀・ヤンマーミ
ュージアム  （新
着）

みんなで創る美術
館フォーラム～
「美の滋賀」+あな

トにおける「音」
の記録研究 第２回
公開研究会
アートプロジェクト
における「音」の記
録研究では、昨年度
より「音」をテーマ
にしたアートプロジ
ェクト「アートアク
セスあだち 音まち千
住の縁」を題材と
し、一般的なコンサ
ートなどの「音楽」
の記録（録音・録
画）ではなく、アー
トプロジェクトの現
場で鳴らされた
「音」の記録につい
ての考え方や手法を
研究してきました。
「音」の記録を通し
て、追体験とも異な
る新たな価値を与え
ることができるの
か。ゲストを迎え、
様々な方法で取り組
んだ2年間の研究を振
り返りながら、今年
度の研究対象である
野村誠 千住だじゃれ
音楽祭「千住の1010
人」の記録を発表し
ます。
出演：研究代表者：
熊倉純子（東京藝術
大学音楽学部 音楽環
境創造科 教授）／コ
ーディネーター：清
宮陵一（音楽プロデ
ューサー）／研究協
力者：アサダワタル
（日常編集家）、須
之内元洋（札幌市立
大学デザイン学部助
教）／研究助手：神
谷知里(アートアクセ
スあだち 音まち千住
の縁 事務局長)、橋本
瑛史(アートアクセス
あだち 音まち千住の
縁 事務局)、處 美野
(アートアクセスあだ
ち 音まち千住の縁 事
務局)／ゲスト：角張
渉（カクバリズ
ム）、永井幸輔（弁
護士／Arts and
Law）

1月11日（日）
ライブ（ソロ）奈
良・たんぽぽの家
アートセンター
HANA（終了）

『24時間こたつラ
ヂヲ -ひねってまた
いで音楽で-』
いきなりですが、
2015年1月11日から
12日にかけて、たん
ぽぽの家で24時間ラ
ヂヲを開局いたしま
す！文字通り24時間
限定のラジオです。
テーマは、「音楽と

行為から生まれる他
者への想起に新たな
（煩悩・後悔という
名の）“ノイズ”ミュー
ジックの可能性を見
出そうと煩悶してき
た僕として、2012年
の大阪アートコート
ギャラリーでの借り
パク音楽展覧会から
３年。改めて連載企
画として生まれ変わ
ります。皆さんの借
りパクしたCDにまつ
わるエピソードを改
めてお待ちしており
ます。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
11月のゲスト　
アール・ブリュッ
ト作家 鱸万里絵
さん。（新着）
今日は、長野県で作
品制作をおこなうア
ール・ブリュット作
家の魲万里絵さんを
ゲストにお迎えしま
す。魲さんは、乳房
や鋏、性器などのモ
チーフと、それらの
間を埋め尽くす反復
的なパターンが特徴
的な絵画作品を制作
されています。とき
にエロティック、と
きに暴力的でもある
彼女の作品は、一方
でどこかユーモアも
感じさせるもので、
これまで国内外で
数々のアール・ブリ
ュットの展覧会に出
品されています。今
日は、そんな魲さん
と親交のある田端一
恵現地レポーターが
スタジオで聞き役と
なり、貴重なトーク
を繰り広げます。放
送日は11月13日と
11月20日（ポッドキ
ャストは翌週月曜か
ら配信）です。

【新連載】雑誌
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た+美術館～
「滋賀県新生美術
館」について県民と
交わって語りあう
「みんなで創る美術
館フォーラム」が開
催されます。建築担
当のSANAAの妹島和
世氏と西沢立衛氏
と、このプロジェク
トの顧問をされてい
るキュレーター 長谷
川祐子さん、そして
滋賀県で「近・現代
美術」「神仏や暮ら
しと美術」や「アー
ル・ブリュット」に
携わる方々が登壇。
僕はファシリテータ
ーを務めます。県民
として、また滋賀県
内の文化プロジェク
トに多少也とも関わ
っている立場とし
て、皆さんの意見を
混ぜながらいい場を
生み出すことを心掛
けてこの日に望みま
す。少しでも興味の
ある方は、ぜひご予
約のうえ、参加して
みてくださいね。

８月 23日（日）
大阪・スタンダー
ドブックストア心
斎橋 （新着）

『おうちでかんた
ん こうじづくり』
刊行記念×『新生タ
ルマーリー』お披
露目会
なんやかんやと激動
している最近の日
本、キーワードは
『発酵』なのではな
いか？味噌屋、パン
職人、発酵デザイナ
ー、コミュニティ難
民の4人が集まって
『発酵』の話題を掘
り下げつつ、これか
らの社会のカタチを
考えてみつつ、でも
基本は昼から一杯飲
んで愉快に盛り上が
るトークイベントで
す。【出演】※順不
同/敬称略　渡邉格
（パン職人/タルマー
リー）五味仁（味噌
職人/五味醤油６代
目）小倉ヒラク（発
酵デザイナー/アート
ディレクター）アサ
ダワタル（日常編集
家/コミュニティ難
民）（企画概要より
抜粋）

８月 18日

コミュニケーショ
ン」。会場には巨大
こたつが設置され、
ゲストたちによるパ
フォーマンス＆ワー
クショップ＆トーク
を敢行。フェス形式
で進行し、会場を横
断しながらご参加い
ただける内容です。
軽食ブース、仮眠室
までご用意しており
ます。聴くもよし、
喋るもよし、食べる
もよし、寝るもよ
し。年の初めに、み
んなで楽しみましょ
う！（企画概要より
抜粋）→アサダは11
日お昼12時から90分
くらいでの既存の歌
謡曲を使った二種類
のパフォーマンスを
披露予定です。

12月29日（月）
年末恒例！カラオ
ケボックスでクラ
ブイベント?!　京
都・シダックス三
条河原町店（終
了）

『KARAOKEDISCO!!
京都編2014年末 in
Shidax三条河原町
店』
J-POPをベースに、
クラブイベント”
KARAOKEDISCO!!
“を主催する
codacodaDJ（國府
田典明）と、日常生
活を音楽などの表現
でリミックスするこ
と重ねてきた日常編
集家 アサダワタルが
コンビを組み、そこ
に、“もぐらが一周す
るまで”の佐藤亘も加
わり、そして協力な
ゲスト陣も加わりま
しての、“踊って歌え
る” DJをベースに、
カラオケ要素のある
LIVEパフォーマンス
や、DJの選曲でお客
さんがカラオケでき
る時間等、身近なカ
ラオケ環境によっ
て、日本人っぽいク
ラブイベントが組み
立てられるか、とい
う試みです。ぜひと
も、こじんまりとし
つつもワクワクと笑
いと興奮がこみ上げ
てくる新感覚の大年
末クラブイベントに
お立ち会いくださ
い。
2014年12月29日
（月）open/start
22:00 close 5:00
at シダックス京都河

『ソトコト』「メ
モリミックス!! ー
記憶が編みなおさ
れる時ー」開始。
（新着）
ひとまずソトコトで
の連載「コミュニテ
ィ難民のススメ」が
終わりまして、新連
載を開始しました。
はい。『メモリミッ
クス!! 記憶が編みな
おされる時』とい
う、「記憶×表現」と
いう僕の創作の下地
になっているような
テーマを展開してい
きます。今号から３
回にわたり、人の記
憶を聞き取り、校歌
のオリジナルカラオ
ケ映像を創り上げる
北九州市小倉のスナ
ック「銀杏」のマ
マ・入江公子さんに
密着しています。ど
うぞ読んでみてくだ
さい。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
11月のゲスト　
国際日本文化研究
センター所長・民
俗学者 小松和彦
さん講演公開収
録。（新着）
今回は10月24日
（土）に近江八幡市
内で開催された民俗
学者 小松和彦さんの
講演会の模様をお届
け。ボーダレス・ア
ートミュージアム
NO-MAでは、現在、
「想像上の生きも
の」をテーマにした
企画展「これ、すな
わち生きものなり」
を開催中。この講演
会はその関連企画と
して、妖怪研究の第
一人者として知られ
る小松和彦さんに、
鬼や妖怪などの架空
の生きものを通じ
て、日本人が古くか
ら暮らしのなかで感
じてきた見えない世
界との関わりや心の
ありようについてお
話していただきまし
た。放送日は10月30
日と11月6日（ポッ
ドキャストは翌週月
曜から配信）です。

http://www.pref.shiga.lg.jp/c/kemmin-s/2015newmuseum/forum.html
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://www.standardbookstore.com/archives/66186802.html
https://www.facebook.com/kotatsu24
http://www.liquidroom.net/schedule/20141018/20798/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201512
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/


（火）・19日
（木） 北海道・
札幌かでる２・７
（新着）

北海道文化財団・
地域文化コーディ
ネーター養成講座
地域とアーティスト
を繋ぐ役割を担うコ
ーディネーターの育
成及び地域の芸術環
境づくりに資する人
材の育成を目的に、
地域住民とアーティ
ストが交流するプロ
グラムの企画立案な
どを実践的に学ぶ講
座を開催します。講
師：濱田竜也（プロ
ジェクトデザイナ
ー・濱田企画事務所
代表）／漆　崇博
（コーディネータ
ー・一般社団法人AIS
プランニング代表理
事）／アサダワタル
（アーティスト）
（企画概要より抜
粋）

８月 ８日（土）
東京・下北沢
B&B （新着）

ミネシンゴ×アサダ
ワタル×江澤康太
「美容室がまちに
できること」『美
容文藝誌 髪とアタ
シ第三刊』 刊行記
念
美容文藝誌　髪とア
タシ創刊号に登場し
てもらった気鋭のサ
ロンboy Uでトップ
スタイリストを務め
る江澤康太さんと、
第三刊で登場した日
常編集家のアサダワ
タルさんをお呼びし
て「美容室がまちに
できること」をテー
マにお話します。boy
は今までも美容室の
枠にとらわれない活
動を続けてきて、boy
予備校、落語会、ギ
ャラリー展示、お祭
りまで、さまざまな
地域との関わりをつ
くってきました。ア
サダワタルさんも地
域に根ざした社会活
動、アート表現など
多岐にわたり、「住

原町三条店 パーティ
ールーム（※直接パ
ーティールームへお
越し下さい。）
DOOR:￥3700（※
アルコール&ソフトド
ンクフリー）
定員：30名（※予約
ご一報を→
info@kotoami.org）
DJ：codacoda（國
府田典明／
KARAOKEDISCO!!）/
DJ ぎゃ/ DJ
hOlysHIT
MC：アサダワタル
（“日常編集家”という
名の放浪芸人）/ デ
リヘル美
LIVE：アサダワタル
のDJ話芸 / もぐらが
一周するまで
GUEST ACT：水内
義人 / Tatsuya
Shimada(night
crusing) / RAIJIN
主催：カラオケボッ
クスの新しい使い方
実行委員会

11月29日（土）
ライブ（SjQ）静
岡芸術文化大学
（終了）

「楽×学（ラクガ
ク）2014～私の
「やる！」を興す
ために～」ライブ
プログラム
SjQ（サウンド・ア
ートプロジェク
ト）によるライブ
パフォーマンス
知と文化の交流事業
実行委員会では、創
造都市として発展す
るきっかけづくりと
するため、「楽×学
2014～私の『や
る！』を興すために
～」。この日の最終
プログラムとしてラ
イブパフォーマンス
（新作）をします。

10月24日（金）
ライブ（ソロ）大
阪FLOAT（終
了）

合奏の会/第54回公
演「行楽の演習」
夜８時くらいから 西
九条　FLOATにて　
おかね：1000円　出
演：アサダワタル、

【選書フェア】青
山ブックセンター
六本木店で、マイ
マイ計画（野島智
司）×アサダワタ
ル選書フェア「間
（すきま）をひら
く生き方30冊」
開催中（新着）
マイマイ計画の野島
智司さんの新著（帯
文書かせてもらいま
した）出版記念し
て、マイマイ計画
（野島智司）×アサダ
ワタル選書フェア
「間（すきま）をひ
らく生き方30冊」が
10月初旬から開催中
です。特別リーフレ
ットもあるそうで
す。近くによったら
ぜひ覗いてみてくだ
さい。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
10月のゲスト　
京都大学こころの
未来研究センター
教授　鎌田東二さ
ん。（新着）
鎌田さんは、宗教哲
学者として数々の研
究と執筆活動で知ら
ている方です。また
神職の資格を持ち、
神道ソングライター
として作曲活動も行
うとても多彩な活動
をされています。そ
んな鎌田さんが、ア
ール・ブリュットが
織りなす世界観に魅
力を感じてらっしゃ
るということ耳に
し、今日は改めてア
ール・ブリュットに
ついて二回にわたっ
て色々とお話を伺い
たいと思います。放
送日は10月16日と
10月23日（ポッドキ
ャストは翌週月曜か
ら配信）です。

http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://haf.jp/dsp_news.php?n=28
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
https://www.facebook.com/events/316469298553355/
http://www.liquidroom.net/schedule/20141018/20798/
http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kikaku/intro/souzou/kouza.html#live
http://www.liquidroom.net/schedule/20141018/20798/
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/


み開き」「コミュニ
ティ難民のススメ」
などの著者でもあり
ます。美容室がまち
に対してできるこ
と、まちに開いたと
きの可能性をめぐる
トークイベント。
（企画概要より抜
粋）

８月 ８日（土）
東京・安養院
（新着）

千住・縁レジデン
ス」オープンコン
ペティション（推
薦者として公開審
査イベントに参
加）
今年5年目を迎えた
「音まち」では、千
住を舞台に作品制作
をおこなう若手アー
ティストを迎える新
企画「千住・縁レジ
デンス」をはじめま
す。現代のアートシ
ーンの第一線で活躍
するアーティストや
キュレーター、ライ
ターらが自信を持っ
て推薦する5人の若手
アーティストがこの
夏、千住に集結。オ
ープンコンペティシ
ョンでは、事前にま
ち歩きやリサーチを
進めてきた若手アー
ティストたちが一堂
に会し、秋からの実
現を懸けて各自が練
った千住ならではの
企画案をプレゼンテ
ーションします！ま
ちなかで得たさまざ
まな出会い〈縁〉に
刺激された面々か
ら、いったいどんな
熱いプランが飛び出
すのか。審査員に迎
える専門家や「音ま
ち」を見守ってくだ
さる地域審査員、そ
して会場のみなさま
とともに、公開審査
によって、秋から本
格的に招聘するアー
ティストをひとり、
この日に選出しま
す。（企画概要より
抜粋）

６月 ６日（土）
滋賀県・長浜曳山
博物館伝承スタジ
オ （新着）

もぐらが一周するま
で、行楽猿
(KOURAKUEN):みや
けをしんいち,武村篤
彦,貝つぶ詳しい出演
者情報などは以下
を。

10月18日（土）
ライブ（SjQ）新
宿リキッドルーム
（終了）

Red Bull Music
Academy
Presents EMAF
TOKYO 2014
ドラムを担当するサ
ウンドユニットSjQ、
久々の東京ライブが
決定。飲料メーカ
ー・レッドブルが主
宰する音楽学校Red
Bull Music
Academyによる国内
最大規模の電子音楽
祭「Electronic
Music of Art
Festival Tokyo」に
出演します。2年目の
開催を迎えるこのイ
ベント は、既にエレ
クトロニック・ミュ
ージックの世界でも
最先端で革新的なイ
ベントとしての地位
を確立しているも
の。SjQは初日の
10/18、flauレーベ
ルがキュレーション
を務める2階フロア
LIQUID LOFTにてパ
フォーマンスを予定
しています。詳しい
出演者情報などは以
下をご覧下さい。

10月1日（水）
研究会　東京・東
京藝術大学千住キ
ャンパス（終了
※非公開 後日何
かしら成果発表）
（終了）
アートプロジェク
トにおける「音」
の記録研究
2013年度から東京藝
大×東京都による研究
プロジェクトで研究
協力者として参加し
ています。昨年のレ
ポートは「詳細はこ
ちら」をご覧下さい
ね。
東京芸術大学熊倉研
究室では、一昨年度
からの「アートアク
セスあだち 音まち千
住の縁」の開催をう
け、アートプロジェ
クトにお ける「音」
の記録研究に取り組

【新連載】ele-
kingウェブサイ
トにて『借りパク
音楽反省会』スタ
ート！第二回アッ
プ（新着）
「ele-king Powerd
by DOMMUNE」で
の新連載『借りパク
音楽反省会』が本日
から始まりました。
「借りパク」という
行為から生まれる他
者への想起に新たな
（煩悩・後悔という
名の）“ノイズ”ミュー
ジックの可能性を見
出そうと煩悶してき
た僕として、2012年
の大阪アートコート
ギャラリーでの借り
パク音楽展覧会から
３年。改めて連載企
画として生まれ変わ
ります。皆さんの借
りパクしたCDにまつ
わるエピソードを改
めてお待ちしており
ます。毎月半ばと月
末の二回更新です。

【連載】Webマ
ガジン「マガジン
航」にて「本屋は
ブギーバック」第
7回掲載。「出版
と巡業」（新着）
本と出版の未来を考
えるWebマガジン
「マガジン航」にて
連載中の「本屋はブ
ギーバック」。 第7
回は拙著『コミュニ
ティ難民のススメ』
にまつわる“出版巡
業”から見えてきた所
感を、まとめてみま
した。各地ではいろ
いろな先達に、本当
に本当にお世話にな
りました。ぜひ、現
在の本や出版を巡る
さまざまな状況のな
かで、「作家が本を
携えて人に会いにゆ
くことの意味」を、
何かしら受け取って
もらえれば幸いで
す。

http://bookandbeer.com/event/20150808_bt/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://aaa-senju.com/p/7676
http://float.chochopin.net/event.php?day=20141024
http://www.liquidroom.net/schedule/20141018/20798/
http://www.liquidroom.net/schedule/20141018/20798/
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.ele-king.net/columns/regulars/karipaku/004761/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201402
http://magazine-k.jp/2015/09/29/boogieback-07/


第２回近世城下町
ふるさとまつりま
ちづくり交流会
近世城下町を有する
地域の方々が、「城
下町」をテーマに現
在取り組んでいる特
色あるまちづくりの
事例発表後、パネル
ディスカッションを
開催。／パネラー：
上田市政策企画局シ
ティプロモーション
青木卓郎氏、六龍堂
早川知佐氏、近世城
下町ふるさとまつり
運営委員長 漣泰寿 コ
ーディネーター：ア
サダワタル氏（企画
概要より抜粋）

５月 23日（日）
東京・下北沢
B&B （新着）

アサダワタル×内沼
晋太郎×仲俣暁生
「アサダさんと内
沼さんのハザマに
ある、“コミュ難”っ
て？」『コミュニ
ティ難民のスス
メ』（木楽舎）刊
行記念
『コミュニティ難民
のススメ』が刊行さ
れてから約半年が経
ち、「コミュニティ
難民」という言葉も
浸透してきました。
著者のアサダワタル
さんが考える、「コ
ミュニティ難民」の
方々と対談を繰り広
げてきたこのトーク
シリーズ。いよいよ
佳境を迎える今回
は、「いったい、何
屋さんですか？」と
いう問いを、
『B&B』店主であ
り、本を媒介として
数々のプロデュース
活動を行ってきた内
沼晋太郎さんにぶつ
けてみます。いくつ
ものコミュニティ
で、さまざまな表現
手段をもちながら生
きていく面白さと
は？　そして、全国
各地でのこれまでの
対話を経て、アサダ
さんから発信された
「コミュニティ難

むこととなりまし
た。本研究は「東京
アートポイント計
画」のリサーチプロ
グラム「Tokyo Art
Research Lab」の一
環として実施されま
す。多様化するアー
トプロジェクトにお
いて、一般的なコン
サートなどの「音
楽」の記録(録音・録
画)ではなく、アート
プロジェクトの現場
で鳴らされた「音」
の記録についての考
え方や手法を研究し
ていきます。本日
は、研究協力者であ
るアサダワタル氏、
須之内元洋氏、さら
に音まち千住の縁デ
ィレクターである清
宮陵一が、普段
「音」に まつわるど
のような活動をして
いるのかを紹介しま
す。そして、「音の
記録」をなぜ研究す
べきか、というベー
スとなる問題意識に
ついて話しながら、
そこにどんな可能性
があるかについて考
えていきます。（企
画概要より転載）

７月31日（木）
ー８月１日（金）
研究会　東京・東
京藝術大学千住キ
ャンパス（終了
※非公開 後日何
かしら成果発表）
（終了）
アートプロジェク
トにおける「音」
の記録研究
2013年度から東京藝
大×東京都による研究
プロジェクトで研究
協力者として参加し
ています。昨年のレ
ポートは「詳細はこ
ちら」をご覧下さい
ね。
東京芸術大学熊倉研
究室では、一昨年度
からの「アートアク
セスあだち 音まち千
住の縁」の開催をう
け、アートプロジェ
クトにお ける「音」
の記録研究に取り組
むこととなりまし
た。本研究は「東京
アートポイント計
画」のリサーチプロ
グラム「Tokyo Art
Research Lab」の一
環として実施されま
す。多様化するアー
トプロジェクトにお
いて、一般的なコン
サートなどの「音
楽」の記録(録音・録
画)ではなく、アート
プロジェクトの現場
で鳴らされた「音」
の記録についての考
え方や手法を研究し

【大学講義成果サ
イト】「私の身近
なソーシャルデザ
イナー図鑑」公開
（新着）
2015年度から京都精
華大学ポピュラーカ
ルチャー学部で、音
楽とファッションを
学ぶ学生さんたちを
対象に、「表現を社
会のあらゆる領域で
使いこなす」をテー
マにした「ソーシャ
ルデザイン演習」を
担当しています。そ
こでの成果として、
以下のようなサイト
が完成しました。学
生たち自らが「自分
にとってこの人こそ
が“ソーシャルデザイ
ナー”なんじゃない
か…！？」と思う人
に直撃インタビュー
し、記事を書き、公
開までこぎつけ、現
在13名の先達の方々
が紹介されていま
す。「学生が作った
から」とか「あくま
で授業の課題のサイ
トでしょ」って言わ
れないように、それ
なりにちゃんと「読
める」サイトを目指
したつもりです。よ
って、ぜひ皆さんも
ぜひ、なにかの活動
に参照にいただけれ
ば幸いです。後期も
同じく記事を増やし
ます。お楽しみに。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
10月のゲスト　
場とコトLAB代
表　中脇健児さ
ん。（新着）
中脇さんは、兵庫県
伊丹市を中心に、関
西一円で、ミュージ
アム、商店主、行
政、市民を結びつけ
るプロジェクトを多
数展開されてきまし
た。アートとまちづ
くりを掛け合わせ、

http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://kitabiwako.jp/event/event_11502/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://www.tarl.jp/cat_report/8219.html
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201402
http://pc.kyoto-seika.ac.jp/blog/info/2015/09/29/1137/
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html


民」という概念は、
本人の手を離れてど
のように変わってき
たのでしょう？進行
役には、アサダさん
そして内沼さんとか
ねてから親交があ
り、このお二人の対
談のきっかけをつく
ったフリー編集者で
文筆家の仲俣暁生さ
んを迎えてお届けし
ます。（企画概要よ
り抜粋）

５月 22日（金）
神奈川・横浜三井
ビルディング
15F （新着）

五番街vol.6 「自由
な働き方のスス
メ」
最近では、今までに
ないような自由な働
き方を模索するケー
スが増えてきまし
た。今回は、そんな
自由な働き方を実践
されている方、また
出会う機会の多い方
をお招きし、なかな
か自分ごとに出来に
くい、新しい働き方
について聞く企画を
作りました。どんな
働き方に時代はシフ
トしてきているの
か？また、どんな働
き方がマッチするの
か？　どうしてそん
な働き方を選んだの
か？ざっくばらんに
話を聞く中で、ここ
でしか聞けない思わ
ぬ話が出てくる可能
性も。これからの働
き方を考える良い機
会になればと思いま
す。出演：アサダワ
タル ・山口豪志・山
内真理・ミネシンゴ
（企画概要より抜
粋）

５月 17日（日）
大阪・大阪芸術大
学9号館前（新
着）

スペシャルプログ
ラム「アサダワタ
ル（日常編集家）×
中脇健二（場とコ
トLAB代表）トー
クショー『課題先

ていきます。本日
は、研究協力者であ
るアサダワタル氏、
須之内元洋氏、さら
に音まち千住の縁デ
ィレクターである清
宮陵一が、普段
「音」に まつわるど
のような活動をして
いるのかを紹介しま
す。そして、「音の
記録」をなぜ研究す
べきか、というベー
スとなる問題意識に
ついて話しながら、
そこにどんな可能性
があるかについて考
えていきます。（企
画概要より転載）

７月27日（日）
ソロ）大阪
port（終了）

アサダワタル - デ
ィナーショー
PORT１Ｆ飲食店ス
ペースにて、音楽
家・文筆家のアサダ
ワタルを迎えてのデ
ィナーショーを開催
します。彼のバック
グラウンドには、ギ
ター弾き語りによる
ポップソングに映像
や録音などの形で
『日常』を取り込ん
で再構築する画期的
なソロユニット『大
和川レコード』での
ライブ活動や、複数
のバンドでのドラム
奏者としての音楽家
としての活動があ
り、一方では『住み
開き（住み開き 家か
ら始めるコミュニテ
ィ／2012年 筑摩書
房刊行）』や『コミ
ュニティ難民（単著
を近日出版予定）』
という、言葉で日常
や生活の捉え方を作
り替える思索家・文
筆家としての側面が
あります。今回は、
彼の取り扱う『音』
と『言葉』という２
つの要素を取り合わ
せ、一夜限りのパフ
ォーマンスとして皆
さんにお届けしま
す。近年は執筆や、
日本各地でのトー
ク・ワークショップ
などでご活躍のた
め、ソロでのパフォ
ーマンスに触れる機
会は一時に比べて貴
重となっている彼の
公演ですので、この
機会にどうぞお越し
ください。また、今
回の料理は巴大樹に
よる『インディーズ

街に愉快なコミュニ
ケーションをもたら
してきた視点から、
滋賀県の文化やアー
ル・ブリュットがど
のように見えるの
か、お話を伺いたい
と思います。放送日
は10月2日と10月9
日（ポッドキャスト
は翌週月曜から配
信）です。

【新連載】雑誌
『ソトコト』「メ
モリミックス!! ー
記憶が編みなおさ
れる時ー」開始。
（新着）
ひとまずソトコトで
の連載「コミュニテ
ィ難民のススメ」が
終わりまして、新連
載を開始しました。
はい。『メモリミッ
クス!! 記憶が編みな
おされる時』とい
う、「記憶×表現」と
いう僕の創作の下地
になっているような
テーマを展開してい
きます。今号から３
回にわたり、人の記
憶を聞き取り、校歌
のオリジナルカラオ
ケ映像を創り上げる
北九州市小倉のスナ
ック「銀杏」のマ
マ・入江公子さんに
密着しています。ど
うぞ読んでみてくだ
さい。

【新連載】ele-
kingウェブサイ
トにて『借りパク
音楽反省会』スタ
ート！（新着）
「ele-king Powerd
by DOMMUNE」で
の新連載『借りパク
音楽反省会』が本日
から始まりました。
「借りパク」という
行為から生まれる他
者への想起に新たな
（煩悩・後悔という
名の）“ノイズ”ミュー
ジックの可能性を見
出そうと煩悶してき
た僕として、2012年
の大阪アートコート

http://bookandbeer.com/blog/event/2015052301_bt/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
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http://www.kotoami.org/menu/schedule.html


進国日本に挑む越
境者たち！』」
大阪芸大のオープン
キャンパスにてトー
クイベントに出演し
ます。お相手は、同
大学卒業生で今年か
ら芸術計画学科の非
常勤講師になられた
中脇健児さん。ぜひ
遊びにきてください
ね。

５月 10日（日）
岡山・
NAWATE（新
着）

「『シゴトとセイ
カツとワタシ』
Vol.4 ～アサダさ
ん、肩書きなんて
どうでもいいって
言える時は来るん
ですかね？～」
2014年12月に上梓
した『コミュニティ
難民のススメ』で
は、「表現(≒プライ
ベート)」と「仕事(≒
パブリック)」の間を
彷徨って生きる6人の
人生の歩き方を紹
介。自問自答しなが
らも、枠組みを飛び
越え、楽しく暮らす
彼ら(とアサダさん自
身)を、「コミュニテ
ィ難民」と名付けま
した。多領域を漂泊
するコミュニティ難
民とはなにか、そし
て自己の中にある多
様なアイデンティテ
ィを見つめながら生
きるとはどういうこ
とかを「表現的感性
を仕事に埋むこと」
「領域を横断する」
「脱・専門」「公
私」などのキーワー
ドを織り交ぜながら
伺います。（企画概
要より抜粋）

４月12日（日）
愛媛・今治ほんか
らどんどん（新
着）

「ワタルある
く。～アサダワタ
ルと渡り歩く・し
こく８８のコミュ
ニティ～　須崎・
土佐町編」
往く人にとっては、

寿司』。ほかの分野
の料理では定評のあ
る彼が、あえて未挑
戦に挑む、この機会
しか食べられないお
寿司もどうぞお楽し
みに。（企画概要よ
り転載）

７月20日（日）
ライブ（セッショ
ン参加）神戸元町
I'ma（新着）

【CINEMA
STREET
FES.2014】Salon
I’ma★「プリミ恥
部な宇宙 ∞∞∞
UFOPIA」
友人のミュージシャ
ン & 映画監督のプリ
ミ恥部&平岡香純にお
招きいただき、彼ら
の映画ライブショー
で何かしらの演奏を
します。出演 プリミ
恥部☆平岡香純★白
井多有☆白井多純★
サエキマユミ
☆YTAMO★アサダワ
タル☆ひめむすひ★

７月６日（日）
ライブ（SjQ）京
都Metro（終
了）

Andrew Pekler &
Jan Jelinek Play
Ursula Bogner ジ
ャパンツアー京都
公演 at.METRO
ドラムを担当するサ
ウンドユニットSjQの
久しぶりのライブで
す。なんとUrsula
Bogner = Andrew
Pekler & Jan
Jelinekによるジャパ
ン・ツアーに参戦。
METROで開催される
京都公演には
Ametsub、Polar
M、SjQがゲストで出
演。多様な解釈で表
現される電子音楽の
数々を、ぜひ生で体
感して下さい！
Special Live：
Andrew Pekler &
Jan Jelinek Play
Ursula Bogner　
Guest：Ametsub
(DJ set)／Polar M／
SjQ　DJ：tsukasa

ギャラリーでの借り
パク音楽展覧会から
３年。改めて連載企
画として生まれ変わ
ります。皆さんの借
りパクしたCDにまつ
わるエピソードを改
めてお待ちしており
ます。毎月半ばと月
末の二回更新です。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！　
９月のゲスト　
graf代表　服部
滋樹さん。（新
着）
今日は、graf 代表、
クリエイティブディ
レクターで滋賀県ブ
ランディングディレ
クターを務められて
いる服部滋樹さんを
ゲストにお迎えしま
す。服部さんは、家
具、空間、グラフィ
ック、プロダクトデ
ザイン、アートから
食に至るまで「暮ら
しのための構造」を
考えてものづくりを
するクリエイティブ
集団“graf”の代表と
してご活躍されてい
ます。そんな服部さ
んは2014年より、滋
賀県ブランディング
ディレクターに就
任。服部さんの視点
から、滋賀県の文化
やアール・ブリュッ
トがどのように見え
るのか、お話を伺い
たいと思います。放
送日は9月11日と9月
18日（ポッドキャス
トは翌週月曜から配
信）です。

【新連載】雑誌
『ソトコト』「メ
モリミックス!! ー
記憶が編みなおさ
れる時ー」開始。
（新着）
ひとまずソトコトで
の連載「コミュニテ

http://www.open.osaka-geidai.ac.jp/geidai/artplanning/
http://kofuart.net/?eid=60
http://nawate.biz/events/view/1457080597916565
http://kofuart.net/?eid=60
http://shikanjima-port.jp/#eventdetail=3
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先々で出会う人もモ
ノも風景も事柄だっ
て、きっと八十八通
りのバリエーション
に見えたに違いない
四国霊場。巡るお遍
路さんを受け入れ、
もてなし、時にはば
み！？…風と共に代
わる代わる訪れる客
人と交わしてきた、
四国の土地土地。そ
の“地”と“風”が出会
い、土地のオリジナ
リティは少し形を変
え、訪れた人
の“知”や“智”も少しず
つ変わっていったの
かもしれない。２０
１５年４月、お遍路
さんみたく白装束は
まとってないけど、
「コミュニティ難民
のススメ　表現と仕
事のハザマにあるこ
と」という、ちょっ
と挑戦的なタイトル
の本を小脇に抱え
て、四国のコミュニ
ティを、アサダワタ
ルという人が、渡り
歩き始めます。◎日
時：2015年4月12日
（日）13:00～16:00
／◎場所：まちなか
広場・ほんからどん
どん（愛媛県今治市
常盤町2-7-7）／◎話
し手：アサダワタル
／日常編集家、田中
謙／村上水軍博物館
学芸員、地元今治の
方々（企画概要より
抜粋）

４月11日（土）
高知・すさきSAT
まちかどギャラリ
ー（新着）

「ワタルある
く。～アサダワタ
ルと渡り歩く・し
こく８８のコミュ
ニティ～　須崎・
土佐町編」
往く人にとっては、
先々で出会う人もモ
ノも風景も事柄だっ
て、きっと八十八通
りのバリエーション
に見えたに違いない
四国霊場。巡るお遍
路さんを受け入れ、
もてなし、時にはば
み！？…風と共に代
わる代わる訪れる客
人と交わしてきた、
四国の土地土地。そ
の“地”と“風”が出会
い、土地のオリジナ
リティは少し形を変
え、訪れた人
の“知”や“智”も少しず
つ変わっていったの

／Tatsuya Shimada
(night cruising)

７月５日（土）
ワークショップ
滋賀近江兄弟社小
学校（新着）

ワークショップ
『おとなの小学
校』にて、「ク
セ」をテーマにし
たワークショップ
担当。
滋賀県近江八幡市ボ
ーダレス・アートミ
ュージアムNO-MAで
開催中の展覧会
「Timeless 感覚は時
を越えて」の関連イ
ベント『おとなの小
学校』が開校→NO-
MAならではの一日限
りの小学校を開校し
ます。20歳以上（大
人）を対象にしたイ
ベントで、小学校時
代に遡るというコン
セプトの体験型イベ
ントです。朝の会に
始まり、国語の時間
にはみんなで絵本の
楽しい読み方を探し
たり、図工の時間に
は作品を見て話をし
あい、タイムカプセ
ルを作るなど一日を
通してさまざまな体
験をご用意していま
す。それぞれの授
業、個性溢れる先生
たちと一緒に楽しん
でいただきますので
お楽しみに。（企画
概要より転載）

6月7日（土）ー8
日（日） 研究会
　東京・東京藝術
大学千住キャンパ
ス（終了 ※非公
開 後日何かしら
成果発表）（終
了）
アートプロジェク
トにおける「音」
の記録研究
2013年度から東京藝
大×東京都による研究
プロジェクトで研究
協力者として参加し
ています。昨年のレ
ポートは「詳細はこ
ちら」をご覧下さい
ね。
東京芸術大学熊倉研
究室では、一昨年度
からの「アートアク
セスあだち 音まち千
住の縁」の開催をう
け、アートプロジェ
クトにお ける「音」
の記録研究に取り組

ィ難民のススメ」が
終わりまして、新連
載を開始しました。
はい。『メモリミッ
クス!! 記憶が編みな
おされる時』とい
う、「記憶×表現」と
いう僕の創作の下地
になっているような
テーマを展開してい
きます。今号から３
回にわたり、人の記
憶を聞き取り、校歌
のオリジナルカラオ
ケ映像を創り上げる
北九州市小倉のスナ
ック「銀杏」のマ
マ・入江公子さんに
密着しています。ど
うぞ読んでみてくだ
さい。

【特設サイト】
『コミュニティ難
民のススメ ー表
現と仕事のハザマ
にー』特設サイト
がローンチ！（新
着）
『コミュニティ難民
のススメ ー表現と仕
事のハザマにー』特
設サイトがローン
チ！もともとどさ回
り体質の僕は「出
版」から「出来事」
を生みたくて、この
本を携えて全国各地
を旅したのでした。
これはその中の東京
で交わされた対話の
記録がぎっしり詰ま
っています。まずは
連続起業家・家入一
真さんとの対談記事
などが全文読めます
ので、どうぞ覗いて
みてくださいね！コ
ンテンツ続々更新予
定です。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送！放
送100回記念！　
８月のゲスト 毎
日新聞論説委員
野沢和弘さん、社

https://www.facebook.com/events/1379385159055284/
http://kofuart.net/?eid=60
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かもしれない。２０
１５年４月、お遍路
さんみたく白装束は
まとってないけど、
「コミュニティ難民
のススメ　表現と仕
事のハザマにあるこ
と」という、ちょっ
と挑戦的なタイトル
の本を小脇に抱え
て、四国のコミュニ
ティを、アサダワタ
ルという人が、渡り
歩き始めます。◎日
時：2015年4月11日
（土）13：00～
16：00／◎場所：す
さきsat まちかどギ
ャラリー・和室（高
知県須崎市青木町
１-16）／◎話し手：
アサダワタル、川浪
千鶴、ヒビノケイコ
（企画概要より抜
粋）

４月４日（土）
京都・KYOTO
ART HOSTEL
kumagusuku（新
着）

「表現と仕事の新
しい関係性」
「表現と仕事の新し
い関係性」は2015年
にオープンしたアー
トホステル「クマグ
スク」にてさまざま
なジャンルにおいて
活躍するゲスト達が
独自の視点から意見
を交わしながら、
各々が活動するコミ
ュニティーとカテゴ
リーやボーダーを超
えた先で生まれる新
たな表現や仕事の可
能性を探求するレク
チャーイベントを行
います。ゲストはア
ートフェア東京・プ
ログラムディレクタ
ーであり、本年開催
の超京都
artkyoto2015におい
てアドバイザリーコ
ミッティーの金島隆
弘氏、「コミュニテ
ィ難民のススメ」の
著者であり日常編集
家のアサダワタル
氏。泊まれるアート
空間として「クマグ
スク」をスタートさ
せたアーティストで
もある矢津吉隆氏、
ArtGridKyotoの副実
行委員長兼NPO法人
AntennaMediaの理
事兼アーティストの
田中英行氏らを予
定。（企画概要より
抜粋）

むこととなりまし
た。本研究は「東京
アートポイント計
画」のリサーチプロ
グラム「Tokyo Art
Research Lab」の一
環として実施されま
す。多様化するアー
トプロジェクトにお
いて、一般的なコン
サートなどの「音
楽」の記録(録音・録
画)ではなく、アート
プロジェクトの現場
で鳴らされた「音」
の記録についての考
え方や手法を研究し
ていきます。本日
は、研究協力者であ
るアサダワタル氏、
須之内元洋氏、さら
に音まち千住の縁デ
ィレクターである清
宮陵一が、普段
「音」に まつわるど
のような活動をして
いるのかを紹介しま
す。そして、「音の
記録」をなぜ研究す
べきか、というベー
スとなる問題意識に
ついて話しながら、
そこにどんな可能性
があるかについて考
えていきます。（企
画概要より転載）

６月1日（日）ソ
ロ（DJ話芸） 京
都
UrBANGUILD（終
了）

「o/t/c scene.30
　"音楽とたたかう
こと/たたかわない
こと/その廻りの賭
け事”」
京都を拠点に活躍す
る中川裕貴くんがオ
ーガナイズするイベ
ント「o/t/c」に出演
させていただきま
す。
演奏：空間現代／中
川裕貴、バンド　　
DJ話芸：アサダワタ
ル

改めて2014年度
もよろしくお願い
いたします。

2013年度も
方々で大変お
世話になりま
した。4月現
在はしばらく
執筆モードで
籠る日々が続
いております
が、6月1日
に、ソロ
（DJ話芸）

会福祉法人グロー
理事長 北岡賢剛
さん。（新着）
今日は、毎日新聞論
説委員の野沢和弘さ
んと社会福祉法人グ
ロー理事長の北岡賢
剛さんをお招きしま
す。そして、今日は
なんとこの番組100
回目の放送なんです
ね。約二年にわたっ
て放送を続けてきま
したが、リスナーの
皆さんの支えあって
のことです。ありが
とうございます。今
日のテーマは大きく
いきます。題して
「アール・ブリュッ
トと日本の未来につ
いて語り合う」で
す。。放送日は8月
28日と9月4日（ポッ
ドキャストは翌週月
曜から配信）です。

【新連載】雑誌
『ソトコト』「メ
モリミックス!! ー
記憶が編みなおさ
れる時ー」開始。
（新着）
ひとまずソトコトで
の連載「コミュニテ
ィ難民のススメ」が
終わりまして、新連
載を開始しました。
はい。『メモリミッ
クス!! 記憶が編みな
おされる時』とい
う、「記憶×表現」と
いう僕の創作の下地
になっているような
テーマを展開してい
きます。どうぞ読ん
でみてください。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！８月のゲスト
現代アートユニッ
ト・パラモデル
中野裕介さん。
（新着）
現代美術ユニット
「パラモデル」のメ

https://www.facebook.com/events/1440424616250265/
http://kofuart.net/?eid=60
http://am-news.tumblr.com/post/114734636262/4-4-kumagusuku
http://www.tarl.jp/cat_report/8219.html
http://www.kotoami.org/_src/sc339/f0082360_1741399.jpg
http://nonpage.exblog.jp/21479439/
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201509
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html


３月27日（金）
長野小布施町・ま
ちとしょテラソ
（新着）

小布施まちづくり
大学　平成26年度
第4回講義　日常を
素材にして「場」
をおこすこと～
「住み開き」など
をきっかけに～
日々暮らす自宅の一
部を、自分の好きな
ことをきっかけに無
理なく他者へと開放
してゆく「住み開き
（すみびらき）」を
始め、いま目の前に
ある日常風景に対し
て文化的な感性を投
げかけてみること。
課題解決前提から始
まる大文字のまちづ
りとは一風違った、
「私」を軸とする
「自己表現」の延長
線上の小文字のまち
づくりについて、
様々な事例をもとに
お話します。（企画
概要より抜粋／詳細
は後日更新）

３月24日（火）
東京・リトルトー
キョー（新着）

アサダワタル×髪と
アタシ「SALON開
きのススメ」公開
取材トークイベン
ト
まちのサロンには、
毎日不特定多数の人
間が出入りする、ち
ょっと変わった空間
です。ただ単に「髪
を切る場所」から
「人が集まりコミュ
ニティが生まれる場
所」にだんだんとシ
フトしてきました。
そもそも「salon」と
いう言葉は「客間」
の意味のフランス
語。 特にフランスで
17～18世紀に流行し
た，教養ある上流婦
人の客間で催された
社交的集会。フラン
スでは中世以来，サ
ロンが政治や文学で
重要な役割を果して
いるといいます。営
業時間外はだいたい
新人の練習風景が見

でライブ＠京
都・三条
UrBANGUILD
にて、中川裕
貴、バンド。
さんと空間現
代さんと共演
させていただ
きます。また
ぜひHPの更
新を心待ちく
ださいね。

３月14日（金）
DJ話芸家元はじ
め実演と佐々木敦
さんとトーク　京
都・HAPS（終
了）
「佐々木敦さんと
語る「音楽を使い
こなすコミュニケ
ーションプラット
フォーム」　ー例
えば「DJ話芸」
「借りパク音楽」
についてー」
難しいタイトルをつ
けてすいません。問
題提起者のアサダワ
タルは、いわゆるバ
ンドマンとして長年
いくつかのバンド
（越後屋、SjQ、ニー
ハオ！、HOSOMEな
ど）でドラムを叩い
たり、ソロで弾き語
り（大和川レコー
ド）したり、映画や
CMの演奏の仕事させ
てもらったりとなん
とか音楽活動をやっ
てきました。
それで、自分が音楽
以外のこと、スペー
ス運営や執筆などに
関わる中で、だいぶ
音楽に対するアプロ
ーチがここ数年で変
わってきて、
最近は音楽を使った
色んな「遊び」を発
明しては様々な現
場、小学校とか福祉
施設とか図書館とか
現代美術の画廊とか
で沢山の人と
一緒に実験するみた
いなことをやってい
るんです。
例えば、借りたまま
返せなくなったCDと
そのエピソードをみ
んなに持ち寄っても
らって某レコードシ
ョップのようにポッ
プをつけて試聴機に
かけて期間限定のお
店みたいなことした
り、みんなで「借り
パクコンピレーショ
ンCD」を作ったり。
小学校の子どもたち
に、親や先生に対し
て子ども時代に好き
だった曲のインタビ
ューをしてもらって
それを元に選曲して
地域でコピーバンド
やカラオケ大会を開
いたり。カラオケボ
ックスSHIDAXで

ンバーであり、京都
市立芸術大学の非常
勤講師を務める中野
裕介さんをお招きし
ます。中野さんは相
方の林泰彦さんとと
もにパラモデルとい
うユニットで、様々
な手法を用いた美術
作品を、国内外の展
覧会で発表してきま
した。そんな中野さ
んが制作を続けるう
えでずっと心の中に
生き続けているある
存在について、アー
ル・ブリュットの可
能性と絡めながら自
由にお話いただきま
す。放送日は8月7日
と14日（ポッドキャ
ストは翌週月曜から
配信）です。

【掲載】朝日新聞
連載「折々のこと
ば」（鷲田清一
氏）に、『コミュ
二ティ難民のスス
メ』が紹介（新
着）
7月21日、朝日新聞
全国版の一面で展開
されている鷲田清一
氏の連載「折々のこ
とば」にて、『コミ
ュニティ難民のスス
メ』からの一節が紹
介されました。鷲田
先生、ありがとうご
ざいます。詳しくは
リンク先を。

【テレビ】7月19
日　BS朝日
『Flesh Faces
～アタラシイヒ
ト～』にて、アサ
ダの活動取材放
送。（新着）
毎週日曜の22時54
分～23時にBS朝日に
て放送されている
『Fresh Faces ～ア
タラシイヒト～』と
いう番組に7月19日
に出演します。雨の
日にロケ車内や武蔵
野公園で撮影した映
像のキャプチャーが
なんか変な顔。あら
ゆる方面から取材し

http://kofuart.net/?eid=60
http://www.machizukuri-lab.com/14_01.html
http://kofuart.net/?eid=60
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://www.asahi.com/articles/ASH7643DXH76UCVL00K.html
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201402


受けられ、まちに対
して、人に対して開
いている感覚は皆無
だと言えます。サロ
ンは「髪を切るこ
と」以外にもたくさ
んの可能性を秘めて
いる、まちの情報発
信装置になると髪と
アタシは確信してい
ます。今回、日常編
集家のアサダワタル
さんをお招きして、
サロンが開いときの
可能性、これからの
サロンの未来をまち
のこと、コミュニテ
ィ、日常、アートな
ど多角的にお話しで
きたらと思っており
ます。当日は髪とア
タシ第三刊の公開取
材も兼ねて、来場者
の方の声も誌面に出
るような仕立てにし
たいと思います。
（企画概要より抜
粋）

３月17日（火）
滋賀・大津祭曳山
展示館（新着）
「美の滋賀」づく
りを振り返る会
（仮題）
「美の滋賀」地域づ
くりモデル事業コー
ディネーターとして
出演します。→滋賀
県では県内の13 団体
に委託して、それぞ
れの持ち味を生かし
て、美の資源を育て
たり、発信したりす
ることにより、「美
の滋賀」の土壌とな
る、多様で持続的な
人のつながりの形成
や魅力ある地域づく
りを進めるモデル事
業を実施していま
す。このたび、これ
ら13 団体が今年度の
事業成果を発表する
とともに、この内容
を踏まえて、美術や
暮らし・生活文化の
中にある美を通した
地域づくりについて
語り合う会を開催し
ます。（企画概要よ
り転載）

３月14日（土）
愛知長久手市・文
化の家アトリウム
（新着）

市民協働トークセ
ッション [みんなの
フォーラム ながく
ての手2015 「住
み開き」 ～ 「私」
を少し開くこと

DAMサウンドとター
ンテーブルがガチで
絡み合うクラブイベ
ントを主催したり。
はたまたJ-POPの歌
詞と歌詞を繋ぎ合わ
せて、実はプリンセ
スプリンセスの
「M」という曲に出
てくる相手の男性
は、槇原敬之なんじ
ゃないかという想定
で二次創作ストーリ
ーを作ってパフォー
マンスしたり。
まぁそんなことをや
ってたら、段々、音
楽仲間の誰からも相
手にされなくなって
きて（演奏してる分
には相手にしてもら
えるんだけどね）で
も、僕的にはこれか
らの音楽家の果たす
役割としてこういっ
た実践を愚直にやっ
ていくことも絶対必
要だと思ってるわけ
なんですよ！でもあ
んまりにも漠然とし
ているし、ただ吠え
ているだけだとただ
馬鹿な犬みたいにな
ってしまうから、
とりあえずこういっ
たことをちゃんと言
葉にしてまとめよ
か！ってことで博士
論文を書き始めた
り。まぁ混沌として
いるわけです。
前置きが長くなりま
したが、そこで、僕
が参加しているユニ
ット「SjQ」（映像が
加わったら
「SjQ++」）の所属
するレーベル
「HEADZ」のオーナ
ーでもある批評家の
佐々木敦さんをお招
きして、いろいろと
話し相手になってい
ただこうと思うに至
ったわけです。それ
でこんなタイトルに
なっているというわ
け、ご理解ください
ね。当日はアサダの
実演やプレゼンが入
りながら、佐々木さ
んと対談させていた
だき、かつ編集者で
一般批評学会の岩淵
拓郎さんに司会とし
て間に入っていただ
きます。
さぁ、とにかく、
「音楽の未来を語り
合おう！」と最後は
シンプルに締めさせ
ていただき、告知文
と変えさせていただ
きます。（企画概要
より転載）

1月31日（金）
DJ話芸家元とし
てHubTokyoに
見参　東京・川崎
競馬場～

ていただきました
が、最終的に「住み
開き」を軸に、日常
の行為・状況に名付
け・再定義をおこな
うことで新しい縁を
生み出し、社会の風
通しをよくしている
活動家みたいなテイ
ストで、おそらく編
集されていると思い
ます（僕も放送当日
まで観れない）。キ
ューピーさんの提供
番組でアサダの目と
か笑顔とかが新鮮な
野菜とともにインサ
ートされるオープニ
ングの映像はだいぶ
恥ずかしいことにな
っていると…。放送
終了後はユーチュー
ブでも公開
（https://www.youtube.com/watch?
v=sLL519qf2Rs）
されます。これまで
のバンクナンバーは
大宮エリーさんや幅
允孝さんなど結構多
彩です。良ければぜ
ひ。

【インタビュー】
美容文芸雑誌『髪
とアタシ』第三号
にアサダのインタ
ビュー掲載。（新
着）
日本初（世界初？）
の「美容文藝誌」と
して話題の『髪とア
タシ』の第三号が7月
10日に刊行されま
す。今回の特集は
「考える髪」。美容
師さんを中心に据え
つつも毎回多ジャン
ルの方が登場するこ
の雑誌で、写真家の
石川直樹さん、漫画
家水木しげるさんと
ともに、日常編集家
アサダの語りも収
録。美容室ならでは
の場の開き方・再編
集について編集長の
三根にくんうまく引
き出してもらいまし
た。ぜひ、手に入れ
て読んでみてくださ
い。本当にいい雑誌
ですから。

https://www.facebook.com/events/807334699302116
http://kofuart.net/?eid=60
http://haps-kyoto.com/ai1ec_event/asada_sasaki1403/?instance_id=
http://www.bs-asahi.co.jp/fresh-faces/lineup/000016/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
https://www.facebook.com/kamitoatashi


で、“まち” をおも
しろく！
11:00～12:30／ゲス
トスピーカー：アサ
ダワタルさん （日常
編集家） ＆ 市民スピ
ーカー ・・・話題提
供／「私」を少し開
くことで、おもしろ
くて楽しくて、地域
で必要とされる、
「公」の場を生み出
し、新たなコミュニ
ティ（人と人のつな
がり）を創り出すに
はどうしたらいいの
か？ そのことに関
心、興味のある参加
メンバーと一緒に探
っていきます。事前
の参加の申込みは不
要です。[定員４０人]
（企画概要より抜
粋）

３月１日（日）
東京小金井市・市
民交流センタース
ペースN（s新
着）

平成26 年度 小金
井アートフル ・ア
クション! 実践成果
展示「まちはみん
なのミュージアム
　～つくって、み
せて、つながった
今年のアート
展～」地域プロジ
ェクトのしくみ研
究会　最終回　
「Talking Café
2014　街のたから
もの×アート！」
本研究会では、近年
盛んに行われている
「その地域ならでは
のアートプロジェク
ト」を成り立たせる
仕組みを知り、学ぶ
ことを目的として、
１２月～３月の期間
に４つのトークセッ
ションを行います。
施設や団体の連携や
協働に留まらず、人
をつなぐこと、アイ
デアをつなぐことも
協働や連携ととら
え、公共施設の相互
関係、公共的なアー
トプログラムの新し
いあり方を見据えつ
つ、参加者と一緒
に、より創造的な活
動に発展させるため
の連携や協働の可能
性を探ります。最終
回の今回は、平成26
年度小金井市芸術文
化振興計画推進事業
成果展のトークイベ
ント「Talking Café
2014　街のたからも

HubTokyo（終
了）
「東京R不動産10
周年記念レース&公
開新年会」
東京R不動産の10周
年を記念した公開イ
ベントにて「DJ話
芸」を披露します。
まさかのブッキン
グ。やっぱり「DJ話
芸」は「住み開き」
の延長にある日常編
集芸であることを勝
手に確信しておりま
す。詳細はどうぞ以
下ご覧を。

札幌芸術祭2014
プレ 音楽ワーク
ショップ「Soud
Snow Mix」のレ
ポートサイトが公
開（終了）
昨年11月に札幌国際
芸術祭2014のプレ企
画に招いていただ
き、開催した音楽ワ
ークショップの音と
写真によるレポ―ト
サイトが公開。子ど
もたちに札幌の街の
「音」とともに、そ
の音の場にあった街
の「雪」も拾ってき
てもらって、参加者
全員の音を順番に重
ねながら同時に氷も
同じ器に入れていっ
て、段々溶けて音も
氷もひとつになると
ったプログラム。現
地の札幌市立大学助
教の須之内元洋さん
とサウンドメディア
アーティストの大黒
淳一と共に展開。ぜ
ひ楽しんでください
ね。

DJ話芸家元 アサ
ダワタルの過去三
作の映像が公開
（終了）
「DJ話芸」とは、既
存の流行歌の歌詞か
ら二次創作、N次創作
的に、サイドストー
リ​ーを制作し、その
歌詞の部分は原曲通
りの節をつけて歌
い、歌詞と歌詞を繋
いだ創作文脈​の部分
は地語り、間にリズ
ムなども入れながら
調子を整えて、披露
する創作&芸の一形
態​です。こまでの過
去三作、古い順に
「この猫の名はエリ
ー」、「遠い昔から
ある喫茶店」、「M
の行方」をyoutube
で公開しましたので
どうぞご覧くださ
い。

【新連載】雑誌
『ソトコト』「メ
モリミックス!! ー
記憶が編みなおさ
れる時ー」開始。
（新着）
ひとまずソトコトで
の連載「コミュニテ
ィ難民のススメ」が
終わりまして、新連
載を開始しました。
はい。『メモリミッ
クス!! 記憶が編みな
おされる時』とい
う、「記憶×表現」と
いう僕の創作の下地
になっているような
テーマを展開してい
きます。第二回目か
ら三回連続で、
「mogu book」、
「日常記憶地図」な
どの活動で知られる
サトウアヤコさんの
「メモリミックス」
を取材しています。
どうぞ読んでみてく
ださい。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！7月のゲスト
「湖北アール・ブ
リュット展推進会
議」代表　廣部猛
司さん。（新着）
滋賀県長浜市と言え
ば、長浜曳山まつり
や黒壁スクエアの存
在、豊臣秀吉や浅井
三姉妹などにまつわ
る大河ドラマの舞台
としても知られてい
ますね。歴史観光と
地域づくりが一体と
なったこの地域で、
いまアール・ブリュ
ットが話題になって
います。今日は、長
浜ご出身でもある廣
部さんに、アール・
ブリュットの魅力
と、長浜の地域づく
りの関係について伺
ってみたいと思いま
す。放送日は7月17
日（ポッドキャスト
は翌週月曜から配
信）です。

http://www.city.nagakute.lg.jp/jyouhou/kouhou/kouhoushi/documents/201503/P21.pdf
http://kofuart.net/?eid=60
http://www.realtokyoestate.co.jp/column/topics/newyear2014/
http://www.sapporo-internationalartfestival.jp/sound/ws1/
http://www.youtube.com/watch?v=k7LSJtE1M_Y
http://www.youtube.com/watch?v=tbk2lbvgDEY
http://www.youtube.com/watch?v=g_E3PN583wY&feature=youtu.be
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201508
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html


の×アート」として開
催します。「芸術分
野を中心に、福祉、
地域政策、教育、出
版、住宅など様々な
領域を渡り歩きなが
ら、既存のコミュニ
ティのふつう・常識
を“再編集”し、新しい
コミュニケーション
の回路を創造するこ
とを生業としてい
る」アサダワタル氏
（日常編集家）をゲ
ストにお招きして、
今年度アートフル・
アクションが関わっ
てきたプロジェクト
を参考事例にしなが
ら、見過ごしがちな
街のたからもの、一
つ一つをしっかり楽
しく見つめて、新し
い何かに変身させて
新しい暮らしにつな
げていくために、街
の見つめ方、街の暮
らしの出会い方を、
参加者みんなで語り
合います。（企画概
要より抜粋）

2月28日（土）新
刊「コミュニティ
難民のススメ」出
版記念イベントツ
アー 大阪 第三
弾・スタンダード
ブックストア心斎
橋（新着）

【スタンダードブ
ックストア連続企
画第三弾】アサダ
ワタル著『コミュ
ニティ難民のスス
メ　ー表現と仕事
のハザマにあるこ
とー』（木楽舎）
出版ツアー in 大阪
あなた一体何屋さ
ん？　〈生きる〉
のなかで、すべて
がボーダレスに混
じり合う〈働く〉
へ！　アサダワタ
ル × 家成俊勝 × 乾
聰一郎 × 山納洋 ×
松村貴樹 × 中川和
彦
　仕事をする上でひ
とつの「これ！」と
いったコミュニティ
（専門分野や業界）
に属さず（あるいは
属することができ
ず）、かつその時々
に応じて表現手法・
アウトプットも特定
していないことによ
って、周りから「結
局、あの人は一体、
何屋さんなの
だ……？」とか思わ

SjQ++ あいちト
リエンナーレ
2013での作品
《arc》の映像が
公開（終了）
即興演奏の音をリア
ルタイムで解析し、
シンクロした映像を
投影するライブ・パ
フォーマンスが2013
年10月19日、長者町
で開催されました。
パフォーマンスを行
ったのはあいちトリ
エンナーレ2013の映
像プログラム参加ア
ーティスト
「SjQ++」。会場と
なった駐車場を囲む
ビルを利用し、5面の
スクリーンが暗がり
に浮かび上がりまし
た。音楽に合わせて
映像をつけるのでは
なく、また映像に合
わせて音楽をつける
という方法でもな
く、映像と音楽が動
的に影響を受けあっ
て、音と映像が生み
出されるという作品
です。
（紹介サイトより転
載）

1月12日（日）図
書館で「借りパク
音楽」ワークショ
ップ　奈良・奈良
県立図書情報館
（終了）
「本の原点を探る
２日間」六車由美×
アサダワタル　
「日常再編集を知
るワークショッ
プ」
参加者同士がグルー
プになって、あらか
じめ、それぞれが青
春時代から現在まで
の思い出に残る
（※）借りパク
CD（レコ̶ド、カセ
ット持参の方は応相
談）を持ち寄り、お
互いそれらにまつわ
るエピソードを語り
合い、音楽を聴き合
い、その記憶が編ま
れた小さな「コンピ
レーションアルバ
ム」をつくります。
みなさんの借りパク
CD（あるいは思い出
の曲の入ったCD）を
持参してください。
借りパク音源をお持
ちでない真面目な方
は、「自分の思い出
に残っている音源」
をお持ちください。
（※）家族や友人や
先輩、かつての恋人
や同僚などから借り
たモノが、何かしら
の事情で返せなくな
り、結果的にそのま
ま自分のモノになっ

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！7月のゲスト
「音遊びの会」代
表　沼田里衣さ
ん。（新着）
音遊びの会とは、知
的障がいのある人と
その家族、音楽家な
どのアーティスト、
そして音楽療法家た
ちによるアーティス
ト集団のこと。即興
演奏を通して新しい
表現を生み出すこと
を目的に、神戸を中
心に月二回の継続し
たワークショップに
取り組んでおられま
す。これまで関西の
みならず、北海道、
水戸、東京、山口な
ど多数の遠征公演も
行い、また2013年に
はイギリスツアーま
で大成功におさめた
この音遊びの会。予
定調和を許さない独
特な音楽性は、見る
者を釘付けにしま
す。今日は代表の沼
田里衣さんととも
に、プロジェクト立
ち上げの経緯や、障
害に対する関心な
ど、幅広くお聞きし
ます。放送日は7月3
日、10日（ポッドキ
ャストは翌週月曜か
ら配信）です。

【取材】６月24日 日
経新聞関西版夕刊に
て「住み開き」特
集。（新着）（新
着）
今回は比較的高齢の
方の事例と制度との
絡みなどに焦点をあ
てた記事になってい
て、僕も提唱者とし
てコメントを寄せさ
せてもらってます。

http://artfullaction.net/blog/project/index.php?blogid=4&archive=2015-02
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://network2010.org/article/1460
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X


れるような人、あな
たの周り（あるいは
あなた自身）に心当
たりはないでしょう
か？　時に周囲から
「あいつは根無し草
だ」とか「結局、一
体何がやりたい人な
んだろう？」って言
われたりしながら、
自分の分野や目に見
えやすいアウトプッ
トに縛られず、自分
の「表現」したい
「根っこ」を掘り下
げるようにして「仕
事」を作ってきた日
常編集家のアサダワ
タルさんは、このよ
うな状態を「コミュ
ニティ難民」という
キーワードで現し、
一冊の本に纏めまし
た。それが本書『コ
ミュニティ難民　ー
表現と仕事のハザマ
にあることー』で
す。プライベートな
空間である家に、パ
ブリックな機能を持
たせる住まい方を
「住み開き」という
言葉で切り取ったア
サダさんが、今回は
「表現(≒プライベー
ト)」と「仕事(≒パブ
リック)」の間を彷徨
って生きる、6人の人
生の歩き方をコンパ
イル。自問自答しな
がらも、あらゆる枠
組みを飛び越え、楽
しく暮らす生き方・
働き方について、多
彩なゲストを交えて
語り合います。
スタンダードブック
ストア心斎橋にて展
開される出版シリー
ズ第三弾は、建築設
計から芸術事業、カ
フェ、図書館、書店
などの運営から出版
編集まで、様々な
「文化」的領域にて
活動を行う「越境
者」をお招きし、ト
ークを展開します。
出演は、建築家でdot
architectsを主宰す
る家成俊勝さん、奈
良県立図書情報館の
名物企画担当 乾聰一
郎さん、大阪ガス
（株）近畿圏部 に勤
務しながら common
cafeなど様々な場づ
くりを展開する山納
洋さん、そしてイベ
ント会場である当店
代表、中川和彦。司
会は大阪はフロム谷
町６丁目のローカ
ル・カルチャーマガ
ジン『IN/SECTS』
の編集長 松村貴樹さ
んが担当します。ア
ラフォー～アラファ
イブの全員男性ゲス
ト陣という濃い面子
の、湯気の上がりそ
うな忌憚なきトーク
に乞うご期待！

てしまっているにな
ってる状態。（企画
概要より転載）

12月29日（日）
カラオケボックス
でクラブイベン
ト?!　京都・シダ
ックス三条河原町
店 （終了）
『KARAOKEDISCO!!
京都編 in Shidax三
条河原町店　～カラ
オケボックスを使っ
た新感覚のクラブイ
ベント！！とりあえ
ず今年の嫌なことを
渋谷系とメロン記念
日と久松史奈あたり
で相殺しよう！～』
J-POPをベースに、
クラブイベント”
KARAOKEDISCO!!
“を主催する
codacodaDJ（國府
田典明）と、日常生
活を音楽などの表現
でリミックスするこ
と重ねてきた日常編
集家 アサダワタルが
コンビを組み、そこ
に、“もぐらが一周す
るまで”の佐藤亘も加
わり、そして協力な
ゲスト陣も加わりま
しての、“踊って歌え
る” DJをベースに、
カラオケ要素のある
LIVEパフォーマンス
や、DJの選曲でお客
さんがカラオケでき
る時間等、身近なカ
ラオケ環境によっ
て、日本人っぽいク
ラブイベントが組み
立てられるか、とい
う試みです。ぜひと
も、こじんまりとし
つつもワクワクと笑
いと興奮がこみ上げ
てくる新感覚の大年
末クラブイベントに
お立ち会いくださ
い。

12月27日
（金）・28日
（土）ユニット
SjQ++ 東京 渋谷
TSUTAYA O-
NEST（新着　
※SjQ++出演は
28のみ）
エクス・エクス・エ
クス・ポナイ
ト！！！！！
【12/27】
●PERFORMANCE：
東葛スポーツ　
●LIVE：木下美紗都
と象さんズ/ 灰野敬
二（DJ SET）/ A-
Musik featuring 大
谷能生　●TALK：阿
部和重×千葉雅也 / い
とうせいこう × 菊地
成孔　【1228】
●ENTRANCE DJ：
daiteng　

【新連載】雑誌
『ソトコト』「メ
モリミックス!! ー
記憶が編みなおさ
れる時ー」開始。
（新着）
ひとまずソトコトで
の連載「コミュニテ
ィ難民のススメ」が
終わりまして、新連
載を開始しました。
はい。『メモリミッ
クス!! 記憶が編みな
おされる時』とい
う、「記憶×表現」と
いう僕の創作の下地
になっているような
テーマを展開してい
きます。第二回目か
ら三回連続で、
「mogu book」、
「日常記憶地図」な
どの活動で知られる
サトウアヤコさんの
「メモリミックス」
を取材しています。
どうぞ読んでみてく
ださい。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！6月のゲスト
東京国立近代美術
館主任研究員の保
坂健二朗さん。
（新着）
保坂さんはこれま
で、近現代芸術を専
門とする一方でアー
ル・ブリュッ卜も研
究テーマの一つに掲
げ、アール・ブリュ
ットにまつわる展覧
会の企画や監修、執
筆、各種委員会のア
ドバイザーなどを務
められてきました。
ボーダレス・アート
ミュージアムNO-MA
とも親交が深い保坂
さんですが、これか
らのアール・ブリュ
ットの広がりに期待
することを率直に伺
ってみようと思いま
す。放送日は6月5
日、12日（ポッドキ
ャストは翌週月曜か
ら配信）です。

http://eventinformation.blog116.fc2.com/blog-entry-1106.html
https://www.facebook.com/events/690356657663093/?fref=ts
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201508
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html


（企画概要より抜
粋）

２月21日（土）
新刊「コミュニテ
ィ難民のススメ」
出版記念イベント
ツアー 青森・八
戸酒造（新着）

『揺らぎを可能性
と捉えること　表
現と仕事のハザマ
を浮遊する生き方
　コミュニティ難
民とは？』
青森県八戸で開催さ
れる酒造が舞台の現
代アート展
「INCIDENTS」の関
連イベントとして、
『コミュニティ難民
のススメ』をテーマ
にしたトークイベン
トが開催されること
になりました。八戸
は実に３年半ぶりで
す。ぜひお越しくだ
さいませ。

２月20日（金）
新刊「コミュニテ
ィ難民のススメ」
出版記念イベント
ツアー 宮城・
SENDAI
KOFFEE CO.
（新着）

『lounge logue
10 : コミュニティ
難民』
「lounge logue」
は、あらゆるジャン
ルで私たちが聞いて
みたい人や出来事に
ついて話を聞くため
の、そして、同じく
それに興味のある人
たちのための場のシ
リーズです。今回
は、昨年12月に「コ
ミュニティ難民のス
スメ　-表現と仕事の
ハザマにあること-」
を上梓した日常編集
家のアサダワタルさ
んをお招きし、異な
るコミュニティを漂
泊する生き方・働き
方についてお話を伺
います。「表現と仕
事のハザマ」で日々
悶々と（あるいは

●PERFORMANCE：
飴屋法水＋吉増剛造
　●LIVE：SjQ++ /
空間現代 / 蓮沼執太
（SOLO SET）　
●TALK：速水健朗 ×
大澤真幸、中森明夫
× さやわか（企画概
要より転載）

12月14日（土）
ユニット SjQ++
大阪 ELTTOB
TEP ISSEY
MIYAKE
SEMBA（新着）
LOOK UP AT THE
PLANETS AND
MAKE A WISH
イッセイミヤケショ
ップでのクリスマス
イベントにSjQ++で
出演します。佐藤卓
氏によってデザイン
された空間の特性い
かしたこの場ならで
はのプロジェクショ
ンサウンドライブを
展開します。お楽し
みに。

11月30日（土）
ワークショップ　
北海道・札幌市立
大学サテライトキ
ャンパス（新着）
札幌国際芸術祭2014
プレフェスティバル
イベント　サウンド
プロジェクトワーク
ショップ第１回「ま
ちのおと探検隊」
札幌にて資生館小学
校でのレジデンスを
してきたことや、東
京藝大にて共に研究
に携わることなどの
縁があり、この度、
札幌市立大学助教の
須之内元洋氏にお誘
いをうけ、ワークシ
ョップをします。来
年開催される札幌国
際芸術祭2014のプレ
企画として。詳細は
後日。

11月11日（月）
研究会　東京・東
京藝術大学千住キ
ャンパス（新着※
非公開 後日何か
しら成果発表）
アートプロジェクト
における「音」の記
録研究
東京芸術大学熊倉研
究室では、一昨年度
からの「アートアク
セスあだち 音まち千
住の縁」の開催をう
け、アートプロジェ
クトにお ける「音」
の記録研究に取り組
むこととなりまし
た。本研究は「東京
アートポイント計
画」のリサーチプロ

【新連載】雑誌
『ソトコト』「メ
モリミックス!! ー
記憶が編みなおさ
れる時ー」開始。
（新着）
ひとまずソトコトで
の連載「コミュニテ
ィ難民のススメ」が
終わりまして、新連
載を開始しました。
はい。『メモリミッ
クス!! 記憶が編みな
おされる時』とい
う、「記憶×表現」と
いう僕の創作の下地
になっているような
テーマを展開してい
きます。第二回目か
ら三回連続で、
「mogu book」、
「日常記憶地図」な
どの活動で知られる
サトウアヤコさんの
「メモリミックス」
を取材しています。
どうぞ読んでみてく
ださい。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！５月のゲスト
その2 社会福祉法
人愛成会常務理事
兼アートディレク
ターの小林瑞恵さ
ん。（新着）
小林さんは、これま
で、障害のあるなし
に関わらず、美術教
育を受けずにあるが
ままの表現を追求す
る「アール・ブリュ
ット」の作品紹介
に、数多く関わって
こられました。社会
福祉法人に所属する
「アートディレクタ
ー」という肩書き
は、一見、「福祉の
世界でどんなことを
やっているの？」っ
て不思議に思われる
方も多いと思いま
す。今日は、多数の
アール・ブリュット

http://www.standardbookstore.com/archives/66170352.html
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://incidents-hachinohe.jimdo.com/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://www.faderbyheadz.com/event/event_index.html
http://www.isseymiyake.com/ELTTOB_TEP/jp/ginza/look-up-at-the-planets-and-make-a-wish.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201506
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html


嬉々と）しながら活
動している、コミュ
ニティ難民かもしれ
ない来場者の皆さん
も交えて、そのこと
について対話してみ
たいと考えていま
す。（企画概要より
抜粋）

２月16日（月）
新刊「コミュニテ
ィ難民のススメ」
出版記念イベント
ツアー 東京・中
延「インストール
の途中だビル」
（新着）

『「コミュニティ
難民のススメ―表
現と仕事のハザマ
にあること―」出
版トーク　
「“0”か、“1”か、で
はない新しい生き
方と働き方」（ア
サダワタル × 今村
ひろゆき） 』
書籍の出版記念とし
て、「まちづくり会
社ドラマチック」の
代表で、“0”か、“1”で
はないスペースのあ
り方や生き方を提唱
する今村ひろゆきさ
んとの対談イベント
を行います！その会
場は、今村さん率い
る「まちづくり会社
ドラマチック」が運
営・プロデュースを
行う、ビル型シェア
アトリエ「インスト
ールの途中だビ
ル」。ここは、ファ
ッションデザイナ
ー、美術作家、演劇
団体から、会社勤め
をしながら表現活動
を行うアーティスト
まで、30組以上が拠
点とするスペースで
す。さながら、「コ
ミュ難ビル」（!?）
と呼んでしまいたく
なる空間で、今回の
トークイベントは展
開します!!　どうぞご
期待ください！（企
画概要より抜粋）

2月15日（日）新
刊「コミュニティ
難民のススメ」出
版記念イベントツ
アー 大阪 第二
弾・スタンダード
ブックストア心斎
橋（新着）

グラム「Tokyo Art
Research Lab」の一
環として実施されま
す。多様化するアー
トプロジェクトにお
いて、一般的なコン
サートなどの「音
楽」の記録(録音・録
画)ではなく、アート
プロジェクトの現場
で鳴らされた「音」
の記録についての考
え方や手法を研究し
ていきます。本日
は、研究協力者であ
るアサダワタル氏、
須之内元洋氏、さら
に音まち千住の縁デ
ィレクターである清
宮陵一が、普段
「音」に まつわるど
のような活動をして
いるのかを紹介しま
す。そして、「音の
記録」をなぜ研究す
べきか、というベー
スとなる問題意識に
ついて話しながら、
そこにどんな可能性
があるかについて考
えていきます。（企
画概要より転載）

11月10日（日）
ユニット SjQ++
　京都Club
METRO（新着）
night cruising 7th
anniversary feat.
“mü-nest night in
Kyoto”
京都を拠点とするイ
ベント&レーベ
ル"night cruising"の
7周年を記念したアニ
バーサリーパーティ
が開催！
with：flica / me:mo
/ okamotonoriaki +
Masashi Yokota /
Marihiko Hara &
Polar M 　
Selector：
AAAsaaREE /
Seitaro / RAIJIN /
Tatsuya Shimada
FOOD：食堂souffle

10月26日（土）
研究会　東京・東
京藝術大学千住キ
ャンパス（終了
※非公開 後日何
かしら成果発表）
アートプロジェクト
における「音」の記
録研究
東京芸術大学熊倉研
究室では、一昨年度
からの「アートアク
セスあだち 音まち千
住の縁」の開催をう
け、アートプロジェ
クトにお ける「音」
の記録研究に取り組
むこととなりまし
た。本研究は「東京
アートポイント計
画」のリサーチプロ

の展覧会の企画に関
わってこられ、海外
との連携も深めてき
た小林さんならでは
の、アール・ブリュ
ットに関する思いを
たっぷり伺おうと思
います。放送日は5月
15日、22日（ポッド
キャストは翌週月曜
から配信）です。

【インタビュー掲
載】京都新聞地域
欄（新着）
4/27、京都新聞にて
「住み開き」の特集
記事が掲載されまし
た。僕も訪れたこと
がない京都市右京区
内の色々な事例が取
材されています。提
唱者として少しコメ
ントを寄せさせてい
ただきました。

【インタビュー掲
載】日本経済新聞
夕刊全国版（新
着）
4/11、日経新聞夕
刊全国版で、住み
開き、コミュニテ
ィ難民という２つ
の言葉を通じて、
アサダの人物イン
タビューが掲載さ
れました。
SjQ++を軸にした
ミュージシャンと
しての活動や、運
営に携わるボーダ
レスアートミュー
ジアムNO-MAのこ
とも含めてのロン
グインタビュー。
ぜひご関心をば。

【書評】哲学者・
鷲田清一さんの連
載「素手のふるま
い」いて『コミュ
ニティ難民のスス

http://project-logue.jp/?p=818
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://www.sotokoto.net/jp/event/?ym=201502
http://www.tarl.jp/cat_lesson/5717.html
http://www.metro.ne.jp/schedule/2013/11/10/index.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://www.nikkei.com/article/DGKKZO85529460Q5A410C1NNP000/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X


【スタンダードブ
ックストア連続企
画第二弾】アサダ
ワタル著『コミュ
ニティ難民のスス
メ　ー表現と仕事
のハザマにあるこ
とー』（木楽舎）
出版ツアー in 大阪
あなた一体何屋さ
ん？　〈生きる〉
のなかで、すべて
がボーダレスに混
じり合う〈働く〉
へ！　アサダワタ
ル × 津村記久子 ×
藤原明 × 梅山晃佑
× 櫨畑敦子 × 松本
典子
　仕事をする上でひ
とつの「これ！」と
いったコミュニティ
（専門分野や業界）
に属さず（あるいは
属することができ
ず）、かつその時々
に応じて表現手法・
アウトプットも特定
していないことによ
って、周りから「結
局、あの人は一体、
何屋さんなの
だ……？」とか思わ
れるような人、あな
たの周り（あるいは
あなた自身）に心当
たりはないでしょう
か？　時に周囲から
「あいつは根無し草
だ」とか「結局、一
体何がやりたい人な
んだろう？」って言
われたりしながら、
自分の分野や目に見
えやすいアウトプッ
トに縛られず、自分
の「表現」したい
「根っこ」を掘り下
げるようにして「仕
事」を作ってきた日
常編集家のアサダワ
タルさんは、このよ
うな状態を「コミュ
ニティ難民」という
キーワードで現し、
一冊の本に纏めまし
た。それが本書『コ
ミュニティ難民　ー
表現と仕事のハザマ
にあることー』で
す。プライベートな
空間である家に、パ
ブリックな機能を持
たせる住まい方を
「住み開き」という
言葉で切り取ったア
サダさんが、今回は
「表現(≒プライベー
ト)」と「仕事(≒パブ
リック)」の間を彷徨
って生きる、6人の人
生の歩き方をコンパ
イル。自問自答しな
がらも、あらゆる枠

グラム「Tokyo Art
Research Lab」の一
環として実施されま
す。多様化するアー
トプロジェクトにお
いて、一般的なコン
サートなどの「音
楽」の記録(録音・録
画)ではなく、アート
プロジェクトの現場
で鳴らされた「音」
の記録についての考
え方や手法を研究し
ていきます。本日
は、研究協力者であ
るアサダワタル氏、
須之内元洋氏、さら
に音まち千住の縁デ
ィレクターである清
宮陵一が、普段
「音」に まつわるど
のような活動をして
いるのかを紹介しま
す。そして、「音の
記録」をなぜ研究す
べきか、というベー
スとなる問題意識に
ついて話しながら、
そこにどんな可能性
があるかについて考
えていきます。（企
画概要より転載）

10月19日　ユニ
ット SjQ++　あ
いちトリエンナー
レ2013に出演決
定（終了）
アルスエレクトロニ
カで受賞をしたユニ
ットSjQ++が、今年
の8月～10月に開催
されるあいちトリエ
ンナーレ2013の映像
プログラムでパフォ
ーマンス作品「arc」
を発表します。日程
は10月19日の19時
半より、長者町会場
にて。乞うご期待で
す。

10月７日（月）
KYOTOEXPERIMENT2013「中
川裕貴、バンド
『抜糸』」にゲス
ト出演　京都・
UrBANGUILD（終
了）
友人の音楽家 中川裕
貴くん率いる「中川
裕貴、バンド」が演
劇祭に出演し新作を
発表。そこにDJ話芸
家元としてゲスト出
演させていただきま
す。

9月15日（日）
ソロ　京都・
SocialKitchen（終
了）
京都のSocialKitchen
さんの三周年記念パ
ーティーにて、「DJ
話芸 家元」として出
演します。新作のDJ

メ』が紹介（新
着）
雑誌『小説トリッパ
ー』（朝日出版社）
で哲学者・鷲田清一
さんが連載されてい
る「素手のふるま
い」の今回のタイト
ルは「＜はぐれ＞と
いうスタンス」。そ
こで拙著『コミュニ
ティ難民のススメ』
をご紹介いただきま
した。鷲田先生さ
ん、ありがとうござ
います。

【書評】小説家・
津村記久子さんの
連載「枕元の本
棚」にて『コミュ
ニティ難民のスス
メ』が紹介（新
着）
雑誌『ジェイ・ノベ
ル』（実業之出版
社）で小説家・津村
記久子さんが連載さ
れている「枕元の本
棚」の第５８回に
て、拙著『コミュニ
ティ難民のススメ』
をご紹介いただきま
した。津村さん、あ
りがとうございま
す。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！５月のゲスト
その１ 映画作
家、プロデューサ
ーの代島治彦さ
ん。（新着）
代島さんは、数々の
テレビ番組やドキュ
メンタリー映画の監
督・プロデュースで
知られ、また、2006
年から国内のアー
ル・ブリュット作家
16人の記録映像を撮
り続け、2008年に5
枚組DVD『日本のア
ウトサイダーアート1
～5』を発表、そして
2014年には、記録映

http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
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組みを飛び越え、楽
しく暮らす生き方・
働き方について、多
彩なゲストを交えて
語り合います。
スタンダードブック
ストア心斎橋にて展
開される出版シリー
ズ第二弾は、「働
く」というテーマに
いつも独創的な視点
を投げかけてくれる
大阪在住の芥川賞作
家 津村記久子さん、
本書でも取り上げた
孤高の越境銀行マン
りそな総合研究所の
藤原明さん、「働
く」や「学ぶ」とい
うテーマを公私を越
えて実践するA′ワー
ク創造館の梅山晃佑
さん、このリード文
に説明することが難
しすぎるほど雑多に
ソーシャルワークを
拡張していくホープ
櫨畑敦子さん、簿記
の先生やヨガのイン
ストラクターからタ
ロット占いまで「教
える」ことだけはぶ
れずともこの先まっ
たくどこへ向かうの
か読めない松本典子
さんを交えて、司会
は大阪はフロム谷町
６丁目のローカル・
カルチャーマガジン
『IN/SECTS』の編
集長 松村貴樹さんが
担当します。乞うご
期待！
（企画概要より抜
粋）

２月13日（金）
新刊「コミュニテ
ィ難民のススメ」
出版記念イベント
ツアー 滋賀・彦
根ほっこりカフェ
朴（新着）

『「コミュニティ
難民のススメ―表
現と仕事のハザマ
にあること―」出
版トーク　（自
称）難民のつどい
』
とんち研究所（正式
名称：とんがるちか
ら研究所）は「とん
ちで世界をかえる」
を掲げ、2014年にこ
っそりと活動をはじ
めました。活動の第
一弾として、同じ時
期に「コミュニティ
難民のススメ」を出
版されたアサダワタ
ルさん、近藤隆二郎
さんと細馬宏道さん

話芸を披露。ライブ
パフォーアンスは鈴
木昭男さんやマイア
ミさんなども出られ
ます。

９月２日～11日
　ユニット
SjQ++　アルス
エレクトロニカ受
賞公演　オースト
リアとスロベニア
でライブ（終了）
SjQ++が、今年の9月
2日～11日にオース
トリアはリンツに滞
在。9/9はアルスエレ
クトロニカ受賞に際
してプレゼンテーシ
ョンとライブパフォ
ーマンスを行いま
す。また滞在中にス
ロベニアはリュブリ
ャナ市でもライブ予
定。

８月31日（土）
ー９月１日（日）
合宿レク&ワーク
ショップ　岐阜・
岐阜県瑞浪市土岐
471番地の8(現
在空家)（終了）
CREATIVE MUSIC
FESTIVAL 2013 ク
リエイティブ・ミュ
ージック・フェステ
ィバル2013 テー
マ：ソーシャルデザ
インとしての音楽
「暑い夏に音楽をし
てあそぼう！」と始
まった小さいこのフ
ェスティバルは今年
で15年目を迎えま
す。どうぞ楽器を持
ってご参加くださ
い！ ゲスト： アサダ
ワタル（日常編集
家） 永幡幸司（サウ
ンドスケープ研究
家） 沼田里衣（音遊
びの会・音楽療法）
（企画概要より転
載）

８月30日（金）
ワークショップ　
京都・HAPS（終
了）
HONESTY AND
MODESTY&Our
School参加企画　ア
サダワタル「リサイ
クル・「音楽」ー音
楽を使い回す生活
知・例えば、流行歌
のサイドストーリー
創作WS（石川さゆり
が『上野発の夜行列
車』に乗り遅れたの
で『君の青い車で海
に行こう！』って草
野正宗に頼んだ
ら…）」
HAPSは、8月から1
ヶ月間、町家を改修

像『アール・ブリュ
ットが生まれるとこ
ろ』も発表され、話
題を呼んでいます。
今日は、監督自ら、
アール・ブリュット
作家を記録し続ける
その動機やアール・
ブリュットの魅力に
ついて存分に語って
いただきます。放送
日は5月1日、8日
（ポッドキャストは
翌週月曜から配信）
です。

【寄稿】演劇祭
「ふじのくに⇄せ
かい演劇祭
2015」（SPAC
主催）の公式ガイ
ドブック（新着）
SPAC（静岡県舞台芸
術センター）の恒例
の演劇祭「ふじのく
に⇄せかい演劇祭
2015」の公式ガイド
ブックに寄稿させて
いただきました。大
東翼［㈱大と小とレ
フ］、鈴木一郎太
［㈱大と小とレ
フ］、西尾佳織［鳥
公園］演出の参加型
演劇『例えば朝９時
には誰がルーム５１
の角を曲がってくる
かを知っていたとす
る』 の上演に寄せ
て。本番がすごく楽
しみです。みんな静
岡に行きましょう。
そしてブックも手に
入れてみてくださ
い。

【新連載】雑誌
『ソトコト』「メ
モリミックス!! ー
記憶が編みなおさ
れる時ー」開始。
（新着）
ひとまずソトコトで
の連載「コミュニテ
ィ難民のススメ」が
終わりまして、新連
載を開始しました。
はい。『メモリミッ
クス!! 記憶が編みな
おされる時』とい
う、「記憶×表現」と
いう僕の創作の下地
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http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X


をお迎えして、とん
ちトークVol.1「出版
記念トーク（自称）
難民のつどい」を開
催します。多方面に
フィールドをもち、
ご活躍のお三方によ
るクロストークとと
もに、彦根が誇る朴
さんのごはんつき
で、身も心も満足ま
ちがいなしの夜に！
もちろん、著者のサ
イン会もあります。
（企画概要より抜
粋）

２月10日（火）
静岡・浜松のヴぁ
公民館（新着）
「今まで知らなか
ったグッズと人に
出会える本」出版
記念トーク & 「芸
術祭・福祉・イン
クルージョン」
17：00～「今まで知
らなかったグッズと
人に出会える本」出
版記念トークイベン
ト「どいいら障害」
出演：永野香里（編
集者）、植田朋美
（デザイナー）、ヨ
シダダイスケ（カメ
ラマン）、」アサダ
ワタル (日常編集
家）、レッツスタッ
フ
19：00～「芸術祭・
福祉・インクルージ
ョン」
出演：来栖良依（横
浜パラトリエンナー
レアートディレクタ
ー）、上田假奈代
（NPO法人こえとこ
とばとこころの部屋
代表）、アサダワタ
ル（日常編集家）、
久保田翠（NPO法人
クリエイティブサポ
ートレッツ代表）

2月６日ー８日
（金） 滋賀・大
津プリンスホテル
（新着）

アメニティフォー
ラム19
毎年２月滋賀県は大
津プリンスホテルで
三日間開催される福
祉と文化の一大祭典
「アメニティフォー
ラム」の第19回目。
今年もアサダは三つ
のプログラムで進行
役を務めます。
2月6日 オープニング
トーク「最初に見た
夢が大切です！～第

した拠点のオープン
記念イベントを行い
ます。京都市の公的
事業として「芸術家
のサポート」を行な
うHAPSが命題とし
て抱えているのは
「アーティストとは
誰か」、「社会はア
ーティストを必要と
するのか」という問
いです。
アーティストという
存在は、いかように
定義づけられるの
か。どのように「な
る」のか。どう「あ
る」のか。この状況
で、この社会で、な
んであるのか。本企
画は、第一線で活躍
するアーティスト、
キュレーター、研究
者など、また市民、
学生など、多様な
人々が集い、語り合
うトークイベントを
通して、この問いに
様々な光をあてるも
のです。（企画概要
より転載）

８月29日（木）
研究会　東京・東
京藝術大学千住キ
ャンパス（終了
※非公開 後日何
かしら成果発表）
アートプロジェクト
における「音」の記
録研究
東京芸術大学熊倉研
究室では、一昨年度
からの「アートアク
セスあだち 音まち千
住の縁」の開催をう
け、アートプロジェ
クトにお ける「音」
の記録研究に取り組
むこととなりまし
た。本研究は「東京
アートポイント計
画」のリサーチプロ
グラム「Tokyo Art
Research Lab」の一
環として実施されま
す。多様化するアー
トプロジェクトにお
いて、一般的なコン
サートなどの「音
楽」の記録(録音・録
画)ではなく、アート
プロジェクトの現場
で鳴らされた「音」
の記録についての考
え方や手法を研究し
ていきます。本日
は、研究協力者であ
るアサダワタル氏、
須之内元洋氏、さら
に音まち千住の縁デ
ィレクターである清
宮陵一が、普段
「音」に まつわるど
のような活動をして
いるのかを紹介しま
す。そして、「音の
記録」をなぜ研究す
べきか、というベー
スとなる問題意識に
ついて話しながら、

になっているような
テーマを展開してい
きます。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！４月のゲスト
その2 京都橘大学
現代ビジネス学部
教授の小暮宣雄さ
ん。（新着）
小暮さんは、芸術と
社会の出会いをアレ
ンジすることを意味
するアーツマネジメ
ントの研究に務めら
れ、芸術が地域社会
に果し得る役割など
について様々な提案
をされてきました。
またボーダレス・ア
ートミュージアム
NO-MAの活動を開館
初期から支え続け、
様々な地域交流プロ
グラムの企画にも携
わってこられた視点
から、地域社会のな
かでこれからアー
ル・ブリュットがど
のような可能性を発
揮しうるか、二週に
わたってお伺いしま
す。放送日は4月17
日、24日（ポッドキ
ャストは翌週月曜か
ら配信）です。。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！４月のゲスト
その１ ボーダレ
ス・アートミュー
ジアムNO-MA学
芸員 藁戸さゆみ
さん、横井悠さ
ん。（新着）
お二人は、社会福祉
法人グロー法人本部
企画事業部文化芸術
推進課に勤務しなが
ら、NO-MAで開催さ
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19回アメニティフォ
ーラムの聞き所や見
所をダイジェストで
紹介！～」
出演：田中正博（全
国手をつなぐ育成会
連合会統括）、北岡
賢剛（社会福祉法人
グロー(GLOW)理事
長）、アサダワタル
（文筆家・ボーダレ
ス・アートミュージ
アムNO-MAエディト
リアルディレクタ
―）
2月6日 展覧会座談会
「作品発掘のプロセ
スについて語り合う
　～アール・ブリュ
ットへ その道程と幸
福について～」
出演：全国公募選定
作家および支援者、
小林瑞恵（キュレー
ター）、アサダワタ
ル、他
2月8日 シンポジウム
「記憶の宝庫として
の福祉現場～利用者
の人生物語～」
出演：六車由実（デ
イサービスすまいる
ほーむ管理者・民俗
研究者）、上田洋平
（滋賀県立大学地域
共生センター助
教）、伊原和人（厚
生労働省健康局総務
課長）、アサダワタ
ル

1月31日（土）
長野茅野市・茅野
市美術館（終了）

アート×コミュニケ
ーション茅野＃１
『つなぐ場づく
り』で、『つなぐ
人づくり』の連続
講座(ワークショッ
プ)
『まちづくり』は誰
か一人ががんばって
も難しい。人と人の
偶然の組み合わせが
『まち』ならば、つ
ながりのない人同士
が出会い、話をし、
何かを始めることが
『まち』には大切
だ。そんな人たちが
出会う『場』をつく
り、人と人をつなげ
る『コト』を始めて
みませんか？この連
続講座では、茅野駅
付近にスペースを自
分たちの手で作るこ
とからはじめ、そこ
でどんなことをした
ら『まち』をおもし
ろくできるか、人と
人をつなぐには何を
したら良いかを感覚

そこにどんな可能性
があるかについて考
えていきます。（企
画概要より転載）

８月11日（日）
ソロ　京都・旧
高尾小学校（終
了）
時計のいらない夏休
み 高尾小フェス
2013
府内唯一の村の旧小
学校に、関西を中心
として音楽/美術シー
ンで活躍するアーテ
ィストが集結しま
す。今年は、学校外
にもライブ/展示エリ
アを拡大し、内容を
ボリュームアップ。
さらに今回は音楽ラ
イブのタイムテーブ
ルをなくし、会場と
なる同村・高尾地区
のゆるやかな時の移
ろいと、茶畑の広が
る自然豊かな空間を
ゆっくりと楽しんで
頂くことにしまし
た。（企画概要より
転載）＜音楽ライブ
出演＞ ；アサダワタ
ル（SjQ）/小田寛一
郎/加藤りま/Gofish
トリオ+ASUNA/斎
藤ゴッ
コ/swimm/Sonir (魚
住勇太 a.k.a. SjQ)/ダ
ダリズム/テニスコー
ツ/夏の大△（大城
真・川口貴大・矢代
諭史）/ばきりノ
す/musika-nt+貝つ
ぶ/もぐらが1周する
まで×三尾あすか・あ
づち（ライブペイン
ティング)/山崎昭典/
やまなみ太鼓・絆
（南山城村）/ヤマモ
トタカヒロ/米子匡司
(SjQ)/ラヴラヴスパ
ーク and more!!

８月10日（土）
ワークショップ　
大阪・小橋某カラ
オケ店～周辺エリ
ア（終了）
8/10（土）23時より
某カラオケ店にて
【大阪七墓巡り復活
プロジェクト2013　
七夜連続一墓巡り　
②小橋編】日常編集
家アサダワタルと死
生観光家むつさとし
による「真夏の夜の
挽歌トークショー」
と小橋まち歩き
「自分の葬式にはこ
の曲を流してほし
い」という曲を、参
加者全員からお聞き
して、それをもとに
日常編集家アサダワ
タルと死生観光家む
つさとしが「真夏の
夜の挽歌トークショ

れる展覧会の企画運
営に携わっていま
す。健常と障害、日
常と非日常というボ
ーダーを問い直し、
様々な企画展を創り
あげてきたお二人な
らではの関心や苦
労、またアール・ブ
リュットならではの
具体的な展示の工夫
など、様々なお話を
二回に渡っておうか
がいします。放送日
は4月3日、10日（ポ
ッドキャストは翌週
月曜から配信）で
す。

【学会論文掲載】
「音楽を“使いこ
なす”　ポピュラ
ー音楽を用いたコ
ミュニティプロジ
ェクトについての
研究」。（新着）
3/27に学会論文が投
稿されました。アー
トミーツケア学会の
オンラインジャーナ
ル第6号での査読付き
論文です（全文最下
部のリンク先で読め
ます）。テーマは
「音楽を“使いこな
す”　ポピュラー音楽
を用いたコミュニテ
ィプロジェクトにつ
いての研究」。自分
の音楽実践を素材に
分析した本論文と、
現在フィールドワー
クに繰り出している
北九州市は小倉の究
極の「歌使い」のス
ナックのママに関す
る新たな論文をベー
スに、なんとか博論
を仕上げていきたい
と思います。本論文
でご指導くださった
指導教官および学会
査読にあたってくだ
さった先生方等に御
礼申し上げます。皆
さんもどうぞご関心
を向けてくだされば
幸いです。

【書評掲載】毎日
新聞大阪版夕刊
3/26の毎日新聞大阪

http://amenity-forum-shiga.blogspot.jp/2014/11/in19.html
http://kofuart.net/?eid=60
http://www.tarl.jp/cat_lesson/5717.html
http://takaofes.com/
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://popo.or.jp/artmeetscare/journal/AMCVol.6_Asada.pdf
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X


的に考え、実験的に
実施していきます。

1月27日（火）新
刊「コミュニティ
難民のススメ」出
版記念イベントツ
アー 東京・リブ
ロ池袋本店コミュ
ニティカレッジ
（終了）

『アサダワタル ×
家入一真 トークイ
ベント 「コミュニ
ティ難民のススメ
―表現と仕事のハ
ザマにあること
―」刊行記念 ~「表
現」と「仕事」の
ハザマで生きる、
ぼくらの世代~』
わたしたちは他者に
対して職業や肩書
き、属するコミュニ
ティからその人を知
ろうとします。そし
て、こう質問します
「あなた、何屋さ
ん？」。けれど、既
存の職業名では適切
なものがひとつも見
当たらないとした
ら？そうした謎めい
た有りようを解き明
かすヒントとして、
アサダワタルさん
は“コミュニティ難
民”という概念を提唱
します。今回出版さ
れた『コミュニティ
難民のススメ』は、
そんな「表現（≒プラ
イベート）」と「仕
事（≒パブリック）」
のあいだを彷徨いな
がらも、枠組みを飛
び越え生活を営む
人々（と自分自身）
の生き方を、現代の
新たな道標として描
き出した意欲作で
す。その出版記念し
て、起業家・活動家
として様々な顔を持
つ家入一真さんをお
招きして、仕事と表
現のはざまで、どの
ように生きていくの
かを語る90分です。
（企画概要より転
載）
出　演：with 家入一
真（活動家・連続起
業家）
日　時：２０１５年
１日２７日（火）１
９時～
会　場：西武池袋本
店別館９階　　池袋
コミュニティ・カレ
ッジ20番教室
参加チケット：1000
円（税込）

ー」をします。もち
ろん挽歌をこぶしき
かせて涙ながらに大
熱唱していただいて
も大いに結構！その
後、朝方に小橋界隈
をまち歩きして、小
橋墓地にみんなの挽
歌の歌詞カードをお
供えします。【大阪
七墓巡り復活プロジ
ェクト2013】の「七
夜連続一墓巡り」の
第2弾企画です。（企
画概要より転載）

８月10日（土）
セッションライブ
　大阪・
nuthings（終
了）
"SOUNDROOM.jp
VS nu things"
東京の
SuperDeluxe,Roppongi
さんと大阪のnu
thingsさんとのコラ
ボイベントに、aenさ
んと山本タカヒロ
（ex.BusRatch）と
のトリオで出演しま
す。＜出演＞ いぬ ／
ノンセクトラジカル
ズ ／ ユタカワサキ
／ pagtas ／ aen＋
山本タカヒロ＋アサ
ダワタル ／ 皇族ゲル
ゲ ／ ememe

７月27日（月）
ワークショップ　
京都・京丹波町質
美小学校（終了）
「423アートプロジ
ェクト」presents も
う一つの音楽する場
所を創ろう ―イ・
タ・ズ・ラ ミュージ
ック！！！　ナビゲ
ーター：中川 裕貴・
アサダワタル
みんなでコンサート
の中で「何か」をや
ってみよう！ 「何
か」はあくびでも拍
手でも、紙ヒコーキ
でもくしゃみでも、
ジャンプ、イビキで
も、そして音楽でも
ＯＫ！！ プロの音楽
家の前で、みんなが
出来ることをひっそ
り／こっそりやっ
て、みんなが居る場
所を面白おかしい場
所に変えてしまお
う！ 楽器が出来なく
ても、音楽は出来な
くても大丈夫！みん
なの一つ一つの動き
が「音楽のようなも
の」になる、そんな
マジックをします。
イタズラ好き大歓
迎！！コソコソ・ド
キドキのイタズラミ
ュージック？！！！
（企画概要より転
載）

版夕刊文化欄にて、
拙著『コミュニティ
難民のススメ』の書
評が掲載されまし
た。「とらわれない
生き方」と書いてい
ただきましたが、た
いがい色んなことに
とらわれまくって、
脚が縺れてしょっち
ゅう尻もちついてま
すが……、なんとか
かんとか、一歩ず
つ。また見かけた方
は読んでみてくださ
いね。清水記者、い
い記事を感謝多謝。

【書評掲載】朝日
新聞web
ronza『真田風雲
録とコミュニティ
難民をつなぐも
の』。（新着）
3/25、朝日新聞社の
「WEBRONZA」に
拙著を通じたアサダ
の活動が取り上げら
れました。福嶋聡氏
に感謝申し上げつ
つ、有料サイトです
が途中までは皆さん
読むことが可能なの
でぜひ。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！3月のゲスト
　精神科医・作詞
家　きたやまおさ
むさん。（新着）
2月ゲストの田村さん
は、2012年にフラン
スのラ・ボルト精神
病院を舞台にした写
真集『ソローニュの
森』を出版し、芸
術、医療、福祉など
様々なジャンルから
注目を集めます。思
想家フェリックス・
ガタリが終生かかわ
ったことでも知られ
るラ・ボルド病院に
向けた田村さんの眼
差しは、福祉や医療
という制度の中で時
として見えにくくな

http://www.chinoshiminkan.jp/museum/2014/1011.html
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
https://www.facebook.com/events/440564306050489/
http://nuthings.wordpress.com/2013/07/26/2013%E5%B9%B48%E6%9C%8810%E3%80%8111%E6%97%A5%EF%BC%88%E5%9C%9F%E3%80%81%E6%97%A5%EF%BC%89-soundroom-jp-vs-nu-things/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://webronza.asahi.com/culture/articles/2015032400003.html?iref=wr_fbsp
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html


チケット販売場所：
西武池袋本店書籍館
地下１階リブロリフ
ァレンスカウンター
お問合せ：リブロ池
袋本店　03-5949-
2910

1月25日（日）新
刊「コミュニティ
難民のススメ」出
版記念イベントツ
アー 東京・東京
都文京区湯島 Nさ
ん家（終了）

『いしまるあきこ
presents「空き家
開き」トーク』
住みながら家の一部
を開く「住み開き」
を提唱してきたアサ
ダワタルさん。著書
『住み開き　家から
始めるコミュニテ
ィ』（筑摩書房）で
は様々な事例が紹介
され、マスメディア
でも多く取り上げら
れ関心を持つ方も増
えています。今回は
その事例紹介から一
歩進んで、「住み開
き」をするようなキ
ーパーソンをどうや
ったら生み出せるの
かを一緒に考えたい
と思います。アサダ
さんの新著『コミュ
ニティ難民のススメ
　表現と仕事のハザ
マにあること』（木
楽舎）では、いしま
るについても書いて
頂いておりますが、
アサダさん本人だけ
ではなく様々な領域
を行き来し、多拠点
的に活動する人々の
生き様が書かれてい
ます。ここにもこの
キーパーソンとなり
うる人を生み出すヒ
ントがつまっている
のです。アサダさん
といしまるのミニレ
クチャーと対談の二
部構成（2時間程度の
予定）でお届けしま
す。親戚の家に遊び
に来たかのような気
分でいらしてくださ
い。（企画概要より
転載）
出　演：with いしま
るあきこ（きっかけ
屋・一級建築士）
日　程：2015年1月
25日（日）
時　間：開場１４時
半～／開演１５時～
場　所：東京都文京
区湯島　Nさん家　
※お申込みの方に詳

７月22日（月）
研究会　東京・東
京藝術大学千住キ
ャンパス（終了　
※非公開 後日何か
しら成果発表）
アートプロジェクト
における「音」の記
録研究
東京芸術大学熊倉研
究室では、一昨年度
からの「アートアク
セスあだち 音まち千
住の縁」の開催をう
け、アートプロジェ
クトにお ける「音」
の記録研究に取り組
むこととなりまし
た。本研究は「東京
アートポイント計
画」のリサーチプロ
グラム「Tokyo Art
Research Lab」の一
環として実施されま
す。多様化するアー
トプロジェクトにお
いて、一般的なコン
サートなどの「音
楽」の記録(録音・録
画)ではなく、アート
プロジェクトの現場
で鳴らされた「音」
の記録についての考
え方や手法を研究し
ていきます。本日
は、研究協力者であ
るアサダワタル氏、
須之内元洋氏、さら
に音まち千住の縁デ
ィレクターである清
宮陵一が、普段
「音」に まつわるど
のような活動をして
いるのかを紹介しま
す。そして、「音の
記録」をなぜ研究す
べきか、というベー
スとなる問題意識に
ついて話しながら、
そこにどんな可能性
があるかについて考
えていきます。（企
画概要より転載）

７月20日（土）
ソロ 　高知 いの
町 ギャラリー・
コパ（終了）
イノビ・オーダー2.5
ライブイベント
出演：海野貴彦、
ooyakeninozomu
feat.Gちくわ、
Guy&neko、
Yooda、MIHQ、ア
サダワタル ／ ケータ
リング：SO-AN、パ
コ、東風

７月15日（祝・
月）ユニット
SjQ 　京都Club
METRO（終了）
"GTSVL "P"
REALES
PARTY"POST""

りがちな、ひとり一
人の人間に対する純
粋で深い興味を現し
てくれます。この対
談は2月6日と13日の
二週でお届けしま
す。

【ニュース掲載】
ダ・ヴィンチ
NEWS『理想の
働き方？ 複数の
肩書きと分野を流
浪する「コミュニ
ティ難民」と
は』。（新着）
ダ・ヴィンチNEWS
にて、拙著『コミュ
二ティ難民のスス
メ』（木楽舎）に関
する記事が掲載され
ました。Yahooニュ
ース、ニコニコニュ
ースなど様々な媒体
で同時配信されてま
すのでご関心ある方
はぜひ詳細のリンク
先でお読みくださ
い。

【インタビュー掲
載】フリーペーパ
ー「VOICES」に
てインタビュー記
事掲載。（新着）
10代20代の生きづら
さを抱える女の子の
ための支援を続ける
BONDプロジェクト
が、ライター、写真
家などの表現者を交
えて発刊するアート
フリーペーパー
『VOICES』。第15
号のインタビューコ
ーナーにて取材をい
ただきました。素敵
なペーパーなのでぜ
ひ見かけたら御手に
とってみてくださ
い。問い合わせは詳
細まで。

http://www.libro.jp/blog/ikebukuro/event/post_43.php
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://423art.org/2013/about.html
http://www.tarl.jp/cat_lesson/5717.html
https://www.facebook.com/events/498821923530653/
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://ddnavi.com/news/227055/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://bondproject.jp/voice.html


細情報をお伝えしま
す。
参加費：１０００円
定　員：２０名
申込方法：メールに
て下記の情報をお知
らせください。［お
名前、参加人数、電
話番号］申込先
→info@ishimaruakiko.com

1月18日（日）新
刊「コミュニティ
難民のススメ」出
版記念イベントツ
アー 東京・紀伊
国屋書店新宿本店
（終了）

『アサダワタル ✕
佐々木敦　あな
た、なにモノです
か？ ―名付けよう
のない生き方"コミ
ュニティ難民"を実
践すること―』
ミュージシャン、作
家、NPO の理事、ま
ちづくりや障害者福
祉に携わり、美術館
の懇談会委員であ
り、ラジオの司会者
であり、大学の非常
勤講師であり、現役
大学院生でもあるア
サダワタルさん。
「......でも結局、アサ
ダさんって何屋さん
なの？」そんなふう
に、わたしたちは他
者に対して職業や肩
書き、属するコミュ
ニティからその人を
知ろうとします。け
れど、既存の職業名
では適切なものがひ
とつも見当たらない
としたら？そうした
謎めいた有りようを
解き明かすヒントと
して、アサダさん
は"コミュニティ難
民"という概念を提唱
します。今回出版さ
れた『コミュニティ
難民のススメ』は、
そんな「表現（≒プラ
イベート）」と「仕
事（≒パブリック）」
の間を彷徨いながら
も、枠組みを飛び越
え生活を営む人々
（と自分自身）の生
き方を、現代の新た
な道標として描き出
した意欲作です。こ
の書籍の出版記念イ
ベントとして批評
家・佐々木敦さんを
お迎えし、多領域を
漂泊するコミュニテ
ィ難民とはなにか、
そして自己の中にあ
る多様なアイデンテ

京都のインストゥル
メンタルバンド
GTSVL（ゲイツビ
ル）のアルバム・リ
リースパーティに出
演します！ 待望のフ
ァーストフルアルバ
ムをドロップする同
グループを祝して、
素晴らしい共演者が
集結！
with：OORUTAICHI
/
VIDEOTAPEMUSIC
contact Gonzo /
GTSVL 　DJ iToy
aka
PsysEx/RAIJIN/seitaro
　DECO：犯罪ボー
イズ 　FOOD：
Social Kitchen...and
more

７月5日（金）カ
ラオケボックスで
クラブイベント?!
　京都・シダック
ス三条河原町店
（終了）
『KARAOKEDISCO!!
京都編 in Shidax三
条河原町店　～カラ
オケボックスを使っ
た新感覚のクラブイ
ベント！ダンシング
オールナイトな真夏
の夜の夢はブギーバ
ックな感じで
NIPPONの未来もイ
エイイエイイエイ！
～』
“カラオケボックスの
新しい使い方”をテー
マに、2012年8月に
渋谷のShidaxさんを
借りて始めたこのイ
ベント。 J-POPをベ
ースに、クラブイベ
ント”
KARAOKEDISCO!!
“を主催する
codacodaDJ（國府
田典明）と、 日常生
活を音楽などの表現
でリミックスするこ
と重ねてきた日常編
集家 アサダワタルが
コンビを組み、 そこ
に、“もぐらが一周す
るまで”の佐藤亘も加
わり、 “踊って歌え
る” DJをベースに、
カラオケ要素のある
LIVEパフォーマンス
や、DJの選曲でお客
さんがカラオケでき
る時間等、身近なカ
ラオケ環境によっ
て、日本人っぽいク
ラブイベントが組み
立てられるか、とい
う試みです。 今回
は、前回に引き続き
カラオケボックス
SHIDAXの京都 河原
町三条店のプラチナ
パーティ―ルームを
お借りして開催。 い
よいよ、オールナイ
トで2013年の夏を完
全攻略。 ぜひとも、

【寄稿】スタンダ
ードブックストア
阿倍野店一周年企
画冊子『まちの本
屋のつくりか
た』。（新着）
組織や業種、立場の
垣根を越えた様々な
ジャンルの方にうか
がった、『本屋のお
もいで』。こちらが
エピソードを提供し
てくださった皆様で
す。（敬称略・50音
順）アサダワタル／
加藤寛久／後藤正文
(Gotch)／佐久間裕美
子／柴崎友香／島田
潤一郎／津村記久子
／西野亮廣／西靖／
ニシワキタダシ／服
部滋樹／幅 允孝／水
野学／山崎ナオコー
ラ／山崎亮／若木信
吾／渡辺 康啓（本誌
冒頭より抜粋）

【ラジオゲスト出
演】エフエム尼崎
「８時だヨ！神さ
ま仏さま」２月
18日と25日に出
演。（新着）
２月１８日と２５日
放送の収録がありま
した。ゲストは番組
最高顧問・釈徹宗さ
んと、日常編集家・
アサダワタルさんで
した。『住み開き』
『コミュニティ難民
のススメ―表現と仕
事のハザマにあるこ
と』の著書がおあり
で、アーティスト、
ミュージシャン、文
筆家、講師、プロデ
ューサーなど様々な
肩書をお持ちで、そ
の総称が「日常編集
家」のようです。放
送中は、釈先生と、
アサダさん、そして
宏林さんしか話して
おりません。それく
らい、アサダさんの
トークは抜群でし
た。不思議な世界の
お話ですが、放送を
お楽しみに！（番組
パーソナリティのブ
ログより抜粋）

https://www.facebook.com/events/489867007818541/489867887818453/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://blog.gtsvl.com/?eid=1631715
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://standardbookstore-a.blog.jp/archives/20676427.html
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://kifunesan.jp/678


ィティを見つめなが
ら生きるとはどうい
うことか、を語る90
分です。（企画概要
より転載）
出　演：with 佐々木
敦（批評家）
日　時：2015年1月
18日(日)　19:00～
20:30　(18:30開場)
場　所：紀伊國屋書
店新宿本店　8階イベ
ントスペース
定　員：45名 　※定
員に達し次第、受付
を終了させていただ
きます。
参加費：入場料500
円（当日、会場にて
お支払いただきま
す）
ご予約：2014年12
月30日（火）より3
階カウンターにてご
予約を承ります。
お電話でのご予約も
同日より承ります。
　3階直通　03-
3354-5703

1月17日（土）新
刊「コミュニティ
難民のススメ」出
版記念イベントツ
アー 富山・紀伊
国屋書店富山店
（終了）

『あなたは何屋さ
ん？？コミュニテ
ィ難民とは？』
（仮）
2013 年の「まちづ
くりセミナー」で講
師として登壇された
アサダワタル氏が富
山に凱旋！今回のイ
ベントはまちなかで
の賑わいの創出に寄
与することを目的と
した団体「NPO 法人
GP ネットワーク」が
開催している『まち
づくりセミナー』の
講師を昨年アサダワ
タル氏にお願いした
ご縁での開催となり
私たちも「コミュニ
ティ難民かも？」と
思っているメンバー
が進行のお手伝いい
たします。富山の街
で仕事や生活の新し
いスタイルの模索や
コミュニティの変容
について、富山から
見える現在と未来を
語り合いましょう。
（企画概要より転
載）
出　演：with トムス
マ・オルタナティブ
（アーティスト）
　　　　 NPO法人

こじんまりとしつつ
もワクワクと笑いと
興奮がこみ上げてく
る新感覚のクラブイ
ベントにお立ち会い
ください。

６月14日（金）
ー15日（土） 東
京・東京藝術大学
千住キャンパス
（終了 ※東京藝
大学生にのみ公
開）
アートプロジェクト
における「音」の記
録研究第1回公開研究
会
東京芸術大学熊倉研
究室では、一昨年度
からの「アートアク
セスあだち 音まち千
住の縁」の開催をう
け、アートプロジェ
クトにお ける「音」
の記録研究に取り組
むこととなりまし
た。本研究は「東京
アートポイント計
画」のリサーチプロ
グラム「Tokyo Art
Research Lab」の一
環として実施されま
す。多様化するアー
トプロジェクトにお
いて、一般的なコン
サートなどの「音
楽」の記録(録音・録
画)ではなく、アート
プロジェクトの現場
で鳴らされた「音」
の記録についての考
え方や手法を研究し
ていきます。本日
は、研究協力者であ
るアサダワタル氏、
須之内元洋氏、さら
に音まち千住の縁デ
ィレクターである清
宮陵一が、普段
「音」に まつわるど
のような活動をして
いるのかを紹介しま
す。そして、「音の
記録」をなぜ研究す
べきか、というベー
スとなる問題意識に
ついて話しながら、
そこにどんな可能性
があるかについて考
えていきます。（企
画概要より転載）

ユニット
SjQ++　アル
ス・エレクトロニ
カにて優秀賞
[Award of
Distinction]受賞
本年度のアルス・エ
レクトロニカ賞（オ
ーストリアのリンツ
で開催される芸術・
先端技術・文化の祭
典で、メディアアー
トに関する世界的な
イベント）のデジタ
ルミュージック/サウ
ンドアート部門に

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！2月のゲスト
文化庁長官　青柳
正規さん。（新
着）
2015年2月7日に大
津プリンスホテルに
て開催された地域福
祉と文化の祭典 アメ
ニティフォーラムに
てご講演をされた文
化庁長官青柳正規さ
んに、会場にてイン
タビューをいたしま
した。様々な文化政
策を司り、アール・
ブリュットの普及に
も力を注いでいらっ
しゃる青柳文化庁長
官に、展覧会の率直
な感想や、2017年に
開催予定のフランス
ナント市との文化芸
術による国際交流事
業について、また
「アール・ブリュッ
ト」という言葉のも
つ力について、独自
の見解を伺いまし
た。放送は2月20日
(金)、ポッドキャスト
は翌週月曜の2月23
日から配信中です。

【連載】雑誌「ソ
トコト」にて「コ
ミュニティ難民の
ススメ　ー表現と
仕事のハザマにあ
ることー」第21
回（最終回）掲
載。（新着）
雑誌『ソトコト』
（木楽舎）にて、新
連載「コミュニティ
難民のススメ　ー表
現と仕事のハザマに
あることー」が2013
年7月5日発行の8月
号より開始。「コミ
ュニティ難民」とい
う名の僕の実体験に
もとづく人生コンセ
プトについて、毎月
書き下ろしていきま
すので、ぜひともご
関心を向けてくださ
いませ。そして今回

http://www.kinokuniya.co.jp/c/store/Shinjuku-Main-Store/20141229184043.html
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://www.facebook.com/events/497369190336555/
http://www.tarl.jp/cat_lesson/5717.html
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201502


GPネットワーク（ま
ちづくりNPO）
参加費： 無料
日　時： 2015 年１
月17 日（土） 14 時
～
場　所： 紀伊国屋書
店（総曲輪フェリオ
７階）

1月9日（金）新
刊「コミュニティ
難民のススメ」出
版記念イベントツ
アー 京都・
HAPS（東山アー
ティストプレイス
メンツサービス）
（終了）

『マルチプルなア
イデンティティ。
異なるコミュニテ
ィを漂泊する生き
方・働き方の「根
っこ」を問う年始
早々の座談
会！！』
　今回のイベントで
は、とりわけ自身の
問題意識を社会に現
していく（表現して
いく）際に、既存の
＜島＞（分野領域）
へのコミットのみで
はなかなか収まりき
らない状況を自ら生
み出しながら実践を
繰りかえしてきた京
都在住の参考人をお
招きしつつ、東山 ア
ーティスツ・プレイ
スメント・サービス
（HAPS）を舞台に
混沌かつ予想がつか
ないトークを参加者
も交えて展開しま
す！（企画概要より
転載）
出　演：with 遠藤水
城（インディペンデ
ント・キュレーター
・ HAPSエグゼクテ
ィブ・ディレクタ
ー）
　　　　　佐藤知久
（文化人類学者・京
都文教大学総合社会
学部准教授）
　　　　　タミヤリ
ョウコ/田中課長
（「ガールズヘルス
ラボフォーワーカー
ズ」主宰など）
日　時： 2015 年１
月９日（金） 19 時
～
場　所：HAPS＝東
山アーティストプレ
イスメンツサービス
（東山京都府 京都市
東山区山崎町339）
参加費：1000円（定
員15名　※要予約→

て、アサダがドラム
を担当してます
SjQ++が優秀賞
[Award > of
Distinction]受賞いた
しました！サポート
頂いたすべての皆様
に本当に心からお礼
を申し上げます。こ
のユニットではかれ
これ10年ほど参加
し、途中間3年抜けた
りしつつも長く関わ
っているユニットだ
けに、メンバーとも
これまであれやこれ
や様々な葛藤と挑戦
の狭間に立ちながら
クリエイションして
きました。受賞は素
直に嬉しいことで
す。改めて、本当に
ありがとうございま
す。今年は秋には、
国内の国際美術展に
もこのユニットにて
出演する予定ですの
で、また詳細決まり
次第お伝えできれば
と思います。

５月19日（日）
ソロ 　大阪
FLOAT（終了）
『swimm 2nd mini
album "頭の中では次
の駅をきめている"』
バンド「swimm」が
2nd mini album『頭
の中では次の駅をき
めている』を今年の2
月に発売。 それを記
念したライブパーテ
ィーにお招きいただ
きました。新ジャン
ル「DJ話芸」を披露
します。
出演：swimm、たゆ
たう、アサダワタル
　PA：粕谷茂一
（slim chance
audio）

５月12日（日）
ユニット SjQ 　
京都
UrBANGUILD（終
了）
『yuki nakagawa
presents..."o/t/c"
scene.28 「今日-/
noミュー
z[sic].&」』
音楽から外れようと
する がしかし、それ
は音楽を止めること
ではない ちょっとし
た距離感を、手を伸
ばせば届くくらいの
距離感を 音と音楽の
間に作り出すための
試行。いつもお世話
になっている音楽家
中川裕貴くんの企画
です。
with:Tralten Eller
Utpult (from
Norway)/ Takahiro
Yamamoto(ex.Busratch)

は、書籍化の実現も
経ていよいよ最終
回！また次回以降は
新たな連載が始まり
ますのでどうぞお楽
しみに。

【インタビュー掲
載】UR都市機構
の新ウェブマガジ
ン「OURS」にて
インタビュー記事
掲載。（新着）
UR都市機構さんがす
ごいウェブマガジン
をローンチしたのは
皆さんご存知でしょ
うか？ その名も
『OURS.
KARIGURASHI
MAGAZINE』。「貸
すこと 借りること 暮
らしにつらなる、さ
まざまな物語」とい
うキャッチコピーも
ステキなこのマガジ
ンのインタビューコ
ーナー 第一弾ゲスト
として、アサダが取
材を受けました。一
週間ごと計４回に渡
って掲載されます。

【推薦記事】雑誌
「月刊みすず
2015年1・2月
号」の特集
「2014nenn 読
書アンケート」に
て『コミュニティ
難民のススメ』推
薦記事掲載。（新
着）
様々な分野の第一線
で活躍される方々が
毎年始、優れた書籍
の推薦を行なう「月
刊みすず」の特集
「読書アンケート」
にて、映画監督 坂上
香さんと、ジュンク
堂書店難波店店長の
福嶋聡さん、社会学
者の栗原彬先生の３
名の撰者により、拙
著『コミュニティ難
民のススメ』を推薦
いただきました。

http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://www.aec.at/prix/en/gewinner/
http://float.chochopin.net/event.php?day=20130519
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201504
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://ours-magazine.jp/borrowers/asadawataru-1/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201502
http://www.msz.co.jp/book/magazine/


info@haps-
kyoto.com）

2014年もお世話
になりました！
2015年も引続き
新刊「コミュニテ
ィ難民のススメ」
出版ツアーが目白
押し！（終了）

全詳細はしばしお
待ちを。
■1月9日（金）京都
の文化人類学者 佐藤
知久さんさんととも
に企画。遠藤水城さ
ん（インディペンデ
ントキュレータ
ー）、タミヤリョウ
コ/田中課長（「ガー
ルズヘルスラボフォ
ーワーカーズ」主
宰）とのトーク＠京
都 東山アーティスト
プレイスメンツ
（HAPS）
■１月17日（土）富
山のまちづくり団体
GPネットワークさん
とともに企画。トム
スマ・オルタナティ
ブさん（アーティス
ト）とトーク＠富山
　紀伊國屋書店
■１月18日（日）批
評家 佐々木敦さんと
対談＠東京 紀伊國屋
新宿本店
■１月25日（日）本
書でも登場するきっ
かけ屋・一級建築士
のいしまるあきこさ
んと対談＠東京 湯島
のとある民家
■１月27日（火）活
動家 家入一真さんと
対談＠東京・池袋リ
ブロコミュニティカ
レッジ
■２月13日（金）滋
賀の細馬宏通さん
（人間行動学者・滋
賀県立大学教員）、
近藤隆二郎さん
（NPO法人五環生
活・滋賀県立大学教
員） とのトーク＠滋
賀・彦根半月舎
■２月15日（日）大
阪のIN/SECTSの松
村貴樹さんとともに
シリーズ企画第二
弾！本書でも登場し
た藤原明さん（りそ
な銀行）、梅山晃佑
さん（二畳大学・
A’ワーク創造館）の
二人や、芥川賞作家
の津村記久子さんも
登場！＠大阪 心斎橋
スタンダードブック
ストア
■２月16日（月）ま

× ASUNA 中川裕
貴、バンド (yuki
nakagawa, band)

４月27日（土）
ユニット SjQ 　
奈良県立図書情報
館にてワークショ
ップ（終了）
『SJQラボ.～音によ
る創造のワークショ
ップ～』
ドラムを務めるSjQが
初のワークショップ
を奈良県立図書情報
館にて開催！これま
で培ってきた様々な
創作のエッセンスを
濃縮した新たな創造
のための場。要申込/
参加費2000円/対象:
創造することに興味
がある方 (経験不問)

３月９日（土）草
津ダンス街道にて
「街道たんけん
隊」&「ホトリカ
ラダンス」音楽担
当（終了）
『草津ダンス街道』
最近、滋賀県内で一
緒にワークショップ
をしたりパフォーマ
ンスしたりさせても
らっている、なにわ
のコリオグラファー
しげやん こと北村成
美さんたちが仕掛け
るコミュニティダン
スプロジェクト「草
津ダンス街道」のグ
ランドフィーナーレ
にて、いくつかのプ
ログラムで音楽・演
奏を担当します。草
津ダンス街道内容は
詳細を参考に。

３月６日（水）高
知県四万十市立西
土佐小学校にてワ
ークショップの最
終発表「西土佐小
スクールロックバ
ンド ライブショ
ー」開催！（終
了）
ワークショップ『コ
ピーバンド・プレゼ
ントバンド』開始。
来年の3月まで。
「トヨタ・子どもと
アーティストの出会
い」の一貫で、高知
県にて音楽ワークシ
ョップをさせていた
だきます。詳細レポ
ートはブログなどで
報告するとして、ひ
とまず楽しみです。

３月３日（日）
TAIYO33OSAKA
でドラム演奏　大
阪・千里万博公園

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！2月のゲスト
写真家　田村尚子
さん。（新着）
2月ゲストの田村さん
は、2012年にフラン
スのラ・ボルト精神
病院を舞台にした写
真集『ソローニュの
森』を出版し、芸
術、医療、福祉など
様々なジャンルから
注目を集めます。思
想家フェリックス・
ガタリが終生かかわ
ったことでも知られ
るラ・ボルド病院に
向けた田村さんの眼
差しは、福祉や医療
という制度の中で時
として見えにくくな
りがちな、ひとり一
人の人間に対する純
粋で深い興味を現し
てくれます。この対
談は2月6日と13日の
二週でお届けしま
す。

【連載】雑誌「ソ
トコト」にて「コ
ミュニティ難民の
ススメ　ー表現と
仕事のハザマにあ
ることー」第20
回掲載。（新着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が2013年7
月5日発行の8月号よ
り開始。「コミュニ
ティ難民」という名
の僕の実体験にもと
づく人生コンセプト
について、毎月書き
下ろしていきますの
で、ぜひともご関心
を向けてくださいま
せ。

http://haps-kyoto.com/our-school/ai1ec_event/asada_community?instance_id=876
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://sukimaindustries.blogspot.jp/2013/04/yuki-nakagawa-presentsotc-scene28.html
http://www.library.pref.nara.jp/event/saho_art_music_2013/index.html
http://dancekaido.net/
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201502
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201503


ちづくりプランナー
の今村ひろゆきさん
と対談＠東京・中延
インスト―ルの途中
だビル
■２月21日（土）青
森八戸のアートコー
ディネーター 今川和
佳子さんとともに企
画。飯田竜太さん
（アーティスト）ら
とのトーク＠青森 八
戸酒造株式会社
■２月28日（土）大
阪のIN/SECTSの松
村貴樹さんとともに
シリーズ企画第三
弾！家成俊勝さん
（建築家・dot
architects代表）、
乾聰一郎さん（奈良
県立図書情報館）、
山納洋さん（大阪ガ
ス（株）近畿圏
部）、中川和彦さん
（スタンダードブッ
クストア）らとトー
ク＠大阪 心斎橋 スタ
ンダードブックスト
ア

12月23日（祝・
金）新刊「コミュ
ニティ難民のスス
メ」出版記念イベ
ントツアー 大
阪・スタンダード
ブックストア心斎
橋（終了）

【スタンダードブ
ックストア連続企
画第一弾】アサダ
ワタル著『コミュ
ニティ難民のスス
メ　ー表現と仕事
のハザマにあるこ
とー』（木楽舎）
出版ツアー in 大阪
あなた一体何屋さ
ん？　〈生きる〉
のなかで、すべて
がボーダレスに混
じり合う〈働く〉
へ！　アサダワタ
ル × 釈徹宗 ×
Kume Mari × 三原
美奈子 × 松村貴樹
仕事をする上でひと
つの「これ！」とい
ったコミュニティ
（専門分野や業界）
に属さず（あるいは
属することができ
ず）、かつその時々
に応じて表現手法・
アウトプットも特定
していないことによ
って、周りから「結
局、あの人は一体、
何屋さんなの
だ……？」とか思わ
れるような人、あな
たの周り（あるいは

（終了）
『1000人 太陽ドラ
ム☆万博ドンドンド
ン♬』
33人のドラマーの一
人として叩きます。
なんせ1000人で太鼓
叩くの目指すのです
からそりゃすごいこ
となるでしょう。
（以下企画文より抜
粋）太陽の塔を見渡
せる芝生の広場の上
で、日時計をモチー
フに配置された33台
のドラムセットを中
心に、音楽の経験の
有無はもちろん、世
代や性別・国籍なん
て関係なく、当日そ
の場に居合わせたし
べての人々があらゆ
る打楽器を手にとっ
て、自ら光る太陽の
ように、身体の内側
から生まれてくるリ
ズムを自由に奏でま
す。

２月24日（日）
ユニット SJQ 　
京都Club
METRO（終了）
『night cruising-
"tone" release party
in KYOTO-』
京都発の電子音楽パ
ーティ[night
cruising]がレーベル
活動をスタート！SjQ
も楽曲を提供したリ
リース第一弾コンピ
レーションのレコ発
企画に出演します。
with:Ametsub /
polar M / intext
DJ：tsukasa /
AAAsaaREE /
RAIJIN / Tatsuya
FOOD：naturemian

２月13日（水）
高知県四万十市立
西土佐小学校にて
ワークショップ
（終了）
ワークショップ『コ
ピーバンド・プレゼ
ントバンド』開始。
来年の3月まで。
「トヨタ・子どもと
アーティストの出会
い」の一貫で、高知
県にて音楽ワークシ
ョップをさせていた
だきます。詳細レポ
ートはブログなどで
報告するとして、ひ
とまず楽しみです。

２月８日（金）ワ
ークショップ&舞
台公演「サイとキ
ワ」　滋賀・大津
プリンスホテル
コンベンションホ
ール９（終了）
あらゆる"差異（サ

【書評掲載】共同
通信社から新刊
『コミュニティ難
民のススメ』の書
評配信（新着）
共同通信社さんから
書評が配信されまず
は昨日、1月25日、
岩手日報さんに掲載
されました。書いて
下さったのはナリワ
イの伊藤洋志さん。
見出しが何より嬉し
かった。そう、表現
なんです。書かれて
いることも、本その
ものも、本という種
が蒔かれたあとの他
者との対話やそのた
めの場づくりも。伊
藤さんありがとうご
ざいます。

【新刊フェア】ジ
ュンク堂難波店に
てフェア「アウェ
ーの〈島〉へ」
展開中（新着）
ジュンク堂難波店で
出版・書店文化の論
客でもある福嶋聡さ
んが、ジュンク堂の
PR誌『書標（ほんの
しるべ）』と、連載
されているコラム
『本屋とコンピュー
タ』（人文書院）に
て、新刊『コミュニ
ティ難民のススメ』
についてご紹介いた
だきました。新刊
『コミュニティ難民
のススメ 表現と仕事
のハザマにあるこ
と』（木楽舎）を中
心としたフェア「ア
ウェーの〈島〉へ」
がジュンク堂難波店
さんで展開されてま
す。置かれいる本は
僕のこれまでの本も
含め、すべて参考文
献一覧にあげていた
もので構成されてま
す。ありがとうござ
います！

http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://taiyo33osaka.net/honsai/yokoku.html
http://www.nightcruising.jp/tone_kyoto
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html


あなた自身）に心当
たりはないでしょう
か？　時に周囲から
「あいつは根無し草
だ」とか「結局、一
体何がやりたい人な
んだろう？」って言
われたりしながら、
自分の分野や目に見
えやすいアウトプッ
トに縛られず、自分
の「表現」したい
「根っこ」を掘り下
げるようにして「仕
事」を作ってきた日
常編集家のアサダワ
タルさんは、このよ
うな状態を「コミュ
ニティ難民」という
キーワードで現し、
一冊の本に纏めまし
た。それが本書『コ
ミュニティ難民　ー
表現と仕事のハザマ
にあることー』で
す。プライベートな
空間である家に、パ
ブリックな機能を持
たせる住まい方を
「住み開き」という
言葉で切り取ったア
サダさんが、今回は
「表現(≒プライベー
ト)」と「仕事(≒パブ
リック)」の間を彷徨
って生きる、6人の人
生の歩き方をコンパ
イル。自問自答しな
がらも、あらゆる枠
組みを飛び越え、楽
しく暮らす生き方・
働き方について、多
彩なゲストを交えて
語り合います。スタ
ンダードブックスト
ア心斎橋にて展開さ
れる出版シリーズ第
一弾は、本書でも登
場する僧侶で宗教学
者の釈徹宗さん、DIY
LIFEを素敵に広める
人気ブロガーの
Kume Mariさん、ま
ちづくりや現代アー
トなど多様な分野で
活躍するパッケージ
デザイナーの三原美
奈子さんを交えて、
司会は大阪はフロム
谷町６丁目のローカ
ル・カルチャーマガ
ジン『IN/SECTS』
の編集長 松村貴樹さ
んが担当します。乞
うご期待！（企画概
要より抜粋）

12月20日（土）
香川観音寺・観音
寺商工会議所（終
了）

SHOP IN SHOP 創
業講座「住み開
き」

イ）"を確認しなが
ら、世界を再構築す
ること。びわ湖の"際
（キワ）"を舞台にワ
ークショップを重ね
てきた表現者たち
と、ダンサー、ミュ
ージシャンたちが織
りなす摩訶不思議な
パフォーマンスとト
ーク！びわ湖のホト
リにて活動してき
た、福祉施設のダン
サーたち、振付家 北
村成美と、ドラム ア
サダワタル、チェロ
中川裕貴、そして特
別ゲストにピアニス
ト 谷川賢作、アドバ
イザーに小室等を交
えたカンパニー「ホ
トリカラダンス」の
パフォーマンス。ア
フタートークもあ
り。

1月16日（水）高
知県四万十市立西
土佐小学校にてワ
ークショップ（※
ノロウィルス発生
のため学級閉鎖。
よって中止！）
ワークショップ『コ
ピーバンド・プレゼ
ントバンド』開始。
来年の3月まで。
「トヨタ・子どもと
アーティストの出会
い」の一貫で、高知
県にて音楽ワークシ
ョップをさせていた
だきます。詳細レポ
ートはブログなどで
報告するとして、ひ
とまず楽しみです。

12月27日（木）
カラオケボックス
でクラブイベン
ト?!　京都・シダ
ックス三条河原町
店 （終了）
『Club SHIDAX 京
都編 by
KARAOKEDISCO!!
　 ～ 12/27 一足お
先に昼間っから年忘
れ。カラオケボック
スを使った新感覚の
クラブイベント～』
“カラオケボックスの
新しい使い方”をテー
マに、今夏に渋谷の
Shidaxさんを借りて
始めたこのイベン
ト。 J-POPをベース
に、クラブイベント"
KARAOKEDISCO!!
"を主催する
codacodaDJ（國府
田典明）と、 日常生
活を音楽などの表現
でリミックスするこ
と重ねてきた日常編
集家 アサダワタルが
コンビを組み、 "踊っ
て歌える" DJをベー
スに、カラオケ要素
のあるLIVEパフォー

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！2015年1月
のゲスト 田口ラ
ンディさん×嘉田
由紀子さん。（新
着）
2015年第三弾ゲスト
は、作家 田口ランデ
ィさんと前滋賀県知
事・びわ湖スポーツ
成蹊大学学長の嘉田
由紀子さんと行なっ
た公開収録イベン
ト。テーマは「アー
ル・ブリュットへ　
その道程と幸福につ
いて」。1月23日、
30日の二週にわたっ
て放送、&翌週月曜に
はポッドキャストも
配信です。

【書評掲載】ジュ
ンク堂PR誌『書
標（ほんのしる
べ）』にて新刊
『コミュニティ難
民のススメ』の書
評掲載（新着）
ジュンク堂難波店店
長で出版・書店文化
の論客でもある福嶋
聡さんが、ジュンク
堂のPR誌『書標（ほ
んのしるべ）』と、
連載されているコラ
ム『本屋とコンピュ
ータ』（人文書院）
にて、新刊『コミュ
ニティ難民のスス
メ』についてご紹介
いただきました。

【連載】雑誌「ソ
トコト」にて「コ
ミュニティ難民の
ススメ　ー表現と
仕事のハザマにあ

http://www.standardbookstore.com/archives/66164401.html
http://kofuart.net/?eid=60
http://live.art-brut.jp/?author=5
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.jimbunshoin.co.jp/rmj/honyatocomputer147.htm
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201502


香川県観音寺での商
店街での新たな取り
組み「SHOP IN
SHOP」の講座企画
にお招きいただきま
した。詳しい内容は
「詳細はこちら」の
リンク先にお問い合
わせください。

12月14日（日）
滋賀大津・スプー
ンライフオンワー
クス（大津パルコ
サテライト３階）
（終了）

アール・ブリュッ
ト ゾーン パルコ関
連企画
KBS京都ラジオ
「Glow ～生きるこ
とが光になる～」
公開収録トークラ
イブ
パルコ大津店で12月
25日まで開催中の展
覧会「アール・ブリ
ュット ゾーン パル
コ」の一環で、ラジ
オの公開収録トーク
イベントを開催しま
す！パーソナリティ
を務めている手前、
聞き手を担当しま
す。ランディさんと
も嘉田さんともお会
いするのは久しぶ
り。気合い入れて参
ります。ゲスト：田
口ランディ（作家）
嘉田由紀子（びわこ
成蹊スポーツ大学学
長・前滋賀県知事）
聞き手：アサダワタ
ル（文筆家・音楽
家）

12月13日（土）
千葉流山・流山市
文化会館会議室
（終了）

交流して、提案し
て、実践する。
「流山まちづくり
大学」
東京理科大学と流山
市の協働によるまち
づくり大学にて、住
み開き、日常再編集
の実践事例をお話さ
せていただきます。

12月12日（金）

マンスや、DJの選曲
でお客さんがカラオ
ケできる時間等、身
近なカラオケ環境に
よって、日本人っぽ
いクラブイベントが
組み立てられるか、
という試みです。

12月23日（日）
コラボ ライブ&
トーク 『わたし
たちは新聞です
か？Yes! we are
newspapers.
（エメカ・オグボ
ウ×アサダワタル
滞在制作成果発
表）』（終了）
エメカ・オグボウ
（ナイジェリア・ラ
ゴス）×アサダワタル
（日本・関西）のホ
ームステイ生活の成
果を発表します。静
かな住宅街の一角で
ふたりが繰り広げる
謎のライブ編集パフ
ォーマンスを是非体
験しに来てくださ
い！ （ホームステ
イ～アフリカからの
お客さんプロジェク
ト～2012 ）
【日時】12月23日
（日）
１、昼の部 14:00 ～
15:30　　500円

２、夜の部
18:00 ～
19:30500円

３、夜の部＋夕食会
～21:30　1500円
　
※いずれもアルコー
ルは別料金、定員15
名
【場所】イシワタ邸
（横浜駅からバスで
15-20分、または相
鉄線星川駅から徒歩
15分）
【ご予約方法】 ご予
約は ここから、「お
名前」「e-mailアド
レス」「上記１～３
のいずれか」などを
記入のうえ送信して
ください。会場への
道案内を書いたメー
ルを返信いたしま
す。

12月５日（水）
高知県四万十市立
西土佐小学校にて
ワークショップ
（終了）
ワークショップ『コ
ピーバンド・プレゼ
ントバンド』開始。
来年の3月まで。
「トヨタ・子どもと
アーティストの出会
い」の一貫で、高知
県にて音楽ワークシ
ョップをさせていた
だきます。詳細レポ
ートはブログなどで

ることー」第19
回掲載。（新着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が2013年7
月5日発行の8月号よ
り開始。「コミュニ
ティ難民」という名
の僕の実体験にもと
づく人生コンセプト
について、毎月書き
下ろしていきますの
で、ぜひともご関心
を向けてくださいま
せ。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！2015年1月
のゲスト 医師 笠
原吉孝さん。（新
着）
2015年第二弾ゲスト
は、滋賀県医師会長
でNPO法人はれたり
くもったり理事長の
笠原吉孝さん。テー
マは、『ひとりの医
者として　アール・
ブリュットを支える
こと』。1月16日。
翌週月曜にはポッド
キャストも配信で
す。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！2015年1月
のゲスト やさし
い美術プロジェク
ト　高橋伸行さ
ん。（新着）
2015年もKBS京都ラ
ジオ「Glow 生きるこ
とが光になる」をよ
ろしくお願いしま
す！1/2（金）21時

http://www.reborn-k.net/wp/shop-in-shop/
http://kofuart.net/?eid=60
http://www.no-ma.jp/?p=10064#event
http://kofuart.net/?eid=60
http://www.nagareyama.or.jp/archives/4718
http://www.facebook.com/events/119746271520738/
http://homestay.mariishiwata.com/?p=1338
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201502
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html


新刊「コミュニテ
ィ難民のススメ」
出版記念イベント
ツアー 東京・か
もめブックス（終
了）

書籍『コミュニテ
ィ難民のススメ』
（アサダワタル
著）刊行記念トー
クイベント「“創
造”する漂泊の民、
コミュニティ難民
とは？」
ミュージシャン、作
家、NPO の理事、ま
ちづくりや障害者福
祉に携わり、美術館
の懇談会委員であ
り、ラジオの司会者
であり、大学の非常
勤講師であり、現役
大学院生でもあるア
サダワタルさん。
「……でも結局、ア
サダさんって何屋さ
んなの？」そんなふ
うに、わたしたちは
他者に対して職業や
肩書き、属するコミ
ュニティからその人
を知ろうとします。
けれど、既存の職業
名では適切なものが
ひとつも見当たらな
いとしたら？そうし
た謎めいた有りよう
を解き明かすヒント
として、アサダさん
は“コミュニティ難
民”という概念を提唱
します。今回出版さ
れた『コミュニティ
難民のススメ』は、
そんな「表現（≒プラ
イベート）」と「仕
事（≒パブリック）」
の間を彷徨いながら
も、枠組みを飛び越
え生活を営む人々
（と自分自身）の生
き方を、現代の新た
な道標として描き出
した意欲作です。
この書籍の出版記念
イベントとして、著
者のアサダワタルさ
ん、ゲストとして発
酵デザイナーの小倉
ヒラクさん、デザイ
ナーの太刀川英輔さ
んをお迎えし、大い
に語らいます。開店
したばかりのかもめ
ブックスで、なぜこ
のイベントを……？
理由は簡単、かもめ
ブックスもコミュニ
ティ難民だという自
覚があるからなんで
す。かもめブックス
の初のトークイベン
ト、どうぞお楽しみ
に！（企画概要より

報告するとして、ひ
とまず楽しみです。

11月24日（日）
ユニット SjQ＋
＋　六本木・
SuperDeluxe（終
了）
『Post
Experimental』
アサダがドラマーを
務める電子即興アン
サンブルSJQとメデ
ィアアーティスト
Kazzadrixのジョイン
トプロジェクト
「SJQ＋＋」。 今年
4月京都での反響を呼
んだ共演から継続プ
ロジェクトへ発展。
この日の共演者はは
梅田哲也、core of
bells、ユタカワサキ
バンド改めucnvバン
ド、GULGONZO
(contactGonzo×GUL)、
山川冬樹、志水児王
など。ぜひ見に来て
下さいね。

11月17日（土）
ユニット with 米
子匡司 ライブ　
見っけ！このはな
関連プログラム　
大阪・
FLOAT（終了）
『一日目の夜』にて
アサダワタル×米子匡
司でライブ
西九条近郊で開催さ
れるイベント『見っ
け！このはな』への
出展・出演者を迎え
てのライブイベン
ト。 堀尾寛太（展示
会場：ニュー千鳥橋
ビル）、no
collective（展示会
場：クラブッケン）
と、商店街でのラジ
オ企画に参加するア
サダワタル・米子匡
司、DJハガケン（展
示会場：此花メヂ
ア）、吉原啓太
（同）、水玉（同）
と、糸井宏美（展示
会場：クラノヨコ）
を迎えてのライブイ
ベントです。17日・
18日開催の見っけ！
このはなと合わせて
お越しください。

11月７日（水）
高知県四万十市立
西土佐小学校にて
ワークショップ
（終了）
ワークショップ『コ
ピーバンド・プレゼ
ントバンド』開始。
来年の3月まで。
「トヨタ・子どもと
アーティストの出会
い」の一貫で、高知
県にて音楽ワークシ

半からまた毎週金曜
21時半から放送して
ますのでどうぞ聴い
てくださいね！2015
年第一弾ゲストは、
やさしい美術プロジ
ェクトのディレクタ
ーでアーティストの
高橋伸行さん。高橋
さんとはここ３年ほ
ど度々交流させてい
ただき、「コト」的
な表現力にとっても
感銘を受けていま
す。テーマは、『目
に見えない表現と向
き合う　近づく。　
やさしい美術プロジ
ェクトの実践か
ら』。二週にわたっ
て放送、&翌週月曜に
はポッドキャストも
配信です。

【インタビュー掲
載】『編集学－つ
なげる思考・発見
の技法』12月22
日発売。（新着）
『編集学－つなげる
思考・発見の技法』
（紫牟田伸子著　早
川克美編）が12/22
に出版されました。
応用編(「編集力」を
活用する）という章
の「日常を編集す
る」にてインタビュ
ーを受けておりま
す。どうぞお見知り
おきを。

【連載】共同通信
社 「日常音楽☆
発掘宣言」 12月
13日から山陽新
聞にて習慣掲載
（新着）
共同通信社での連載
『日常音楽☆発掘宣
言!!』の掲載第二号は
「山陽新聞」。新潟
日報では、
11/18（火）から始
まり隔週火曜で全６
本掲載予定です。

http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
https://www.super-deluxe.com/room/321/
http://float.chochopin.net/event.php?day=20121117
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://www.amazon.co.jp/dp/434495257X
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411


抜粋）

12月10日（水）
新刊「コミュニテ
ィ難民のススメ」
出版記念イベント
ツアー 福岡・ブ
ックスキューブリ
ック箱崎店（終
了）

【アサダワタル×山
内泰×大澤寅雄トー
ク】「あなた何屋
さん？」にあえて
実体を与えなが
ら、結局なにが
「根っこ」にある
かを問う。
「現代に生きるクリ
エイティブな漂泊の
民＝コミュニティ難
民」について、思索
と実践を展開した新
作『コミュニティ難
民のススメ　ー表現
と仕事のハザマにあ
ることー』（木楽
舎）の12/1の全国一
斉発売。各地で出版
記念イベントがj開催
されます！今回のイ
ベントでは福岡のブ
ックスキューブリッ
ク箱崎店さんにて、
「自分たちの求める
ものを自分たちでつ
くる」文化的な社会
を目指して、コミュ
ニティデザインや文
化事業に取り組む山
内泰氏（NPO法人ド
ネルモの代表理事）
と著者が対話し、進
行を文化・芸術と社
会の関わりをリサー
チする大澤寅雄氏
（株式会社ニッセイ
基礎研究所）が務め
ます。仕事や生活の
新しいスタイルの模
索やコミュニティの
変容について、福岡
から見える現在と未
来を語り合います。

12月８日（月）
福岡北九州・北九
州市立生涯学習総
合センター（終
了）

北九州市民カレッ
ジ　社会教育・生
涯学習基礎講座
「つなぐ」という

ョップをさせていた
だきます。詳細レポ
ートはブログなどで
報告するとして、ひ
とまず楽しみです。

11月4日（日）ユ
ニット SjQ＋＋
　石川県金沢市
金沢21世紀美術
館・シアター
21（終了）
『LA FROID
JOURNEE
Kanazawa 2012 -
金沢電子音楽祭 -l』
アサダがドラマーを
務める電子即興アン
サンブルSJQとメデ
ィアアーティスト
Kazzadrixのジョイン
トプロジェクト「SjQ
＋＋」。いよいよ金
沢21世紀美術館に登
場しますよ。この日
の共演者は、CHIHEI
HATAKEYAMA +
ASUNA／KYOSUKE
FUJITA (3000NDL)
／LOMANCHI
(PPTV +
ASPARA)。ぜひ見に
来て下さいね。

11月３日（祝・
土）ソロ　ライブ
&トーク　東京・
両国の町工場 中
村仲製作所（終
了）
『まちこうBAR
2012 with 鞴祭l』
工場を町に開いてラ
イブパーティーをす
る画期的な企画「ま
ちこうBAR」を繰り
広げる中村仲製作所
さんにお招きいただ
きました。ドラマー
として初の工業機械
とのインダストリア
ル系セッション&コミ
ュニティについての
トークも。DJ
codacodaのプレイ
も食もあり。これは
ほんと来てほしい。

10月19日（金）
ユニット with 米
子匡司 ライブ　
大阪・江之子島芸
術文化センター
（終了）
『クリエイティブフ
ォーラム＆ハプニン
グパーティー』にて
アサダワタル×米子匡
司でライブ
満員御礼のパーティ
ーだったため、募集
が閉め切られてまし
たが、こんな感じで
ライブをさせてもら
いました。詳細は以
下のブログで・

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！12月のゲス
ト ピアニスト　
谷川賢作さん。
（新着）
2013年の10月から
パーソナリティを担
当させてもらってい
る「Glow」。12月ゲ
ストの谷川さんは、
これまで演奏家とし
て様々な楽団やコン
サートに出演され、
NHKの歴史番組「そ
のとき歴史は動い
た」の楽曲など、
様々な作・編曲のお
仕事もされてきまし
た。そんな谷川さん
がこの３年間、滋賀
県で関わってらっし
ゃるのが糸賀一雄記
念賞音楽祭です。毎
年秋に、栗東芸術文
化会館さきら大ホー
ルにて開催されるこ
の音楽祭は、びわ湖
を囲むように県内7つ
の施設で表現活動を
行う障害のある人
と、プロのアーティ
ストが一体となって
表現することの喜び
を分かち合うフェス
ティバル。そのゲス
トミュージシャンと
して活動される谷川
さんに、音楽祭に対
する熱い思い、障害
の有無を超える音楽
表現の可能性につい
て、語っていただき
ます。この対談は12
月12日と19日の二週
でお届けします。

【寄稿】雑誌『
IN/SECTS 』
Vol.06 12月15
日発売。コラム執
筆。（新着）
大阪発ローカル・カ
ルチャーマガジン 『
IN/SECTS 』の第６
号がなんと二年ぶり
に刊行。宮崎重明こ
とASKAについての
あるエピソードを書

http://kamomebooks.jp/event/148.html
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://www.bookskubrick.jp/about-bk/topics/20141115-2790.html
http://kofuart.net/?eid=60
http://d.hatena.ne.jp/cloudyday/20121104
http://www.facebook.com/events/528761147138531/
http://enokojima-art.jp/a/staffblog/2012/10/22/%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%A8%E3%82%A4%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%96%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%A0%EF%BC%86%E3%83%8F%E3%83%97%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3/
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.insec2.com/news/1824.html


しごとを考える 3
－コーディネート
／場／文化の視点
から－　「住み開
き」の新段階
昨年もお招きいただ
いた北九州市民カレ
ッジにて今年も講師
を担当します。コー
ディネートは九州大
学大学院准教授の岡
幸江先生。詳しくは
詳細はこちらのPDF
をご覧下さい。

11月30日（日）
大阪・伽奈泥庵
（終了）

オープン台地
vol.5「上町台地の
まちづくり25年　
近藤隆二郎×アサダ
ワタルクロストー
ク」
25年前、上町台地を
舞台に企画された
「九輪の台地」。当
時、大阪大学大学院
の演習課題でこのイ
ベントに取り組んで
いた近藤隆二郎氏
と、５年前に始まっ
た「オープン台地」
の初代総合プロデュ
ーサーであるアサダ
ワタル氏のクロスト
ークイベント。これ
らの先鋭的なイベン
トを企画してきた2人
の上町台地を巡るデ
ィープなトークは必
見！会場は、知る人
ぞ知る上町台地の名
店「伽奈泥庵」。
（企画概要より抜
粋）

11月29日（土）
浜松・静岡芸術文
化大学（終了）

「楽×学（ラクガ
ク）2014～私の
「やる！」を興す
ために～」講座プ
ログラム
「歌謡曲を遊ぶ、
学問する」輪島裕
介（音楽学者）×
アサダワタル（文
筆家・ミュージシ
ャン）
歌謡曲はCDやデジタ
ル素材で提供された
ものを受け取るのが
一般的ですが、そこ

10月10日（水）
高知県四万十市立
西土佐小学校にて
ワークショップ
（※非公開　終
了）
ワークショップ『コ
ピーバンド・プレゼ
ントバンド』開始。
来年の3月まで。
「トヨタ・子どもと
アーティストの出会
い」の一貫で、高知
県にて音楽ワークシ
ョップをさせていた
だきます。詳細レポ
ートはブログなどで
報告するとして、ひ
とまず第一回目、楽
しみです。

８月19日（日）
カラオケボックス
でクラブイベン
ト?!　渋谷・シダ
ックス （終了）
『Club SHIDAX
5095!! by
KARAOKEDISCO!!』
"都市型"夏フェス開
催!! カラオケボック
スでクラブイベン
ト?!
KARAOKEDISCO!!
のcodacodaDJと日
常編集家のアサダワ
タルが仕掛けます。
踊って歌えるDJmix
に加えて、"Live"には
Nukeme、エロエ、
MESSYの3組がパフ
ォーマンス!! 度を超
えたKARAOKEを乞
うご期待!! さらに!!
皆さんが歌いたい曲
を予めリクエストし
てください!! 皆さん
が歌いたい曲をDJが
編成します。自分の
リクエスト曲がかか
ったら、マイクを持
って歌ってください!!
いつかかるかは、わ
かりません!!

８月18日（土）
新ユニット SJQ
＋＋　六本木・
SuperDeluxe（終
了）
『versions vol.3
≪SPECIAL≫』
アサダがドラマーを
務める電子即興アン
サンブルSJQとメデ
ィアアーティスト
Kazzadrixのジョイン
トプロジェクト
「SJQ＋＋」。 今年
4月京都での反響を呼
んだ共演から継続プ
ロジェクトへ発展。
この日の出演陣は
MONJU (ISSUGI+仙
人掌+Mr.PUG)、空間
現代×石塚俊、
SJQ++などです。い
よいよSJQ++、東京
に参上！ぜひ見に来

かせていただきまし
た。どうぞご覧を。

【連載】雑誌「ソ
トコト」にて「コ
ミュニティ難民の
ススメ　ー表現と
仕事のハザマにあ
ることー」第18
回掲載。（新着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が2013年7
月5日発行の8月号よ
り開始。「コミュニ
ティ難民」という名
の僕の実体験にもと
づく人生コンセプト
について、毎月書き
下ろしていきますの
で、ぜひともご関心
を向けてくださいま
せ。

【連載】共同通信
社 「日常音楽☆
発掘宣言」 11月
18日から新潟日
報にて隔週掲載
（新着）
共同通信社での連載
『日常音楽☆発掘宣
言!!』の掲載第一号は
「新潟日報」から。
新潟日報では、
11/18（火）から始
まり隔週火曜で全６
本掲載予定です。

【新刊】『コミュ
ニティ難民のスス
メ　表現と仕事の
ハザマにあるこ
と』（木楽舎）
12月1日発売！
（11月21日から
各地イベントで先
行販売）（新着）

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/files/000177752.pdf
http://kofuart.net/?eid=60
https://www.sumai-machi-net.com/event/portal/event/31719
http://kofuart.net/?eid=60
http://www.facebook.com/events/316916475069773/
http://www.insec2.com/news/1824.html
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201501
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201501
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411


に研究という目線を
向ける輪島さんや、
それを組み合わせて
話芸をつくるアサダ
さんのお話をお聞き
します。「受け取る
もの」は「受け取る
もの」と決めつけて
しまってはいないで
しょうか？「受け取
るもの」を受け取っ
てから、さらに自分
自身の興味を反映さ
せることで「始ま
る」こともあるかも
しれません。歌謡曲
を軸にして、それぞ
れの観点から展開さ
せているお二人の対
話をお届けします。
（企画概要より抜
粋）

11月21日
（金）～11月25
日（火） 新刊
「コミュニティ難
民のススメ」先行
販売イベントツア
ー 名古屋・浜
松・甲府・猪苗
代・横浜（終了）

「現代に生きるクリ
エイティブな漂泊の
民＝コミュニティ難
民」について、思索
と実践を展開した新
作『コミュニティ難
民のススメ　ー表現
と仕事のハザマにあ
ることー』（木楽
舎）の12/1の全国一
斉発売に先駆けて、
各地で先行販売イベ
ントを開催！これま
でアサダがお世話に
なってきた多ジャン
ルの仲間たちと繰り
広げられる名古屋・
浜松・甲府・猪苗
代・横浜の５日間の
内容は以下の様にな
っています。ぜひお
越しくださいね。
アサダワタル著
「コミュニティ難
民のススメ」出版
記念パーティー in
名古屋　仕事に自
分をあわせるので
はなく、自分に仕
事をあわせるの
だ！ ー多面的なじ
ぶんの汽水域をみ
つめてみるじかん
ー
11月21日（金）＠愛
知名古屋 パルル
parlwr

「コミュニティ難
民のススメ」発刊
記念トークイベン

て下さい。

８月15日（水）
大阪・七墓各地
（終了）
『江戸時代の都市祭
礼「大阪七墓巡り」
を約130年ぶりに復
活～大阪の先人たち
とゲニウス・ロキ
（地霊）に捧げる
～』
大阪七墓巡り復活プ
ロジェクトにて、梅
田墓地のパフォーマ
ーとして参加しま
す。何をするかまだ
未定。お時間ある方
は七つすべて回って
みてください。僕は
15時頃の出演予定で
す。

８月11日（日）
お中元mixCD提
供　京都・元 高
尾小学校（終了）
『高尾小フェス』
京都府相楽郡南山城
村の旧高尾小学校を
使った、音楽・パフ
ォーマンス・映像・
美術のフェスティバ
ル。校舎内の教室で
の展示、放送設備で
のDJ、体育館や運動
場でライブのほか、
地元の方のフード出
店、服飾雑貨などの
フリーマーケットを
開催します。僕は会
場に参加できず、
mixCDの提供、すな
わちちょっと遅めの
お中元の形をとって
のパフォーマンスを
予定。共演は植野隆
司（テニスコーツ）
+梅田哲也、大城真、
オオルタイチなど多
数。

７月29日（日）
新ユニット SJQ
＋＋　京都・
Club
METRO（終了）
『patchware on
demand meets
night cruising』
アサダがドラマーを
務める電子即興アン
サンブルSJQとメデ
ィアクリエイター
Kazzadrixのジョイン
トプロジェクト
「SJQ＋＋」。 今年
4月京都での反響を呼
んだ共演から継続プ
ロジェクトへ発展。
その京都公演では、
演奏と映像が不可分
なアンサンブルとし
て形成された、真に
インタラクティブな
パフォーマンスを展
開。オーディエンス

彷徨って生きる、こ
れからの人生の歩き
方！「住み開き」か
ら、「コミュニティ
難民」へ。『コミュ
ニティ難民のススメ
　ー表現と仕事のハ
ザマにあることー』
（木楽舎）2014年
11月21日から各イベ
ント会場にて先行販
売！12月1日から
Amazon、全国の書
店にて販売開始！プ
ライベートな空間で
ある家に、パブリッ
クな機能を持たせる
住まい方(自分の蔵書
と書斎を、週末だけ
図書館として地域の
人に解放したり)を
「住み開き」という
言葉で切り取った、
アサダワタルが、今
回は「表現(≒プライ
ベート)」と「仕事(≒
パブリック)」の間を
彷徨って生きる、6人
の人生の歩き方をコ
ンパイル。自問自答
しながらも、枠組み
を飛び越え、楽しく
暮らす彼ら(と自分自
身)の生き方を、アサ
ダ氏は「コミュニテ
ィ難民」と名付け、
現代の新たな道標と
して描き出した意欲
作です。内田樹氏や
梅原猛氏らとの共著
でも知られる、宗教
学者・僧侶の釈徹宗
氏との対談も収録！
詳しくは特設ペー
ジ！

【連載】Webマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて「日常再
編集のための発明
ノート」連載中。
第24回更新（新
着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載。毎月
10日に更新。第24回
は最終回「日常再編
集。再見！！」おの
おのが各月のバック
ナンバーページから
探してもらえれば読
めますのでどうぞよ
ろしくです。

http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kikaku/intro/souzou/kouza.html#c
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411
http://kokucheese.com/event/index/231280/
https://www.super-deluxe.com/room/263/
http://www.facebook.com/events/461612367191858/
http://www.takaofes.com/
http://www.kotoami.org/menu/communan.html
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/


ト 「何屋さんなん
ですか？」とよく
聞かれる人たちに
ついて語り合おう
～“表現”的なお仕事
とコミュニティ～
11月22日（土）＠静
岡浜松 黒板とキッチ
ン

「コミュニティ難
民のススメ」発刊
イベント～コミュ
ニティ難民ってな
んだ？～
11月23日（日）＠山
梨甲府 Naturalia

アサダワタル著
『コミュニティ難
民のススメ 表現と
仕事のハザマにあ
ること』 出版記念
イベントinはじまり
の美術館
11月24日（祝・月）
＠福島猪苗代 はじま
りの美術館

『コミュニティ難
民のススメ』刊行
記念トーク＜横浜
編＞　アサダワタ
ル×岡本真　〈生き
る〉のなかで、全
てがボーダレスに
混じり合う〈働
く〉へ
11月25日（火）＠神
奈川横浜 さくら
WORKS関内

11月26日（水）
東京・日本大学理
工学部駿河台キャ
ンパス（終了）

日本大学桜門建築
会「オウケンカフ
ェ#16」
昨年度から開始され
た月１回のレクチャ
ーシリーズ「オウケ
ンカフェ」、今年度
も毎月末水曜日に開
催します。「オウケ
ンカフェ」と名付け
た場を開いてゲスト
を招き、ショートレ
クチャーによる話題
提供の後にみなさん
で語り合う。従来の
一方通行の硬いレク
チャーのイメージで
はなく、多くの人が
自由に発言できるよ
うな、柔らかい会を
目指します。（企画
概要より抜粋）11月
16日の第16回のゲス
トとして出演させて
いただきます。

から多大な賛辞を獲
得しました。今夏は
更なるヴァージョン
アップを図りながら
シリーズ・ライブを
予定。この日の出演
陣はw/surtek
collective(atom(tm),Senor
Coconut)/
COH(raster-
noton,mego) /AOKI
takamasa /
Marihiko Hara/
Rexikom / PsysEx
and more..です。

７月15日（日）
大阪・堺
pangea（終了）
『エキチカヘブ
ン'12』
芝居もあれば、音楽
もある。海の匂いが
して、初夏の音がす
る。そんなごちゃご
ちゃしたライブイベ
ント「エキチカヘブ
ン」に出演し、ドラ
ムとプレゼンと歌と
DJを混ぜた芸をしま
す（たぶん）。イベ
ントは7/14-15と二
日間ですがアサダは
15日にのみ出演予
定。

６月24日（日）
大阪・大阪七墓の
梅田墓地（終了）
【大阪七墓巡り復活
プロジェクト】第２
回トークセッション
＆公開ワークショッ
プ～梅田墓地編～
大阪七墓巡りのうち
のひとつ「梅田墓
地」にまつわる物語
を語り、その後、現
地に赴いて、８月１
５日の供養のパフォ
ーマンスにむけての
公開ワークショップ
を担当させていただ
きます。午後７時～
午後８時３０分　 西
成カマン！メディア
センターにてトーク
セッション「梅田墓
地のゲニウス・ロキ
（地霊）を語る」 午
後８時３０分～午後
９時　 梅田墓地跡へ
移動（大阪市営地下
鉄・動物園前駅→西
梅田駅） 午後９時～
午後１０時 梅田墓地
跡にて公開ワークシ
ョップ（結局のとこ
ろライブをします）
といった流れです。

6月16日（土）新
ユニット SJQ＋
＋　京都・京都造
形芸術大学内 京
都芸術劇場 春秋
座（終了）

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！1月２人目の
ゲスト 音楽家 　
大友良英さん。
（新着）
2013年の10月から
パーソナリティを担
当させてもらってい
る「Glow」。4月以
降も続き、時間帯が
変更。5分拡大され、
引き続き、文化×福祉
というテーマやアー
ル・ブリュットにつ
いてゲストを交えて
語っていきます。11
月ゲストの大友さん
と言えば、日本の先
鋭的な音楽活動を牽
引されてきた方であ
り、またNHKの連続
テレビ小説「あまち
ゃん」のテーマ曲な
どを担当されたりな
ど、本当に多彩な活
動をされているギタ
リスト、ターンテー
ブル奏者、作曲家、
プロデューサーの方
です。実は大友さん
はこの関西でも様々
な音楽的な場づくり
をプロデュースされ
ていて、中には「福
祉」という領域とも
繋がるとてもユニー
クな実践に関わって
らっしゃいます。今
日は大友さんの最近
のお仕事から関西で
のプロジェクトまで
時間の許す限りお送
り致します。この対
談は11月28日でお届
けします。

【連載】共同通信
社 「日常音楽☆
発掘宣言」 掲載
紙第一号は新潟日
報。11月18日か
ら隔週火曜日掲載
（新着）
11月10日より共同通
信社での連載「日常
音楽☆発掘宣言」が
６週（６本）に渡っ
て配信されます。ア

http://kokubantokitchen.wix.com/bbandk#!%E3%80%8C%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E9%9B%A3%E6%B0%91%E3%81%AE%E3%82%B9%E3%82%B9%E3%83%A1%E3%80%8D%E7%99%BA%E5%88%8A%E8%A8%98%E5%BF%B5%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88-%E3%80%8C%E4%BD%95%E5%B1%8B%E3%81%95%E3%82%93%E3%81%AA%E3%82%93%E3%81%A7%E3%81%99%E3%81%8B%EF%BC%9F%E3%80%8D%E3%81%A8%E3%82%88%E3%81%8F%E8%81%9E%E3%81%8B%E3%82%8C%E3%82%8B%E4%BA%BA%E3%81%9F%E3%81%A1%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6%E8%AA%9E%E3%82%8A%E5%90%88%E3%81%8A%E3%81%86-%EF%BD%9E%E2%80%9C%E8%A1%A8%E7%8F%BE%E2%80%9D%E7%9A%84%E3%81%AA%E3%81%8A%E4%BB%95%E4%BA%8B%E3%81%A8%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%EF%BD%9E/csrd/632F3696-40B0-4AD2-A469-B43A3121B59C
https://www.facebook.com/events/709982449085541/
https://www.facebook.com/events/1487939284806437/
https://www.facebook.com/events/1509869202605058/
http://kofuart.net/?eid=60
https://www.facebook.com/okenkai
http://www.metro.ne.jp/schedule/2012/07/29/index.html
http://www.metro.ne.jp/schedule/2012/07/29/index.html
http://www.metro.ne.jp/schedule/2012/07/29/index.html
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411


11月16日（日）
神戸・KIITO（終
了）

アートミーツケア
学会2014年度大
会・分科会E
「音楽をつかいこ
なすコミュニケー
ションプラットフ
ォームについて語
り合う」　　
学会の分科会にてセ
ッションをさせてい
ただきます。僕の研
究テーマをもとに、
音楽 ” に " 何ができ
るかではなく、音楽 "
で " 何ができるか。
その問いをベース
に、音楽を用いて日
常生活における他者
とのコミュニケーシ
ョンを創造的に捉え
直す可能性につい
て、本間直樹さん
（大阪大学文学部・
大学院文学研究科准
教授）、岩淵拓郎さ
ん（編集者・
mediapicnic 代表、
一般批評学会主宰）
と語り合います。

11月８日（土）
京都・Media
shop
garalliy（終了）

地方進化論２nd ～
地方都市からの挑
戦状～
【ゲスト】アサダワ
タル（日常編集家
「住み開き」提唱
者）／家入一真（連
続起業家　活動家）
／今井紀明（NPO法
人D×P　共同代表）
／片桐直哉（京都市
会議員　民主党）／
タナカユウヤ
（Tunagum.プロデュ
ーサー）／永田夏来
（兵庫教育大学助
教）／司会　植田元
気（京都アカデミッ
クスペース学森舎主
宰）【内　容】前回
好評だった地方進化
論シリーズ第二弾！
今回は「地方からの
挑戦状」と題して、
様々な分野で活躍さ
れているゲストをお
呼びして、働き方、
家族、教育、コミュ
ニティ、政治など地
方都市のライフスタ

『New Adventures
in Narratives,
Ecstasies』
アサダがドラマーを
務める電子即興アン
サンブルSJQとメデ
ィアクリエイター
Kazzadrixのジョイン
トプロジェクト
「SJQ＋＋」。 今年
4月京都での反響を呼
んだ共演から継続プ
ロジェクトへ発展。
その京都公演では、
演奏と映像が不可分
なアンサンブルとし
て形成された、真に
インタラクティブな
パフォーマンスを展
開。オーディエンス
から多大な賛辞を獲
得しました。今夏は
更なるヴァージョン
アップを図りながら
シリーズ・ライブを
予定。この日の出演
陣は
Typingmonkeys/SJQ++/
古舘 健/ON 02/で
す。

４月29日（土）
SJQ　京都・
UrBANGUID（終
了）
『GTSVL
Presents『POST』』
バンド GTSVL（ゲイ
ツビル）さんが、音
楽を中心に様々なジ
ャンルでオルタナテ
ィブな活動をするア
ーティストを招いて
不定期に開催するイ
ベント「POST」に
SJQが出演します。
各々のミュージシャ
ンが映像作家、また
は自作する映像との
コラボレーションに
よってライブ。出演
陣は空間現代、SJQ
× kezzardrix、
YPY+田窪直樹(Pulp
Pictures)、GTSVL ×
Hyslom、DJ 雷神で
す。

４月14日（土）
大阪・淀川文化創
造館Theater
Seven（終了）
名前はまだなゐ
presents　ワンマン
フェスティバル『ど
ぎゃんなっとんね
ん!?'12』
数年来の付き合いの
ある劇作家兼役者 杉
田真吾くん率いる
「名前はまだなゐ」
のイベントにソロで
のライブとトークで
出演することになり
ました。とても久し
ぶりに会う人たちが
多いことでしょう。

サダのミュージシャ
ンらしからぬヘンテ
コな音楽活動（借り
パクとかカラオケデ
ィスコとか高知の小
学校のコピーバンド
のWSとか）を「日常
音楽」という切り口
で紹介。ネット記事
ではなく、全国各地
の地方紙の連載欄に
掲載される予定なん
ですが、いつの段階
でどの新聞さんが掲
載してくれるかって
いうのが共同通信社
さんでもわからんと
いうこともあって、
ぜひ！各地の皆さん
「載ってたで！」と
いう情報がありまし
たらFBなりTwitterな
りで拡散して教えて
もらえればうれしい
です。どうぞお楽し
みください。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！11月1人目の
ゲスト 映画監督
　坂上香さん。
（新着）
2013年の10月から
パーソナリティを担
当させてもらってい
る「Glow」。4月以
降も続き、時間帯が
変更。5分拡大され、
引き続き、文化×福祉
というテーマやアー
ル・ブリュットにつ
いてゲストを交えて
語っていきます。11
月ゲストの坂上さん
は、アメリカの終身
刑・無期刑受刑者を
追った映画「Lifers
ライファーズ　終身
刑を超えて」で知ら
れているドキュメン
タリー映画監督で
す。そんな彼女が、8
年という長期間取り
組んできた最新作
「トークバック　女
たちのシアター」を
2014年に発表。この
映画のテーマは「表
現」と「人の変容」
です。米国カリフォ
ルニアのサンフラン
シスコを舞台に、HIV
陽性者、元受刑者、
薬物依存の女性たち
が演劇を通して、自
らの人生を取り戻し
ていくドキュメンタ

http://kofuart.net/?eid=60
http://popo.or.jp/artmeetscare/news/2014/09/2014-1.html
http://kofuart.net/?eid=60
http://blog.gtsvl.com/
http://namaehamadanahi.com/%E3%81%A9%E3%81%8E%E3%82%83%E3%82%93%E3%81%AA%E3%81%A3%E3%81%A8%E3%82%93%E3%81%AD%E3%82%93.html
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html


イルはこれからどう
変わって行くのか？
人口減少が進む地方
都市に山積する様々
な課題に、どう立ち
向かっていけばいい
のか？について徹底
討論します！（企画
概要より抜粋）

11月4日（火）
大阪・総合生涯学
習センター（終
了）

大阪市生涯学習ま
ちづくり市民大学
（いちょうカレッ
ジ）
まちの魅力を知りた
い。　まちの課題を
解決したい。 　自分
のできることからは
じめたい。「いちょ
うカレッジ」は、そ
んな人とこれからの
「まちづくり」を一
緒に考えます。（企
画概要より抜粋）11
月4日に「住み開きか
ら見えてくること
　～無理なく自己表
現し、少しずつ他者
とつながる楽しさに
ついて～」というテ
ーマで講演させてい
ただきます。

10月31日（金）
東京・
3331ArtsChiyoda（終
了）

HEAD建築大学第
二回シンポジウム
　～みんなと考え
る、これからの建
築と教育～
「建築」にまつわる
シンポジウムにお招
きいただきました。
「建築と社会の間の
領域の方々」という
ことで、これから
「建築」に専門的に
関わりのない、興味
のない方々にも、実
は日常生活に欠かせ
ない、誰にとっても
実は関わりのある建
築について大切なこ
とをどのように伝え
ていくか。主に「住
み開き」の事例から
入りつつ、空間に与
える「時間」を考え
創ってきた立場で語

３月30日（金）
大阪・コーポ北加
賀屋（終了）
『think,sort,thought』
雑誌「inter/Fhase」
さんの祝出版も兼ね
てのイベントで大友
良英さん、見汐麻衣
(埋火)さんと共演。僕
はもぐらが一周する
まで（佐藤亘くん）
とのユニット「私が
想像する棚」にて大
友さんたちと思い出
レコード談義をしつ
つ、ソロでもライブ
します。当日大友さ
んは「プロジェクト
FUKUSHIMA! 」の
お話もされる模様。
ユースト中継、料理
出展もありと盛りだ
くさんのライブにな
りそうですね。

３月20日（火・
祝）SJQ　大阪・
本町Nuooh（終
了）
『water fai
presents「Heart
Core Party
vol.8」』
SJQ今年初の大阪で
のライブが決定で
す。関西発のバンド
water faiが主催する
シリーズイベント
「Heart Core
Party」。with:パト
ロールマン（トオヤ
マタケオ×ワタン
ベ）/akamar22!＋松
永ケイゴ / water fai
DJ DODDODO / DJ
SAN FRANCISCO
a.k.a 和田晋侍/DJ
YPY

３月10日
（土）～３月25
日（日）SJQ　京
都・AIR南山城村
青い家（終了）
『SJQ - 南山城村青
い家インスタレーシ
ョン』
先日レコーディング
に使わせて頂いたAIR
南山城村青い家に
て、青い家のために
レコーディング／ミ
ックスした曲を家中
に鳴らしています。
SJQ初のサウンドイ
ンスタレーション作
品と南山城村の茶畑
を存分にお楽しみ
を。車じゃないとい
けないよ！
日時：2012年3月10
日（土）～25日
（日）12:00-17:00
　場所：AIR南山城村
青い家　料金：無料
　同時開催：小橋陽
介個展「こばしの
図」

リー映画は、いま国
内でとても大きな反
響を呼んでいます。
今日は、坂上さんと
ともに、社会の中で
常識や多数派という
境界を超えてしまっ
た人たちが「表現」
を味方に生き抜く在
り様について語りあ
います。この対談は
11月14日と11月21
日の二週でお届けし
ます。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ「大友
良英のJAMJAM
ラジオ」11月14
日 に出演！（新
着）
11月14日（金）深夜
24時半！、KBS京都
さんの「大友良英の
JAMJAMラジオ 」に
出演させてもらいま
す～。大友さんとは
実に２年半ぶりの再
会で、以前からこの
番組に出てよとお声
かけいただいていた
のだけど、大友さん
がある時期から激務
に突入し日程がまっ
たくあわず！それで
同局の僕の番組
（「Glow」）に出て
もらいたいなぁと思
ってお声かけしたら
「じゃあJAMJAMに
も！」と交換出演が
実現！大友さんに新
刊の宣伝をさせても
らいながら、SjQのセ
カンドアルバムより
１曲まるまんまかけ
させてもらい、大阪
のあれこれの話な
ど。ぜひ聴いてくだ
さい。

【連載】共同通信
社 「日常音楽☆
発掘宣言」 11月
10日から全国地
方紙にて随時掲載
（新着）
11月10日より共同通
信社での連載「日常
音楽☆発掘宣言」が
６週（６本）に渡っ
て配信されます。ア

https://www.facebook.com/events/644653592299491/
http://kofuart.net/?eid=60
http://osakademanabu.com/umeda/?p=7617
http://kofuart.net/?eid=60
http://us-it.org/?p=541
http://nuooh.com/2012/02/28/heart-core-party-vol-8/
http://galleryden-mym.com/access.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/jam/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201411


ります。

10月28日（火）
大阪・大阪経済大
学（終了 ※非公
開）

大阪経済大学にて
「文化産業論」（音
楽産業）と「アート
マネジメント実習」
の２コマのゲスト講
師としてお声かけい
ただきました。かつ
て立命館大学では文
化経済論、神戸女学
院ではキャリアデザ
インの一環でアート
マネジメント演習を
担当していたので久
しぶりの登壇。学生
さんと色々と交流で
きればと思います。

９月13日（土）
山梨・甲府市民会
館 大会議室（終
了）

こうふのまちの芸
術祭2014オープニ
ングイベント『甲
州緊急ミーティン
グ』
こうふのまちの芸術
祭2014の開催まであ
と少しとなりまし
た。今回はオープニ
ングイベントとなる
甲州緊急ミーティン
グについて告知させ
ていただきます。一
昨年まで行っていた
甲州緊急ミーティン
グの復活です。今回
はテーマを『お金と
地域』とし、金融の
領域から地域に何が
出来るのか、地域に
とってのお金という
ものを考え、山梨、
そして甲府のこれか
らを考えて行きたい
と思います。（企画
概要より抜粋）

９月６日（土）
福島・はじまりの
美術館（終了）

３月18日（日）
　WOWWOW放
送 石井裕也監督
映画「エンドロー
ル～伝説の父～」
ドラム演奏参加

第4回WOWOWシナ
リオ大賞受賞作 石井
裕也監督映画「エン
ドロール～伝説の父
～」。 音楽家 渡邊崇
さんプロデュースの
もと、ドラム演奏で
参加させていただき
ました。WOWWOW
プライムにて22時放
送予定です。

３月14日　SJQ
も参加する「V.A
/ CASIOTONE
OMPILATION
4」リリース

『V.A /
CASIOTONE
OMPILATION 4』
多彩な活動で知られ
る音楽家 asunaさん
が監修したユニーク
なコンピレーション
シングルCDがまもな
くaotoaoレーベルよ
りリリース。参加ア
ーティストは全22
組。カシオトーン音
源ならではのSJQの
アンサンブルをお聴
きください。

2月２３日（金）
SJQ　オランダ・
アムステルダム
Paradiso（終
了）
アートフェスティバ
ル「sonic Acts」に
て、SJQ×島田量平
(映像作家)の作品
『GARDEN』 が上映
SJQと映像作家・島
田量平氏とのコラボ
レーション作品
[garden]が、 オラン
ダ・アムステルダム
で開催されるアー
ト・フェスティバル
[Sonic Acts] にて上
映決定しました！ 同
イベントのプログラ
ム[Beyond Time]内
で公開されます。

2月17日（金）東

サダのミュージシャ
ンらしからぬヘンテ
コな音楽活動（借り
パクとかカラオケデ
ィスコとか高知の小
学校のコピーバンド
のWSとか）を「日常
音楽」という切り口
で紹介。ネット記事
ではなく、全国各地
の地方紙の連載欄に
掲載される予定なん
ですが、いつの段階
でどの新聞さんが掲
載してくれるかって
いうのが共同通信社
さんでもわからんと
いうこともあって、
ぜひ！各地の皆さん
「載ってたで！」と
いう情報がありまし
たらFBなりTwitterな
りで拡散して教えて
もらえればうれしい
です。どうぞお楽し
みください。

【連載】雑誌「ソ
トコト」にて「コ
ミュニティ難民の
ススメ　ー表現と
仕事のハザマにあ
ることー」第1７
回掲載。（新着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が2013年7
月5日発行の8月号よ
り開始。「コミュニ
ティ難民」という名
の僕の実体験にもと
づく人生コンセプト
について、毎月書き
下ろしていきますの
で、ぜひともご関心
を向けてくださいま
せ。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！10月２人目
のゲスト 打楽器
奏者・相愛大学教

https://www.facebook.com/events/1488905288062543/
http://kofuart.net/?eid=60
http://kofuart.net/?eid=60
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http://hajimari-ac.com/news/detail/3185.php
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「美術館にできる
こと、美術館だか
らできること」
近所にできた美術館
をみんなではじめる
フォーラム 第２弾！
「美術館でできるこ
と、美術館だからで
きること」を開催致
します。猪苗代には
じまりの美術館がで
きて３カ月。美術館
の挑戦ははじまった
ばかりです。美術館
でできること、美術
館だからできること
をもっと考えましょ
う。／【第一部】１
６：００～１７：２
０　美術館でこびる
しよう！　はじまり
の美術館にカフェを
ひらこう　ゲスト：
Eat&Art TARO（ア
ーティスト）、アサ
ダワタル（日常編集
家）、諏訪慎弥（猪
苗代町民）、司会：
岡部兼芳（はじまり
の美術館 館長）／
【第二部】１７：３
０～１９：００　美
術館はいろいろな考
え方に出会える場所
　ゲスト：日比野克
彦（アーティスト/東
京藝術大学美術学部
先端芸術表現科 教
授）、佐久間啓（愛
育園理事長）、司
会：森司（東京アー
トポイント計画ディ
レクター）
企画概要より抜粋）

９月５日（金）
京都・中京区役所
４階 大会議室
（終了）

「中京マチビト
Café“学びと共鳴
編”「マチビト×ま
ちの居場所」」
この度，中京区で
は，人々の交流の拠
点となる「まちの居
場所」について学び
合う場として，中京
マチビト Café“学び
と共鳴編”「マチビト
×まちの居場所」を開
催しますので，お知
らせします。／１ 日
時 平成２６年９月５
日（金）午後７時～
午後９時半（午後６
時開場）／２ 場所 中
京区役所４階 大会議
室／３ 内容 （1）講
演「都市の中の場づ
くり」ゲストスピー
カー アサダワタル氏
（2）「まちの居場
所」をテーマにワー

京・渋谷（終了）
「あなたの音楽を拝
聴します」
津田塾大学ソーシャ
ル・メディア・セン
ター主催企画で音楽
にまつわるワークシ
ョップ講師を担当し
ます。

2月12日（日）
SJQ　神戸・元町
space
eauuu（終了）
サウンドアーティス
トASUNA氏主宰レー
ベルao to aoのリリ
ースパーティにSJQ
で出演します！共演
はASUNA / TEST
PATTERN TRILL

2月5日（日）東
京・渋谷 渋家
（シブハウス）
（終了）
『日常再編集のため
の報奏　住み開きの
現場にて』
～「住み開き 家から
始めるコミュニテ
ィ」出版記念企画 in
東京～
日常からちょっとし
たひらめきから生み
出された雑多なソー
シャルコンセプトの
メモ書きを“スコア”に
して弾き歌い、演り
語ります。共演は、
映画ショー『プリミ
恥部な世界』や宇宙
マッサージでも話題
のプリミ恥部（白井
剛史）さん。現場は
住み開き本でも取材
した表現型シェアハ
ウス 渋家。住人の齋
藤桂太さん、としく
にさんとのトークな
ど、そしてトーク
BGM演奏として中川
裕貴（from N.O.N）
によるチェロ演奏な
ど。

1月29日（日）大
阪・神崎川
navelcafe（終
了）
『日常再編集のため
の報奏　住み開きの
現場にて』
～「住み開き 家から
始めるコミュニテ
ィ」出版記念企画 in
大阪～
日常からちょっとし
たひらめきから生み
出された雑多なソー
シャルコンセプトの
メモ書きを“スコア”に
して弾き歌い、演り
語ります。住み開き
本でも取材したnavel
cafe。ご主人の伊藤
広志さんに対する公

授 　中谷満さ
ん。（新着）
2013年の10月から
パーソナリティを担
当させてもらってい
る「Glow」。4月以
降も続き、時間帯が
変更。5分拡大され、
引き続き、文化×福祉
というテーマやアー
ル・ブリュットにつ
いてゲストを交えて
語っていきます。10
月ゲストの中谷さん
は、打楽器奏者とし
てこれまで様々な楽
団でご活躍され、現
在は相愛大学教授と
して後進の育成にも
力を注いでいます。
そんな中谷さんが、
この１０数年ずっと
関わってこられた取
り組み、それが糸賀
一雄記念賞音楽祭。
今日は改めて中谷さ
んとともに「障害と
音楽」というテーマ
を語ってゆきたいと
思います。この対談
は10月31日と11月
７日の二週でお届け
します。

【連載】Webマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて「日常再
編集のための発明
ノート」連載中。
第23回更新（新
着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載。毎月
10日に更新。第23回
は「「長蛇の列の穴
開け行為」を「文
化」として捉える」
おのおのが各月のバ
ックナンバーページ
から探してもらえれ
ば読めますのでどう
ぞよろしくです。

【誌上対談】みず
ほ総研機関誌
『Fole』にて僧
侶・宗教学者 釈
徹宗氏と対談
。（新着）
みずほ総合研究所の
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ルドカフェ形式で対
話　 ☆個人，地域，
NPO，企業など，ま
ちの居場所づくりを
されている方々も集
います！（企画概要
より抜粋）

７月20日（日）
東京・東京文化発
信プロジェクト
ROOM302（終
了）

「思考と技術と対
話の学校」
社会のさまざまな場
面で立ち上がってい
るアートプロジェク
トの現場。そこでは
今ある行政や経済の
枠組みとは別の発想
で、地域で起こって
いることに向き合
い、何ができるかを
考え、企画をかたち
にする力が求められ
ています。社会的な
課題を「思考」する
こと、現場をつくる
ための「技術」を知
ること、問題意識を
共有する人たちと出
会い「対話」をする
こと――。Tokyo
Art Research
Lab「思考と技術と
対話の学校」は、ア
ートプロジェクトを
動かす人がこれらの
力を身につけるため
の学校として開校し
ます。（企画概要よ
り抜粋）

6月10日（日）
東京・KnupAA
gallery（終了）
「ホトリ二展　関
連トーク第１夜　
『聞く人に、聞
く』」
山梨県山中湖のとっ
ても素晴らしき民宿
「ホトリニテ」が東
京で展覧会をするそ
う。その関連イベン
トにお呼ばれしまし
た。↓↓
人という秘境に、身
一つ。かろやかに、
また自然体に冒険す
るお三方。今回は、
インタビューの技術
や方法論などは置い
といて。普段は聞く
側に回る方々にあえ
て「あの秘境」を聞
いてみようと思いま
す。
・アサダワタル（日
常編集家／DJ話芸家
元／コミュニティ難

開インタビュー、あ
と、あなた伊藤さん
の自宅CD棚探訪リス
ニングコーナーなど
を予定。

1月14日（日）山
梨・山中湖ホトリ
ニテ（終了）
『出演者&おもてなし
スタッフ総勢約１０
０人 ホトリニテ大
PartY 「ハップニン
グ」』
山梨の友人 高村直喜
氏が運営する旅館で
のごちゃ混ぜ表現パ
ーティーにておそら
く司会なりライブな
り。本も売ります。

【過去の音楽・ライ
ブ一覧はこちら】

定例刊行物『Fole』
のコーナー「対談 釈
徹宗の「だから世間
は面白い」」にて、
釈先生と「成熟ニッ
ポンを、「住み開
き」で変えよう」と
いうテーマで対談さ
せていただきまし
た。

【テレビ】10月5
日　NHK総合
『サキどり』に
「住み開き」提唱
者として出演。
（新着）
NHK総合『サキド
リ』に「住み開き」
提唱者として出演し
ました。書籍でも紹
介させていただいた
梅山くんの二畳大学
や僕の故郷 泉北ニュ
ータウンのスコー
レ、少女漫画館さん
などもご出演されて
います。番組サイト
でレポートがアップ
されてますのでどう
ぞご覧くださいね。

【連載】雑誌「ソ
トコト」にて「コ
ミュニティ難民の
ススメ　ー表現と
仕事のハザマにあ
ることー」第1６
回掲載。（新着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が2013年7
月5日発行の8月号よ
り開始。「コミュニ
ティ難民」という名
の僕の実体験にもと
づく人生コンセプト
について、毎月書き
下ろしていきますの
で、ぜひともご関心
を向けてくださいま
せ。
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民）・小倉ヒラク
（合同会社＋＋（た
すたす）共同代表社
員／地営業者）・加
藤将太（編集者／
CONTRAST編集部）
（企画概要より抜
粋）

6月8日（日） 東
京・合同会社＋＋
オフィス（終了）
「コミュニティ難
民～～分野ノマデ
ィズム、あるいは
マルチプルアイデ
ンティティな、し
かも表現埋め込み
系の生き方・働き
方について語る～
」
ソトコトで連載中、
かつ単著執筆中のテ
ーマ「コミュニティ
難民」について、デ
ザイナーのふりをし
た学者の小倉ヒラク
くんと、きっかけ
屋・一級建築士のい
しまるあきこさんと
語り合います！以下
は企画概要から。
↓↓
こんにちは、合同会
社＋＋の小倉ヒラク
です。今度、友人の
アサダワタルくんが
新著を出すそうで
す。その名も「コミ
ュニティ難民のスス
メ」。「コミュニテ
ィ難民」って何ぞ
や？って話ですよ
ね。一応僕の理解で
いうと「ある分野の
本質をヘンな角度か
ら見つめるあまり、
その分野からはみ出
てしまい、特定の肩
書を持たない宙吊り
の状態のまま社会で
活躍している人」と
いうことになりま
す。（詳しくは雑誌
ソトコトの連載か、
http://yrecord.exblog.jp/16007368/
を参照）。なんで唐
突にそんな話をする
のかというと。実
は、僕も「コミュニ
ティ難民」として本
のインタビューを受
けたんですね。で、
インタビューに答え
ながら、「コミュニ
ティ難民って、そも
そも何？」「ていう
か、なんでアサダく
んはそんなことに興
味を持つの？」「そ
もそも、コミュニテ
ィ難民ってアサダく
んのことでしょ！」
と、突っ込んで聞い
てみたいことがたく
さんありました。と
いうことで、今度は
僕のほうからアサダ
くんにインタビュー
します。しかも公開
インタビューという

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！10月ゲスト
僧侶・宗教学者
　釈徹宗さん。
（新着）
2013年の10月から
パーソナリティを担
当させてもらってい
る「Glow」。4月以
降も続き、時間帯が
変更。5分拡大され、
引き続き、文化×福祉
というテーマやアー
ル・ブリュットにつ
いてゲストを交えて
語っていきます。9月
ゲストの釈さんは、
大阪の浄土真宗本願
寺派如来寺住職、相
愛大学人文学部でも
教鞭をとられなが
ら、認知症高齢者の
ためのグループホー
ム「むつみ庵」も運
営されておられま
す。また落語や映画
など、様々な芸能文
化に関する執筆もさ
れていることから、
今日は改めて釈さん
とともに「老いと表
現」というテーマを
語ってゆきたいと思
います。この対談は
10月17日と24日の
二週でお届けしま
す。

【連載】Webマ
ガジン「マガジン
航」にて「本屋は
ブギーバック」第
６回掲載。「未来
の図書館」を試し
につくってみる
（新着）
本と出版の未来を考
えるWebマガジン
「マガジン航」にて
連載中の「本屋はブ
ギーバック」。
2014年5月上旬に公
開した第６回は
「「未来の図書館」
を試しにつくってみ
る」。2014年５月に
奈良県立図書情報館
で開催された「佐保
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かたちで。そしても
うひとり。同じく
「コミュニティ難
民」であり「建てな
い建築家」であり、
アサダくんと僕の共
通の知人であるいし
まるあきこさんを登
壇者に迎え、液状化
はなはだしい現代社
会をステルス飛行す
る「特定の肩書を持
たない謎の芸能者」
的な生きかた・働き
方についてしゃべり
倒してみたいと思っ
ています。……とよ
くわからないイベン
ト紹介文になりまし
たが、何かピンと来
る特殊なアンテナを
お持ちの方は、ぜひ
ご参加くださいま
せ。（企画概要より
抜粋）

５月25日（日）
奈良・奈良県立図
書情報館（終了）

「佐保川の春 音楽
の日 佐保川ラジオ
－未来の図書館の
ためのメディア・
プログラム 」
いろんな人が集っ
て、新しいコンテン
ツとコンテクストが
生まれて、発信され
て、同時にアーカイ
ブされていく。そん
な新しい図書館のあ
り方を探るために、
奈良県立図書情報館
で1日だけのラジオ局
を開局します。特設
の公開スタジオか
ら、音楽ライブから
トークまでさまざま
なプログラムを発信
します。（企画概要
より転載）←かなり
豪華面子な企画です
よ。アサダは17時半
からの「日没討論　
未来の図書館につい
てみんなで考える」
にて司会をさせてい
ただきます。

５月24日（土）
大阪・
FLOAT（終了）
「無職・イン・レ
ジデンス VS コミ
ュニティ難民～別
に対決じゃなくて
も僕はアサダさん
と話したかった
～」
タカハシ 'タカカーン'
セイジ君という友人
が、考えている構想

川ラジオ ―未来の図
書館のためのメディ
アプログラム
2014―」をもとにし
た論考。

【連載】Webマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて「日常再
編集のための発明
ノート」連載中。
第22回更新（新
着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載。毎月
10日に更新。第22回
は「「掻くこと」か
ら立ち上がる新風
景」おのおのが各月
のバックナンバーペ
ージから探してもら
えれば読めますので
どうぞよろしくで
す。

【連載】雑誌「ソ
トコト」にて「コ
ミュニティ難民の
ススメ　ー表現と
仕事のハザマにあ
ることー」第15
回掲載。（新着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が2013年7
月5日発行の8月号よ
り開始。「コミュニ
ティ難民」という名
の僕の実体験にもと
づく人生コンセプト
について、毎月書き
下ろしていきますの
で、ぜひともご関心
を向けてくださいま
せ。

http://now-events.net/jp/page/229907
http://www.kotoami.org/_src/sc337/140525_sahogawa_fryer_0.jpg
http://www.library.pref.nara.jp/event/1150
http://www.dotbook.jp/magazine-k/boogieback_06/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201410
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201410


「無職・イン・レジ
デンス」。これを整
理する意味も込めて
彼の対談者を務める
ことになりました。
司会は南森町の古本
屋メガネヤ店主 市川
ヨウヘイ君。どうぞ
気軽にお越し下さ
い。

５月15日（水）
大阪・メビック扇
町（終了）
「クリエイティブ
サロン Vol.39 アサ
ダワタル氏　日常
を編集しながら　
生きること　働く
こと」
日常再編集（にちじ
ょうさいへんしゅ
う）とは、まずわた
したちの目の前にあ
る日常風景・状況を
整理することです。
次に自らの関心を引
き出し、その関心を
表現（他者に伝える
ための創造的な媒体
――文章、映像、音
楽、写真、ウェブ、
イベント企画、プロ
ジェクトetc...）へと
編集しなおす行為で
す。このトークで
は、日常に横たわる
わたしたちのさまざ
まな役割 ー仕事、学
業、家事、趣味ー、
またその役割を演じ
るべく所属するコミ
ュニティや分野、そ
れらの在り方や各々
の関係性を再編集
し、この世の中を、
より面白くかつ生き
やすい状況に変える
ための活動を、アサ
ダの実践を通じてお
話します。（企画概
要より転載）←アサ
ダの単独レクチャー
です。

改めて2014年度
もよろしくお願い
いたします。（終
了）
2013年度も方々で
大変お世話になり
ました。4月現在は
しばらく執筆モー
ドで籠る日々が続
いておりますが、5
月以降に、5月15
日に講演＠大阪・
扇町mebic、24日
にトークイベント
出演＠大阪・
FLOAT、25日にト
ークイベント出演
＠奈良県立図書情
報館、6月8日にト
ークイベント出演
＠東京・三鷹の＋
＋（たすたす）オ
フィスと、ぼちぼ
ち出没します。また

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！9月ゲスト 民
俗研究者・社会福
祉士 六車由実さ
ん。（新着）
2013年の10月から
パーソナリティを担
当させてもらってい
る「Glow」。4月以
降も続き、時間帯が
変更。5分拡大され、
引き続き、文化×福祉
というテーマやアー
ル・ブリュットにつ
いてゲストを交えて
語っていきます。9月
ゲストは「介護民俗
学」を提唱されてい
る、社会福祉士で民
俗学者の六車由実さ
ん。今年１月に奈良
で対談させていただ
いて以来の再開でト
ークをさせていただ
きました。9月の前半
２週（9/5、9/12）
はアサダとの対談、
後半２週（9/19、
9/26）は六車さんの
職場である静岡県沼
津市のデイサービス
センター「すまいる
ほーむ」での現場レ
ポートをお届けしま
す。

【連載】Webマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて「日常再
編集のための発明
ノート」連載中。
第21回更新（新
着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載。毎月
10日に更新。第21回
は「「他人様の非日
常性を拝借する働き
方」について考え
る」おのおのが各月
のバックナンバーペ
ージから探してもら
えれば読めますので
どうぞよろしくで
す。

http://float.chochopin.net/event.php?day=20140524
http://www.mebic.com/event/4525.html
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/


ぜひHPの更新を心
待ちくださいね。

３月28日（金）
京都・HAPS（終
了）
「本を使ってなに
しよ！？　中川和
彦（スタンダード
ブックストア社
長）× 陸奥賢（コ
モンズデザイナ
ー）」
京都HAPSというア
ートスペースで開催
される
「OurSchool」のア
ドバイザーを務めさ
せていただいている
一環で以下の企画を
開催します！→皆さ
ん最近、本って読ん
でますか？ 書店や図
書館に行けば大量の
本が並べられてい
て、立ち読みもでき
るし、買うことも、
借りることもできま
すよね。でも、今日
は本を一人で読んだ
り、所有したり、使
ったり（枕とか？何
かの台にしたり？）
するのではなく、本
を共有しながら色ん
な人とごちゃごちゃ
交じり合うそんな“遊
び”について、実際や
ってみたり、話して
みたりしたいと思い
ます。ゲストには、
大阪でいま面白いコ
ミュニケーションが
発生しまくっている
書店「スタンダード
ブックストア（心斎
橋、梅田に続き、阿
倍野店もオープ
ン！）」の社長 中川
和彦さん、そして、
「直観讀みブックマ
ーカー」「まわしよ
み新聞」など、本や
活字メディアを使っ
た謎のワークショッ
プをやりまくってい
るコモンズデザイナ
ーの陸奥賢さんをお
招きして開催。大阪
の二人が、ここ京都
で本の話をしちゃい
ます。ぜひとも、遊
びにきてください。
（企画概要より転
載）

３月21日（祝・
金） 滋賀・じゅ
らくの里研修室
（終了）
アール・ブリュッ
ト講演会およびア
トリエ見学会
美術や音楽の視点か
ら考える福祉やコミ
ュニティの話をさせ
ていただきます。→
いま、国内外で「ア
ール・ブリュット」
が注目されていま

書籍『THE RISE
of SHARING
―FOURTH-
STAFE
CONSUMER
SOCIETY IN
JAPAN by
MIURA
ATSUSHI』発
刊。「住み開き」
テキストの翻訳出
版。
2012年に発刊された
三浦展さんの書籍
『第四の消費』（朝
日新書）が公益財団
法人国際文化会館よ
り出版されました。
三浦さんとアサダの
対談原稿をアサダの
原稿としてリライト
し、英訳されて掲載
されてます。「住み
開き」が海外でどう
いう風に受け取られ
るのか非常に楽しみ
です。刊行された本
は、長銀国際ライブ
ラリー叢書 No. 35
として、内外の大学
図書館、研究所、公
共図書館、文化施
設、在外公館など
へ、無償配布が完了
していますが、ご関
心ある方は以下にお
問い合わせくださ
い。

【連載】雑誌「ソ
トコト」にて「コ
ミュニティ難民の
ススメ　ー表現と
仕事のハザマにあ
ることー」第14
回掲載。（新着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が2013年7
月5日発行の8月号よ
り開始。「コミュニ
ティ難民」という名
の僕の実体験にもと
づく人生コンセプト
について、毎月書き

http://haps-kyoto.com/ai1ec_event/asada_03/?instance_id=
http://www.i-house.or.jp/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201409


す。本年３月29日に
生誕100年を迎える
障がい者福祉の父、
糸賀一雄氏をはじめ
とする先人の精神を
受け継ぐ湖南市に
は、福祉施設を中心
に、この「アール・
ブリュット」作品の
制作現場が多数あり
ます。身近な芸術
「アール・ブリュッ
ト」について、話を
聴いたり、作品をじ
っくりと観たり、そ
して、そんな作品が
生まれる現場に、あ
なたも立ち会ってみ
ませんか？ （企画概
要より転載）

３月17日（月）
滋賀・草津市立ま
ちづくりセンター
（終了）
「美の滋賀」づく
りを振り返りつ
つ、滋賀のアート
と生活文化の未来
を語りあう会
「美の滋賀」地域づ
くりモデル事業コー
ディネーターとして
出演します。→滋賀
県では、県内の活動
団体9団体に委託し
て、それぞれの持ち
味を生かして、主体
的に、美術や暮ら
し・生活文化の中に
ある美の資源を育て
たり、発信したりす
ることにより、「美
の滋賀」の土壌とな
る、多様で持続的な
人のつながりの形成
や魅力ある地域づく
りを進めるモデル事
業を実施していま
す。このたび、これ
ら9団体が今年度の事
業成果を発表すると
ともに、この内容を
踏まえて、美術や暮
らし・生活文化の中
にある美を通した人
と人、人と地域のつ
ながりの形成や地域
づくりについて語り
あう会を下記のとお
り開催しますのでお
知らせします。（企
画概要より転載）

３月14日（金）
京都・HAPS（終
了）
「佐々木敦さんと
語る「音楽を使い
こなすコミュニケ
ーションプラット
フォーム」　ー例
えば「DJ話芸」
「借りパク音楽」
についてー」
京都HAPSというア
ートスペースで開催
される
「OurSchool」のア

下ろしていきますの
で、ぜひともご関心
を向けてくださいま
せ。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！8月ゲスト 美
術作家 成安造形
大学名誉教授 今
井祝雄さん。（新
着）
2013年の10月から
パーソナリティを担
当させてもらってい
る「Glow」。4月以
降も続き、時間帯が
変更。5分拡大され、
引き続き、文化×福祉
というテーマやアー
ル・ブリュットにつ
いてゲストを交えて
語っていきます。８
月ゲストは長年先鋭
的な現代美術作品を
発表し続け、アー
ル・ブリュットにも
造詣が深い、美術作
家で成安造形大学名
誉教授の今井祝雄さ
ん。8月の前半２週
（8/8、8/15）はス
タジオトーク、後半
２週（8/22、
8/29）はボーダレ
ス・アートミュージ
アムNO-MAで開催さ
れる「快走老人録
２」の現場レポート
をお届けします。

【連載】Webマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて「日常再
編集のための発明
ノート」連載中。
第20回更新（新
着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載。毎月
10日に更新。第20回
は「美容院美術館が
各地で生まれる未
来」おのおのが各月
のバックナンバーペ

http://www.city.konan.shiga.jp/cgi/info.php?ZID=17768
http://www.pref.shiga.lg.jp/kakuka/a/kikaku/binoshiga/binoshigazukuri/binoshigamoderujigyou/binosigamoderujigyou/seikahappyoukatariaukai.html
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201409
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/


ドバイザーを務めさ
せていただいている
一環で以下の企画を
開催します！→難し
いタイトルをつけて
すいません。問題提
起者のアサダワタル
は、いわゆるバンド
マンとして長年いく
つかのバンド（越後
屋、SjQ、ニーハ
オ！、HOSOMEな
ど）でドラムを叩い
たり、ソロで弾き語
り（大和川レコー
ド）したり、映画や
CMの演奏の仕事させ
てもらったりとなん
とか音楽活動をやっ
てきました。
それで、自分が音楽
以外のこと、スペー
ス運営や執筆などに
関わる中で、だいぶ
音楽に対するアプロ
ーチがここ数年で変
わってきて、
最近は音楽を使った
色んな「遊び」を発
明しては様々な現
場、小学校とか福祉
施設とか図書館とか
現代美術の画廊とか
で沢山の人と
一緒に実験するみた
いなことをやってい
るんです。
例えば、借りたまま
返せなくなったCDと
そのエピソードをみ
んなに持ち寄っても
らって某レコードシ
ョップのようにポッ
プをつけて試聴機に
かけて期間限定のお
店みたいなことした
り、みんなで「借り
パクコンピレーショ
ンCD」を作ったり。
小学校の子どもたち
に、親や先生に対し
て子ども時代に好き
だった曲のインタビ
ューをしてもらって
それを元に選曲して
地域でコピーバンド
やカラオケ大会を開
いたり。カラオケボ
ックスSHIDAXで
DAMサウンドとター
ンテーブルがガチで
絡み合うクラブイベ
ントを主催したり。
はたまたJ-POPの歌
詞と歌詞を繋ぎ合わ
せて、実はプリンセ
スプリンセスの
「M」という曲に出
てくる相手の男性
は、槇原敬之なんじ
ゃないかという想定
で二次創作ストーリ
ーを作ってパフォー
マンスしたり。
まぁそんなことをや
ってたら、段々、音
楽仲間の誰からも相
手にされなくなって
きて（演奏してる分
には相手にしてもら
えるんだけどね）で
も、僕的にはこれか
らの音楽家の果たす

ージから探してもら
えれば読めますので
どうぞよろしくで
す。

【連載】雑誌「ソ
トコト」にて「コ
ミュニティ難民の
ススメ　ー表現と
仕事のハザマにあ
ることー」第13
回掲載。（新着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が2013年7
月5日発行の8月号よ
り開始。「コミュニ
ティ難民」という名
の僕の実体験にもと
づく人生コンセプト
について、毎月書き
下ろしていきますの
で、ぜひともご関心
を向けてくださいま
せ。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！７月ゲスト
滋賀県立大学地域
共生センター助教
上田洋平さん。
（新着）
2013年の10月から
パーソナリティを担
当させてもらってい
る「Glow」。4月以
降も続き、時間帯が
変更。5分拡大され、
引き続き、文化×福祉
というテーマやアー
ル・ブリュットにつ
いてゲストを交えて
語っていきます。7月
ゲストは滋賀の生活
美を地域住民に対す
る丁寧なフィールド
ワークと絵屏風づく
りによって共有する
活動に取り組む、滋
賀県立大学地域共生
センター助教 上田洋

http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201408
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201408
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html


役割としてこういっ
た実践を愚直にやっ
ていくことも絶対必
要だと思ってるわけ
なんですよ！でもあ
んまりにも漠然とし
ているし、ただ吠え
ているだけだとただ
馬鹿な犬みたいにな
ってしまうから、
とりあえずこういっ
たことをちゃんと言
葉にしてまとめよ
か！ってことで博士
論文を書き始めた
り。まぁ混沌として
いるわけです。
前置きが長くなりま
したが、そこで、僕
が参加しているユニ
ット「SjQ」（映像が
加わったら
「SjQ++」）の所属
するレーベル
「HEADZ」のオーナ
ーでもある批評家の
佐々木敦さんをお招
きして、いろいろと
話し相手になってい
ただこうと思うに至
ったわけです。それ
でこんなタイトルに
なっているというわ
け、ご理解ください
ね。当日はアサダの
実演やプレゼンが入
りながら、佐々木さ
んと対談させていた
だき、かつ編集者で
一般批評学会の岩淵
拓郎さんに司会とし
て間に入っていただ
きます。
さぁ、とにかく、
「音楽の未来を語り
合おう！」と最後は
シンプルに締めさせ
ていただき、告知文
と変えさせていただ
きます。（企画概要
より転載）

３月12日（水）
大阪・城南女子短
期大学（終了）
「地域と一緒に創
り上げるオープン
スクールの開発」
大学・短期大学が、
地域住民の学びの場
として開かれ、また
学生が地域の実地で
学ぶことが求められ
ています。地域の
「知（地）の拠点」
としての大学・短期
大学像を地域の方々
と一緒に探っていく
べく、東住吉区に本
拠地を持つ唯一の大
学・短期大学である
城南学園・大阪総合
保育大学と大阪城南
女子短期大学はシン
ポジウムを開催しま
す。本学の教員のみ
ならず、地域活性化
の専門家をお呼びし
て、地域の方々と一
緒に東住吉区の「知
（地）の拠点」につ

平さん。7月の前半２
週（7/4、7/11）は
スタジオトーク、後
半２週（7/18、
7/25）は長浜市に特
別養護老人ホームふ
くらでの現地リポー
トをお伝え。

【連載】Webマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて「日常再
編集のための発明
ノート」連載中。
第1９回更新（新
着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載。毎月
10日に更新。第1９
回は「点鼻薬の自動
販売機がほしいのだ
が……」おのおのが
各月のバックナンバ
ーページから探して
もらえれば読めます
のでどうぞよろしく
です。

【連載】雑誌「ソ
トコト」にて「コ
ミュニティ難民の
ススメ　ー表現と
仕事のハザマにあ
ることー」第1２
回掲載。（新着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が2013年7
月5日発行の8月号よ
り開始。「コミュニ
ティ難民」という名
の僕の実体験にもと
づく人生コンセプト
について、毎月書き
下ろしていきますの
で、ぜひともご関心
を向けてくださいま
せ。

http://haps-kyoto.com/ai1ec_event/asada_sasaki1403/?instance_id=
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201402
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201407


いて考えていくイベ
ントです。どなた様
でも無料で来ていた
だけるイベントで
す。・本学担当者に
よる地域交流経緯説
明・神田佑亮氏（京
都大学大学院工学研
究科准教授）アサダ
ワタル氏（日常編集
家）による大学と地
域交流に関する話題
提供・本学教員、神
田氏、アサダ氏、一
般参加者を交えたデ
ィスカッション（企
画概要より転載）

３月１日（土）
大阪・パンジョホ
ール（終了）
「泉北ニュータウ
ン戸建て住宅活用
シンポジウム」
第1部　プロジェクト
紹介『多世代型シェ
アハウス誕生 －戸建
て空き家改修プロジ
ェクト「緑道下の
家」－』第2部　パネ
ルディスカッション
『泉北ニュータウン
の戸建て住宅に住む
－こだわりを実践す
る家－』パネリス
ト：白須寛規氏
（designSU代表）西
上孔雄氏（NPO法人
すまいるセンター代
表）松本尚子氏（木
村松本建築設計事務
所）アサダワタル氏
(オフィス 事編
kotoami代表) 宮前茂
子氏（うつわと暮ら
しの道具sizuku店
主、御池台在住）利
安和子氏（グループ
スコーレ代表、槇塚
台在住）（企画概要
より転載）

2月28日（金）
京都・きんせ旅館
（終了）
「地方進化論～地
方で何して生きて
いく？～」
2020年オリンピック
開催に湧く東京。一
方人口流失が止まら
ず衰退する地方。地
方、そして東京はこ
れからどうなって行
くのか？僕たちはど
うやって生きて行け
ばいいのか？今回は
京都島原にある築
250年の町家「きん
せ旅館」にて全国で
アート、場作りに奔
走する論客が終結
し、これからの地
方、東京のあり方に
ついて徹底討論しま
す！どなたでもお気
軽にぜひお越し下さ
い！ゲスト：アサダ
ワタル（日常編集家
「住み開き」提唱

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！６月ゲスト
日本精神科看護協
会会長 末安民生
さん。（新着）
2013年の10月から
パーソナリティを担
当させてもらってい
る「Glow」。4月以
降も続き、時間帯が
変更。5分拡大され、
引き続き、文化×福祉
というテーマやアー
ル・ブリュットにつ
いてゲストを交えて
語っていきます。6月
ゲストは全国の精神
病院における創作活
動の現場をくまなく
リサーチされ、アー
ル・ブリュットの普
及に努める、日本精
神科看護協会会長の
末安民生さん。６月
の前半２週（6/6、
6/13）はスタジオト
ーク、後半２週
（5/16、5/23）は
ボーダレス・アート
ミュージアムNO-MA
の展覧会リポートを
お伝え。

【連載】Webマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて「日常再
編集のための発明
ノート」連載中。
第18回更新（新
着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載。毎月
10日に更新。第18回
は「「人気ゆるキャ
ラの"コスプレ"をする
ゆるキャラ」として
人気が出るゆるキャ
ラ」おのおのが各月
のバックナンバーペ
ージから探してもら
えれば読めますので
どうぞよろしくで
す。

http://www.city.sakai.lg.jp/shisei/toshi/senbokusaisei/kodatesymposium140301.html
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/


者）家入一真（連続
起業家）松山孝法
（オルタナティブス
ペース
FactoryKyoto元代
表）斎藤桂太（渋家
代表）吉田美奈子
（くもはらいふ）司
会　植田元気（京都
アカデミックスペー
ス学森舎主宰）（企
画概要より転載）

2月17日（月）
大阪・大阪市立住
まい情報センター
3階ホール（終
了）
講座「アート論
No.2『アートで何
が起きるの
か？』」
大阪市は、第27回大
阪市ハウジングデザ
イン賞の受賞住宅を
決定いたしました。
平成26年2月17日
（月曜日）18時30分
より大阪市立住まい
情報センター3階ホー
ルにて表彰式開催記
念「第1回大阪市ハウ
ジングデザインシン
ポジウム～コミュニ
ティを育む住まいづ
くりについて考える
～」を開催します。
（中略）当日は、表
彰式のほかアサダワ
タルさんに「住み開
き　家から始めるコ
ミュニティ」の講演
をいただき、「コミ
ュニティを育む住ま
いづくりについて考
える」をテーマにパ
ネルディスカッショ
ンを行います。（企
画概要より転載）

2月15日（土）
静岡・グランドホ
テル浜松会場（終
了）
講座「アート論
No.2『アートで何
が起きるの
か？』」
浜松や全国の地方都
市では、東京からの
文化の買い上げから
脱却し、自分たちの
文化を見直し、自分
たちの求める文化を
作る「文化の地産地
消」がテーマになっ
ています。その場そ
の時間の面白さやア
ートプロジェクトが
もたらした効果につ
いて、事例紹介を交
えつつ考えてみたい
と思います。（企画
概要より転載）

2月11日（祝・
火） 東京・中野

【新刊（監修
本）】『ボーダレ
ス・アートミュー
ジアムNO-
MA10年の軌跡
―境界から立ち上
がる福祉とアート
―』Amazonに
て予約開始（新
着）
書籍『ボーダレス・
アートミュージアム
NO-MA 10年の軌跡
　ー境界から立ち上
がる福祉とアート
ー』が6月4日から
Amazonと一部の書
店で出版されます。
アサダは監修者とし
て、全体構成やタイ
トルの立案などをデ
ィレクションさせて
いただきました。
2004年6月に近江八
幡の伝統的な町屋を
改装して立ち上がっ
た美術館（当時はギ
ャラリー）のNO-MA
ですが、今年で10周
年。僕はその半分く
らいの2008年から、
書籍の編集執筆や、
関連するパフォーマ
ンス企画での音楽WS
や演奏、ラジオ番組
の企画と進行など、
様々な関わり方をさ
せていただいてます
が、大きくやってき
たことは「“福祉”を文
化の視点で編みなお
すことで多様な解釈
へと開き、日常を少
し異日常に読み替え
る術を、いまここに
ある“福祉”から伝える
こと」をやってきた
のだと思っていま
す。NO-MAを運営す
る社会福祉法人グロ
ー（旧・滋賀県社会
福祉事業団）のスタ
ッフや方々やたんた
んと創り続けてきた
作家の方々などのこ
の１０年（前史を含
めればもっともっ
と）日々の積み重ね
を折り合わせなが
ら、関係してきた多
領域の方々の寄稿も
いただき、辻並麻由
さんの編集と中崎航
くんによるデザイン
の力も加わり、完成
したこの書籍。どう
ぞ、お手元に置いて
眺めていただければ
幸いです。なお、副
題につけた「境界か
ら立ち上がる福祉と

https://www.facebook.com/events/737247209621552/?ref_newsfeed_story_type=regular&source=1
http://www.city.osaka.lg.jp/hodoshiryo/toshiseibi/0000247469.html
http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kikaku/intro/souzou/kouza.html


セントラルパーク
サウス（終了）
中野アール・ブリ
ュットフォーラム
昨年3月～6月にかけ
てイギリス ロンドン
にて、約94,000人を
動員した展覧会
「Souzou: Outsider
Art from
Japan（Art Brut
from Japan）」の主
催、ウェルカム・コ
レクションより館長
のケネス アーノルド
氏をお迎えし、そこ
から見たイギリスで
の日本のアール・ブ
リュットの魅力につ
いて語っていただき
ます。また、専門家
や先駆者等、多方面
からのゲストをお迎
えし、『アール・ブ
リュット』が発する
人間が創造する事の
豊かさ・凄み・可能
性、人が持つ崇高な
魂を感じていただけ
る機会にしたいと思
います。今年も中野
から新たな芸術文化
をお届けします。
（企画概要より転
載）

2月８日（土） 滋
賀・大津プリンス
ホテル（終了）
アール・ブリュッ
トネットワークフ
ォーラム2014
アール・ブリュット
は、近年、全国各地
で展覧会が開かれる
ようになり、日本の
作品がヴェネチア・
ビエンナーレに招か
れたりと急速に注目
が高まっています
が、一方でいろんな
課題も現れていま
す。年1回のフォーラ
ムでは、関係者が一
堂に集い、ともに聞
き、考え、語り合う
場にしたいと考えて
います。もちろん、
どなたでも参加でき
ます。会員の方もそ
うでない方も、ぜひ
大津にお越しくださ
い。（企画概要より
転載）

2月７日（金） 滋
賀・大津プリンス
ホテル（終了）
アメニティネット
ワークフォーラム
18 「みえにくい生
きづらさに気づく
こと ～ポスト福祉
現場を語り合
う～」
アサダが最近感じて
きた「福祉」に対す
るモヤモヤをわかり
やすい「表現活動」

アート」は一見わか
りくい文章かもしれ
ませんが、その意図
は、「はじめに」に
てしっかり書かせて
いただいてますの
で、ご参照に。以下
Amazonのリンクを
貼付けておきます
ね。「置きます
よ！」と言ってくだ
さる書店さんも大歓
迎です！転載も大歓
迎！

【インタビュー掲
載】大阪大学臨床
哲学研究室刊行
『メチエ Vol.21
2014年春号』に
て「アサダワタル
さんインタビュー
　居場所という思
考を即興でつく
る」（新着）
昨年、講義させてい
ただいた大阪大学文
学部／文学研究科の
臨床哲学研究室の皆
さんが発行されてい
る冊子『メチエ』に
て取材いただきまし
た。面白い内容にな
っているかと思いま
す。ぜひ「詳細はこ
ちら」にてPDF版で
お読みください。

【連載】Webマ
ガジン「マガジン
航」にて「本屋は
ブギーバック」第
5回掲載。介護民
俗学者 六車由美
さんと「本の原
点」を語る（新
着）
本と出版の未来を考
えるWebマガジン
「マガジン航」にて
連載中の「本屋はブ
ギーバック」。
2014年5月上旬に公
開した第５回は「六
車由実さんと探った
「本の原点」につい
て」。2014年１月に
奈良県立図書情報館
での対談のレポート
です。ロゴ&イラスト
はイシワタマリ。

https://www.facebook.com/artbrut.jp/posts/578720915529364
http://www.pref.shiga.lg.jp/a/kikaku/art-brut/network/forum2014/gaiyou.html
http://www.amazon.co.jp/dp/4990779703/ref=cm_sw_r_tw_dp_qSOItb1ZCVPZ3
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201402
http://www.let.osaka-u.ac.jp/clph/pdf/metier21.pdf
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201402
http://www.dotbook.jp/magazine-k/boogieback_05/


といった視点ではな
いところから、一度
考えてみたいと思
い、コーディネート
させていただきまし
た。支援者自身の経
験がもとに立ち上が
るプロジェクトは、
既存の制度では追い
付けない支援のあり
方を感覚的にキャッ
チします。非行、依
存症、リストカッ
ト、引きこもり、不
登校、ホームレス、
孤独死など。そんな
支援のあり方を模索
します。登壇者は橘
ジュンさん（NPO法
人BONDプロジェク
ト代表）、山下耕平
さん（コムニタス・
フォロ 主宰）、川浪
剛さん（NPO法人支
縁のまちネットワー
ク代表）のお三方で
す。

1月25日（土）
富山・フォルツァ
総曲輪（終了）
まちづくりセミナ
ー2013　アサダワ
タル「表現するこ
と　社会を触るこ
と　～一人ではな
く、同質的でもな
く～」
～小さなひらめきが
日常を変えるかもし
れない～第一線で活
躍の専門家や実践者
を講師としてお招き
し、講師や参加者と
の交流を通し、その
アイデアや取り組み
に触発され、まちづ
くりの見識を深める
全６回のセミナーで
す。まちづくりセミ
ナーは、平成18年度
からはじめて8年目に
なります。毎年多く
の参加があり、講師
と参加者、参加者同
士の交流の場にもな
っています。（企画
概要より転載）

1月11日（土）
12日（日） 奈
良・奈良県立図書
情報館（終了）
「本の原点を探る2
日間」六車由美×ア
サダワタル
奈良県立図書情報館
では、「本の原点を
探る2日間」を開催し
ます。「聞き書き」
を通じて介護民俗学
を提唱されている六
車由実さんと日常編
集家アサダワタルさ
んを迎え、記憶を聞
いて掘り起こし、書
きとめて、編集する
ことを学ぶ、トーク
とワークショップの2

【連載】雑誌「ソ
トコト」にて「コ
ミュニティ難民の
ススメ　ー表現と
仕事のハザマにあ
ることー」第11
回掲載。（新着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が2013年7
月5日発行の8月号よ
り開始。「コミュニ
ティ難民」という名
の僕の実体験にもと
づく人生コンセプト
について、毎月書き
下ろしていきますの
で、ぜひともご関心
を向けてくださいま
せ。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！5月ゲスト 滋
賀県立大学教授
細馬宏通さん。
（新着）
2013年の10月から
パーソナリティを担
当させてもらってい
る「Glow」。4月以
降も続き、時間帯が
変更。5分拡大され、
引き続き、文化×福祉
というテーマやアー
ル・ブリュットにつ
いてゲストを交えて
語っていきます。5月
ゲストは最近、アニ
メーションや音楽や
「あまりちゃん」な
どに纏わる書籍を立
て続けに上梓し話題
の細馬宏通さん。5月
の前半２週（5/2、
5/9）はスタジオトー
ク、後半２週
（5/16、5/23）は
滋賀県内の創作現場
のレポートをお届け
します。放送の翌火
曜日にはポッドキャ
ストも聴けますので

https://blog.canpan.info/shien-net/img/E38397E383ADE382B0E383A9E383A0.pdf
http://www.gpnw.jp/?tid=100456
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201402
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201406
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html


日間です。（企画概
要より転載）

12月６日（金）
神奈川・横浜さく
らWORKS・関内
（終了）
「ソローニュの森」
上映会&トーク　田村
尚子×アサダワタル
写真家の田村尚子さ
んは、フランス、ロ
ワール地方にある
ラ・ボルド病院を6年
間にわたり訪問し、
そこで生活する人々
との関わりのなかで
見つめた「社会」や
「世界」の姿を、
2012年に写真集『ソ
ローニュの森』（医
学書院）として刊行
し、話題をよびまし
た。上映会では、田
村さんがラ・ボルド
病院に訪問した際に
撮影したビデオ作品
を、フォトモンター
ジュ映像と併せて上
映します。上映後は
『アール・ブリュッ
ト アート 日本』（平
凡社）を編著者とし
て刊行されたばかり
のアサダワタルさん
を交え、社会におけ
る様々な「ボーダ
ー」について語る予
定です。（企画概要
より転載）

12月2日（月）
京都・同志社大学
大学院（終了）
「コミュニティ・デ
ザイン論研究」
表題のオムニバス講
義の一ゲストとし
て、これまでの表現×
社会といった話をさ
せていただきます。

11月29日（金）
北海道・札幌市立
大学芸術の森キャ
ンパス（終了）
「メディア芸術論講
義」
札幌にて資生館小学
校でのレジデンスを
してきたことや、東
京藝大にて共に研究
に携わることなどの
縁があり、この度、
札幌市立大学助教の
須之内元洋氏にお誘
いをうけ、僕なりの
メディア論を講義さ
せていただきます。

11月22日（金）
大阪・国際会議場
（グランキュー
ブ）（終了）
まちなみシンポジウ
ム第25回「多世代交
流によるコミュニテ

ぜひ！

【連載】Webマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて「日常再
編集のための発明
ノート」連載中。
第17回更新（新
着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載。毎月
10日に更新。第17回
は「地域に"ディズニ
ー回収ボックス"を設
置しよう！」おのお
のが各月のバックナ
ンバーページから探
してもらえれば読め
ますのでどうぞよろ
しくです。

【寄稿】雑誌「こ
ころ」2014年4
月号（平凡社）に
てリレーコラム執
筆。（新着）
リレーエッセイ「こ
ころに残る言葉」に
「夢」をテーマにし
た原稿を執筆させて
いただきました。ど
うぞご関心をば。

【連載】雑誌「ソ
トコト」にて「コ
ミュニティ難民の
ススメ　ー表現と
仕事のハザマにあ
ることー」第10
回掲載。（新着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が2013年7
月5日発行の8月号よ
り開始。「コミュニ

http://eventinformation.blog116.fc2.com/blog-entry-1106.html
http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20131201-00000008-minkei-l14
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http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/
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ィー再生」
近年の少子高齢化や
人口減少で、高齢者
だけの夫婦世帯や単
身世帯が増加し、地
域コミュニティーの
衰退や市街地の空洞
化など、さまざま社
会問題が表面化して
います。一方、若い
世代の人々も、非正
規雇用の増加や厳し
い子育て環境など、
現代社会における生
きにくさと困難を
日々感じています。
これまで日本を支え
てきた従来型の地縁
や血縁、社縁が薄れ
つつある今、これか
らのまちづくりに
は、結縁や志縁など
新たな「縁」の構築
が求められているの
ではないでしょう
か。そのヒントとな
る多世代交流や若い
世代が関わる住まい
づくり・まちづくり
を見聞し、幅広い世
代に明るい展望をも
たらすコミュニティ
ー再生・創生の糸口
をつかみたいと考え
ています。
●〈第1部〉基調講演
「今、関西から発信
する、住まいとまち
の新しい形」 講師：
瀬田 史彦 氏（東京大
学大学院 工学系研究
科都市工学専攻 准教
授）
●〈第2部〉パネルデ
ィスカッション 「多
世代交流によるコミ
ュニティー再生」 モ
デレーター：柴田　
建 氏（九州大学大学
院 人間環境学研究院
助教） パネリスト：
瀬田 史彦 氏（東京大
学大学院 工学系研究
科都市工学専攻 准教
授） 西上 孔雄 氏
（NPO法人すまいる
センター代表理事）
田中 美貴 氏（ゴジカ
ラ村役場株式会社 元
事務職員） アサダ ワ
タル 氏（日常編集
家・事編kotoami代
表）（企画概要より
転載）

11月８日（金）
東京・新宿ロフト
プラスワン（終
了）
「異端芸術家サミッ
ト -これってどこが芸
術なんですか？-」
いま、最先端のクリ
エイティビティとは
何か？ たとえば
2013年にヴェネツィ
ア・ビエンナーレで
金獅子賞を受賞した
ティノ・セーガルの
作品である「This is
New」。美術館の案

ティ難民」という名
の僕の実体験にもと
づく人生コンセプト
について、毎月書き
下ろしていきますの
で、ぜひともご関心
を向けてくださいま
せ。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」真毎週金曜
21時30分～21
時55分放送変
更！ゲスト アー
トディレクター
はたよしこさん。
（新着）
2013年の10月から
パーソナリティを担
当させてもらってい
る「Glow」。4月以
降も続き、時間帯が
変更。5分拡大され、
引き続き、文化×福祉
というテーマやアー
ル・ブリュットにつ
いてゲストを交えて
語っていきます。ゲ
ストは今年開館10年
を迎えるボーダレ
ス・アートミュージ
アムNO-MAのアート
ディレクターはたよ
しこさん。4月の前半
２週（4/4、4/11）
はスタジオトーク、
後半２週（4/18、
4/25）はNO-MAで
の展覧会現場レポー
トをお届けします。
放送の翌火曜日には
ポッドキャストも聴
けますのでぜひ！

【連載】Webマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて「日常再
編集のための発明
ノート」連載中。
第16回更新（新
着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載。毎月
10日に更新。第16回
は「部門変遷プロセ
スまですべて表記す
る　自治体職員の"ジ

http://www.machinami.or.jp/contents/summary/symposium25_osaka.html
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201405
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
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http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/


内係がその日の新聞
の見出しを来館者に
言う、という「はた
してこれはアート
か？」と理解し難い
作品が、なぜ、いま
現代アートを代表す
る作品といわれるの
か？ トークイベント
という形式のなか
で、いま、最も刺激
的なアーティストた
ちが自身の作品のプ
レゼンテーションを
行い、アートの本質
や新たな可能性につ
いて議論します。 あ
なたの感度は、テン
年代の表現について
これるか？ 【出演】
山川冬樹（骨伝導マ
イクで演奏）/ 岩井
優（清掃及び洗浄作
業）/ アサダワタル
（DJ話芸家元）/ 丹
羽良徳（水たまりAを
水たまりBに移しかえ
る） 【司会】 西田篤
史（EDITORIAL
PRODUCTION
451℃ 代表） 【アシ
スタント】 ホンマエ
リ（キュンチョメ）
（企画概要より転
載）

11月6日（水）
兵庫・川西市民活
動センター・男女
共同参画センター
（終了）
「“つながる”場の作り
方」～ホームパーテ
ィーから地域の拠点
まで～
まちづくり連続講座
　ひと・まちおこし
セミナー2013「人×
人“つながる”ことから
始るまちづくり」
様々な視点からまち
づくりに取り組んで
いる人を講師にお招
きし、まちづくりに
ついて学び・考え・
交流する場として、
全3回の講座を開催し
ます。「人×人“つな
がる”ことから始まる
まちづくり」をテー
マに参加者全員でま
ちづくりについて学
び、考えましょう。
（企画概要より転
載）

10月27日（日）
大阪・スタンダー
ドブックストア心
斎橋（終了）
『アール・ブリュッ
ト アート 日本』出版
記念トーク
福祉のみならず、ま
たアート・シーンの
みならず、医療や人
類学、またコミュニ
ケーションや地域コ
ミュニティの領域で

ェネラリスト名刺"」
おのおのが各月のバ
ックナンバーページ
から探してもらえれ
ば読めますのでどう
ぞよろしくです。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」のパーソナ
リティとして真毎
週金曜21時～21
時20分放送。ゲ
スト 写真家 大西
暢夫さん。（新
着）
この番組は、現代に
おける”福祉”を、様々
な文化的視点からク
リエイティブに捉え
なおし発信するゲス
トトーク番組。縁あ
って番組パーソナリ
ティとして関西のお
茶の間に登場するこ
とになりました。
2014年1月後半のゲ
ストは写真家の大西
暢夫さん（3/21, 28
の二週）です。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」のパーソナ
リティとして真毎
週金曜21時～21
時20分放送。ゲ
スト 文化庁長官
青柳正規さん。
（新着）
この番組は、現代に
おける”福祉”を、様々
な文化的視点からク
リエイティブに捉え
なおし発信するゲス
トトーク番組。縁あ
って番組パーソナリ
ティとして関西のお
茶の間に登場するこ
とになりました。
2014年3月前半は、
文化庁長官の青柳正
規さんへの特別イン
タビュー（3/7）で
す。
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も関心が高まってい
るこのアール・ブリ
ュット。そしてそこ
から見えるこれから
の日本社会への希望
を紹介した書籍『ア
ール・ブリュット　
アート　日本』（監
修：保坂健二朗　企
画：ボーダレス・ア
ートミュージアム
NO-MA　編者：アサ
ダワタル）が今夏、
平凡社より出版され
ました。 スタンダー
ドブックストアでは
本書の出版を記念し
て、著者の一人であ
る動物行動学者で滋
賀県立大学教授の細
馬宏通さんと、同じ
く著者の一人で長年
福祉現場に携わり、
ボーダレス・アート
ミュージアムNO-MA
の運営に務める田端
一恵さん、編者であ
る日常編集家のアサ
ダワタルさんの三者
のトークイベントを
行います。アール・
ブリュットという言
葉になじみのない方
も、様々な日常現場
から立ち現れる形容
しがたいすごい表現
に関心を持っている
方など、様々な方々
のご参加をお待ちし
ております。 （企画
概要より転載）

10月25日（金）
東京・独立行政法
人住宅金融支援機
構すまい・るホー
ル（終了）
まちなみシンポジウ
ム第25回「若者たち
がおこす、新たな潮
流」
雇用情勢の変化、女
性の社会進出、また
消費やモノに対する
意識の変化などによ
って、若年層の持ち
家、賃貸住宅への意
識が変化していま
す。豊かな先進国で
は若者を中心に「所
有」から「利用」へ
と価値観の多様化が
見受けられます。こ
のような新たな発想
は住宅分野でも商品
やサービスの変化を
生んでいます。本シ
ンポジウムでは若者
たちのニーズや思考
を探り、新しい消費
スタイルにふさわし
い住まいやまちづく
りについて考えてい
きます。
●〈第1部〉基調講演
「若者の価値観の変
化と住まいへの意
識」 講師：三浦　展
（カルチャースタデ
ィーズ研究所主宰・
消費社会研究者・社

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」のパーソナ
リティとして真毎
週金曜21時～21
時20分放送。ゲ
スト 厚生労働省
事務次官 村木厚
子さん。（新着）
この番組は、現代に
おける”福祉”を、様々
な文化的視点からク
リエイティブに捉え
なおし発信するゲス
トトーク番組。縁あ
って番組パーソナリ
ティとして関西のお
茶の間に登場するこ
とになりました。
2014年2月後半は、
厚生労働省事務次官
の村木厚子さんへの
特別インタビュー
（2/28）です。

【連載】雑誌「ソ
トコト」にて「コ
ミュニティ難民の
ススメ　ー表現と
仕事のハザマにあ
ることー」第９回
掲載。（新着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が2013年7
月5日発行の8月号よ
り開始。「コミュニ
ティ難民」という名
の僕の実体験にもと
づく人生コンセプト
について、毎月書き
下ろしていきますの
で、ぜひともご関心
を向けてくださいま
せ。

【連載】Webマ

http://www.standardbookstore.com/archives/66124695.html
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会デザイン研究者）
●〈第2部〉パネルデ
ィスカッション モデ
レーター：柴田　建
（九州大学大学院人
間環境学研究院助
教） パネリスト：三
浦　展（カルチャー
スタディーズ研究所
主宰・消費社会研究
者・社会デザイン研
究者） 馬場　正尊
（OpenA代表・東北
芸術工科大学准教
授・建築家） アサダ
ワタル（日常編集
家・事編kotoami 代
表） 迫　一成
（hickory03travelers（合
同会社アレコレ）代
表） （企画概要より
転載）

10月23日（水）
大阪・中津
waon511（終
了）
『dialogue for
survive』vol28
中津『住み開き』ス
ペース『511』の対
話企画の第28弾。 当
日は”これからを考え
ていく”シリーズ企画
『dialogue for
survive』vol28とし
て"日常編集家"という
名の放浪芸人、アサ
ダワタル氏からお話
を伺いつつ『日常的
な繋がりの場』非日
常のセーフティネッ
トの場』となる事を
目的にしているスペ
ース『511』につい
ても。来場者の皆様
にご説明させていた
だきます。 （企画概
要より転載）

10月9日（水）
兵庫・西宮市役所
（終了）
まちづくり講演会　
地域の輪が広がるコ
ミュニティ作り
一般社団法人西宮青
年会議所は、下記の
日程にて「住み開
き」提唱者のアサダ
ワタル氏をお招き
し、地域コミュニテ
ィにおける問題点や
課題解決策を考えて
いただく講演会を開
催します。 「住み開
きに通うようになっ
て、近所で挨拶する
機会が増えた」とい
う体験談があるよう
に、地域コミュニテ
ィの活性化には「地
域の人にもっと目を
向ける」ことが重要
であると考えていま
す。 今回の講演で
は、参加者が各々の
地域において活動を
展開する際のヒント

ガジン「学芸カフ
ェ」にて「日常再
編集のための発明
ノート」連載中。
第15回更新（新
着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載。毎月
10日に更新。第15回
は「現実と虚構の狭
間に「広告」を。家
具量販店をスタジオ
にしたドラマ制作」
おのおのが各月のバ
ックナンバーページ
から探してもらえれ
ば読めますのでどう
ぞよろしくです。

【取材】2月14日
毎日新聞にて編著
「アール・ブリュ
ット アート 日
本」の紹介取材掲
載。（新着）
毎日新聞のくらしナ
ビ・カルチャー「こ
んなん書きました」
コーナーにて、編集
執筆を担当した書籍
「アール・ブリュッ
ト アート 日本」（平
凡社）の取材を受け
ました。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」のパーソナ
リティとして真毎
週金曜21時～21
時20分放送。ゲ
スト 作家 田口ラ
ンディさん。（新
着）
この番組は、現代に
おける”福祉”を、様々
な文化的視点からク
リエイティブに捉え
なおし発信するゲス
トトーク番組。縁あ
って番組パーソナリ
ティとして関西のお
茶の間に登場するこ
とになりました。
2014年2月前半～中
半のゲストは作家の
田口ランディさん
（2/7,, 2/14. 2/21

http://www.machinami.or.jp/contents/summary/symposium25.html
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になればと考えてお
ります。（企画概要
より転載）

10月１日（火）
愛知・名古屋造形
大学（終了）
大学院「アートマネ
ジメント講義」にゲ
スト講師として
以前からお世話にな
っている、名古屋造
形大学准教授で「や
さしい美術プロジェ
クト」を主宰されて
いる高橋伸行さんに
お招きいただき、日
常の中から紡ぐ自分
なりの文化実践につ
いてお話させていた
だきます。

８月31日（土）
ー９月１日（日）
合宿レク&ワーク
ショップ　岐阜・
岐阜県瑞浪市土岐
471番地の8(現
在空家)（終了）
CREATIVE MUSIC
FESTIVAL 2013 ク
リエイティブ・ミュ
ージック・フェステ
ィバル2013 テー
マ：ソーシャルデザ
インとしての音楽
「暑い夏に音楽をし
てあそぼう！」と始
まった小さいこのフ
ェスティバルは今年
で15年目を迎えま
す。どうぞ楽器を持
ってご参加くださ
い！ ゲスト： アサダ
ワタル（日常編集
家） 永幡幸司（サウ
ンドスケープ研究
家） 沼田里衣（音遊
びの会・音楽療法）
（企画概要より転
載）

8月24日（土）香
川・観音寺 旧中
国銀行ビル（終
了）
トヨタ子どもとアー
ティストの出会い　
公開シンポジウムin
観音寺
2004年から全国各地
で実施されている
「トヨタ・子どもと
アーティストの出会
い」では、子ども達
のいる現場に、様々
な視点・方法を持つ
アーティストが出向
き、感性を刺激する
アートプログラムを
開催しています。四
国では高知県が初開
催となり、2011年か
ら4校で開催されまし
た。 このシンポジウ
ムでは、アーティス
トが子どもたちのい
る現場で関わること

の三週）です。

【連載】雑誌「ソ
トコト」にて「コ
ミュニティ難民の
ススメ　ー表現と
仕事のハザマにあ
ることー」第8回
掲載。（新着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が2013年7
月5日発行の8月号よ
り開始。「コミュニ
ティ難民」という名
の僕の実体験にもと
づく人生コンセプト
について、毎月書き
下ろしていきますの
で、ぜひともご関心
を向けてくださいま
せ。

【連載】Webマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて「日常再
編集のための発明
ノート」連載中。
第14回更新（新
着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフェw
難民のススメ　ー
表現と仕事のハザ
マにあることー」
第７回掲載。（新
着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が2013年7
月5日発行の8月号よ
り開始。「コミュニ
ティ難民」という名
の僕の実体験にもと
づく人生コンセプト
について、毎月書き
下ろしていきますの
で、ぜひともご関心
を向けてくださいま
せ。

http://www.nishinomiyajc.or.jp/machi/lecture.html
http://dterauchi.com/infomation2.htm
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201402
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201403
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201402


で、子ども達や地域
に何が生まれたの
か？参加アーティス
ト達や地域コーディ
ネーターとともに語
ります。 （企画概要
より転載）

７月20日（土）
高知・いの町 ギ
ャラリー・コパ
（終了）
【TOYOTA子どもと
アーティストの出会
い】公開シンポジウ
ム
昨年より半年間かけ
て西土佐小学校の子
どもたちと作り上げ
たステージワークシ
ョップ「コピーバン
ド・プレゼントバン
ド」の報告をしま
す。Antenaさんや、
海野貴彦さんなども
出演。以下企画概
要。→TOYOTA子ど
もとアーティストの
出会いは、 2004年
からこれまで、全国
13地域の58校5800
人の子ども達と、た
のしいアートプログ
ラムを展開していま
す。 四国では高知県
が唯一の開催地。
2011年から2年間、
計4校でワークショッ
プを繰り広げまし
た。 このシンポジウ
ムでは、このワーク
ショップに参加した
作家たちと一緒に、
子ども達と出会うこ
とで何が生まれ、ど
んな事柄が見えて来
たのか、極めてゆ
る～く語ります
（笑） （企画概要よ
り転載）

７月19日（金）
高知・いの町 と
っしゃん亭（終
了）
「イノビ・オーダー
2.5」presents アサ
ダワタル × とっしゃ
んトークイベント
「住み開きinいの」
住み開きとは、住居
や個人事務所といっ
たプライベートな空
間を、本来の用途や
機能を保ちながら、
一部を限定的に開放
しすることによっ
て、セミパブリック
化させる活動や運
動、そのような使わ
れ方をする拠点のこ
と。2009年頃、「日
常編集家」のアサダ
ワタルによって提唱
され、2012年1月に
は関連書籍も出版さ
れた。いの町の住み
開きスペースとっし
ゃん亭にて、アサダ

【連載】Webマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて「日常再
編集のための発明
ノート」連載中。
第13回更新（新
着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載。毎月
10日に更新するので
その都度、ブログや
ツイッターやFBでお
伝えしますね。第13
回は「今年の初夢　
「TSUTAYA神社」の
あらまし」おのおの
が各月のバックナン
バーページから探し
てもらえれば読めま
すのでどうぞよろし
くです。

【ラジオ】KBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」のパーソナ
リティとして真毎
週金曜21時～21
時20分放送。ゲ
スト Bondプロジ
ェクト 橘ジュン
さん。（新着）
この番組は、現代に
おける”福祉”を、様々
な文化的視点からク
リエイティブに捉え
なおし発信するゲス
トトーク番組。縁あ
って番組パーソナリ
ティとして関西のお
茶の間に登場するこ
とになりました。
2014年1月最初のゲ
ストはライターで
NPO法人BONDプロ
ジェクト代表の橘ジ
ュンさん（1/3,, 10.
17の三週）です。

【取材】12月25

https://www.facebook.com/events/320334988113398/
https://www.facebook.com/events/377477652354272/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG


ワタルととっしゃん
による夢の対談！
（企画概要より転
載）

７月13日（土）
大阪・アートコー
トギャラリー（終
了）
Art Court Frontier
2013 #11 ギャラリ
ートークに推薦者と
して出演
関西在住あるいはゆ
かりの若手を中心
に、気鋭作家が競演
するアニュアル企画
「Art Court
Frontier（アートコ
ートフロンティ
ア）」。 本展は、美
術界の第一線で活躍
中のアーティスト、
キュレーター、コレ
クター、ジャーナリ
ストらが推薦者とな
り、出展作家を1名ず
つ推挙して、ともに
展覧会をつくり上げ
ていく、ユニークな
企画グループ展で
す。2003年に始ま
り、2013年で11回
目を迎えます。（企
画概要より転載）　
昨年、アサダも出展
作家として（推薦者
は東京都文化発信プ
ロジェクト室の森司
氏）『KPPL 借りパ
クプレイリスト』を
発表させていただい
たこの展覧会にて、
今年は推薦者の立場
で、内田洋平くんを
おしています。当日
は彼とも話しをする
ことに。展覧会詳細
は以下のプレスリリ
ースをご覧下さい。

７月11日（木）
京都・アカデミッ
クスペース学森舎
（終了）
【緊急企画】日本酒
を嗜みながら非日常
な空間の使い方を考
える会
「あらゆる空間を遊
び場にする」 という
考え方が全国的に拡
がっています。 私的
空間である「家」を
用いてパーティやワ
ークショップなどを
行う、 公共空間であ
る電車の中で詩の朗
読会や音楽イベント
をする、 あるいは河
川敷や浜辺を用いて
アート作品を展示す
るなど 日常空間の中
に非日常を作る
「場」の可能性が 急
速に広がってきてい
ます。 「場」の利用
の変化は近年社会に
も影響を与えており

日 日経新聞夕刊
にて、大阪で登壇
したシンポジウム
の取材記事掲載。
まちなみシンポジウ
ムin大阪にて、登壇
した様子が全面記事
として紹介されまし
た。

【寄稿】雑誌「ラ
イブラリー・リソ
ース・ガイド」
2013年第５号に
て特別寄稿。
先駆的な図書館業界
紙にて「特別寄稿 本
と人、人と人をつな
ぐ仕掛けづくり[内沼
晋太郎・アサダワタ
ル・谷口忠大]」と題
したページにて、取
材をしていただきま
した。

【取材】12月16
日 日経新聞夕刊
にて、東京で登壇
したシンポジウム
の取材記事掲載。
まちなみシンポジウ
ムin東京にて、登壇
した様子が全面記事
として紹介されまし
た。

【ラジオ】2013
年10月よりKBS
京都ラジオ
「Glow～生きる
ことが光にな
る～」のパーソナ
リティ就任。真毎
週金曜21時～21
時20分放送。ゲ
スト 社会学者 鈴
木謙介さん。（新
着）
この番組は、現代に
おける”福祉”を、様々
な文化的視点からク
リエイティブに捉え
なおし発信するゲス
トトーク番組。縁あ
って番組パーソナリ
ティとして関西のお
茶の間に登場するこ
とになりました。12
月のゲストは社会学
者の「チャーリー」
こと鈴木謙介さん
（12/13,,20,27の三

http://d.hatena.ne.jp/inoborder2/20130717/1374079914
http://www.artcourtgallery.com/images/exhibition/pdf/2013_07_acf.pdf
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.fujisan.co.jp/product/1281695255/b/1044014/#conetnts_area
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG


近年「シェアオフィ
ス、コワーキング」
といった 新たな仕事
の場も見られるよう
になっています。 今
回は「日常編集家」
アサダワタルさん 月
刊『ソトコト』編集
部 井口桂介 さんに
ゲストとしてお来し
いただき 『非日常的
な場』の作り方につ
いて アイデアを出し
合い意見交換をした
いと思っています。
（企画概要より転
載）

７月10日（水）
名古屋・尼ケ坂サ
ロン（終了）
「住み開き」アサダ
ワタル講演会
「住み開き」って知
ってます？自分の家
やマンションの一部
を一般にちょっと公
開して自身の趣味や
活動の場を広げよう
としている人たちが
います。そういう行
動を「住み開き」っ
て命名したのが今回
お話してくださるア
サダワタルさん。日
本のあちこちの住み
開きを取材して本に
したりご自身の家も
住み開いて活動の輪
を広げています。面
白そうだな、ちょっ
とお話聞いてみたい
なと思って今回の講
演会を企画しまし
た。みなさま是非ご
参加ください♪（企
画概要より転載）

６月30日（日）
大阪・まちライブ
ラリー＠大阪府立
大学（終了）
２畳大学・５周年祭
友人の梅山晃祐氏が
大阪の空堀で主宰し
てきた住み開き的ス
ペース「２畳大学」
が記念すべき５周年
を迎え、そこにお招
きいただきました。
何をしようかと思い
ましたが、DJ話芸な
るパフォーマンスと
相談とワークショッ
プの間のようなこと
をします。とにかく
祝。

６月29日（土）
大阪・心斎橋スタ
ンダードブックス
トア（終了）
米田智彦『僕らの時
代のライフデザイ
ン』出版記念トーク
CIY -Curate It
Yourself- 自分を編集

週）です。

2013年の連載企
画その３　雑誌
「ソトコト」にて
新連載「コミュニ
ティ難民のススメ
　ー表現と仕事の
ハザマにあること
ー」連載中。（新
着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が7月5日発
行の8月号より開始。
「コミュニティ難
民」という名の僕の
実体験にもとづく人
生コンセプトについ
て、毎月書き下ろし
ていきますので、ぜ
ひともご関心を向け
てくださいませ。

12月11日 中日
新聞の特集にて
「住み開き」の取
材記事掲載。（新
着）
“遊んで　学べる　
「住み開き」　自宅
を開放　交流の場
に”と題した記事で、
提唱者として取材を
受けています。

『美術手帖』
2013年11月号
の書評欄にて、編
著『アール・ブリ
ュット アート 日
本』が掲載。（新
着）
編集と執筆を務めさ
せていただいた『ア
ール・ブリュット　
アート　日本』（平

https://www.facebook.com/events/210307329122697/
http://www.houseco.jp/profile/architect/1634/blog/entry/24286
http://taikutsu.main.jp/2joe.php
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201311
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.chunichi.co.jp/hokuriku/article/popress/attention/CK2013121102000197.html?fb_action_ids=687412797958424&fb_action_types=og.recommends&fb_source=other_multiline&action_object_map=%7B%22687412797958424%22%3A584507714959078%7D&action_type_map=%7B%22687412797958424%22%3A%22og.recommends%22%7D&action_ref_map=%5B%5D
http://www.amazon.co.jp/%E7%BE%8E%E8%A1%93%E6%89%8B%E5%B8%96-2013%E5%B9%B4-11%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C-%E7%BE%8E%E8%A1%93%E6%89%8B%E5%B8%96%E7%B7%A8%E9%9B%86%E9%83%A8/dp/B00FKXPLXS


して生きること、働
くことのこれから 米
田智彦×アサダワタル
×後藤哲也
米田さんと後藤さん
と久しぶりにガチで
「自分を編集して生
きる」ことについて
喋りますよ！そして
祝！！米田さん出
版！ 絶対来てくださ
いね。以下告知。→
パラレルキャリア、
コワーキング、独自
の経済圏、 DIY リノ
ベーション、デュア
ルライフ、海外移
住…。１年間、家や
オフィスを持たず
に、 東京中のシェア
ハウスやシェアオフ
ィスを渡り歩いてわ
かった、今、同時多
発的に生まれる新し
いライフスタイルと
は？ 『僕らの時代の
ライフデザイン』
（ダイアモンド社）
を上梓した米田智彦
さんとともに、関西
の領域越境型クリエ
イター２人が語る、
「自分の活動を多領
域へと拡散しつつ、
それらを再編集し、
他者へと発信してい
く生き方・働き
方」、勝手な造語を
作っていいのであれ
ばDIY（Do It
Yourself）にちなん
だ「CIY（Curate It
Yourself）」な人生
について、存分に語
り合う。 当日は、ト
ーク終了後は米田氏
のサイン会も開催！
（企画概要より転
載）

６月11日（火）
京都・西京区役所
2階大会議室（終
了）
「ふらっと・西京」
第6回 あったらいい
なぁ，こんな交流の
場 　～ 西京井戸端
100ケ所構想～
今，求められる交流
の場とはどんなもの
か，どうしたらそう
いう場がつくれる
か，などについて語
り合っていただきま
す。ゲストは，交流
の場づくりのパイオ
ニアの一人，「※住
み開き（すみびら
き）」という言葉を
提唱されている，ア
サダワタルさん。ま
た，お年寄りがふれ
あえる場所，子供が
自由に出入りできる
場所など，実際に交
流の場をつくってお
られる皆さんにも参
加いただく予定で
す。（企画概要より
転載）

凡社）の書評です。

11月25日　雑誌
「Leaf」の関西
ラジオパーソナリ
ティコラムで執
筆。（新着）
KBS京都ラジオ
「Glow～生きること
が光になる～」のパ
ーソナリティとし
て、滋賀や京都との
出会い、番組の紹介
などをさせていただ
いてます。

2013年の連載企
画その１　Web
マガジン「学芸カ
フェ」にて「日常
再編集のための発
明ノート」連載
中。第12回更新
（新着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載を開始
しました。毎月頭に
更新するのでその都
度、ブログやツイッ
ターやFBでお伝えし
ますね。第12回は
「渋谷系～小室ファ
ミリー～椎名林檎ま
で　平成世代の「う
たごえバス」」おの
おのが各月のバック
ナンバーページから
探してもらえれば読
めますのでどうぞよ
ろしくです。

11月22日～11
月24日　 日本海
新聞にて「住み開
き」の特集記事掲
載。（新着）
「住み開き　～つな
がりの新しいかた
ち～」と題した三本
の連続記事。提唱者
として取材を受けて
います。

http://www.standardbookstore.com/archives/66109095.html
http://www.amazon.co.jp/%E7%BE%8E%E8%A1%93%E6%89%8B%E5%B8%96-2013%E5%B9%B4-11%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C-%E7%BE%8E%E8%A1%93%E6%89%8B%E5%B8%96%E7%B7%A8%E9%9B%86%E9%83%A8/dp/B00FKXPLXS
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.leafkyoto.net/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/#pageGroupB
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG


５月24日（金）
京都・
GURA（終了）
野良人類学会 コミュ
ニティ難民篇
「住み開き」の提唱
者アサダワタル氏
が、最近考えて続け
ている「コミュニテ
ィ難民」というコン
セプト。タンザニア
の路上商人マチンガ
の民族誌を書いた文
化人類学者小川さや
か氏の、「都市を生
き抜く狡知」をめぐ
る語りを受けなが
ら、日本のコミュニ
ティ難民と、タンザ
ニアの路上商人に共
通する構造を見出
す。そのうえで、各
地で「コミュニティ
難民」的に活動する
人々が応答する。そ
んな車座トークの饗
宴。（企画概要より
転載）

５月20日（月）
滋賀・コラボしが
21 中会議室
2（終了）
「美の滋賀」地域づ
くりモデル事業の企
画提案公募説明会
滋賀県内に所在地ま
たは活動の拠点を有
する団体等が、それ
ぞれの持ち味を生か
して、主体的に、美
術や暮らし・生活文
化の中にある美の資
源を育てたり、発信
したりすることによ
り、「美の滋賀」の
土壌となる、多様で
持続的な人のつなが
りの形成や魅力ある
地域づくりを進める
モデル事業の企画提
案を公募。（企画書
より転載）事業のト
ータルコーディネー
ターという役職につ
いている立場とし
て、説明会にてお話
をします。

５月８日（水）京
都・京都造形芸術
大学（終了）
京都造形芸術大学
ASP学科の「芸術表
現特講I」にてゲスト
講師として「コミュ
ニティ難民（試
論）」というテーマ
でお話をさせていた
だきました。

５月４日（祝）東
京・ポレポレ東中
野（終了）

11月６日　 読売
新聞京都蘭にて、
ラジオ番組
「Glow」の記事
掲載。（新着）
KBS京都ラジオでパ
ーソナリティを務め
ている福祉と文化の
番組「Glow～生きる
ことが光になる」の
取材をしていただき
ました。

2013年の連載企
画その１　Web
マガジン「学芸カ
フェ」にて「日常
再編集のための発
明ノート」連載
中。第11回更新
（新着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載を開始
しました。毎月頭に
更新するのでその都
度、ブログやツイッ
ターやFBでお伝えし
ますね。第11回は
「通院と旅」おのお
のが各月のバックナ
ンバーページから探
してもらえれば読め
ますのでどうぞよろ
しくです。

2013年10月よ
りKBS京都ラジ
オ「Glow～生き
ることが光にな
る～」のパーソナ
リティ就任。真毎
週金曜21時～21
時20分放送。
（新着）
この番組は、現代に
おける”福祉”を、様々
な文化的視点からク
リエイティブに捉え
なおし発信するゲス
トトーク番組。縁あ
って番組パーソナリ
ティとして関西のお
茶の間に登場するこ
とになりました。11
月のゲストは美術家
で京都市立大学准教
授の小山田徹さん
（11/1,8,15の三
週）、詩人でNPO法
人cocoroom代表の

http://www.city.kyoto.lg.jp/nisikyo/page/0000133506.html
http://gura.jimdo.com/2013/05/15/%E9%87%8E%E8%89%AF%E4%BA%BA%E9%A1%9E%E5%AD%A6%E4%BC%9A-%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E9%9B%A3%E6%B0%91%E7%AF%87/
http://www.pref.shiga.lg.jp/kakuka/a/kikaku/binoshiga/binoshigazukuri/binoshigamoderujigyou/kikakuteiankoubo.html
http://www.kyoto-art.ac.jp/production/?p=5363
http://www.yomidr.yomiuri.co.jp/page.jsp?id=87581
http://www.yomidr.yomiuri.co.jp/page.jsp?id=87581
http://www.ojmm.net/research/GakugeiCafe2013/gakugei201311/
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG


憲法の話をしよう。
『映画 日本国憲
法』、『ベアテの贈
り物』緊急上映決
定！
連続トークイベント
＜憲法の話をしよ
う。＞に出演。
すべての出演は上映
後です。アサダは5/4
に出演。4/27（土）
田口ランディさん
（作家） 4/28（日）
鈴木邦男さん（「一
水会」顧問）
4/29（月・祝）ジャ
ン・ユンカーマンさ
ん（「映画日本国憲
法」監督）
4/30（火）伊藤千尋
さん（朝日新聞記
者） 5/1（水）小森
陽一さん（九条の会
事務局長、東京大学
教授） 5/2（木）ア
ーサー・ビナードさ
ん（詩人）
5/3（金・祝）班忠義
さん（作家、映画監
督） 5/4（土）アサ
ダワタルさん（日常
編集家） 5/5（日）
ジャン・ユンカーマ
ンさん（『映画 日本
国憲法』監督）×山上
徹二郎（『映画 日本
国憲法』製作、シグ
ロ代表）

３月 その他のト
ーク出演予定（終
了）
・3/16(土)　楽しく
ゆるやかな“街あそ
び”、新しいコミュニ
ティのつくり方につ
いてのトーク　＠島
根 キッチンスタジオ
等（nado）
・3/17(日)　曽田文
庫の未来を考えるワ
ークショップ　＠島
根　曽田文庫
・3/19(火)　社団法
人日本パッケージデ
ザイン協会による、
大阪のアートを考え
るトーク　＠大阪　
江之子島文化芸術創
造センター
（enoco）
・3/24(日)　京都
HAPS　アワースク
ールキックオフイベ
ント　＠京都　
HAPS

３月23日（土）
大阪・スタンダー
ドブックストア心
斎橋（終了）
スタンダードブック
ストア×マガジン航
presents 「本屋でこ
んな妄想は実現可能
か！？」
トーク&ワークショッ
プ 仲俣暁生×アサダ
ワタル×中川和彦　に
出演。

上田假奈代さん
（11/22,29,12/6）
です。

2013年の連載企
画その１　Web
マガジン「学芸カ
フェ」にて「日常
再編集のための発
明ノート」連載
中。第10回更新
（新着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載を開始
しました。毎月頭に
更新するのでその都
度、ブログやツイッ
ターやFBでお伝えし
ますね。第10回は
「パン屋のパン屋に
よるパン屋のための
パン食い競走」おの
おのが各月のバック
ナンバーページから
探してもらえれば読
めますのでどうぞよ
ろしくです。

2013年の連載企
画その３　雑誌
「ソトコト」にて
新連載「コミュニ
ティ難民のススメ
　ー表現と仕事の
ハザマにあること
ー」連載中。（新
着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が7月5日発
行の8月号より開始。
「コミュニティ難
民」という名の僕の
実体験にもとづく人
生コンセプトについ
て、毎月書き下ろし
ていきますので、ぜ
ひともご関心を向け
てくださいませ。

2013年10月よ
りKBS京都ラジ
オ「Glow～生き

http://www.cine.co.jp/kenpo2013.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://www.ojmm.net/research/GakugeiCafe2013/gakugei201310/
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201311
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG


「本と出版の未来」
を考えるためのWeb
マガジンとして注目
を集めている「マガ
ジン航」にアサダが
新連載「本屋はブギ
ーバック」を開始し
たことと絡めて、編
集長の仲俣暁生さん
とアサダによる「本
のある場の再編集」
をテーマとした対談
とともに、「本屋で
こんな企画をしたら
面白いんじゃない
か?」「こんなコーナ
ーがあれば素敵か
も!?」といった、企
画プレゼンワークシ
ョップを開催！当店
スタンダードブック
ストア店長の中川和
彦も立ち会い、企画
次第では実現もあり
えるかも！？ 是非と
もお気軽にご参加く
ださい。

３月22日（金）
愛知・名古屋都市
センター（終了）
名古屋都市センター
夜間連続講座「アー
トが"まち"を救う!?－
地域の活性と新たな
コミュニティづくり
のために－」に出
演。
名古屋でアートとま
ちの関係についての
連続講座にお招きい
ただきました。熊倉
純子さんコーディネ
ートのもと、非常に
経験抱負で濃ゆい
方々が講師を担当し
ています。

３月８日（土）滋
賀・子民家エトコ
ロ（終了）
美の滋賀トーク「幸
せなミーツの巻き起
こしかた」に出演。
（企画概要より抜
粋）自らの活動を通
して様々な出会いを
結んでおられる、ミ
ーツの達人とも言え
る方々をゲストに、
その秘訣を紹介して
いただく中から、滋
賀の「美」を通じ
た、地域や分野、世
代を越えた、幸せな
ミーツの巻き起こし
方について、参加者
の皆さんと一緒に考
える、トークを開催
します。

３月２日（土）大
阪・スタンダード
ブックストア心斎
橋（終了）
アンテルーム アパー
トメント 大阪　 先行

ることが光にな
る～」のパーソナ
リティ就任。真毎
週金曜21時～21
時20分放送。
（新着）
この番組は、現代に
おける”福祉”を、様々
な文化的視点からク
リエイティブに捉え
なおし発信するゲス
トトーク番組。縁あ
って番組パーソナリ
ティとして関西のお
茶の間に登場するこ
とになりました。
2013年10月より毎
週金曜21時から！関
西以外の人は
Podcastでも聴けま
すのでどうぞお楽し
みに。

10月11日
SUUMOジャー
ナルにて「家から
始めるコミュニテ
ィづくり、「住み
開き」のススメ」
という取材記事が
掲載（新着）
「家から始めるコミ
ュニティづくり、
「住み開き」のスス
メ」という取材記事
が掲載されました。

10月６日 産經新
聞書評欄にて編著
「アール・ブリュ
ット　アート　日
本」の書評掲載
（新着）
編集と執筆を務めさ
せていただいた『ア
ール・ブリュット　
アート　日本』（平
凡社）の書評です。

９月25日 MBS
ニュース番組
「VOICE」で取
材放送（新着）
「住み開き」の特集
が18時半頃からあ
り、提唱者として電
話取材で出演しま
す。

2013年の連載企
画その３　雑誌
「ソトコト」にて
新連載「コミュニ
ティ難民のススメ
　ー表現と仕事の
ハザマにあること
ー」連載中。（新
着）

http://www.standardbookstore.com/archives/66096937.html
http://www.nagoya-info.jp/event/center/post_56.html
http://www.pref.shiga.lg.jp/kakuka/a/kikaku/binoshiga/binoshigazukuri/binoshigatalk/20130219eshinbuntalk.html
http://www.kbs-kyoto.co.jp/radio/glow/
http://suumo.jp/journal/2013/10/11/53573/
http://sankei.jp.msn.com/life/news/131006/bks13100609170002-n1.htm
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG


案内＋トークセッシ
ョン　 アサダワタル
×松倉早星×松村貴樹
『ローカルのアート
＆カルチャーと、パ
ブリックに開かれた
住宅の可能性につい
て』2出演。
（企画概要より抜
粋）「私」の空間で
ある家を、少しだけ
「公」に開いたらど
うなるか？住宅の中
でシェアできること
が増える魅力とは？
そこに地域ならでは
のアート＆カルチャ
ーが組み合わさると
何が起こるか？そん
なあたらしいライフ
スタイルの可能性に
ついて、3人の気鋭が
語ります。

２月27日（水）
高知・田野町ふれ
あいセンター（終
了）
中芸での「働く」し
くみを考える～先進
地の取り組みから～
に出演。
（企画概要より抜
粋）講師：滋賀県社
会福祉事業団 理事長
北岡 堅剛氏。障害の
ある人の地域生活の
推進を図るため、先
駆的なサービスを実
践し、安心して地域
で暮らすためのシス
テムの普及、制度化
に向けた事業を展開
しています。 今回、
アサダワタル氏（日
常編集家）がいっし
ょに来ていただける
ことになりました。
芸術分野から都市計
画分野、社会福祉や
教育分野など、各々
のコミュニティーの
価値観をリミックス
する活動を各地で実
施しており、高知県
では、四万十市西土
佐小学校で音楽ワー
クショップを行って
います。
※当日はアサダによ
る民家ライブもあ
り。

２月24日（日）
大阪・市民交流セ
ンターよどがわ
（終了）
人・愛ふれあいプラ
ザ　「地域×ヒト×ア
ート~地図から始める
ヨドガワの日常編集
~」に出演。
京都で自宅を開放し
たサロンスペース
「学森舎」を展開し
つつ、昼間は大阪市
の職員としては働く
植田元気さんによる
企画にお招きいただ
きました。がっつり

以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が7月5日発
行の8月号より開始。
「コミュニティ難
民」という名の僕の
実体験にもとづく人
生コンセプトについ
て、毎月書き下ろし
ていきますので、ぜ
ひともご関心を向け
てくださいませ。

2013年の連載企
画その１　Web
マガジン「学芸カ
フェ」にて「日常
再編集のための発
明ノート」連載
中。第９回更新
（新着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載を開始
しました。毎月頭に
更新するのでその都
度、ブログやツイッ
ターやFBでお伝えし
ますね。第9回は「教
習所×地域住民が繰り
広げる「安全運転推
進のための町民演
劇」とは」おのおの
が各月のバックナン
バーページから探し
てもらえれば読めま
すのでどうぞよろし
くです。

2013年の連載企
画その３　雑誌
「ソトコト」にて
新連載「コミュニ
ティ難民のススメ
　ー表現と仕事の
ハザマにあること
ー」連載中。（新
着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が7月5日発
行の8月号より開始。
「コミュニティ難
民」という名の僕の
実体験にもとづく人
生コンセプトについ
て、毎月書き下ろし
ていきますので、ぜ
ひともご関心を向け
てくださいませ。

http://www.standardbookstore.com/archives/66095212.html
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201311
http://www.ojmm.net/research/GakugeiCafe2013/gakugei201309/
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG


行政系の企画の中
で、以下に自由で突
飛な発想を出せる
か。どうぞご関心を
ば。

２月17日（日）
大阪・高津宮（終
了）
「オープン台地vol.3
をふりかえる-クロー
ジングトーク」に出
演。
2011年の1月に開始
した、大阪は上町台
地の名物ツアープロ
グラム「オープン台
地」も今年でいよい
よ第三回。23日間開
催したオープン台地
vol.3をふりかえるク
ロージングトークに
出演します。総合プ
ロデューサーを務め
させてもらった第一
回からもう2年も経つ
とはほんとあっとい
う間ですね。

２月９日（土）滋
賀・大津プリンス
ホテル コンベン
ションホール（終
了）
田口ランディ（作
家）× 嘉田由紀子
（滋賀県知事）対談
「へだたりが溶けて
ゆく社会への展望 ー
生のような、湧き水
のようなー」にてコ
ーディネーター・進
行役担当。
縁があって、田口ラ
ンディさんと嘉田由
紀子 滋賀県知事の対
談の進行役を務めま
す。アール・ブリュ
ットの話から、3.11
後の地域社会、これ
からの生き方、すご
く大きなテーマを横
断しつつ、75分のト
ークを繰り広げま
す。本企画は、滋賀
県で毎年開催されて
いる福祉の祭典 「ア
メニティ・ネットワ
ーク・フォーラム」
の一環での開催です
ので、単独で見に来
られる方には少し費
用がお高くなりま
す。詳細はアメニテ
ィ全体パンフをご覧
くださいね。

２月４日（月）東
京・Jessica（住
所・アクセスは申
込者にのみお知ら
せします）（終
了）
としまアートステー
ション構想
diVISION『場を開
く』に出演。

特集「人とつなが
る家」巻頭ページ
の執筆を担当（新
着）
『職×住×公の、入れ
子構造！？ アサダワ
タルさんの住み開き
2013。』という特集
を受け持ちましたの
でどうぞお読みくだ
さい。

2013年の連載企
画その１　Web
マガジン「学芸カ
フェ」にて「日常
再編集のための発
明ノート」連載
中。第８回更新
（新着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載を開始
しました。毎月頭に
更新するのでその都
度、ブログやツイッ
ターやFBでお伝えし
ますね。第８回は
「マラソンを“デモ”と
して再編集するマッ
シュアップツール
「デモソン」がロー
ンチ！！」おのおの
が各月のバックナン
バーページから探し
てもらえれば読めま
すのでどうぞよろし
くです。

8月10日 朝日新
聞×ソトコト「ド
ゥグッドガゼッ
ト」コーナーに
て、「住み開き」
の記事掲載。（新
着）
注目集める“住み開
き”と題した記事で、
提唱者として取材を
受けています。

http://www.city.osaka.lg.jp/yodogawa/page/0000203391.html
http://uemachi-hope.net/open-daichi/
http://blog.canpan.info/shien-net/archive/60
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201310
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201309
http://www.ojmm.net/research/GakugeiCafe2013/gakugei201308/#pageGroupB
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG


（企画概要より抜
粋）diVISIONリサー
チメンバーが豊島区
に引越し、イベント
のできるシェアスペ
ースを開きます。
「住み開き」という
概念を発明したアサ
ダさんと、コミュニ
ティスペシフィック
な作品を展開してい
る北澤さんをお招き
し、オープンな場を
はじめることをテー
マにトークを行いま
す。

２月２日（土）岩
手・大槌町公民館
大会議室（終了）
「大槌町で ”まじく
る”こと ～お互いのい
まを知り、これから
の大槌のまちの未来
を考える～」にてフ
ァシリテーター担
当。
（企画概要より抜
粋）“まじくる”(※)と
は“交わる”というこ
と。 大槌町にいま求
められているまちの
未来とは？コミュニ
ティの活性化とは？
町民と町外の支援者
との理想の連携と
は？ 地元産業を通じ
たブランドの構築、
拠点やイベントを通
じたにぎわいづく
り、まちの記録の活
用、福祉とまちづく
りの連携など、ふる
さと教育、情報発信
など…、様々な活動
に取り組む団体がま
ず、震災から２年を
経る目前に各々の成
果や課題、これから
のことを語り合う、
交わる場を作り、そ
の現状をありのまま
に、社会に発信する
ためのフォーラムを
開催します。フォー
ラム会場では、美術
家 きむらとしろうじ
んじんさんによるお
茶会、地元ミュージ
シャンによるライ
ブ、大槌のまちの映
像上映ブースや活動
団体ブースなど、
様々なコーナーも展
開！また大槌の現状
を広く伝えるための
Ustream配信も行い
ます。 ぜひ、この機
会を町内外、様々な
方々に生かしていた
だければ幸いです。

１月28日（月）
福岡・北九州市国
際会議場（終了）
「北九州市民カレッ
ジ 社会教育・生涯学
習基礎講座」の一環
で、「住み開き」の

2013年の連載企
画その３　雑誌
「ソトコト」にて
新連載「コミュニ
ティ難民のススメ
　ー表現と仕事の
ハザマにあること
ー」連載中。（新
着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が7月5日発
行の8月号より開始。
「コミュニティ難
民」という名の僕の
実体験にもとづく人
生コンセプトについ
て、毎月書き下ろし
ていきますので、ぜ
ひともご関心を向け
てくださいませ。

8月27日 共同通
信が47ニュース
にて「住み開き」
のニュース動画を
公開、各種新聞で
も取材記事掲載。
（新着）
注目集める“住み開
き”と題した動画と記
事で、提唱者として
取材を受けていま
す。

8月7日 編著『ア
ール・ブリュット
アート 日本』
（平凡社）出版
（新着）
昨年より、編集と執
筆を担当させていた
だいた書籍がようや
く出版んされます。
どうぞお手にとって
みてください。以下
書籍帯より引用。
→『美術・福祉・人
類学などの多様な視
点から、私たちの社
会を鋭く照射する
「アール・ブリュッ
ト」の全容に迫る。
初の体系的論
集！！』【監修】保
坂健二郎（東京国立
近代美術館主任研究

http://www.toshima-as.jp/projects/2012/table.html
http://hyotanjuku.jimdo.com/
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201309
http://www.47news.jp/movie/general_topics/post_9564/
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG


話をメインに講義を
させていただきま
す。

１月24日（木）
福岡・九州大学
（終了）
九州大学工学部建築
学科の今年度半期非
常勤講師としてテー
マレクチャー「建築
と地域」というお題
で、講義をさせてい
ただきます。

１月11日（金）
大阪・大阪大学
（終了）
大阪大学大学院文学
研究科 臨床哲学ゼミ
にゲスト講師として
出演
『試練と成熟――自
己変容の哲学』など
を書かれている中岡
成文先生の研究生た
ちによってお招きい
ただき、「自己変
容」と「表現」みた
いなテーマでお話を
させていただきま
す。

12月13日（木）
千葉・NHK学園
市川オープンスク
ール（終了）
『人とつながる、自
宅でつながる… 「住
み開き」をご存じで
すか？』に出演
千葉県市川市のNHK
学園さんからご依頼
いただき講演をさせ
ていただきます。最
近各地のカルチャー
スクール系で講演す
ることも多くなりま
したが、おそらく比
較的シニア世代の方
が多いと思われま
す。しかしながらで
きるだけ広い視点か
ら、住み開きのこ
と、文化のこと、コ
ミュニティのことを
お話させていただけ
ればと思います。

12月8日（土）京
都・京都市すまい
体験館（終了）
すまいスクール『私
にもできる「住み開
き」』に出演
京都市が運営する京
都市すまい体験館の
主催講座にて、「住
み開き」の話をしま
す。「住み開き」の
話はその関心の種類
や関心をもつ人と世
代やライフスタイル
によってかなり変わ
ってくるので、この
日は比較的シニア世
代に向けた住まい方

員）【企画】ボーダ
レス・アートミュー
ジアムNO-MA【編
者】アサダワタル
（日常編集家）　
【論考】保坂健二
朗、斎藤環、嘉納礼
奈、中村政人、亀井
若菜、はたよしこ、
野沢和弘、田端一
恵、アサダワタル　
【対談】中沢新一×保
坂健二朗、細馬宏通×
保坂健二郎

日本ボランティア
学会 2012年度
学会誌へ寄稿掲載
（新着）
日本ボランティア学
会の2012年度学会誌
の特集テーマは「境
界を生き抜く＜身振
り＞」。「コミュニ
ティ難民 試論 ̶表現
を携えて領域を漂泊
する実践例から̶」
という論考を寄稿さ
せていただきまし
た。

７月15日 毎日新
聞全国版 「余
録」に住み開きの
紹介記事掲載（新
着）
「余暇から本暇へ」
というテーマのコラ
ムの中で、「住み開
き」が紹介されてい
ます。

情報誌「CEL」の
特集「余暇から本
暇へ」へ寄稿掲載
（新着）
大阪ガスエネルギー
文化研究所が発行す
る濃密な情報誌
「CEL」の特集に
て、「新しい「居場
所」から余暇を再編
集する」と題したエ

http://www.city.kitakyushu.lg.jp/files/000122373.pdf
https://www.n-gaku.jp/life/open/open_ichikawa.htm
http://www.no-ma.jp/?p=5347
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://popo.or.jp/vgakkai/
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG


に、どう文化という
観点を持ち込めるか
をお話をさせてもら
います。とは言え色
んな方々にお越しい
ただきたいのでどう
ぞよろしくです。

11月30日（金）
東京・恵比寿 ス
ペース「amu」
（終了）
生きるための編集デ
ザイン第５回『にち
じょうさいへんしゅ
う↔日常再編集』に
出演
「未来を編む」をテ
ーマにした恵比寿の
スペースamu。運営
団体であるフィルム
アート社さんからの
お声かけをいただ
き、シリーズ「生き
るための編集デザイ
ン 」の第５回　にち
じょうさいへんしゅ
う↔日常再編集に出
演します。

11月29日（木）
大阪・此花モトタ
バコヤ（終了）
1permil Osaka
Creative Share「つ
きあう　～お金と
か、どんなふうにつ
きあってるの？」の
トークに出演。
大阪の人口の1,000
分の1の人々から始め
る創造性の共有プロ
ジェクト「1permil
Osaka Creative
Share」が始まりま
す。アサダも発起人
のひとりとして関わ
らせていただいてま
す。11/23-11/30ま
で大阪の各地の文化
拠点のツアー&トーク
のうちトークに２本
参加します。そのう
ち一本がこのテーマ
とこの出演陣です。
実践トーク：上田假
奈代（ココルー
ム）、池田社長（新
世界）、大川あきら
（現場派）、アサダ
ワタル（住み開
き）、岸井大輔
（PLAYWORKS）、
花村周寛（♭）

11月28日（水）
大阪・中津
waon511（終
了）
住み開き
『waon511』スター
ト企画vol1に出演
以前から交流のある
NPO輪音プロジェク
トが新たな「住み開
き」スペースを展
開。そこの記念すべ

ッセイを寄稿させて
いただきました。
「住み開き」から音
楽ワークショップか
ら「カラオケボック
スの使い方」まで。
自らの実践を中心に
論考+事例を紹介させ
ていただいてます。
以下の「詳細」にて
全文PDF公開されて
いますので、どうぞ
お読みください。

2013年の連載企
画その３　雑誌
「ソトコト」にて
新連載「コミュニ
ティ難民のススメ
　ー表現と仕事の
ハザマにあること
ー」連載開始。
（新着）
以前からよく取材い
ただいてます雑誌
『ソトコト』（木楽
舎）にて、新連載
「コミュニティ難民
のススメ　ー表現と
仕事のハザマにある
ことー」が7月5日発
行の8月号より開始。
「コミュニティ難
民」という名の僕の
実体験にもとづく人
生コンセプトについ
て、毎月書き下ろし
ていきますので、ぜ
ひともご関心を向け
てくださいませ。

2013年の連載企
画その１　Web
マガジン「学芸カ
フェ」にて「日常
再編集のための発
明ノート」連載
中。第7回更新
（新着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載を開始
しました。毎月頭に
更新するのでその都
度、ブログやツイッ
ターやFBでお伝えし
ますね。第7回は「政
治的な街宣音のみを
消してくれる　ノイ
ズキャンセラーヘッ
ドフォン「ノンポリ
フォン」」おのおの
が各月のバックナン
バーページから探し
てもらえれば読めま
すのでどうぞよろし
くです。

http://www.kyoto-sumai.jp/school/sumai-school2_h24/form-top.html
http://www.a-m-u.jp/event/2012/11/tosurvive-5.html
http://1permilosaka.blogspot.jp/2012/11/blog-post_7.html
http://www.osakagas.co.jp/company/efforts/cel/issue/cel/__icsFiles/afieldfile/2013/06/27/104all.pdf
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.sotokoto.net/jp/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/#pageGroupB


き第一回目の企画に
ゲストとして出演さ
せていただきます。

11月27日（火）
大阪・コーポ北加
賀屋（終了）
1permil Osaka
Creative Share「つ
くる　～どうやって
つくるの？」のトー
クに出演。
大阪の人口の1,000
分の1の人々から始め
る創造性の共有プロ
ジェクト「1permil
Osaka Creative
Share」が始まりま
す。アサダも発起人
のひとりとして関わ
らせていただいてま
す。11/23-11/30ま
で大阪の各地の文化
拠点のツアー&トーク
のうちトークに２本
参加します。そのう
ち一本がこのテーマ
とこの出演陣です。
実践トーク：大谷燠
（ダンスボック
ス）、家成俊勝（コ
ーポ北加賀屋）、ア
サダワタル（日常編
集家）、花村周寛
（♭）

11月26日（月）
兵庫・宝塚シネ・
ピピア（終了）
宝塚映画祭2012のト
ークに出演。
宝塚映画祭の今年の
テーマは「シネマ&ロ
ーカリティ」。すご
いええテーマやと思
います、個人的に。
僕は「楽日」という
2003年の台湾映画の
上映のあとのトーク
にて、社会地理学者
の原口剛さんと話し
ます。ぜひぜひ他の
日も行ってみて下さ
いね。ミシェル・ゴ
ンドリーの「ぼくら
の未来へ逆回転」と
か超おススメ。

11月25日（日）
兵庫・甲南大学西
宮キャンパス５階
アトリウム（終
了）
西宮まちづくり塾
『ご近所の“新しいつ
ながり”を考える』に
出演。
昨年も出演させてい
ただいた西宮まちづ
くり塾に出演しま
す。西宮では行政か
らの住み開き的仕組
みづくりとして「つ
どいの場オーナー制
度」を構築中。そん
な中で、今回、住み
開き本でも対談させ

2013年の連載企
画その２　Web
マガジン「マガジ
ン航」にて「本屋
はブギーバック」
第４回掲載（新
着）
本と出版の未来を考
えるWebマガジン
「マガジン航」にて
新連載「本屋はブギ
ーバック」が開始。
第４回は「本でも音
楽でも、“文化”を使い
回そう！」ロゴ&イラ
ストはイシワタマ
リ。大阪のスタンダ
ードブックストアさ
んでの実験もかねて
書いていきます。

2013年の連載企
画その１　Web
マガジン「学芸カ
フェ」にて「日常
再編集のための発
明ノート」連載
中。第６回更新
（新着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載を開始
しました。毎月頭に
更新するのでその都
度、ブログやツイッ
ターやFBでお伝えし
ますね。第６回
「“歌”で犯した罪
は“歌”でケジメを　
『卒業』の二次創作
による実演的悔悛」
おのおのが各月のバ
ックナンバーページ
から探してもらえれ
ば読めますのでどう
ぞよろしくです。

フジテレビのニュ
ース番組にて、連
日「住み開き」の
特集が放送（新
着）
提唱者の立場とし
て、「住み開き」の
取材をフジテレビさ
んより受けました。
5/29と6/12は朝の
情報番組『めざに
ゅ～』にて、5/31は
昼の情報番組『アゲ
ルTV』にて特集され
ます。

６月5日 雑誌 ソ
トコト2013年７
月号
の「ソーシャルなお
買い物」のコーナー
の推薦者として、デ

http://waon0317.ti-da.net/e3583020.html
http://1permilosaka.blogspot.jp/2012/11/blog-post_7.html
http://takarazukaeiga.com/2012/event.html
http://www.dotbook.jp/magazine-k/boogieback_04/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/#pageGroupB
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG


ていただいた三浦展
さんや、西宮で長年
コミュニティサロン
「つどの場さくらち
ゃん」の運営をされ
てきた丸尾多重子さ
ん、そして最近全国
的にも話題のゴジカ
ラ村の田中美貴さん
と共に登壇。これは
すごく濃い話ができ
そうです。

11月16日（金）
大阪・北加賀屋名
村造船所跡地（終
了）
『DESIGNERS
ACCESS 2012』の
クリエイターズトー
クに出演。
JCD（社団法人日本
商環境設計家協会）
さん主催のデザイン
博に縁があってお招
きいただきました。
「デザインの結界」
という大層大きなテ
ーマのトークで何が
喋れるのかわかりま
せんが、他のゲスト
のビルマニアカフェ
さん、スタンダード
ブックストア店長の
中川和彦さんたちと
登壇します。情報が
Webにはあがってい
ないですが、一般
1000円、学生500
円。時間は昼の部12
時～18時と夜の部18
時～23時とのこと。
ひとまず以下にチラ
シの画像をあげてお
きます。

11月10日（土）
東京・北千住 居
酒屋「北千両」
（終了）
音まち千住の縁『音
まちトーク「ねほり
はほり」スペシャル
　アサダワタル×大原
大次郎』に出演。
足立区北千住エリア
で典顔されているプ
ロジェクト「音まち
千住の縁」の一環
で、地元の居酒屋で
トークに出演しま
す。ご一緒するデザ
イナーの大原大二郎
さんとのコラボトー
クはどんな展開にな
るのかフタを開けて
みないと不明。かな
り即興性の高い内容
になると思われま
す。どうぞ楽しみに
きてくださいね。

10月31日（水）
滋賀・大津 事編
kotoami 湖と猫
（仮）（終了）
「小倉ヒラクさんと

ザイナー 能登夫妻の
「モノローグ」を紹
介させていただきま
した。

編著担当本『アー
ル・ブリュットを
巡るトークシリー
ズ』全頁PDF公
開。（新着）
一昨年にディレクシ
ョンを担当したトー
クイベントの「アー
ル・ブリュットを巡
るトークシリーズ」
のドキュメントブッ
クが先月完成をしま
した。編集とコラム
執筆を担当していま
す。一般書店で売ら
れるものではなく、
無料で希望者に配布
する書籍として、企
画団体であるボーダ
レス・アートミュー
ジアムNO-MAのHP
で公開したところ、
瞬く間に在庫がなく
なってしまったた
め、改めて本日より
全頁PDF公開を始め
ました。自分で言う
のも手前味噌です
が、かなり読み応え
のある内容になって
いると思われます。

５月５日 朝日新
聞東京欄 掲載
（新着）
提唱者の立場とし
て、「住み開き」の
取材を受けました。
詳細は朝日新聞デジ
タルでも読めます
よ。

http://www.nishi.or.jp/contents/00021773000300055.html#18
http://kotoami.org/da2012.pdf
http://aaa-senju.com/%E9%9F%B3%E3%81%BE%E3%81%A1%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%80%8C%E3%81%AD%E3%81%BB%E3%82%8A%E3%81%AF%E3%81%BB%E3%82%8A%E3%80%8D%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%82%B7%E3%83%A3%E3%83%AB%E3%80%80%E3%82%A2%E3%82%B5/
http://www.sotokoto.net/jp/
http://www.no-ma.jp/?p=4960
http://www.asahi.com/national/update/0506/TKY201305060035.html?tr=pc


話す、分野ノマディ
ズムな、あるいはコ
ミュニティ・ディア
スポラな働き方」
少々くどいタイトル
であることは承知の
上なのでお許しくだ
さい。なんせアサダ
がここ数年、ずっと
気になっているテー
マで、専門性をあら
ゆる分野にしなやか
に転用していくその
創造性、そしてその
ことから生まれる
「一体あんた何者や
ねん！」感。そして
そういった感覚を醸
し出している人たち
のネットワークがや
っぱり世の中を面白
くしていっていると
いう根拠は無いが強
い実感。 　で、僕の
中でそんなテーマの
代表格は、今年の1月
に一気に意気投合し
友人になった、「デ
ザイナーのフリをし
た学者」であり「地
営業者」の小倉ヒラ
クくん。まず彼の思
考の回転の速さとキ
レの良さに感銘をう
けつつ、そしてちょ
っとずつだけど、一
緒に山梨などで何か
を始め出している感
じです。普段東京に
いつつ各地を行脚し
ている彼が関西に寄
るタイミングで、大
津のうちに寄っても
らうことができたの
で、ぜひ、色んな人
たちに彼の活動を知
ってもらいつつ、一
緒にあれこれ語り合
えればと思います。
時間がゆるせば、徒
歩30秒の琵琶湖畔の
夜散歩でもできれば
いいですね。

10月25日（木）
大阪・淀屋橋J ホ
ームスタイル大阪
（柏木工ショール
ーム）（終了）
『住まいのヒント　
～くうねるところは
どんなばしょ？』に
出演。
日本インテリアデザ
イナー協会が主催さ
れるイベントにお招
きいただきました。
「住まい」がテーマ
とはいえ、住宅やイ
ンテリア、建築関係
の方ばかりでなく、
「ホームムービーの
日」の京都世話人の
方や、僕のような謎
の肩書きの人間まで
出演するので、広が
りがあるトークにな
ることと思います。
どうぞ遊びに来て下
さい。

５月４日 公益社
団法人 日本都市
計画学会の学会誌
「都市計画 302
号」の特集ページ
に論文寄稿（新
着）
「都市継承期のコミ
ュニティモデル」と
いう特集において
「「住み開き」提唱
後の現状から見える
コミュニティの未
来」というタイトル
の論文を寄稿させて
いただきました。

2013年の連載企
画その２　Web
マガジン「マガジ
ン航」にて「本屋
はブギーバック」
第３回掲載（新
着）
本と出版の未来を考
えるWebマガジン
「マガジン航」にて
新連載「本屋はブギ
ーバック」が開始。
第３回は「わらしべ
文庫から垣間みえる
街の生活の柄」ロゴ&
イラストはイシワタ
マリ。大阪のスタン
ダードブックストア
さんでの実験もかね
て書いていきます。

2013年の連載企
画その１　Web
マガジン「学芸カ
フェ」にて「日常
再編集のための発
明ノート」連載
中。第１～４回ま
で（新着）
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載を開始
しました。毎月頭に
更新するのでその都
度、ブログやツイッ
ターやFBでお伝えし
ますね。初回は「オ
フィス街パラソル弁
当におけるビジネス
紙芝居」第２回「老
人ホーム入居者によ
る"バンド"&"レーベ
ル"結成」、第３回
「ラジコンのデモン
ストレーションで"デ
モ"活動　～脱原発で
も春闘でもTPP反対
でも、デモデモデ
モ…～」、第４回
「ドラッグチェーン×
ストリートミュージ
シャン　～昨今の薬
事法の流れも絡めつ
つ商い芸談義～」お
のおのが各月のバッ
クナンバーページか
ら探してもらえれば
読めますのでどうぞ
よろしくです。

http://www.facebook.com/events/269813389806499/
http://www.jid-kansai.jp/living-and-design/image/25-1.pdf
http://www.dotbook.jp/magazine-k/boogieback_03/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/#pageGroupB


10月20日（日）
横浜・ひらがな商
店街 アートスペ
ース「と」（終
了）
『ひらがな商店街と
旅しよう スペシャル
トークショー』に出
演。
横浜・石川町にある
小さな商店街 ひらが
な商店街をご存知で
すか？実は僕もこの
オファーをいただく
までは知らなかった
のですが、ここに最
近オープンしたアー
トスペース「と」。
とっても素敵な名前
のスペースですが、
ここワークショップ
やトークが開催さ
れ、出演させていた
だくことになりまし
た。色んなプログラ
ムが開催されますの
で、どうぞ遊びに来
て下さい。

10月6日（金）～
10月8日（日）京
都・綾部市里山交
流研修センター
（終了）
『綾部里山交流大学
交流デザイン学科』
（２泊３日）に4名の
講師として山崎亮さ
ん、西口和雄さん、
塩見直紀さんと出
演。
「半農半X」の提唱者
として有名な塩見直
紀さんにお声かけい
ただき、彼のフィー
ルドである綾部にて
お話します。２時間×
２限の担当を10/7に
させていただきま
す。

9月27日（木）山
梨・こうふのまち
の芸術祭（終了）
（9/18 新着更
新）
『甲州緊急ミーティ
ング vol.2　DIYでコ
ミュニティーづく
り』に出演
「こうふのまちの芸
術祭」お招きいただ
きました。昨今交流
を深めている、小倉
ヒラクくんたちとと
もに甲府のまちの使
い方を間gなえるトー
クです。

9月22日（土）京
都・ART
ZONE（終了）
京都藝術イベント
『オルタナティブな
発信空間の可能性』

4月７日（日）ラ
ジオ「ドロップア
ウト！ by
Liverty」にゲス
ト出演
家入一真さんと高木
新平さんがパーソナ
リティーをつとめ
る、原宿sora×niwa
にスタジオを持つネ
ットラジオにゲスト
出演します。

神戸市発行のペー
パー「DOCK」
に太刀川英輔氏
（NOSIGNER）
との対談掲載
神戸市デザイン都市
推進室発行のフリー
ペーパー「DOCK」
に2012年3月に行っ
たイベント「デザイ
ンの内と外」の対談
内容が掲載されまし
た。

2013年の連載企
画その２　Web
マガジン「マガジ
ン航」にて「本屋
はブギーバック」
第２回掲載
本と出版の未来を考
えるWebマガジン
「マガジン航」にて
新連載「本屋はブギ
ーバック」が開始。
第２回は「一巻書房
は新しい批評だ！」
ロゴ&イラストはイシ
ワタマリ。毎月執筆
しますのでぜひどう
ぞ読んでいただけれ
ば幸いです。大阪の
スタンダードブック
ストアさんでの実験
もかねて書いていき
ます。

３月14日 毎日新
聞くらしナビ欄
掲載
「住み開き」につい
ての取材をいただき
ました。

http://jiza1.jp/to_ws2012/about.html
http://www.satoyama.gr.jp/topix/2012/08/post-263.html
http://kofuart.net/?m=2012&cat=6
http://www.soraniwajapan.com/topmain/dropout.php
http://www.dotbook.jp/magazine-k/boogieback_02/


に出演。
京都で活動をしてき
たアートスペースの
運営者の方々のなか
で、土地は違えど各
地でスペースやプロ
ジェクトの立ち上げ
や運営に関わってき
た立場としてオファ
ーをいただきまし
た。登壇者は、福西
次郎氏
（UrBANGUILD店
長）、松山孝法氏
（Factory Kyoto代
表）、村田ちひろ氏
（Gallery Ort）、佐
藤暖氏（ART ZONE
前事務局長）、徳山
文太氏（Chika 代
表）。何が話せるか
当日までわかりませ
んが、ご興味ある方
はぜひ。

9月21日（金）大
阪・ISライブラリ
ー（終了）
プラッとCafe『オー
プン台地　再編
集！！』に出演。
大阪は上町台地にて
2011年1月に総合プ
ロデューサーを務め
させていただき、運
営スキームの構築や
企画演出を担当した
ツアープロジェクト
「オープン台地 in
OSAKA 上町台地の
生活鑑賞ツアーコレ
クション Vol.1」。こ
れらの実践を振り返
る回に改めてゲスト
としてお招きいただ
きました。今後の上
町台地の展開を皆さ
んと話し合えればと
思います。

9月９日（日）東
京・ 3331Arts
千代田（終了）
「甲州発酵物産展」
にて司会・コーディ
ネーター担当
2011年秋に開催した
「甲州発酵物産
展」。今年の秋、さ
らにパワーアップし
て第２回を開催。食
べて、飲んで、語っ
て、感じて、甲州の
物産展と甲州人の魅
力に出会う一日。そ
んな会に色々昨年か
ら縁があってアサダ
が司会を担当しま
す。第一部では「甲
州の未来を語るトー
クセッション」。甲
府の市議会議員 神山
玄太さん、山中湖村
のシャレた宿 ホトリ
ニテ当主 高村直喜さ
ん、山梨県北杜市
「食と農の杜づくり
課」の担当 浅川裕介
さん出演。第2部の

２月15日 高知新
聞25面 掲載
四万十市西土佐小で
のワークショップの
様子を取材いただい
きました。

2013年の連載企
画その２　Web
マガジン「マガジ
ン航」にて「本屋
はブギーバック」
第一回掲載
本と出版の未来を考
えるWebマガジン
「マガジン航」にて
新連載「本屋はブギ
ーバック」が開始。
第一回は「本屋でこ
んな妄想は可能か」
ロゴ&イラストはイシ
ワタマリ。毎月執筆
しますのでぜひどう
ぞ読んでいただけれ
ば幸いです。大阪の
スタンダードブック
ストアさんでの実験
もかねて書いていき
ます。

2013年の連載企
画その１　Web
マガジン「学芸カ
フェ」にて「日常
再編集のための発
明ノート連載」第
二回掲載
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載を開始
しました。毎月頭に
更新するのでその都
度、ブログやツイッ
ターやFBでお伝えし
ますね。２回目は
「老人ホーム入居者
による“バンド”&“レ
ーベル”結成」。ぜひ
読んでください。

2013年の連載企
画その１　Web
マガジン「学芸カ
フェ」にて「日常
再編集のための発
明ノート連載」開
始！
学芸出版社とstudio
OJMMによるWebマ
ガジン「学芸カフ
ェ」にて連載を開始
しました。毎月頭に
更新するのでその都
度、ブログやツイッ
ターやFBでお伝えし
ますね。初回は「オ
フィス街パラソル弁

http://www.facebook.com/events/410917325624721/
http://uemachi-hope.net/activity/activity.html
http://www.dotbook.jp/magazine-k/boogieback_01/
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/index.htm#pageGroupB


「甲州の魅力を再編
集」では、
D&DEPARTMENT代
表のナガオカケンメ
イさんと フォーハー
ツカフェでおなじみ
のセツゲツカLtd代表
大木貫之さん の対談
も。そして料理はモ
コメシさんが担当。
ぜひ3331まで立ち寄
ってください。

9月８日（土）東
京・ ギャラリー
YUKIMATSU（終
了）
レクチャー＋対談
「住み開きとコミュ
ニティ」にて山崎友
蔵さん（ギャラリー
YUKIMATSU主宰）
と対談
古い建物の魅力を伝
え、その活用方法を
探る展示イベント
「Re1920記憶」の
主宰 いしまるあきこ
さんからお招きいた
だき、ました。対談
相手のギャラリー
YUKIMATSU主宰 山
崎友蔵さんは、僕が
最近出会った数々の
人の中でも相当面白
い、何者やねんっぷ
りを発揮している同
世代の人物です。
「リノベーション」
という視点も入れ混
ぜて語る本会、是非
遊びに来て下さい
ね。

9月１日（土）大
阪・ デジタルハ
リウッド（※非公
開　終了）
いつもお世話になっ
ている、りそな総合
研究所の藤原明さん
とともに、プロデュ
ース論の特別講義を3
時間します。

８月23日（木）
大阪・ジュンク堂
大阪本店（終了）
連続トークイベント
「カフェという場の
つくり方」にて山納
洋さんと対談
『カフェという場の
つくり方』（学芸出
版社）を上梓された
山納洋さんと、ジュ
ンク堂大阪本店にて
出版記念対談させて
いただきます。山納
さんとは僕が『住み
開き』を書くきっか
けにもなった208南
森町のメンバーとし
てもご一緒させてい
ただいていたことも
あり、こうやって改
めて今回対談相手に

当におけるビジネス
紙芝居」。ぜひ読ん
でください。

1月5日 雑誌 ソト
コト2013年2月
号
の「ソーシャルなお
買い物」のコーナー
の推薦者として、東
京・世田谷のハーモ
ニー（就労継続支援B
型事業所）が、自分
たちの幻聴妄想の実
態をかるたにした
「幻聴妄想カルタ」
を紹介させていただ
きました。

フリーペーパー
「地営業通信」に
てインタビュー掲
載
地と人をつなぐ地営
業カンパニー 合同会
社++（たすたす）が
発行されているフリ
ーペーパーにて　
『自己表現の先にあ
るもの コミュニティ
に自分を開く 自分あ
りき、公私混同のス
スメ』というタイト
ルでインタビュー記
事が掲載されてま
す。PDFでもみれま
すのでよければ以下
の「詳細はこちら」
にてご覧ください。

ArtCourtFrontier#10
図録いただきまし
た
「KPPL（借りパクプ
レイリスト）」にて
参加させていただい
た大阪のアートコー
トギャラリーさんの
企画展
「ArtCourtFrontier#10」
の図録にて、推薦者
の森司さん（東京都
歴史文化財団）から
作品コメントもいた
だきましたので、ブ
ログにて転載させて
もらってます。

http://www.koushu.jp/
http://kioku.info/Re1920ji_yi/event.html
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/index.htm
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201302
http://tassetasse.jp/report/pdf/GieigyoReport006.pdf
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://yrecord.exblog.jp/17137404/


お招きいただいたこ
とは本当に嬉しいで
す。ぜひ遊びにきて
くださいね！

８月４日（土）
大阪・アートコー
トギャラリー（終
了）
「ArtCourtFrontier」
にて アサダワタル×
田中恒子 対談
アートコートギャラ
リーにて開催中の展
覧会
「ArtCourtFrontier」。
アサダは借りパクCD
のエピソード&試聴展
示「KPPL（借りパク
プレイリスト）」を
展開中ですが、そこ
で8/4の14時からト
ークをします。お相
手は大阪教育大学名
誉教授で住居学者 美
術コレクターの田中
恒子さん。昨年、住
み開き本においても
対談をさせていただ
いたりで、陰ながら
僕の活動を叱咤激励
してくれている素敵
な方です。ぜひ遊び
にきてくださいね！

７月19日
（木）・26日
（木） 大阪・Aダ
ッシュワーク創造
館（終了）
「イベント・企画デ
ザイナー養成講座」
にて講師担当
この講座では、「イ
ベント・企画」を一
過性やルーチンなも
のではなく、特定の
コミュニティ（家
族・身内から、自分
の住んでいる地域、
都道府県、全国レベ
ル、または社会的マ
イノリティな立場の
集団まで）の中にあ
る関心や問題意識な
どを探求・解決して
いくための「コミュ
ニティデザインのた
めの手段」としてを
捉えます。そして、
「企画書ができた
後」の運営ノウハウ
を学ぶのではなく、
「企画書に起こすま
で」のアイデアを思
いつくための基盤づ
くりと、思いついた
イメージやアイデア
を形にするためのコ
ツを学びます。

７月７日（土）
奈良・奈良県立図
書情報館（終了）
地域と自分とのつな
がりを考えるフォー
ラム 「ローカルブッ

11月5日 雑誌 ソ
トコト2012年
12月号

の人物取材欄
「人乃声」に
てアサダの
諸々の活動：
「住み開き」
「KPPL（借り
パクプレイリ
スト）「ひょ
っこりひょう
たん塾」、音
楽系のワーク
ショップなど
を見開きで紹
介していただ
きました。

９月18日 雑誌
『IN/SECTS
Vol.5』
の特集「“ OSAKA
VISION ”」にて「日
常編集家アサダワタ
ル、大阪との新しい
付き合い方」が掲載
されています。滋賀
県に主な住居兼事務
所を移転して以後、
いま感じている大阪
について取材してい
ただきました。とっ
ても面白い雑誌なの
でぜひお読みくださ
いね。

９月日 冊子『ひ
と・まち・自然』
のコラムコーナーに
て「“私”と“地域”の間
にグラデーションを
もたらす“住み開き”」
を寄稿させていただ
きました。

http://gmark.jp/event/1208cafe/201208cafe.htm
http://yrecord.exblog.jp/16328507/
http://www.adash.or.jp/?p=2800
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201212
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.insec2.com/news/1302.html
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.setagayatm.or.jp/trust/pub/index.html#press


クレヴュー＆クロス
トーク1」に出演
お世話になっている
けど出演したことの
なかった奈良県立図
書情報館に出演。フ
ァシリテーターは狩
野哲也さん、対談相
手はsonihouseの鶴
林万平くん。どんな
展開になるのでしょ
うか。楽しみにで
す。きっと、地域と
音楽、コミュニティ
と音楽といったテー
マのことも話すこと
になるだろうと思い
ます。

６月30日（土）-
７月１日（日）
埼玉・埼玉県立近
代美術館 埼玉県
立浦和高校麗和会
館 北浦和ふれあ
い商店街他（終
了）
日本ボランティ学会
2012年度大会「東京
の果て、東北の始ま
り　境界を生き抜
く」に出演
ボランティア学会な
るものにまさか自分
が出演するとは。ま
さにこの「境界を生
き抜く」ってのは僕
の一大テーマなので
出演させていただき
ました。１日目のグ
ループトーク「この
場所で市民知を編む
―今、これまで、こ
れから」にて石井秀
樹さん（福島大学う
つくしまふくしま未
来支援センター特任
助教）とトーク、そ
して２日目の「若者
（ならずもの）が境
界を壊す―商店街の
未完成の家で住み開
く」にてコーディネ
ーターを務めさせて
もらいます。

６月21日（木）
兵庫・伊丹商工プ
ラザ（終了）
平成24年度「伊丹ま
ちづくり大学」に出
演
「日常を再編集する
あるいは街の遊び方
̶住み開きをきっか
けに̶」というテー
マでお話させていた
だきます。僕以外に
も連続して様々なゲ
ストの方が出演され
ますよ。

６月14日（木）
大阪・心斎橋
CONPASS（終
了）
TAIYO33×CONPASS

ソトコト2012年
９月号
特集「シェアして暮
らす家」欄の「カウ
チサーフィンに畑。
プッシュさんの家
へ、ようこそ！ 20代
から始める楽しい住
み開き！」にて、住
み開きの考え方と書
籍紹介、姫路でのの
実践例が掲載されま
した。

8/21 FM
OSAKA
851「Realize!」
にてに出演
番組内の「Real
Talk」というコーナ
ーに収録出演しまし
た。「住み開き」の
話から、岩手県大槌
町の「ひょっこりひ
ょうたん塾」の話、
そして借りパクCD展
示「KPPL」の話な
ど、いろいろと日常
編集業について紹介
させていただきまし
た。

機関誌「住宅」に
て、「“中古”か
ら“Re-
livable”へ 文脈
重視の創造的転用
」というタイトル
で寄稿。（8/1 新
着更新）
日本住宅協会さんの
機関誌「住宅」の今
号の特集テーマは
「中古住宅の創造的
転用」。アサダも住
み開きと、DJ文化に
おける「レア・グル
ーヴ」という観点を
ヒントに、10,000字
ほどの文章を寄稿を
させていただきまし
た。ご興味ある方は
以下に問い合わせく
ださい。

７/23 WEBマガ
ジン「広告三国
志」にてアサダの

http://salon-and-culture.blogspot.jp/2012/06/070714001700-1.html
http://popo.or.jp/vgakkai/news/post_11.html
http://itami-tc.com/lecture/
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.sotokoto.net/jp/latest/?ym=201209
http://blog.fmosaka.net/realize/2012/08/_kotoami_821real_talk.html
http://www.amazon.co.jp/%E7%AC%AC%E5%9B%9B%E3%81%AE%E6%B6%88%E8%B2%BB-%E3%81%A4%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8A%E3%82%92%E7%94%9F%E3%81%BF%E5%87%BA%E3%81%99%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%B8-%E6%9C%9D%E6%97%A5%E6%96%B0%E6%9B%B8-%E4%B8%89%E6%B5%A6-%E5%B1%95/dp/4022734450
http://www.jh-a.or.jp/contents/kikanshi/kikanshi.3b.htm


presents 「ど
PAOS!」～平日都市
型まつり主義～ のト
ークイベントに出演
結構なんだかんだと
10年来の友人のPIKA
からある日電話をう
け、「コミュニティ
という現象を超えた
広がり、繋がり」と
いうテーマのトーク
セッションに出演し
ます。その他にも
6/11-15まで濃ゆい
企画が目白押しです
よ。

６月９日
（土）-10日
（日） 岩手・大
槌町 安渡小学校
体育館（終了）
ひょっこりひょうた
ん塾開校！ 第一回文
化芸術まちづくりゼ
ミ
「みんなが交わる図
書館でまちが変わ
る！　ー小布施から
学ぶ大槌の未来図
ー」
昨年12月から毎月滞
在しながらコンセプ
ト、運営スキームを
町の人々と作り上げ
て来た岩手県大槌町
の復興プログラム
「ひょっこりひょう
たん塾」がついに開
校。アサダは監修責
任と当日の司会を担
当。本回のゲストは
未来の図書館像とし
て全国から注目を集
める長野県小布施町
立図書館「まちとし
ょテラソ」の館長花
井裕一郎さんと、 震
災以後、大槌町の取
材を続けてきた朝日
新聞記者 東野真和さ
ん。是非全国からの
参加お待ちしており
ます。塾開校の背景
はをどうぞ詳細のホ
ームページをご覧く
ださい。

５月26日（土）
広島・鞆の津ミュ
ージアム（終了）
トークイベント「僕
らの街にアール・ブ
リュットがやってき
た！」
広島は鞆の浦に5月に
オープンした美術館
「鞆の津ミュージア
ム」にてトークに出
演します。共演は中
村政人（アーツ千代
田3331統括ディレク
ター）さんと竹村利
道（アートゾーン藁
工倉庫 主宰）さん。
アール・ブリュット
について自分が前に
出て話すことは初め
てに近いのですが、

活動が掲載。
（8/1 新着更新）
広告関係の３人のク
リエイターが運営す
るWebサイトにてご
取材いただきまし
た。滋賀に移転した
背景など少し書かれ
ておりますのでご覧
下さいませ。

６/11 文芸誌
「こころ」（平凡
社）に黒川創＋南
陀楼綾繁＋アサダ
ワタルの特集鼎談
が掲載。（6/13
新着更新）
文学、歴史、思想、
芸術など、様々な角
度から日本人の新し
い生きかたを考える
総合文芸誌「ここ
ろ」の第７号が発
刊。特集は「コミュ
ニティ」が文化をつ
くる」　本特集で
は、広井良典さんや
西村佳哲さん、中俣
暁生さんなども執筆
され、 また連載は池
澤夏樹さんや柳田邦
男さんなど、かなり
骨太な内容となって
ますのでぜひとも読
んで下さいね！民博
で展覧会中の今和次
郎さんの「バラック
装飾社」のことなど
も、畑中章宏さんに
よって書かれており
ます。

学芸出版社Web
マガジン「学芸カ
フェ」にてインタ
ビュー掲載。
（6/13 新着更
新）
住み開き出版にまつ
わる過程、日常編集
家という動き方につ
いて、子ども時代の
ころ、これからのこ
と、いろいろ取材し
ていただきました。
取材してくださった
建築翻訳家の牧尾晴

http://taiyo33osaka.net/
http://hyotanjuku.jimdo.com/
http://ameblo.jp/koukoku3594
http://www.amazon.co.jp/%E7%AC%AC%E5%9B%9B%E3%81%AE%E6%B6%88%E8%B2%BB-%E3%81%A4%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8A%E3%82%92%E7%94%9F%E3%81%BF%E5%87%BA%E3%81%99%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%B8-%E6%9C%9D%E6%97%A5%E6%96%B0%E6%9B%B8-%E4%B8%89%E6%B5%A6-%E5%B1%95/dp/4022734450
http://www.heibonsha.co.jp/kokoro/
http://www.amazon.co.jp/%E7%AC%AC%E5%9B%9B%E3%81%AE%E6%B6%88%E8%B2%BB-%E3%81%A4%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8A%E3%82%92%E7%94%9F%E3%81%BF%E5%87%BA%E3%81%99%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%B8-%E6%9C%9D%E6%97%A5%E6%96%B0%E6%9B%B8-%E4%B8%89%E6%B5%A6-%E5%B1%95/dp/4022734450


個人としてなぜそこ
に興味があり、僕の
田の活動との関連も
含めて話をさあせて
いただきます。

５月13日（日）
京都・アカデミッ
クスペース「学森
舎」（終了）
ソーシャル以降の世
界 ～新しいコミュニ
ティ”住み開き”ワーク
ショップ～
京都の学森舎さんに
お招きいただたきま
した。18時半からで
す。主催者の方曰く
「SNS時代以降の新
たなコミュニティの
形に関心がある方は
ぜひお越し下さ
い！」とのこと参加&
詳細希望の方はツイ
ッター＠gakusinsya
までお問い合わせ
を。

　　　４月17日（火）
大阪・西成カマン!メディ
アセンター（終了）

えんがわおしゃべり
相談会 しんどいと共
に生きる - しんどい
状況にある人と一緒
にいる時どうする？
倉田めばさん（薬物
依存回復支援団体
「Freedom」代表）
と共に講師を務めま
す。なかなか重めな
テーマですが、「し
んどい」という感覚
はかなり広い意味で
の解釈です。決して
同じ考えだけにまと
まらない場を目指せ
ればと思います。

４月11日（水）
大阪・江之子島文
化芸術創造センタ
ー（終了）
OpeningFesta「創
造しい人々」 エノコ
ジマ・クリエイティ
ブ・カフェ
江之子島文化芸術創
造センターのオープ
ンニング企画にトー
クで出演します。テ
ーマは「日常編集家
という仕事　-例えば
住み開き、街頭テレ
ビ、音楽の使い方
-」。連日沢山のゲス
トの方が出られるの
で是非チェックして
みてくださいね。

４月５日（木）
東京・赤坂 d-
labo（終了）
d-log 日常を再編集
する -住み開きをきっ

喜さんに感謝。どう
ぞ「詳細」よりリン
クへ飛んでお読みく
ださいませ。

フリーペーパー
「mauleaf」に
てインタビュー掲
載。（6/13 新着
更新）
武蔵野美術大学の学
生がつくるムサビ応
援誌「mauleaf」の
今回の特集は「シェ
ア／美術系シェアハ
ウスのかたち」。ア
サダのインタビュー
記事も掲載いただき
ました。主に関東圏
で手に入るものだと
思いますが、ぜひ読
んでくださいね。取
材してくださった藤
原ちから氏に感謝。
あと卒業生でもない
のに混ぜてくれて感
謝！

5/26 共著「クリ
エイティブ・コミ
ュニティ・デザイ
ン 関わり、つく
り、巻き込もう」
（フィルムアート
社）がいよいよ出
版。（5/21 新着
更新）
成瀬猪熊建築事務所
(著), 田北雅裕 (著),
服部滋樹 (著), 西村勇
也 (著), 兼松佳宏
(著), アサダワタル
(著), 大和田順子 (著),
林美香子 (著), 下山浩
一 (著), いえつく
(著), 松場登美 (著),
諏訪光洋 (著), マエキ
タミヤコ (著), 中村陽
一 (著), 籾山真人
(著), 友廣裕一 (著),
秋田光彦 (著), 鷲尾公
子 (著), 宮本武典
(著), 紫牟田伸子 (編
集) 。アサダは「“イ
メージ”としてのコミ
ュニティへの想像力
を養う」という文章
を書かせていただき

http://www.facebook.com/events/233547896751990/
http://www.kama-media.org/japanese/engawa/
http://www.enokojima-art.jp/event.html
http://www.gakugei-pub.jp/kanren/toshiken/index.htm
http://www.amazon.co.jp/%E7%AC%AC%E5%9B%9B%E3%81%AE%E6%B6%88%E8%B2%BB-%E3%81%A4%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8A%E3%82%92%E7%94%9F%E3%81%BF%E5%87%BA%E3%81%99%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%B8-%E6%9C%9D%E6%97%A5%E6%96%B0%E6%9B%B8-%E4%B8%89%E6%B5%A6-%E5%B1%95/dp/4022734450
http://stk-mau.hatenablog.com/entry/2012/05/31/142713
http://www.amazon.co.jp/%E7%AC%AC%E5%9B%9B%E3%81%AE%E6%B6%88%E8%B2%BB-%E3%81%A4%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8A%E3%82%92%E7%94%9F%E3%81%BF%E5%87%BA%E3%81%99%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%B8-%E6%9C%9D%E6%97%A5%E6%96%B0%E6%9B%B8-%E4%B8%89%E6%B5%A6-%E5%B1%95/dp/4022734450


かけに-
スルガ銀行さんがミ
ッドタウンタワーに
てプロデュースする
コミュニケーション
スペース「d-labo」
にて、お話ししま
す。このトークシリ
ーズ「d-log」です
が、毎回びっくりす
るほど多彩なゲスト
をものすごい数で呼
ばれていてなかなか
のもの。銀行がこの
企画をしているって
すごい。ちなみに参
加費無料です。

３月29日（木）
静岡・浜松ゆりの
木通り商店街（終
了）
「チューリップツリ
ートラベル社　 ～春
のまち歩きツアー～
」 ゲスト：山出淳
也、アサダワタル
浜松市のゆりの木通
り商店街を中心にま
ちを歩いてまわる春
のツアー企画。 各回
ともそれぞれに独自
の目線を持ったゲス
トとともに、あれこ
れとおしゃべりをし
ながらまちを歩くツ
アー。僕もお招きい
ただきました。さぁ
焦点をどんどんボカ
して歩こうか。

３月28日（水）
神戸・KIITO（終
了）
「自己編集と仕事の
これから」 ゲスト：
アサダワタル、太刀
川英輔
（NOSIGNER）
神戸市が2012年7月
に創刊する、デザイ
ン都市・神戸を発信
するメディア
『.DOCK』の公開取
材イベント
『.DOCKTALK「デ
ザイン」の内と外』
にて太刀川英輔
（NOSIGNER）さん
と対談します。テー
マは「自己編集と仕
事のこれから」。僕
が大阪でやっていた
「CIY」というプロジ
ェクトとも通ずる企
画です。

３月17日（土）
京都・左京西部い
きいき市民活動セ
ンター 会議室１
（終了）
高齢者との場作りプ
ロジェクト「みんな
の居場所」
劇団France_Panなど
にて活躍する伊藤拓

ました。

フリーペーパー
「paper C」の
巻頭ページにて遠
藤水城（インディ
ペンデント・キュ
ーレーター）との
対談掲載。
（5/21 新着更
新）
名村造船所大阪工場
跡地など、造船所跡
地を中心とする大
阪・北加賀屋エリア
の所有物件を、芸
術・文化活動の拠点
に変える試みを行っ
ている、千島土地株
式会社が発行するニ
ュースレター。遠藤
くんと話したテーマ
はざっくり「地域に
おける個々のクリエ
イティブ手ぃとコミ
ュニティ形成の関
係」みたいな内容。

「編集会議」(宣
伝会議」2012年
夏号アサダの活動
掲載（5/21 新着
更新）
特集ページの「編集
者、ライターは必要
か 　西村佳哲(働き方
研究家)」の記事にて
アサダの活動が紹介
されてます。

三浦展さん新刊
「第四の消費　つ
ながりを生み出す
社会へ」 (朝日新
書」にアサダとの
対談が掲載
（4/16 新着更

http://www.d-labo-midtown.com/d-log-detail.php?id=372
http://infolounge.exblog.jp/15533485/
http://kobedocktalk.blogspot.com/2012/03/docktalk01.html
http://www.amazon.co.jp/%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%A8%E3%82%A4%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%96%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%8B%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%87%E3%82%B6%E3%82%A4%E3%83%B3-%E9%96%A2%E3%82%8F%E3%82%8A%E3%81%A4%E3%81%8F%E3%82%8A%E5%B7%BB%E3%81%8D%E8%BE%BC%E3%82%82%E3%81%86-Next-Creator-Book/dp/4845912902/ref=zg_bsnr_571584_1
http://www.amazon.co.jp/%E7%AC%AC%E5%9B%9B%E3%81%AE%E6%B6%88%E8%B2%BB-%E3%81%A4%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8A%E3%82%92%E7%94%9F%E3%81%BF%E5%87%BA%E3%81%99%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%B8-%E6%9C%9D%E6%97%A5%E6%96%B0%E6%9B%B8-%E4%B8%89%E6%B5%A6-%E5%B1%95/dp/4022734450
http://www.amazon.co.jp/%E7%AC%AC%E5%9B%9B%E3%81%AE%E6%B6%88%E8%B2%BB-%E3%81%A4%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8A%E3%82%92%E7%94%9F%E3%81%BF%E5%87%BA%E3%81%99%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%B8-%E6%9C%9D%E6%97%A5%E6%96%B0%E6%9B%B8-%E4%B8%89%E6%B5%A6-%E5%B1%95/dp/4022734450
http://osakajin.osakacity.or.jp/
http://www.amazon.co.jp/%E7%AC%AC%E5%9B%9B%E3%81%AE%E6%B6%88%E8%B2%BB-%E3%81%A4%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8A%E3%82%92%E7%94%9F%E3%81%BF%E5%87%BA%E3%81%99%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%B8-%E6%9C%9D%E6%97%A5%E6%96%B0%E6%9B%B8-%E4%B8%89%E6%B5%A6-%E5%B1%95/dp/4022734450


さんが関わっている
まちづくりに関する
トークに出演しま
す。京都市左京区養
正地区における「み
んなの居場所」をゆ
るやかに考える、そ
んなきっかけ作りに
したいと考える会で
す。14時～17時。

３月12日（月）
大阪・應展院（終
了）
コモンズフェスタ
2012　アサダワタル
×原尻 淳一クロスト
ーク 「まち
HACKS!：＜住み開
き＞は何を問う?」
住み開き本の出版記
念も兼ねて招待いた
だきました。『IDEA
HACKS!』など
「HACKS!」シリー
ズなど知的生産に関
する著述で知られる
原尻淳一さんとの初
顔合せのトークで
す。

３月９日（金）
大阪・谷町空庭
（終了）
green drinks
Tanimachi「いろい
ろなものを“かせぐ”」
ゲストとして、日常
編集家としての働き
方を語ります。会場
は住み開き本でも取
材をさせてもらって
いる谷町空庭さんで
す。少人数での開催
なので予約はお早め
に。

３月８日（木）
大阪・扇町メビッ
ク（終了）
クリエイティブクラ
スターセミナー プロ
デューサーに学ぶ　
プロジェクトのデザ
インに講師としてお
招きいただきまし
た。
自分ではプロデュー
サーという認識はま
るでないのですが、
各種プロジェクトの
設計はしてる立場で
色々お話できるか
と。
最近とてもお世話に
なっているりそな総
研の藤原明さんとと
もに登壇します。

３月４日（日）
岡山・やっち（終
了）
【路地の大学シリー
ズ vol.4】アサダワタ
ル トーク＋ミニライ

新）
「住み開き」本から
の転載再編集された
対談が収録されてま
す。三浦さん祝出
版！

紀伊国屋書店梅田
本店３号カウンタ
ー前にて「住み開
き」発売記念フェ
ア『いま、つなが
りを考える』
4/8～4末まで開
催中！！（4/9 新
着更新）
大阪人なら誰もが知
っている紀伊国屋書
店梅田本店さんのビ
ックマンから入った
入り口のところで開
催中です！是非！

「大阪人」5月号
の福島区で活動紹
介コーナーに人物
＋書籍 掲載（4/2
新着更新）
超ご近所さんのチヨ
さんこと藤井千代栄
さんの「千代の家」
もあわせて紹介され
てます。

「NICE
REFORM サステ
ィナブルスタイ
ル」No.44号の
トレンドコーナー
に書籍 掲載（4/2
新着更新）
淀川区西中島南方の
小島和江さんの「小
島酒店」もあわせて
紹介されてます。

http://gekken.net/SW_IKIIKI/cn15/ibasho.html
http://uemachi.cotocoto.jp/event/65187
http://greendrinks.jp/announcements/gdtanimachi-vol-3/
http://www.mebic.com/seminar/2702.html
http://osakajin.osakacity.or.jp/
http://www.kotoami.org/menu/schedule.html
http://osakajin.osakacity.or.jp/
http://osakajin.osakacity.or.jp/
http://www.nicereform.net/nicereform/index.html
http://www.nicereform.net/nicereform/index.html


ブ 『ぼくらの家には
土間も縁側もなかっ
た -そしていま、住み
開きへ』
～「住み開き 家から
始めるコミュニテ
ィ」出版記念企画 in
岡山～
岡山のやっちという
場所にお招きいただ
きました。住み開き
本でも取材させてい
ただいたmenpei (井
筒耕平・井筒木綿子)
さんとの対話も。あ
りがとう千秋君。

３月３日（土）
大阪・ボランティ
ア情報センター
（※非公開）（終
了）
大阪市内で活動する
様々な分野のNPO
が、どのように他団
体と繋がったり、広
報力をアップできる
か。こういった課題
を共有するためのワ
ークショップンのフ
ァシリテーターを務
めます。

2月25日（土）
名古屋・栄町パル
ル（終了）
『住み開きｘぼくら
のシゴト』
～「住み開き 家から
始めるコミュニテ
ィ」出版記念企画 in
名古屋～
大阪のトークプログ
ラムで出会った名古
屋の仲間が企画をし
てくだりました。パ
ルルは前身の店時代
に、ソロやバンドの
ライブでもお世話に
なっていた場所。プ
チライブもするかも
です。

2月19日（日）大
阪・スタンダード
ブックストア心斎
橋（終了）
アサダワタル×松村貴
樹　特別対談トーク
ショー 『住み開きか
ら垣間みる “編集”の
これから』
～「住み開き 家から
始めるコミュニテ
ィ」出版記念企画 in
大阪～
大阪はフロム谷町６
丁目のローカル・カ
ルチャーマガジン
『IN/SECTS』の編
集長 松村貴樹さん
と、住み開きの楽し
み方、そして編集の
未来について、ざっ
くばらんに語り合い
ます。スタンドード
ブックストア店長の
中川さんも友情出

３月12日 東京新
聞書評欄
「住み開き」本が紹
介されてます。紀伊
国屋新宿店のツイッ
ターでも取り上げて
いただき感謝！

「Meets
Regional」4月
号の「CHECK
IN PEOPELE」
のコーナーに人物
＋書籍 掲載
「日常編集家」とし
て住み開きの動きを
まとめてきたこと
を、短い文章ながら
丁寧に綴っていただ
きました。写真も素
敵に撮影していただ
き恐縮・感謝。

「ダ・ヴィンチ」
4月号の「注目の
新刊情報」のコー
ナーに書籍 掲載
ノンフィクション／
エッセイの欄に掲載
いただきましたので
どうぞご覧下さい。

『2011 』
produced by
朕朕朕[chin3]に
執筆参加
編集とデザインチー
ム「朕朕朕」による
ブックレット
『2011』。いつもお
世話になっている編
集者 竹内厚さんより
お誘いをうけ、執筆
参加させていただき
ました。テーマ
は‒“2011年、この町

http://spaceyatch.sakura.ne.jp/event.html
http://kokucheese.com/event/index/24964/
http://lmaga.jp/meets/
http://lmaga.jp/meets/
http://ddnavi.com/davinci/
http://ddnavi.com/davinci/


演！

2月16日（木）兵
庫・神戸大学発達
科学部特別講義
（※非公開）（終
了）
２年前にも担当をさ
せていただいた特別
講義にて、芸術専攻
の３回～４回生を対
象に、音楽からアー
トプロジェクトから
住み開きのことなど
を自分の経歴ととも
に話します。

2月10日（金）東
京 新宿 カフェ・
ラバンデリア（終
了）
アサダワタル×素人の
乱×米田智彦、他（予
定）
特別対談トークショ
ー 『住み開きから垣
間みる コミュニティ
とノマドの未来』
～「住み開き 家から
始めるコミュニテ
ィ」出版記念企画 in
東京～
住み開き本でも対談
させていただいた素
人の乱の松本哉氏と
山下陽光氏、そして
最近意気投合したノ
マド型現代編集者 米
田智彦氏たちとのト
ークです。※出演を
予定していた内田洋
平くんが金沢に行か
なくちゃいけなくな
り不参加となりまし
た！申し訳ありませ
ん。詳細は1月末に以
下をクリックしてい
ただければアップさ
れてるかと。

1月31日（火）東
京・渋谷 アップ
リンク（終了）
Offshore presents
シリーズ・映像でめ
ぐるアジア
“台湾のサウンドアー
トイベント『失聲
祭』を見る” meets
住み開き！
上映会と台湾のアー
ティスト
YAO,Chung-Han氏
とのスカイプ対談、
面白い表現コミュニ
ティの作り方住み開
きの話を語ります。
本の販売も行います
よ。

1月27日（金）大
阪・西九条 梅香
堂（終了）
美術家・中崎透氏の
個展「エピソード：
鼻歌まじりの引越の

で印象的だったこと
を5つ教えてくださ
い。” 50人の多彩な
執筆陣が参加。 今の
ところ京都のガケ書
房さん等で入手でき
るそう。

『大人のためのシ
ェアハウス案内』
にて住み開き 掲
載
西川敦子さんの単著
「大人のためのシェ
アハウス案内 みんな
でひとり暮らし。」
が2/17にダイアモン
ド社より出版されま
した。住み開きのこ
とで、僕も取材して
いただきましたので
どうぞ読んでみてく
ださいね。“みんなで
ひとり暮らし”という
副題、個人的にぐっ
ときます。

2月17日 京都新
聞 書評欄 掲載
「ほん」のコーナー
にて紹介されており
ます。

2月９日&16日
OBCラジオ大阪
「関西のるつぼ」
出演
２週に渡り「住み開
き」の話や日常編集
家としての活動を話
します。

2月９日 FM-
NACK5 「夕焼
けシャトル」電話
生出演
18:10-18:20のコー
ナーにて「住み開
き」の話や日常編集
家としての活動を話
します。

2月１日
artscape 「学芸
員レポート」に住
み開き掲載

http://www.standardbookstore.com/archives/66031180.html
http://cafelavanderia.blogspot.com/search/label/EVENT%20INFO
http://www.offshore-mcc.net/2011/12/offshoremeets.html
http://chinthree.wordpress.com/
http://www.diamond.co.jp/book/9784478020487.html


時間はいつかは終わ
る。だから僕はなる
べく回り道をする」
にて、中崎氏とギャ
ラリートーク。住み
開き本の出版を記念
してお声かけいただ
きました。プチライ
ブもするかもです。

【過去のトーク・レ
クチャー一覧はこち
ら】

川浪千鶴さん（高知
県立美術館企画監兼
学芸課長）によるア
ートゾーン藁工倉庫
と藁工ミュージアム
の紹介記事に、住み
開きの書籍から、住
むことと表現の関
係、コミュニティの
進化において新たな
局面について書いて
くださってます。

2月1日
netTAM（トヨタ
アートマネジメン
ト）のリレーコラ
ム執筆公開
「日常編集家として
世に立つ」というタ
イトルのコラムを執
筆させていただきま
した。どうぞご覧く
ださい。

2月7日 毎日新聞
夕刊関東版 人物
＋書評欄 掲載
読書日和のコーナー
にて紹介されており
ます。

2月6日 神戸新聞
書評欄 掲載
一読納得のコーナー
にて紹介されており
ます。

２月３日 西日本
新聞 書評欄 掲載
本棚コーナーにて掲
載。

http://tohru51.exblog.jp/
http://artscape.jp/report/curator/10020655_1634.html
http://www.excite.co.jp/News/magazine/MAG3/20120131/146/
http://yrecord.exblog.jp/i58/


1月31日 サンデ
ー毎日 書評欄 掲
載
本棚の整理術／人は
なぜ、そこに住むの
かコーナーにて掲
載。

1月31日 朝日放
送キャスト 出演
16：50からの2時間
番組 朝日放送キャス
トで「住み開き」が
特集されます。コメ
ンテーターは政治学
者の中島岳志さん。
住み開き本でも取り
上げさせていただい
たRojiroomさんなど
が登場します。どう
ぞご覧を。

1月27日 エキサ
イトニュースに米
光一成さんによる
書評掲載
「最初は５人の共同
生活からはじまっ
た。住み開きって
何？　自宅が博物館
に!?」が掲載されま
した。

1月30日 NHK第
一 大阪放送局
「関西ラジオワイ
ド」生出演
17:20-17:50の「旬
の人・時の人」コー
ナーにて「住み開
き」の話や日常編集
家としての活動を話
します。

1月31日 日経新
聞夕刊全国版
人物紹介欄にてアサ
ダの活動、「住み開
き」提唱の経緯が掲
載されます。

1月18日読売新聞
朝刊の地域大阪欄に
「住み開き」本が掲
載されました。

http://www.excite.co.jp/News/magazine/MAG3/20120131/146/
http://www.excite.co.jp/News/reviewbook/20120127/E1327511460897.html
http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/osaka/news/20120118-OYT8T00041.htm


週刊ダイアモンド
2012年1月12日
号「Books
Reviews」欄に「住
み開き」本が掲載さ
れました。

ソトコト2012年
2月号「アートの
力」欄に「住み開
き」が掲載されまし
た。

12月25日 書籍
「2010年パリ
アール・ブリュッ
ト・ジャポネ展全
貌」が現代企画室よ
り出版されました。
アサダも「アール・
ブリュット・コレク
ション、アル・サ
ン・ピエール美術
館、リール・メトロ
ポール美術館　３つ
を巡ってー日常／ア
ール・ブリュット／
美術館／日常…」と
いうコラムを執筆さ
せていただいてま
す。

1月9日 FM
OSAKA「Happiness!!」
に出演。「住み開
き」の書籍を始めと
した活動紹介をさせ
てもらいました。

11月30日 高知
新聞にて、”自宅の空
き部屋開放「住み開
き」に注目”という記
事が掲載されまし

http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/osaka/news/20120118-OYT8T00041.htm
http://dw.diamond.ne.jp/
http://dw.diamond.ne.jp/
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.amazon.co.jp/SOTOKOTO-%E3%82%BD%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%88-2012%E5%B9%B4-02%E6%9C%88%E5%8F%B7-%E9%9B%91%E8%AA%8C/dp/B006M3BNTG
http://www.jca.apc.org/gendai/onebook.php?ISBN=978-4-7738-1117-9


た。静岡新聞にも掲
載されてます。

11月27日 中日
新聞の滋賀欄にて、
アサダがナビゲータ
ーを務めた糸賀一雄
記念賞第十回音楽際
「創発ワークショッ
プ」の取り組みが掲
載されました。

11月3日 雑誌
『未来回路』の4.0
号にて、集英社新書
「他人と暮らす若者
たち」で注目されて
いる社会学者の久保
田裕之さんと対談を
させていただきまし
た。

10月31日 雑誌
『IN/SECTS』の
特集「もうかりまっ
か？　～私たちの働
き方2011～」にてア
サダの「日常再編
集」活動が掲載され
ています。なかなか
ものすごく個性的で
豪華な取材陣です
よ。

【過去のメディア掲載出演一
覧はこちら】
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